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　　　プロローグ







　運動部の先陣を切って、野球部の部員たちがランニングをはじめた。

　部員の一人がソロで「イチッ！　ニッ！　サンッ！　シッ！」とリードをとると、小気味良いテンポで「イチニ、サンシ」と部員たちの斉唱が続く。

　かけ声のリードは順番制だが、声が小さいとやり直しを命じられるので、誰だれもがやけっぱちな大声を上げる。

　閉め切ったはずの音楽室から、間の抜けた大きな音がもれた。

　吹すい奏そう楽がく部がチューニングをはじめたのだ。

　そろそろ部活も本格的になってきた。一年Ｋ組の教室に残っている生徒もわずかで、男子三人が教室の片隅に陣どっているだけだった。

　四月下旬のやわらかな日ひ射ざしが入る教室の片隅で、同世代たちが奏かなでる熱い青春の音を、どこか遠く、そして気だるく感じながら天あま川かわ星ほし人とはノートを写していた。

　星人の前には悪友の早はや川かわと長は谷せ川がわが腰を下ろしている。細身で背が高い早川宗むね元もとと、小太りで背も低い長は谷せ川がわ民たみ也や。二人ならべば縦でも横でも凸でこ凹ぼこコンビだ。

　ノートを必死で写す星ほし人との姿を眺ながめながら、早はや川かわと長谷川は長話を続けていた。

「……だからな、俺おれはこう書きこんでやったんだ……ＳＦとはサイエンス・フィクションの略であり、純粋に科学だけをＳＦとするべきだ。剣や魔法の世界もＳＦなら、ＳＦはスーパー・フィクションの略になってしまい、ＳＦの定義そのものがおかしくなる。そうしたＳＦスピリッツから本格ＳＦ大賞は創設されたんだ。ゆえにスタプリの授賞撤てつ回かい、ならびに投票資格の規制を要求する……とな」

　スタプリとはスター・プリンセスなる魔法少女アニメの略称で、二次元宇宙から地球にやって来た一二人のお姫さまたちが王位を巡って魔法で争う話だ。現在、小さな女の子と大きなお兄さんたちに大人気で、番組を見ていない星人でも絵柄とタイトルぐらいは知っていた。

　そのスタプリがインターネットの投票で決めるＳＦ賞を受賞したと早川は憤いきどおっているのだ。

　ちなみに早川の言い分では、本格ＳＦ大賞は日本のＳＦ界では一番と二番からは大きく離されているものの、三番目ぐらいに権けん威いある賞という話だった。

　けれど相手をしている長谷川の相づちは気のないものだ。

「ふん、それで？」

「でな、そいつが反論するには……そうした狭きよう義ぎな定義論がＳＦを衰すい退たいさせ、いつまでたっても本格ＳＦ大賞が二大メジャーに及ばない原因なんだ、って。それに古参が新規を規制しようとするのは典型的な既き得とく権けんへの固執だなんて言いだして、論点をずらそうとするんだ」

　賞の運営委員会のメンバーである早川は単なる内部での言い争いを武勇伝として語っていたが、部外者な上にＳＦ自体に興味がない星人や長谷川相手に盛り上がるはずがなかった。早川の孤独な独演会は続く。

「だけどな、そうじゃないだろ。ＳＦじゃない偽にせ物ものをＳＦ認定して水増ししたって意味ないし、スタプリに投票した奴やつらなんてＳＦファンじゃなくただのアニメファンだ。スタプリが終わったらどうせ二度と投票しないんだ。一時的な投票数のドーピングなんて無意味だろ。だから俺もマジギレしてさ。そっから二時間も延々とバトルよ。しつこいったらありゃしねぇ……」

「二時間もバトルってことは相手だけでなく、早川もしつこいから続いたんだろ。そういうのって互いに最後に言った方の勝ちって思うから終わらないんだよな」

　ノートに書きこんでいた手を止め星人が顔を上げると、早川がちょっと嫌いやな顔をした。

「変なのと一緒にするなよ。少なくとも俺はＳＦへの愛ゆえに戦ってたんだぞ？」

「そんな愛され方だとＳＦの方も迷惑だろ……」

　星人は早川の話を適当にいなすと、ノートの持ち主である長谷川に尋たずねる。

「それより、長谷川。これって大文字のＡかよ？　それともＯなのか？　どっちだ」

「Ａだよ」

　長谷川が答えると、ノートを見てもいない早川までも当然といった口ぶりで相づちを打つ。

「うん、Ａだな。これをＯだと思うなんてどうかしてる」

「ちぇっ、他ひ人と事ごとだと思いやがって」

　星ほし人とが舌をうつと、早はや川かわが先ほどのお返しとばかりに一言で断罪する。

「遅刻するのが悪い」

　言い返す言葉もなく星人はため息をつくと、再び手を動かしはじめた。

　時計が三〇分ほど遅れていたせいで、一時間目の英語の授業を遅刻したのだ。

　一緒に暮らす親でもいれば、ちょっとぐらい寝すごしても起こしてもらえるのだろうが、生あい憎にくと星人の両親は離婚していて、母は一〇年以上も前に遠く離れた県の実家に帰っていた。そして父は仕事の都合上、家にいることの方が少ない。

　もちろん朝になると勝手に部屋へ入って来て「起きなさーいっ！」なんて怒鳴りながら布ふ団とんをはぎとってくれる隣の家に住む美少女もいないし、布団の上で「おにいちゃん、起きろーっ！」なんて騒さわぐ血のつながらない妹もいない。

　事実上の一人暮らしで、寝すごしたら最後、自分で起きるまで延々と惰だ眠みんをむさぼるだけである。そのツケとして星人は長は谷せ川がわのノートを写しているわけだが、これがちょっとした罰ゲームだった。

　かなりのクセ字なのだ。それでも日本語なら文脈で見当をつけるなんて芸当も可能だが、英文だと星人の英語力で正しいスペルを文脈から導きだすのは困難な話だった。

　それでコンビニでコピーしてすませるわけにもいかず、書いた本人を目の前にして、せっせと手書きで写しているわけである。

　ちなみに早川は小学生の頃ころから父の本ほん棚だなにあった古典系ＳＦ小説を読みはじめ、それが高じて中学時代には原書を読むようになった一種の変態さんだった。おかげで英語の読み書きはほぼ完かん璧ぺきで、授業中も簡単なメモぐらいしかとらない。

　星人が再びノートに向かったこともあって、沈ちん黙もくをもて余した早川が再び話題をふる。

「そういえば長谷川、昨日の八時って何のテレビ見てた？」

　頭上で嫌いやなキーワードが飛び交って、星人は心の中でため息をつく。昨日の午後八時、星人には有り難がたくない番組が放送されていたのだ。

「特番を見てたよ。火曜スペシャル、都市伝説がどうのってやつ」

「おーっ、長谷川もか。俺おれもあれ見てた。都市伝説大百科」

　そして男二人の声が見事なハーモニーを奏かなでる。

「天あま川かわ。お前の親おや父じ、出てたぞ」

「そう、らしいね」

　星人が淡々と作業を続けると、長谷川は意外そうな顔をする。

「あれ？　見てないのか、せっかく自分の父親がテレビに出るっていうのに」

「テレビに出るって言ってもねぇ……どうせろくな役じゃないし」

　左手を顎あごにあてて星ほし人とは目を泳がす。教科書によく載る芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけみたいな格好になった。

　一〇代は悩み多き年とし頃ごろというが、天あま川かわ星人・一五歳は確かに多くの悩みを抱かかえている。

　思春期にありがちな悩みに、生活面での悩み。そして将来に対する漠ばく然ぜんとした不安。そんな誰だれしもが抱いだくような悩みごとや不安もあれば、天川星人特有の悩みもある。

　星人特有の悩み、それは二本立てだった。

　一つは自分の名前だ。

　天の川と星の人と書きアマカワ・ホシトと読む。大宇宙をイメージできるロマンあふれる名前かもしれない。

　けれどロマンあふれるはずの名前も星人にとっては、小学生の頃は甘あま辛から星せい人じんなんていう美食家の宇宙人みたいなあだ名をつけられ、中学生になってからはオッパイ星人なんていうあだ名を頂ちよう戴だいした程度で、常にからかいの種でしかなかった。

　そしてもう一つの悩みの種が、星人に有り難がたくない名前をつけた張本人、父のことだった。

　星人の父である天川淳じゆん一いちはちょっとした有名人で、日本を代表するＵＦＯ研究家なのだ。

　ＵＦＯ関係の本を十数冊は出しているし、雑誌にも度たび々たび記事を載せていた。テレビにも年に数回くらいはＵＦＯ肯定派として出演している。

　実は昨日も父がテレビに出演することは知っていたのだが、あえて星人は見なかったのだ。

　いくら日本を代表するといっても、分野が分野だけに世間の見る目は電波作家か色物芸人といったところである。

　有名人を親に持つだけで、からかいの種になるのが日本の子ども社会というものだ。ましてや色物芸人や電波作家となれば一層である。

　からかわれた時にムキになればなるほど、相手は喜んでもっとからかおうとすることを星人は小学生の頃に嫌いやというほど学んでいた。そして、からかわれても最もムキにならないですむ方法はその番組を見ないことだということを星人は経験的に会え得とくしていたのだ。

　それで高校生となった今も星人は父がテレビに出演してもその番組を見ないのである。

「けっこう、面白かったけどな。天川の親おや父じが紹介した話」

　ちょっと残念そうな顔の長は谷せ川がわに、早はや川かわが相づちを打つ。

「そうそう、メイド・イン・ブラックな」

「めいど・いん・ぶらっく？」

　怪け訝げんな顔をした星人がメイド・イン・ブラックから連想したのはメイド・イン・ジャパン。ジャパンをブラックに置きかえると、製造国は黒……あまりの意味不明ぶりに星人は目を白黒させる。すると早川がニヤリと目を細めた。

「メイド・イン・ブラックとは、メン・イン・ブラックのメイドさんバージョンらしい」

「なんだ、そりゃ……」

　あきれる星人に早川と長谷川は身を乗りだして交互に説明する。

「あのさ、アメリカにはメン・イン・ブラックっていう都市伝説があるんだってさ」

「ＵＦＯや宇宙人を目撃すると、黒ずくめの男があらわれて、警告や脅おどし文句をならべて去っていくんだって」

　日本を代表する電波、ではなくＵＦＯ研究家の息子むすこだ。星ほし人ともその話は知っていた。

「それでな、メイド・イン・ブラックっていうのはそのメイドさんバージョンなんだ。目撃者の前に二人組か三人組の黒を基調とした衣装のメイドさんたちがあらわれて、ＵＦＯを見たり宇宙人と会ったりしたことを他言しないようにお願いするらしい」

「お願い？　警告とか脅しじゃなく、お願いするのか？」

　怪け訝げんな顔をする星人に向かって、長は谷せ川がわは「その通り」と大きくうなずくと、人さし指を上げた。そして気持ちの悪い裏声を上げる。

「しーっ。ご主人さま、しーっ、ですよ？　ＵＦＯを見ちゃったことは他言無用でお願いしますね……ってお願いされちゃうそうだぞ？」

「しかもメイドさんたちはそろって美少女だとさ。青いお目々の金髪美少女や黒髪の大和やまと撫子なでしこ、多た国こく籍せき軍の勢いでお願いされるんだぜ。最強だよな」

　番組内の再現ＶＴＲを思い出し、早はや川かわと長谷川は舞い上がる。二人とも再現ＶＴＲに出演したタレントのメイド姿で脳に補正がかかっているのだ。

　けれど星人が見たのは小太りな男子同級生が人さし指を上げて「静かに」のジェスチャーをしながら裏声を上げてる姿だ。ちょっとしたトラウマものな光景が星人を冷静にさせた。

「何をバカなことを。だいたいそんな弱腰じゃ口止めの効果なんてないだろ」

「いやいや、それがだな」

　むしろそれこそが話のツボとばかりに長谷川は眉まゆをよせると、地声と裏声を交えて一人二役で話を進めだす。

「メイドさんからの頼みを断ると、メイドさんが泣きだして……ふぇ～ん、そんなぁ、困っちゃいます。どうかお願いだから、秘密にしてください。わ・た・し・た・ち・だ・け・の・ひ・み・つ・に……な～んてお願いされちゃうらしいぞ」

　まるでメイド喫茶でジャンケン・ゲームに興じるメイドさんみたいだ。

　段々星人は頭が痛くなってきた。

　けれど昨日の再現ＶＴＲが脳内麻薬として残っている早川は大おお真ま面じ目めに語る。

「そうそう、可愛かわいくお願いされると、最後は断れなくなるらしい」

「いや～ぁ……変に脅されるより、よっぽど効果があるよなぁ」

　長谷川もこれにはやられたと感服した表情で腕を組む。

　都市伝説を大真面目な顔で語り合う二人の姿に星人はバカバカしくなって手を止める。ノートの上でシャーペンがコロコロ転がった。

「あのさ、それで効果があるんならどうしてそういった話が広まっているんだよ。もし口止めされた通り、誰だれにも言わなかったらメイドが来てどうのって話は広まってるはずがないだろ」

「なるほど、その言い分は確かに正しいように聞こえる」

　したり顔で早はや川かわがうなずくと、その後を長は谷せ川がわが受けた。

「ゲストの鮎あゆ川かわ真ま央おちゃんも似たようなことを言ってた。で、お前の親おや父じはタジタジだった」

　自分と同世代のアイドルにつっこまれてあわてる父親の姿を想像して星ほし人とはげんなりするが、早川がある若手芸人の名前を語った。

「でもな、お笑い芸人のマッスルズっているだろ？　あれの筋きん肉にく一いち号ごうがいいこと言うんだ。メイドさんたちはＵＦＯや宇宙人を見たことを他人には言わないでとお願いしたけど、自分たちのことを言わないでとは言ってない、って」

　あまりのバカバカしさに椅い子すから落ちそうになる星人だが、長谷川と早川は真剣だった。

「そうなんだよ、実に論理的だよな。だってメイドさんを見たっていう噂うわさは広まっても、ＵＦＯや宇宙人を見たっていう内容の方は広まってないんだから」

「やっぱお笑いの芸人って普段はバカなことばっかり言ってるけど、本当は頭いいんだな。あれで信じるポイントが思いっ切り上がって信じないポイントを圧倒したしな」

「お前の親父が紹介した都市伝説、ちゃんと伝説大百科に記載されたからな。安心しろよ」

　ぽん、と最後に長谷川が星人の肩を叩たたいた。都市伝説大百科なる番組を見ていない星人には番組の仕組みやルールなんて知るはずもないが、一連の展開が目にうかぶようだった。さぞかし爆笑の渦がまいていたことだろう。再びシャーペンを握ってノートに向かう。

「そんなのどうでもいいよ」

「いやいや、そんなことないだろ。実にためになる話だった」

　都市伝説という実体のない噂話から何を得たのか不明だが、長谷川がしたり顔でうなずくと、早川も同情的な視線を星人に向ける。

「天あま川かわも見れば良かったのに。他ほかにもためになる話がいっぱいあったぞ」

「……他にもって、どんな話があったんだよ？」

　都市伝説に有用な話などあるはずがないと思いながらも星人が尋たずねると、ほぼ即答で早川はある都市伝説をあげた。

「そうだな、魔法使いになる話とかもためになったな」

「そうそう、二五歳か三〇歳まで童どう貞ていを続けると魔法使いになれるって伝説」

「ぜんぜんダメじゃん。どこがためになるんだよ」

　あまりのバカバカしさに耐えきれなくなった星人だが、早川は伝説自体に対するバカバカしさはあっさり認めた。

「確かに伝説自体は日本童貞友の会の協力により、信用性が低いということになった」

「低いどころかゼロだろ……って言うか日本童貞友の会なんてのがあるのか？」

「なんでも会員数二万人を誇る一大勢力らしいよ。んで、日にち童どう友ゆうの会長が言うにはさ……」

　長は谷せ川がわは番組内の検証ＶＴＲで流れた日にち童どう友ゆうの会長の話を、真ま面じ目めな顔で語りだす。

「……大人おとなの社会じゃ、童どう貞ていってバカにされたり蔑さげすまれたりして、中世の魔女狩がりにおける魔女って感じなんだってさ。そうした弾圧に近い状態から連想ゲームみたいな形で、魔女狩りの被害者、魔女、魔法使い、三〇歳まで童貞を続けると魔法使いになるって変化して都市伝説になったんじゃないかって」

「……ふ～ん」

　子どもの頃ころから名前のことで色々と嫌いやな思いをした星ほし人とだ。何となく身につまされてしまう。もっとも二五歳や三〇歳というと、まだまだ先の話だ。やはり所しよ詮せんは他ひ人と事ごとといった思いがある。けれどそんな星人の心の隙すきを早はや川かわと長谷川は鋭く見抜いていた。

「ちなみに日童友の会長が語るところによるとだな、魔法使い……早い話、中年童貞になりやすい人物の心理をあらわしたものとして、童貞心理曲線ってのがあるんだってさ」

　正規の心理学用語には絶対にありそうにない用語に星人は胡う散さん臭くさい顔をするが、長谷川は他人事じゃないと心配顔で語りだす。

「ほら、日本てさ、男と女じゃ男の方が上っていう意識があるだろ？」

　今の世の中、権利や建て前みたいなもので語れば男女平等なのは間違いない。けれど男女交際レベルだと、女の子の方がレベルの高い学校へ通っていたり、背が高かったりなんかすると、男子としては何かとつらいものがあるのも確かだった。

　長谷川はそういった心理が恋愛経験の面でも働くと言う。

　つまりキスしたことのない男子はキスをしたことのある女子に対して抵抗感や劣等感を抱いだいてしまう。そしてそれは童貞の男子と処女を卒業した女子の関係でも一緒である。

　だから男子は自分より経験の少ない女子を探そうとするが、そうなると相手が限られてくるし、相手の過去が気になると告白もできなくなるという。

「そういった心理は一〇代の半ばから段々山なりに大きくなっていき、二は〇た歳ち前後でピークに達するらしい。そして今度は二五歳、三〇歳って向かうにつれ下がっていくんだってさ」

「なるほどねぇ……その山なりのグラフだか曲線だかが童貞心理曲線なわけね……」

　気のない様子でうなずきながらも星人も男だ。話を理解できないわけでもなかった。言い換えれば恋愛面における男のコンプレックス曲線といったところだろう。

　そうした心情を理解した上で、星人は大人な態度を示す。

「でも、好きになったり、つき合うことになった相手の過去なんて気にしても仕方ないんじゃないか？　大切なのは過去じゃなくて今現在とこれからの未来だろ」

「あぁ、わかってないな」

　早川と長谷川は同時に天を仰あおいだ。そして長谷川が力説する。

「だから、そういう風に思えるのが、俺おれたち一〇代半ばなんだよ」

「そう、もしくはプライドが枯れ果てた二〇代後半以降なんだ。いいか、天あま川かわ。今は俺たちも一〇代半ばで余裕がある。けれどこの余裕にあぐらをかいて油断してたら、あっと言う間に二は〇た歳ち近くになるんだ。そして焦あせりだした頃ころには負のスパイラルの中に……」

「負のスパイラル、と言うと？」

「それはだな……女の子とつき合ったことがないと、モテる・モテないで差別される男女交際における格差社会でモテない組に属することになるんだ。人間の習性として似たような者同士が集まるようになるから、モテる人間はモテる者同士でかたまって、モテない人間はモテない同士でかたまるようになっていく。そうなるとモテる勝ち組は彼女と別れても、友だちの彼女を介して女の子を紹介してもらえたりして出会いの機会は多いし、相手の過去なんて気にしないから、新しい彼女がすぐできる。つまり半永久的に女に困らない」

「ところが、だっ！」

　長は谷せ川がわの後を受けて今度は早はや川かわが力説する。

「モテない負け組はその逆の現象が起きるんだ。自分がモテないから、周りがモテない奴やつばかりになる。当然、そんな環境じゃ紹介なんていう美お味いしい話は来ない。しかも相手の過去を気にしてしまうから、ますます女の子とつき合いにくくなる……これが負のスパイラルだ。そしてこのスパイラルに陥おちいるとあとは坂道を転がるように二五歳、三〇歳になって、気がつけば魔法使いと呼ばれる存在になるわけさ」

「なるほどなぁ……」

　ようやく星ほし人とも実感がわいてきた。彼女を作るため何らかの行動を起こすべきだろう。

　ただし魔法使いになるのが怖いというわけではなかった。単純に一度きりの一〇代、一度きりの青春。どうせなら女の子と一緒にすごしたかったのだ。

　目の前の早川と長谷川の顔を交互に眺ながめながら星人はつくづくそう思った。

「そんなわけで、天あま川かわ」

　目が合った早川が星人の肩を叩たたいた。続いて長谷川も反対側の肩に手を下ろす。

「頼んだぞ」

「何がだよ？」

「決まってるじゃないか」

　早川がニヤリと笑うと、長谷川が親指を立てる。

「彼女を作って、その友だちを紹介してくれ」

「それならお前らが彼女を作って、俺おれに彼女の友だちを紹介しろよ。なんなら妹の友だちとか、姉さんの友だちとかでもいいぞ」

　直接の義兄弟にはなりたくない、というのがミソだ。

　両肩にのった手をふり払った星人と、早川の目が合う。すると早川は即座に首を横にふった。

「俺は無理だ。だって一人っ子だから。二分以上会話したことのある異性っていうと母ちゃんぐらいしかいない。二分じゃカップラーメンだって作れない。ましてや恋愛なんか不可能だ」

「俺おれだって一人っ子だ。しかもお袋は一〇年以上前に家を出てるんだぞ」

　星ほし人とも虚むなしい勝利であることはわかっている。星人と早はや川かわは同時に長は谷せ川がわの顔を見た。

　そこには日本海の荒波にもまれても波しぶきの中に立ちつくす巌いわおのような男の姿があった。

「俺は四人兄弟の末っ子だ。しかも四人とも男、四人とも肥満系、ついでに両親も肥満系。家で一番スリムなのは俺だ」

「それは悲ひ惨さんだ」

「すまない、長谷川」

　星人と早川は同時に目を背そむけ、頭を下げた。

　それから三人は同時に深いため息をつく。

　三人の通う星せい之し館かん学園は初等部から大学までそろったエスカレータ式だが、星人は初等部からの内部進学、そして早川と長谷川は公立中学からの外部受験と出身中学が別々だった。

　高校生になって、この教室で初めて顔を合わせた三人は天あま川かわ・早川・長谷川と名字に「川」の字がつくところから自然と意気投合した気になっていた。

　けれど実はモテない負け組のオーラが互いに引き合ったのではないか、そんな疑惑を三人そろって抱いだいてしまったのだ。

　そう、男女交際における負のスパイラルなるものが実在するというなら、すでに三人ともはまりつつあるのかもしれなかった。













　　　第一章　メイド・イン・ブラック







　リモコンの電源ボタンを押すと、テレビから映像と音声が消えた。代わって聞こえるのは虫の声と川の水音。

　自然の奏かなでる音を聞くと、何となくほっとして身体からだの力も自然に抜けていく。

　見慣れた居間を眺ながめ、星人はぼーっとする。遠くフクロウの鳴き声が聞こえた。

　静かな夜だった。

　もっとも星人の場合、毎日こんな調子だ。星人の家は山の中にあり、一番近くの人家でも二キロは離れている。

　居間のソファに座る星人は携帯電話を手にとった。二つ折り式携帯電話の背面ディスプレイを見れば、時刻は午後九時五分だった。

　この携帯電話は目覚まし時計の役割も兼ねていて、今日の遅刻でその信用をいささか落としてしまっていたが、さっきまで見ていたテレビ番組からすれば妥だ当とうな時刻のはずである。

　今日の遅刻、言い換えれば携帯電話の時刻が遅れたのは何だったのか。星人は二つ折りの携帯を勢いよく閉じたり、開いたりしてみる。

（電源でも切れたのかな）

　ボタンが甘くなっているのか、星ほし人とが勢いよく携帯電話を閉じると、たまに電源ボタンが押されて電源がオフになることがある。

　何度か同じ動作をくり返していると、やはり携帯電話の電源が落ちた。

　電源が落ちるということは、逆に電源が入ることもありうる。夜、寝ぼけて携帯を閉じたり開いたりして三〇分くらいの間、電源が落ちていたのだろうか。それとも床に落とすか何かして、電子部品が狂ったのか。

　原因をあれこれ考えてみるが、これといったものは思いつかず、星人は匙さじを投げるように携帯電話をソファの上へポンと投げた。

「わっかんねー」

　もっとも携帯電話の時間が一度くらい狂ったからといって、その原因がわからなくとも大した問題ではない。この件はあっさりと頭の片隅へと追いやられていく。

　星人にはもっと重要な問題があったのだ。それは昨日、父・天あま川かわ淳じゆん一いちから届いた手紙によりもたらされたものだった。

　テーブルの上に無む造ぞう作さに置かれた手紙にはこんなことが書かれている。




　星人へ

　私は身を隠すことにした。それというのも私は宇宙人たちの恐るべき陰いん謀ぼうを知り、地球における全人類の命運を握ることになったからなのだ。

　敵の力は強大で、我々人類の力では到とう底ていおよばない存在だ。

　けれど決して絶望する必要はない。何な故ぜなら希望もあるのだ。

　人類を滅ぼそうとする地球人の敵である宇宙人の他ほかに、それを阻そ止ししようとする地球人の味方となる宇宙人もいたのだ。

　現状では味方よりも敵の方が優勢だ。だが宇宙人たちの星から応援が来れば状況は逆転できるそうだ。

　私は人類の味方である宇宙人から、ある物をあずかった。それは人類の命運を握る重要な物だ。応援が来るまで、これを持って私は逃げることになった。しかし私が持ったままだと、私自身が捕まった時に恐るべき物も同時に敵の手に渡ってしまう。

　また私が逃げ続けていれば、味方の宇宙人がこの星に到着しても渡しようがない。

　そこで私があずかった物を隠した場所を裏面に記しておく。

　もしもお前の元へ味方である宇宙人が来たなら、私があずかった物を渡して欲しい。

　お前に地球と人類の未来を託したい。


父より






　星ほし人とは名めい探たん偵ていでも何でもない。ごく普通の高校生だ。

　それでもこの手紙に数多くの矛む盾じゆんや問題点があることぐらいわかる。

　たとえば仮に人類の味方である宇宙人が来たとしても星人に見分けがつくのか、といった問題。もしかすると敵である方の宇宙人が味方だと偽いつわって接近してくる可能性もあるだろう。

　また遠い星から地球にやって来るような相手なら科学力は向こうの方が圧倒的に上のはずだ。星人が父から手紙と地図を受けとったことを知ってもおかしくはない。そうなると星人自身の身も危なくなるはずだ。相手が有利になるようなターゲットを増やしてどうするのだろう。

　しかもこれらの前提となる段階にも問題がある。星人には地図に記された場所がどこかわからないのだ。

　手紙の裏に描かかれた地図には一本の木が描えがかれていて、その下に埋めたとある。そして地図の下には「この木がどの木か、お前ならわかるはずだ」という一文が書かれてあった。けれど星人にはこの木がどの木か、さっぱり心当たりがない。

　これでは味方の宇宙人が来ようと、敵の宇宙人があらわれようと、どっちにしたって星人にはどうしようもない。

　そしてもっと言えば更さらなる前段階の問題として、そもそも宇宙人の恐るべき陰いん謀ぼうとやらが本当なのか、そして宇宙人自体が実在してこの地球にやって来ているのかといった点がある。

　つまり信しん憑ぴよう性せいの薄い前提条件の上にさらに信憑性の薄い前提条件がのっかり、その上に意味不明な条件がのって、その上でどうすればいいのか判断に迷うようなことや、何がやりたかったのだろうと主しゆ旨しが理解できないようなことがあるわけだ。

「さて、どうしよう……」

　ソファにぐったりと身を沈めると、星人は天井を見上げる。

　常識的な線からすれば、警察に捜索願を出すだとか、親類親族を頼るということで母に相談するといったところだろう。

　けれど警察沙ざ汰たは何かと大げさになるし、星人は母が今どこにいるのか知らなかった。母に相談するなら、まず母を探すところからはじめなければならない。

　正直な気持ちとして、それらは面倒だった。もちろん今の状況で面倒だ何だというのは人としてどうかといった問題もあるが、星人の父は今まで何かと奇行を重ねてきている。

　ナスカの地上絵はＵＦＯを誘導するための滑走路であるという説を検証すると称してペルーに渡ったり、ノアの方はこ舟ぶね伝説は宇宙からの移民船だったかもしれないと称してトルコへ行き、そのまま数ヶ月から半年近く音信不通になったことも度たび々たびだった。

　だから星人としては父が行方ゆくえ不明になったこと自体はそれほど問題視していなかった。一応、理由を語った上で身を隠すと述べているのだから。

　それに経済状態も悪くない。一生遊んで暮らせるほどの大金があるわけではないが、それなりの蓄たくわえがあった。

　ただ今回の件で星ほし人とが一番頭を悩ませているのは身を隠すことになったという理由だ。

　確かに父である天あま川かわ淳じゆん一いちは世間から電波作家と見られている。それでも星人は父のことをそれほどおかしな人間だと思ってはいなかった。

　何な故ぜならつき詰めて考えれば世間一般の人々と父との差異は次の一点につきるからだ。

　宇宙人やＵＦＯといった存在が地球上に訪れていないと考えるのが世間一般で、訪れていると考えているのが父なのだ。

　つまり究極的には見解の相違というわけである。少なくとも今まではそうだった。

　けれど今回の手紙はさすがに星人もダメだと思う。

　宇宙人が地球に来ていることが前提で、しかも敵や味方がいるだとか、自分は人類の命運を握って敵の宇宙人と戦っているとまで主張しているのだから。

　端的にまとめれば「見えない敵がいるはずだ」から「見える敵と戦っている」に主張が変わったわけである。この差は星人にとって大きく、そして重かった。

　星人は電源を落としたテレビをぼんやり眺ながめる。

（昨日のテレビ、見ておけば良かったかなぁ……）

　星人がこの手紙を最初に読んだのは昨日の夜、父が出演した番組が終了した後だった。

　前回、父から連絡があったのが約一ヶ月前である。テレビに出演することになったというもので、収録が約二週間後、そして放送が約一ヶ月後（つまり昨日）という話だった。

　父がおかしくなったのは収録があった約二週間前の時点より、先だったのか後だったのか、テレビで父の様子を観察していれば何か気づくこともあったかもしれない。

「本当に参ったなぁ……」

　星人は手紙を封筒に収めると、テーブルの上に投げるが、その時だった。

　轟ごう音おんと共に衝しよう撃げきが走り、ソファに沈めていたはずの身がういた。咄とつ嗟さに星人は頭を手で抱かかえながら、周囲を見回す。

「じ、地震？」

　テレビやテーブルなどの調度品の位置が明らかにずれている。

　最初に星人が思いうかべたのは中学校か小学校の時に習った地震の話だ。太平洋プレートがどうといった小難しい話はともかく、地震は前震・本震・余震といった風に何度もゆれることがあるというところはよく覚えていた。

　また大きなゆれが来るかもしれないと用心しながら、星人は家の外を目指す。

　家は木造平屋だ。家が古いので、壁かべが崩くずれたり柱が倒れていたりすると、知らないうちに崩ほう壊かいする危険性もある。

　居間を出て、廊下を通って玄関に出た。スニーカーやサンダルが散乱しているのを見て、星人はちょっとだけ迷う。

　今は靴くつ下したも穿はいてないし、サンダルの方が手軽に履はける。けれど何かあった場合はやはりスニーカーの方がいいはずだ。

　結局、星ほし人とはスニーカーを選ぶと、素足に履いて家の外へ出て行った。

　そして外から家の様子を見て、星人は自分の目を疑った。

「なんだ、こりゃ……」

　壁かべにヒビが入ってないかだとか、瓦かわらが落ちてないかといったちゃちなレベルではなかった。

　家に銀色、もしくは光こう沢たくのある灰色の円盤状の物体がつき刺さっているのだ。

　円盤状の物体が刺さっているのは家の裏口側、風呂や台所があるあたりだった。もし一〇メートルぐらい手前だったら、星人は押しつぶされていたことだろう。

　けれど不思議と危機感や恐怖心はわかなかった。あまりにも現実離れした光景に星人はただ呆ぼう然ぜんと円盤を眺ながめるだけだった。

　やがて鈍く光る円盤の表面に突とつ如じよとして四角い穴が開いた。

　その穴から、ひょいと頭が出て周囲を見渡す。

　逆卵形の頭にアーモンドのような黒い目、鼻はないが鼻び孔こうらしき穴が二つ、顔の中央あたりに開いている。そして体表は円盤と同じく銀色、もしくは光沢のある灰色である。

　星人はこの生物が何と呼ばれているか知っていた。

　リトル・グレイだ。

　ようやく生々しい恐怖心が星人の胸に渦巻き、異常事態であることを頭の芯しんから実感する。

　気づいた時には星人は身をひるがえして、逃げようとしていた。

　ファースト・コンタクトだとか、宇宙人との友好や知的好奇心どころの話ではない。異質な生命体が動いている姿を見て胸にわき上がった感情は気持ち悪さと恐怖心だけだ。

　星人は思いっ切り叫びたくなる衝しよう動どうにかられるが、理性がギリギリのところで悲鳴を抑えこむ。生あい憎にくと星人の家は山の中だ。一番近くの人家でも二キロは離れている。

　今のところリトル・グレイの方は星人に気づいてないようだ。

（に、逃げるか、隠れるかしないと……）

　だが身体からだを反転させようとして足がもつれてしまった。星人は尻しりもちをつき、腰の下で砂利が音を立てる。

（やばい）

　そう思って見上げた瞬しゆん間かん、星人はリトル・グレイと目が合っていた。

　星人に気づいたリトル・グレイは細い指をつきつけると、内部に向かって口を動かす。

　仲間を呼んでいるであろうことは星人も想像がついたが、立ち上がって逃げるだとか、転がりながら物陰に隠れるだとか、対策を考えるより早く、リトル・グレイの横にひょっこりと別の異い形ぎようの生命体が顔を出した。

　リトル・グレイよりも顔は一回り大きく、リトル・グレイと違って大きな鼻がある。

　ラージノーズ・グレイだ。

　父親が日本を代表するＵＦＯ研究家だけあって、星ほし人とも名前ぐらいは知っていたが、けれどそれだけだった。

　吸血鬼や鬼ならニンニクや十字架を嫌うだとか、柊ひいらぎの枝に鰯いわしの頭を刺して戸口に飾れば家の中に入って来ないといった対抗策もあるのだろうが、グレイへの対抗策までは知らない。もっと真ま面じ目めにＵＦＯや宇宙人について勉強しておくんだったと悔くやむ星人だが、今さら手遅れだ。

　ラージノーズ・グレイの方はＵＦＯから降りようとしているのか、機体表面に開いた四角い出入り口から身を乗りだす。

　もうダメだと本能的に感じた瞬しゆん間かん、星人の理性が切れた。

「うぎゃああぁあああぁああああぁあああぁあああああぁあああぁああああぁあっ……」

　星人の叫びに身を乗りだしていたラージノーズ・グレイも驚おどろいたらしく、腕をすべらせた。そしてぐらっと身体からだがゆれた次の瞬間、星人は不思議な光景を見た。

　ラージノーズ・グレイの頭が首を起点にくるりと半回転したのだ。人間的な動きではなく、まるでネジが回るような機械的ななめらかさだった。そのままラージノーズ・グレイの頭はポロリと地上に落ちる。

「はっ？」

　そして星人は目が点になった。

　ラージノーズ・グレイの頭が落ちたと思ったら、胴体から真まっ赤かな血が噴き出す代わりに、無数の金色の糸があふれ出したのだ。それは髪の毛だった。

　金色の乱れ髪の向こうから、青い目をした白人少女の顔があらわれる。

　金髪少女は星人と目が合うと、ＵＦＯの中にあわててすっこんでしまった。

　呆ぼう然ぜんと星人が視線を下ろすと、地面にラージノーズ・グレイの頭が落ちている。転がった向きから首側が見えるが、その中はがらんどうだ。早い話、ラージノーズ・グレイの頭はかぶり物だったわけだ。

「な、なんだ……こりゃ」

　何か猛もう烈れつに騙だまされていたような気分になってきて、再び星人は円盤を見上げてみた。

　リトル・グレイと目が合った。

　星人とリトル・グレイ、両者の間に気まずい空気が流れた。

　やがてリトル・グレイの横から金髪少女が再び顔を出す。今度は首から下も人間らしい衣装を着ていた。黒いドレスのようだが、白いエプロンも見える。

　急いで着がえたようで、少女の顔はほんのり赤いし、髪も呼吸も乱れていた。さらには金髪少女とリトル・グレイが顔をのぞかせている四角い空間の端はしには、パーに広げた銀色の手が見えていた。平べったくなった手が、ひらひらして中身が抜けたことを物語っている。

　つまりラージノーズ・グレイは上も下もかぶり物、着ぐるみだったわけだ。

　当然、星ほし人との騙だまされた気分はさらに加速する。

　星人が見ている前で、リトル・グレイが一言か二言、金髪少女に声をかけた。すると少女は乱れた髪を手で梳すいて簡単に身なりを整えると、星人へ向けて指さした。

「ちょっと忠告してあげるけどね。もしもＵＦＯや宇宙人を見ても、黙だまってた方がいいわよ。そういうのって見間違いか勘かん違ちがいのどっちかだから。他人に言いふらしたりしちゃ絶対にダメだからね、そんなことをしたら、恥をかくのはそっちなんだから。いい、わかったぁ!?」

　流ちょうな日本語だった。金髪に青い目の少女は英語でもフランス語でもなく、日本語で星人に話しかけてきたのだ。

　しかも少女の着ている服は黒いドレスに白いエプロン、頭にカチューシャこそのってないが、どう見てもメイド姿である。

　星人の頭の中で連想ゲームのようにキーワードが次々とつながっていく。

　メイドさん、ＵＦＯや宇宙人に関する忠告、都市伝説……そう、メン・イン・ブラックならぬメイド・イン・ブラックだ。

　噂うわさではメイドさんは複数であらわれるということだったが、目の前にいるメイドさんは一人しかいない。リトル・グレイを足せば人数も複数になるが、そもそも噂ではリトル・グレイが一緒に登場するなんてなかった。

　ついでに噂ではメイドさんの口調はもっとソフトだったはずである。ところが金髪少女の口調はお願いしているのか、責めているのか、よくわからない。
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「せっかく忠告してあげてるのに、ちゃんとあたしの話を聞いてる？　もしもＵＦＯや宇宙人を見た気になっても黙だまってなさいって言ってるのよっ！　ＵＦＯはプラズマや雷といった自然現象で、宇宙人は猿さるや泥棒を見間違えちゃったの。つまりね、ＵＦＯを見た気になったら雷に気をつけなさい。広い公園や学校のグラウンドで遊んでたら急いで避難するといいわ。避雷針があるところが理想的ね。それと宇宙人を見た気になったら急いで身の回りを確認するといいわ。財布がなかったら泥棒で、リンゴやバナナがなくなってたら猿があらわれた証拠だから」

　しかも言っていることがグダグダになってきた。とりあえず星ほし人との頭の片隅に昼間のメイド・イン・ブラックの話の続きがよぎる。

　確か早はや川かわと長は谷せ川がわが語ったところによると、忠告を断るとメイドさんは「ふぇ～ん、そんなぁ、困っちゃいます。どうかお願いだから、秘密にしてください」と泣きだすそうだが、星人にはあの金髪少女がそんなサービスをしてくれるとは思えなかった。

「ちょっと、黙ってないで忠告に従うかどうか答えなさい！　ＹＥＳかＮＯかっ!?」

　なおも金髪少女は騒さわいでいる。断ればどうなるのか、単純に興味もあったが、星人は金髪少女の隣にいるリトル・グレイを指さして率直な感想を述べる。

「この光景を見間違いだと思うには無理があるだろ」

「無理ですって!?　あんたが恥をかかないようにって心配して忠告してあげたのよ。それを無理って何よ、無理ってっ。あたしの好意を無にする気なの!?」

　激高する金髪少女の姿に、星人は半ばあきれながらも見とれてしまった。

　金色の髪に、青い瞳ひとみ、そして白い肌はだ、そんな少女が銀色の宇宙船を背景に黒いメイド服を着て顔を真まっ赤かにしている。なかなか色鮮やかな光景だ。

　やがて怒鳴り散らす金髪少女を、リトル・グレイがなだめはじめた。リトル・グレイと少女は星人には聞きとれない言葉で話しこむと、何らかの合意に達したようだった。

　リトル・グレイが両手を口の横にあてると、まるで山で「ヤッホー」と叫ぶような仕草で、星人に語りかけた。

「あのーっ、お家うちを壊しちゃってごめんなさーい。色々とお話しさせていただきたいことがあるんですけど、お時間をいただいてもいいですかーぁ!?」

　あまりにも常識的で良識的な対応だった。思わず星人も深々とお辞じ儀ぎをしていた。

「あ、はい。その、良かったら、家の中で、どうぞ」




　かくして星人は闖ちん入にゆう者しやたちを家に招き入れて、三者会談することとなった。

　場所は先ほどまで星人がいた居間だった。家には応接間もあるのだが、使うことが滅めつ多たにないので掃除をさぼって今はホコリだらけだったのだ。

　長なが椅い子すタイプの二人がけソファに金髪少女とリトル・グレイがならび、星人はコーナーソファを二人の対とい面めんに引きずって、そこに座る。

　テーブルを挟はさんで、はじめて星ほし人とは二人の姿をまじまじと見た。

　星人は金髪少女を見て「なるほど。これが本物の美少女か」と妙な感かん慨がいにふける。

　よくテレビでは顔がちょっと可愛かわいい少女が何か特技なんかを持っていると、天才美少女ゴルファーだとか天才美少女棋き士しなどと煽あおって美少女の三文字を安売りすることがあるが、この金髪の少女は純粋に姿形が美しく、文字通りの美少女だった。

　金色の髪はストレートで背中までのびているが、髪の毛にボリュームが少なく、頭のシルエットが髪でふくれずに綺き麗れいな曲線を描えがいている。広いおでこに前髪が斜めにかかっていて、瞳ひとみの色は綺麗なスカイブルー。

　身長は一五〇センチもないが、顔が小さく、手足は長い。惜しむらくは胸が真っ平らであることだったが、それを含めてフランス少女のバレリーナみたいに美しいスタイルである。

　ただし見た目はいいが、星人の第一印象としては最悪だった。とにかく性格が悪い。

「なにジロジロ見てるのよ。気持ち悪いわね」

　星人の視線に気づいた金髪少女がジロリとにらむ。あわてて星人も目をそらすが、見とれてしまった自覚があるから余計に面白くない。

　一方、そうした性格の面ではリトル・グレイは人格者だった。星人と目が合うとリトル・グレイは申し訳なさそうに頭を下げる。

「あの、こんな夜分遅くにお邪じや魔まして申し訳ありませんでした」

　こんなことを言われれば星人も正しい礼れい儀ぎ作法や社会常識なんて知らなくとも、何とか礼儀正しくしようとするに決まっている。

　昔、父が出版社の人やテレビ局の人を家に連れて来た時の対応なんかも思い出しながら、星人はとにかくペコペコ頭を下げた。

「あ、いえ、こちらこそ何のおかまいもせず……」

　ペコペコしているうちに、星人はテーブルの上に何ものっていないことに気づく。

「って、そうだ。あの、お茶でも出しましょうか？　コーヒーとお茶、どちらが……あ、コーヒーといってもインスタントしかないんですけど」

「あたしはこの星の食べ物って口に合わないから結構よ」

　目は口ほどに物を言うという。星人は視線に「お前に尋たずねたんじゃねぇよ」の意味をこめ、金髪少女に一いち瞥べつをくれると、リトル・グレイへ向きなおる。当然、顔にはスマイルを忘れない。

「あ、私はエネルギーを補給する仕組みが人間の方々と違うので、気を使っていただかなくても大だい丈じよう夫ぶですから」

「あ、そうなんですか」

　星人はういていた腰をソファに下ろすが、どうも落ち着かなくなってきた。

　リトル・グレイの指を見てしまったのだ。星人の正面にはリトル・グレイが両ひざに手をのせて座っているのだが、その手には指が四本しかない。

　親指に相当する指がなく、しかも四本の指はすべて同じ長さだった。

　どうも地球人類と身体からだの構造が違っている。

　星ほし人とはラージノーズ・グレイの中から金髪少女があらわれた時、頭のどこかでこの二人は宇宙人なんかではなく本当は地球人なのではないかと考えていた。

　たとえばアメリカではネバダ州にあるエリア51で米軍がＵＦＯを製造しているという噂うわさがあるし、日本にもその米軍の基地がある。だから星人は米軍が開発したＵＦＯが何らかのトラブルで不時着しただとか、リトル・グレイもラージノーズ・グレイの中が金髪少女だったように中に地球人が入っているといった何らかのカラクリがあると思っていたのだ。

　それに家の中に招いた時も、米軍から修理費だとか口止め料で何億円もの大金がもらえるだろうといった、多少の打算や下心みたいなものがあったのも確かである。

　けれど星人の考えは違っていたらしい。

　リトル・グレイの中には人など入ってないようだし、ほんのさっきまでＵＦＯはプラズマや雷で宇宙人も猿さるか泥棒だと主張していたくせに、話の節々でこの星の食べ物がどうだとか、エネルギー補給の方法がどうだとか、暗に自分たちが地球人でないことを認めている。

　そろそろ星人は金髪少女とリトル・グレイを家に入れたことを後こう悔かいしはじめていた。

「あの、それで色々と話があるっていうのはどういうことでしょうか？」

　とりあえず話があるなら、早くそれをすませて帰ってもらおうという気持ちから星人が切りだすと、リトル・グレイは丁てい寧ねいな会え釈しやくの後、身元確認からはじめる。

「はい、お話の前に確認させていただきますけど、あなたは天あま川かわ星人さん、そしてお父さまは天川淳じゆん一いちさんで間違いないですか？」

　その通りなので星人はうなずき、リトル・グレイと金髪少女の顔を順々に見る。その意味を察して、リトル・グレイも自己紹介をはじめた。

「私はミムラです。見ての通り、ごく普通の宇宙人です。そしてこちらが、えーっと……」

　リトル・グレイはミムラと名のった後、急に歯切れが悪くなった。その後をムスッとした顔で金髪少女が続ける。

「あたしはアリア。見ての通り、ごく普通のメイドよ」

「……なるほど」

　二人ともどんな普通だ、とつっこんでやりたかったが、ここはあえて我慢する。

　同時に星人は二人の語る名前が噓うそか本当かは別として、二者の間に上下関係があること、そしてアリアと名のった金髪少女の方が上であることに気づいていた。

　アリアの子分であるらしいミムラが申し訳なさそうに語りだす。

「実はですね、今夜お伺うかがいしたのは二つのお願い……じゃなくて、三つですね。すみません、最初は二つだったんですけど、三つになってしまいまして」

　何か妙に恐縮しながら一つ目のお願いを切りだす。

「まず一つ目のお願いです。あなたのお父さまである淳じゆん一いちさんはある危険物を持ったまま行方ゆくえ不明となっています。それはある事件が起きて、地球人類を守るためのことでした。けれど事件はほぼ解決し、あとはお父さまが持って逃げている危険物を回収するだけとなったのです。だからお父さまから危険物の保管場所を知らされているか、お父さまの居場所を知っているなら教えていただきたいのです」

「……なるほど」

　うなずいて星ほし人とは背中から嫌いやな汗が流れるのを覚えた。ソファに座るミムラとアリアの間には彼女らがＵＦＯから持ちこんだ黒いアタッシュケースが置かれているのだが、その陰から封筒の角が見える。父からの手紙だ。

　ＵＦＯ激突の衝しよう撃げきでテーブルから落ち、ソファの下にもぐりこんだようだ。

　あの封筒の中にある手紙の裏には意味不明ながらも隠し場所が記されている。

　もしかしたら交こう渉しようの切り札になるかもしれない、そうした思いから星人は慎重に言葉を選ぶ。

「実は父からある程度のことは聞いています。と言っても、ごく簡単なことなんです……敵と味方の宇宙人がいて、ある物を持って敵の宇宙人から逃げている。けれど味方の宇宙人が来たら、そのある物を渡して欲しい、と。そして隠し場所を記した地図をあずかりました」

「なるほど。その地図、もしくは危険物を我々に提供していただけますか？」

　あくまでミムラが低姿勢なこともあって、多少の心苦しさもあったが星人は首を横にふった。

「それは今すぐは無理です」

「どうしてですか？　あれは地球の方にとって百害あって一利なしの代しろ物ものですよ？」

「だって俺おれにはあなた方が味方側の宇宙人なのか、敵側の宇宙人なのか、今のところ判断できないからです」

「なるほど、それはそうですよね」

　ミムラは神妙にうなずくと、首を傾かしげた。

「ではどうすれば私たちが味方側の宇宙人だと信じていただけますか？」

「う～ん、どうすればいいのかなぁ……むしろそちらの方で味方側の宇宙人であることを証明してもらえれば助かるんですけど？」

「そう言われても困りまして」

　交わす言葉は互いに丁てい寧ねいだが、会話の内容は不毛なものになりつつあった。ミムラと星人は互いにどうすればいいかと思案する。そんな二人の姿にアリアが業ごうを煮にやした。

「あーっ、面倒くさいわねっ！　ミムラは引っこんでなさい。あとはあたしが交渉するから」

　アリアはソファから立ち上がると、星人に向かって三本の指をつきつける。

「あたしたちの要求は三つよ。一つ目はミムラが話した通り。もうグダグダ言わずに地図でもブツでもいいからこっちに渡しなさい。二つ目はもしもＵＦＯや宇宙人を見ても、黙だまってなさい。そして最後の三番目に、家が壊れたみたいだけど、あたしたちは直せないし弁べん償しようもできないから、修理するならそっちで何とかしなさい。以上」

「なんだ、そりゃっ！」

　たまらず星ほし人とも立ち上がる。少女の身長は一五〇センチあるかないかといったところだ。身長差から今度は星人がアリアを見下ろす形になった。

「仕方ないじゃない。あたしたち、地球の通貨を持ってないんだから。そりゃあ科学力の差からいえば泥棒なんて簡単だから、ツタンカーメンの黄金のマスクでもモナリザでも盗めるわよ？　お釣つりも結構だわ。けれど盗品で弁償されてもあんただって後味が悪いでしょ？」

「そんな物を盗んで弁償に充あてられたら、こっちが逮捕されるわっ！」

「逮捕されるのが嫌いやなら、最初からあたしたちの要求に従うことね」

「お前、全力でアホだろっ！」

「あたしがアホですって……」

　身の程ほど知らずといった目でアリアは星人の顔を眺ながめるが、やがてふっきれた顔で言い放つ。

「もういいわ。そもそも話し合う必要もお願いする必要もね、あたしたちにはないの」

「えっ？　いや……そんなことは……」

　ミムラが驚おどろいて口を挟はさもうとするが、アリアはそれを無視。足もとのアタッシュケースを開くと、中から何かをとりだした。

　でっかい銀色のドライヤーか、大昔の大砲に握りをつけたような形の物体だ。銃口らしき穴もあって、直感的に星人は銃の一種だと理解する。

「こっちはね、一方的に自白させて一方的に記憶を改変できるんだから」

　言うが早いかアリアは銃身に銀色に光る円筒形の物体をセットした。そして星人に銃口を向ける。

「ちょ、ちょっと待て、話せばわかるっ！」

　あわてて星人は身をひるがえすが、その直後だった。左肩に激痛が走る。

「うぎゃっ！」

　悲鳴を上げて星人はソファから転げ落ちた。撃たれた箇か所しよは痛いというより、熱かった。左肩の裏へ右手をあてて、その手のひらを見る。血は出ていないようだった。

　ほっとして星人の眉み間けんからシワが消える。その表情にアリアは鼻を鳴らした。

「ふん、オーバーね。自白剤を撃ちこんだだけよ。麻ま酔すい銃みたいなもんね。さ、あたしの質問に答えなさい。父親から地図なりブツなりあずかってるなら、それはどこにあるわけ？」

「アホか、お前は。人に頼み事をするなら、口のきき方を改めろ！」

　星人は精一杯の意地をはった。ポイントは「お前なんかに教えるか」ではないことだ。それでもアリアは大人おとなしく質問に答えない星人にショックを受けていた。

「ど、どうして……自白剤を撃ったはずなのに……」

　アリアは先ほど銃にセットした円筒形の部分を凝ぎよう視しする。それから納なつ得とくがいったと明るい顔になった。

「あ、なんだ。クスリを間違えただけか。それなら……」

　アリアはアタッシュケースの中に手をつっこむと、新たに手にしたクスリをセットする。そしてためらわずに撃つ。

「これで、どうだっ！」

　腹部に衝しよう撃げきを受け、星ほし人とが悲鳴を上げた。

「うぎゃあっ！」

「さぁ、同じ質問よ。地図かブツはどこにあるわけ？」

「だ、だから、せめて口のきき方を改めてくれ……」

　星人の要求はかなり後退してしまった。それでもアリアは不審そうに銃にセットした銀色の円筒部を凝視する。

「あら、やだ。これも違うじゃない……それじゃ」

　アリアが再びアタッシュケースの中に手を入れたところで、ミムラが止めに入った。

「あ、あの、お待ちください。そうやって無む闇やみにクスリを撃つとどんな副作用がでるか……」

「仕方ないでしょ。この星の命運とあたしの将来がかかっているんだから」

　耳にするだけでも恐ろしいやりとりだが、それ以上に星人は恐ろしい光景を見た。アリアはアタッシュケースに手を入れて、再びクスリをとりだすが、その視線は星人の方を向いている。

「おい、ちょっと待て。お前、中身をよく見てないだろ……って、弾をセットするなよ。まずそのクスリが何か確認し……ぐわっ！」

　三み度たび、星人は撃たれた。今度は脇わき腹ばらだ。あっちこっち痛くて身をよじる星人に対し、アリアが尋たずねる。

「さぁ、同じ質問よ。地図かブツはどこにあるわけ？」

　この質問も三度目だ。さすがに星人も考えこむ。別に自白剤なんか効いてなかったが、ここは素直にしゃべった方が身のためだろう。

　けれど星人が黙だまっていることで、アリアはまたもや不正解だったことに気づいてしまった。再びアタッシュケースに手をのばすと、また中身をまともに確認もせずクスリをとりだした。

　たまらなくなって星人は白旗を揚あげる。

「ちょっと待て、ぜんぶしゃべるから、もう変なクスリを撃つのは止やめてくれ」

「そういうわけにはいかないわよ」

　アリアはクスリをセットするのを止めようとはしない。

「なんでだよ!?」

「だって、苦しまぎれに噓うそを教える可能性があるじゃない？　その情報が噓か本当か、あたしたちに確かめようってないでしょ？　けれど自白剤を使えば噓か本当か確実にわかるわ」

　先ほどの意趣返しだとばかりにアリアはニヤリと笑うと、ためらわず撃つ。

「うぎゃっ！」

「で、地図かブツはどこ？」

「あ、悪魔だ、こいつ。しかも全力でアホだ……」

　星ほし人とは怒りと痛みに身をふるわせるが、アリアはあっけらかんとしたものだった。

「これも違ったの？」

　またアタッシュケースに手を入れるが、視線は星人の方に向いている。

「だから何で俺おれの方を見るんだ。クスリを撃つなら撃つで、よく確認しろよっ！」

「戦いの最中に敵から目をそらすのが一番危険なことなのよっ！」

　一理あるが、それでは偶然に自白剤をアリアが手にするまで、延々撃たれることになってしまう。たまらなくなって星人はドアへ向かって走りだした。

　その動きを察したアリアはクスリをセットするのを中断して、アタッシュケースの中から別の物体をとりだす。銀色の棒状の物体で、長さは一五センチ程度。ペンライトのようだった。その先端を星人の背中に向ける。

　ちょうどドアを開けようと星人が手をのばしたまま、足をすべらせたところだった。キャビネットの上に投げていたダイレクトメールが床に落ちていて、足をとられたのだ。

「逃がすもんですかっ！」

　握りについているスイッチが、カチっと無機質な音を立てる。

　一いつ瞬しゆんにして星人は身体からだ全体に奇妙な衝しよう撃げきを受けた。まるで突風を受けて、服が身体にはりつくような感覚だ。

「なんだ、こりゃ……」

　戸惑う星人の背中で、アリアの勝ち誇った笑い声が上がる。

「フッフッフッ、これが科学力の差って奴やつよ。どう、時間を止めた空間の中にいる気分は？」

「時間を止めた？」

　ふり向きかけて、星人は自分の足もとにダイレクトメールが宙にういたまま静止しているのに気づいた。

「ほ、本当に時間が止まってる？」

「まぁ、正確には時間が止まったわけではなくて、あんたがいる周辺の一定質量以上の物体に対する時間が、止まったのも同然なほどゆっくりになっただけなんだけどね」

　悠ゆう然ぜんと構えるアリアだが、ふと不思議そうに首をひねった。

「あれ？　どうしてあんたがしゃべってるわけ」

「どういう意味だ、それ」

　星人がふり返ると、同時にアリアとミムラが悲鳴を上げた。

「キャアァァァァァァァァァァァァァァァアッ！」

　金切り声に耳をふさごうとした星ほし人とは視界に一いつ瞬しゆん、銀色の何かが走ったのに気づいた。ほとんど反射的に星人は自分の手のひらを見る。

　そこにはミムラと同じ銀色、もしくは光こう沢たくのある灰色に輝く手のひらがあった。

「うぎゃびゃぶばばばっ、ばあっ！」

　まるで偶然ナイフで人を刺してしまった人が手についた返り血をふり払うような勢いで星人は自分の手をふり回していた。それから星人はシャツをめくったり、ズボンの裾すそをめくってみたりするが、身体からだのどこを見ても皮ひ膚ふは銀色に変色していた。

「ど、どういうことだよ、これ？」

　今にも泣きだしそうな星人を無視して、アリアとミムラはアタッシュケースの中をのぞきこんで何やら話し合っている。

　やがてミムラが「あぁっ！」と驚おどろきの声を上げた。それから何度も星人の顔と、アタッシュケースの中を交互に見比べる。

「な、なんだよ？　何かわかったのかよ？」

　尋たずねてもミムラは何も答えない。それどころか星人にはわからない言語でアリアと話しだす。

　やがてアリアも先ほどのミムラと同じく驚きの声を上げた。それから何度も星人の顔と、アタッシュケースの中を交互に見比べる。リトル・グレイのミムラと違って、アリアの顔は表情が丸わかりだ。

「だから、何なんだよ、これ？　どういうことだよ、説明しろって……あっ！」

　不安で、情けなくて、星人は二人に詰めよるが、アリアを指さしたところで、肌はだの色が元に戻っていることに気づいた。

「あれ、これどういうことだ？」

　狐きつねにつままれたような顔をして星人は身体のあちこちを調べるが、身体の色はすべて元に戻っていた。そんな星人の様子を見て、アリアとミムラは再び謎なぞの言語で会話をはじめた。

「だから説明しろって、俺おれの身に何が起きたんだよっ!?」

　業ごうを煮にやした星人が怒鳴りつけるが、アリアは星人の目の前に立つと身長差も何のその、見上げるようにして怒鳴り返した。

「あんたには関係ないから、知る必要なんてないのっ！」

「自分の身体に起きたことなのに関係ないわけないだろ!?」

「こっちの技術で起きたことなんだから、地球人のあんたには関係ないわけっ！」

　両者、一歩も引かないが、その間にミムラが割って入った。

「ちょっと待ってください、二人とも」

「悪いけど、下がってもらえるかな？　ちょっとこの性しよう悪わるおチビちゃんに言いたいことがあるんだ」

　星人が顔のあちこちをピクピクと痙けい攣れんさせながら作り笑いをうかべると、アリアも謎の言語でミムラを怒鳴りつけた。

　するとミムラは日本語でアリアの説得をはじめた。

「待ってください。ＵＦＯの修理だけでも数日はかかりそうです。ここは事情を説明して協力してもらうことが、問題を最も穏おん便びんに解決できる手段のはずです」

　アリアが急に黙だまりこむ。それから星ほし人との顔を見るが、その目には迷いの色がありありだ。相手次第で出方を考えるといったところだろう。

　一方の星人も色々と訊ききたいことがある。ＵＦＯのことや父に関する話もそうだし、特に身体からだが変色したことは根掘り葉掘り尋たずねたい。

　星人は黙ったまま、ミムラに向かって首を縦にふった。

　暗あん黙もくの了解ということで、三者会談は仕切り直しと相成った。




　再び三人は席についた。

　先ほどと同じく二人がけソファにアリアとリトル・グレイが座り、星人はテーブルを挟はさんでコーナーソファに腰を下ろした。

　とりあえず今の星人の心境は穏おだやかではない。

　家は壊され、一時的とはいえ全身が銀色に変色したのである。普通ならぶち切れて暴れだすとか、とり乱して泣きわめいたとしても、おかしくないぐらいだ。

　それでも理性がどうにか働いているのはミムラの存在が大きかった。態度や対応は親切だし、何より科学技術の進んだ宇宙人側の人間（？）であることが心強い。おそらく病院へ行って検査をしても、地球の医者では大したことはわからないはずだ。

　多少の打算が交じりつつも、星人にとってミムラは好感度の高い相手である。

　一方、アリアも何かと偉そうだがミムラに一目置いているのは確かなようだった。

　そして星人とアリアは互いに反目し合っている。

　そうなると、この場を仕切るのに最も適しているのは誰だれかといえばミムラとなる。そしてミムラも自分の立場や役割というものをよく理解していた。

「現在の状況や、私たちの立場、そして私たちが星人さんにお願いしたいことを理解してもらいやすくするために、今回の事件の発ほつ端たんから説明させてください。実は私たちは太古の昔からこの地球を観察してきました。ところが観察班の中で内紛が起きてしまったのです」

「ちょ、ちょっと」

　驚おどろいた顔をしてアリアがミムラを肘ひじで押す。しゃべりすぎだというサインだ。それでもミムラは承知の上とばかりに話を続けた。

「規則により、その内紛の内容を詳しくお話しするわけにはいきません。ただ私たちの間で二つの勢力に分かれたことは事実です」

「なるほど、味方である宇宙人と敵である宇宙人っていうのはそういうことか」

　色々あって星ほし人との態度もリセットだ。いつの間にか口のきき方もタメ口になっているが、ミムラは気にしてないようだった。

「はい。最初、観察班の中で主流派だったのは地球人に敵対的な方でした。彼らは地球人にとって害になる危険な物を作りだしました」

「その危険な物っていうのは？」

「それは私にはお答えできません」

　それだけ言うとミムラは黙だまりこむ。つまりミムラでなければ答えられるわけだ。星人はミムラの隣に座る金髪碧へき眼がんの少女をチラリと見る。アリアは星人と目が合うとそっぽを向いた。

（こいつに何か頼むのは絶対に嫌いやだ）

　信念にも似た気持ちが芽生えて、星人は視線をミムラに戻す。

「……わかった。続けてくれ」

「このままでは大変なことになると判断した非主流派は危険な物を奪うばって逃げました。ですが非主流派は観察班の中ではわずかな人数しかいません。ですから主流派に奪だつ還かんされるのは時間の問題でした。そこで非主流派は非常手段に出たのです。それは私たちの間で長く禁止されていたこと……地球人に協力を求めたのです」

「それがうちの親おや父じってわけか……」

　ミムラが首を縦にふって肯定すると、星人はあきれ顔になった。

「しっかし、よくもうちの親父なんかにそんな重要な物をあずけたもんだ」

「どうしてですか？」

　ミムラが不思議そうに首をひねると、星人は肩をすくめて世間の評価というものを語る。

「だって、うちの親父は世間一般からは電波作家か色物芸人の一種だと思われてるんだぜ」

「でもそれは真実を知らない方々からそう思われているだけですよね？　私たちにとっては最も手て強ごわい好敵手であり、そして私たちを最もよく知る相手です。だからこそ非主流派も危険な物を託したわけですから」

　それは星人にとってちょっとした衝しよう撃げきだった。

　今まで世間から散々バカにされてきたが父の信じていたことは正しかったし、そして宇宙人たちは父をライバルとして認めていたのだ。

　もちろん母の件や何度も音信不通になるなどの数々の奇行もあるので、星人も父のことは平凡な人間と奇人変人で分類するなら後者に入ると思っている。けれど赤の他人が父を小バカにしたり奇人変人扱いするのを、内心では快く思っていなかったのだ。

　だからミムラの父に対する高い評価が胸にぐっと来た。

「なるほどね、それで」

「はい。淳じゆん一いちさんが危険な物を持って逃げている間に本隊が到着し争いを鎮ちん圧あつしました。本隊の判断は主流派に非があるというものでしたが、非主流派も違反行為があったということで、最終的には両者とも強制送還となったのです。けれど一つ問題が残ってしまいました……それは淳じゆん一いちさんと連絡がとれなくなってしまったのです」

　星ほし人との視界の端はしで、そっぽを向いていたアリアが顔を再び正面に戻しつつあるのが見えた。顔色がなんだか悪い。ちょっと気になったが、知らないふりをしておく。

「通信機を渡すとか、連絡方法を決めるとか、何もしなかったんですか？」

「詳しいことをお話しするわけにはいきませんが、連絡方法はありました。けれど本隊が内紛を鎮ちん圧あつする際に連絡方法が……その、ダメになってしまったのです」

「なるほどね。それでここに来た、と」

「はい」

　ミムラがうなずくと、星人はため息にも似た息をもらす。視界の端では何な故ぜかアリアも星人と似たような息をついていた。何となく引っかかるものを感じながらも星人は話を続ける。

「ところがＵＦＯは不時着してしまった、と」

「はい。それで私たちの予定は大きく狂ってしまいました」

「予定、というと？」

「予定では、最初に私たちは宇宙人としての姿で星人さんの前にあらわれ、淳一さんのことを尋たずねるつもりでした。そして一いつ旦たん、去った後にメイド服姿で再びあらわれて、私たちのことを忘れるよう忠告し、記憶を改変するつもりだったのです」

「なるほど、メン・イン・ブラックならぬメイド・イン・ブラックは宇宙人の一人二役だったわけか……」

　星人の頭の中で様々なことが一本につながっていく。アリアが宇宙人とならんで他ひ人と事ごとみたいな口ぶりで忠告してきたのも、クスリを確かめずに撃ちまくったのも、みんなアリアがせっかちなせいだ。そしてアリアがせっかちだからこそ……

　星人の目がゆっくりとアリアの姿を追う。その視線に気づいたアリアは眉まゆを歪ゆがめる。

「何よ、気持ち悪いわね。ジロジロ見ないでよ」

「お前だな、親おや父じとの連絡手段をダメにしたのも、ＵＦＯを墜つい落らくさせたのも」

　断罪するかのように星人が指さすと、アリアは真まっ赤かな顔をして文字通り飛び上がった。

「な、なんでそれをっ！」

「やっぱりな」

　星人が横目でにらむと、アリアは面白いほど狼ろう狽ばいした。

「ど、どういうこと？　なんで？　超能力？　クスリの副作用？　どうして？」

「別にそんなの関係ない。お前が単細胞だからだよ。今までの行動や表情で丸わかり。どうせ通信機を壊すだとか、ＵＦＯの操縦や機械の操作ミスしたとかなんだろ」

「ぐぅ……」

　悔くやしそうにのどを鳴らすアリアの姿に、星人は内心で溜りゆう飲いんを下げる。そして最も気になっていたことを尋たずねた。

「だいたいの経緯みたいなものはわかりました。それで俺おれの身体からだが変色した理由を教えてもらえますか？」

「おそらくそれはクスリの中に私たちリトル・グレイを作るための溶液が含まれていたからだと推測できます」

　ためらうことなくミムラは答えるが、突然、話の途中でアリアが立ち上がった。

「ちょっと待ちなさいっ！」

　顔が強こわ張ばっていて、ただならぬ雰ふん囲い気きだ。けれどミムラは落ち着きはらっていた。

「私には機密レベルＥ以上のことを話す能力自体がありません」

「それでもこんな単細胞の現地生物に教えるのは問題よっ！」

「私はそう思いません」

　そう断言するとミムラは黙だまりこんだ。テコでも動かないといった風だ。そんなミムラをアリアはしばらく見つめていたが、やがて根負けしたとばかりにソファに座りこむ。

「わかったわ、続けるといいわ」

　アリアが憎にく々にくしげに星ほし人とをにらむ横で、ミムラはペコリと頭を下げた。

　二人の会話に星人は自分の顔が強張っていくのを覚えた。リトル・グレイであるミムラは自らが人工の生命体であることを暗に示し唆さしている。こみ入ったことを話す以上、ミムラは後に引けなくなるはずだ。それは星人も同じはずである。固かた唾ずを吞のんで、ミムラの話に聞き入った。

「この溶液が間違って星人さんに注射されたのは手違いからです。本来はアタッシュケースの中には緊きん急きゆう用の薬剤セットを入れるはずでしたが、何らかの理由でリトル・グレイ生成溶液のセットが入っていたようです」

「なるほど……」

　最初から自白剤などアタッシュケースには入っていなかったのだ。つまり星人は無意味に何発もクスリを撃たれたのである。しかもアタッシュケースの中のクスリが間違っていたのも、アリアの仕し業わざに決まっていた。

　星人が殺意のこもった横目でアリアをにらむと、青い瞳ひとみは虚こ空くうを眺ながめて目を合わさない。

　その白々しくもふてぶてしい態度に星人は舌打ちしながらも、ミムラに尋ねる。

「……それで健康被害とか副作用の恐れは？」

「正直なところ、わかりません。ただ私たちと人間は非常に近い存在です。地球人にとっての毒物は大半が私たちにとっても毒物で、私たちにとって無害な物は人間にとっても大半が無害なのです。ですから大きな問題はないと予想できます」

「いや、でも俺の身体は変色しましたよね？　あの変色だけでも副作用や健康被害って言えるんじゃないですか？」

「それについてですが……」

　ミムラが言葉に詰まった。おそらく自らの話せる権限内で、どう説明するか考えているのだろうと星ほし人とは続きを待つが、それを待てない気の短い御ご仁じんがいた。アリアだ。

「あーっ、もういいわ。面倒だからあたしが説明する。身体からだの色が変わったのは時間とか空間とか重力とか、そういったものに負荷がかかったせいで一時的に体色が変化したと推測できるわ。日焼けしたらメラニン色素が増えて肌はだが黒くなるでしょ？　あんな感じね。理解できた？」

　理解できるわけもなく星人は黙だまりこむ。ミムラも黙ったままだ。

　沈ちん黙もくの痛みで、さすがにアリアも説明不足を痛感し、一からの説明を試みた。

「それじゃあさ。あたしたちの船を地球人たちはＵＦＯと呼んでるわよね。で、地球人がＵＦＯを目撃した時って、急にあらわれて急に消えたってビックリしてるでしょ」

「まぁ、大たい抵ていの場合、そうだな」

「それはＵＦＯがワープもしくは瞬しゆん間かん移動って奴やつができるからよ。そしてワープする時には専用の服が必要なの。地球人だってロケットで宇宙に行くには重くてやぼったい宇宙服が必要でしょ？　あれと似たようなもんね。ワープするにはワープ用の装備が必要なの。そして最初にあたしが着ていたのがその装備なわけ。あの格好をあんたたちはラージノーズ・グレイって呼んでるらしいけどね」

「もしかしてミムラさんのリトル・グレイ姿も、宇宙服かワープ服みたいなものなのか？」

　実はミムラの中身も四本指の美少女で、みたいな展開をひそかに期待する星人だが、それをアリアは鼻で笑った。

「フン、バッカねぇ。ちょっとは前後の話から総合的に理解する能力を身につけなさいよ。ミムラのボディは人工物。つまり最初からワープに耐えられるように作られているわけ」

　何となく星人にも理解できてきた。

　人工の生命体を作るなら、作った後にワープ用の服を着せるより、最初からワープに耐えられる生命体を作った方が合理的だ。

　ついでに前後の話から総合的に理解しろと言われたからではないが、星人の頭の中で色々なことが整理されていく。アリアは「身体の色が変わったのは時間とか空間とか重力とか、そういったものに負荷がかかったせい」と言った。

　つまり宇宙に出れば宇宙線を浴びるように、ワープするなら時間や空間に重力の負荷がかかるわけである。そして時間を止めるだとか、時間の流れをゆっくりにするだとか言っていたことも時間や空間に重力といったものが関係しているわけだ。

　そうしたものに対する耐性みたいな能力がリトル・グレイの肌には備わっているが、それが変なクスリのせいで星人にも備わってしまったのである。

　皮ひ膚ふが変色した理由については何となくわかった。健康被害とか副作用といった心配がぬぐえないわけでもなかったが、成分もそれなりに人体と親和性のあるものらしい。

　星人は深いため息をつく。

「ふむ……で、ＵＦＯの修理が終わるまでここにいたい、と」

「はい」

「そして親おや父じから渡された物があるなら、それも出せ、と」

「……はい」

　随ずい分ぶんと身勝手な話だ。さすがにミムラも肩身が狭そうだが、アリアは横おう柄へいに腕を組む。

「当然ね。あと、近くの山から大きな石でも運んで来て、それが当たって家が壊れたって記憶も刷りこまなきゃね。あたしたちのことはきれいさっぱり忘れてもらわなきゃ」

「待ってください。そんな言い方では協力してもらえるわけが……」

　ミムラがアリアを止めようとするが、星ほし人とはミムラを落ち着いた声でなだめる。

「あ、いや、結構です。協力しますから」

「えぇっ!?」

　同時に驚おどろくアリアとミムラだが、いち早く我に返ったアリアは腕をＸ字形に交差させ胸元をガードする。そして星人へ軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向けた。

「ま、まさか協力する代わりにいやらしいことをさせろって言うんじゃないでしょうね？」

「そんなわけないだろ。ただし協力するには別の条件があるけどね」

　星人は立ち上がると、テーブルを回ってアリアとミムラの間に入り、腰を屈かがめる。

「ちょっと失礼」

　その途と端たん、アリアはソファから飛び上がると、スカートを脚あしに密着させるように押さえこむ。

「なにがそんなわけないよ。変態っ！　今、スカートの中をのぞこうとしたんでしょっ！」

　ギャーギャー騒さわぐアリアを無視して星人はソファの下からとりだした手紙をミムラに渡す。

「どうぞ、親父からの手紙です。手紙の裏は隠し場所を記したっていう地図になってます」

「それで……星人さんからの条件とは？」

「二つあります。一つは記憶を改変する時はミムラさんがやってください。こいつじゃなく」

　星人は視線を正面のミムラに固定したまま指先だけをアリアに向けた。

「失礼ねっ！」

　アリアの抗議を星人は無視して残りの条件を語る。

「もう一つは、もしも親父と連絡がとれたら、いつまでも隠れてないで家に帰って来るように言ってやってください」

「わかりました……でも連絡がとれなかったら？」

　星人は肩をすくめて、半笑いで答える。

「それはそれで仕方ないですね。ただ、今のところ親父が帰って来る可能性があるとしたら、隠した場所から隠した物がなくなった時ぐらいですから」

　もちろんそれには星人の父・淳じゆん一いちが定期的に隠し場所にあらわれて、隠した物が残っているか確認する必要がある。もし隠し場所に戻らなかったら、淳一は延々と逃げ回ることになるのかもしれないが、他ほかにどうしようもないのも確かだった。

　少し考えこんでからミムラが尋たずねる。

「本当にそれだけでいいんですか？　私から言うのもなんですが、条件としては随ずい分ぶんと星ほし人とさん側に不利ですよね？」

「まぁね」

　あっさりと星人はうなずいた。確かに条件としてはかなり一方的だ。けれど逆らっても無む駄だという思いもあったし、何より今のやりとりでミムラへの好感が決定的なものとなった。状況やクスリの説明についても真しん摯しな対応だったし、何より父を高く評価してくれたことが嬉うれしい。だから何らかの形で、ミムラに応こたえたいと思ったのが本音だ。

　ただし日本人は本音と建て前を使い分けるのが大好きである。それは星人も一緒だった。

「取り引きの内容が有利だろうと不利だろうと、忘れちゃうなら結局は一緒だからね。損をしたとも得をしたとも覚えてないわけだから……それに忘れた方がしあわせなことだってあるし」

　最後に星人はアリアを横目で眺ながめる。するとアリアは鼻を鳴らしてそっぽを向いた。

「フン、失礼な奴やつね」

　ちょっと考えるかのように黙だまっていたミムラだが、やがて封筒を両手に持って頭を下げた。

「では中身をあらためさせていただきますね」

　ミムラが封筒から手紙をとりだすとアリアも横からのぞきこんで、両者そろって手紙を読みはじめた。

　正直なところ、これで良かったのか星人に自信があるわけではなかった。

　もしかすると本当はアリアとミムラは地球人に敵対的な勢力の側で、父の隠した物を渡してはいけない相手なのかもしれない。

　けれどミムラの真摯な態度と、アリアの隠し事が下へ手たなところからすれば騙だまされている可能性は低いはずだ。ベストではなくとも、これがベターな選せん択たくだろう。

　やがてアリアとミムラは手紙を一通り読み終えると、裏を返す。そして地図を見た途と端たん、両者は同時に顔を上げた。アリアが口を開きかけたのを見て、星人は機先を制する。

「言っとくけど、その木がどの木かわからない」

「隠したって無駄よ。手紙に書いてあるじゃない。お前ならわかるはずだ、って」

「だからわかんないんだってっ」

　投げやりな星人の姿に、アリアの額に青筋がヒクヒクとうかぶ。

「ふーん、甘く見られたもんね」

「自白剤だか記憶改変剤だか、変なクスリがあるんだろ？　それを使って確かめればいい」

　星人は逃げも隠れもしないとばかりに腕を組んでふんぞり返るが、急に我に返った顔で一言だけつけ加える。

「……ただしクスリの扱いはミムラさんでな」

「何よ、それ。あたしが信用できないみたいじゃないっ！」

　アリアは憤ふん慨がいするが、星ほし人とはあきれるばかりだ。

「これだけヘマを重ねておいて、自分に信用があるとでも思ってるのかよ」

「い、一いち々いち、嫌いやなこと言うわね。あんたって女の子にモテないでしょっ!?」

　アリアの負け惜しみが、変な形で星人の急所を直撃した。思わず黙だまりこむ星人。

　これで互いに致命傷をおった形になった。

　二人が意気消沈して大人おとなしくなったところで、ミムラは遠えん慮りよがちに星人に尋たずねた。

「あの、疑うようで悪いんですけど、本当に隠し場所に心当たりがないんですか？」

「ええ、まったく」

「何かお父さまとの思い出がある木だとか、お父さまが気にかけていた木だとかは？」

「そういうのは本当にまったくない」

「最後に、この件は警察だとかお友だちや親類の方へすでに相談されてますか？」

「いえ、誰だれにも」

「そうですか、わかりました」

　大人しく引き下がるミムラだが、アリアは納なつ得とくいかなかった。

「はい、そうですかって引き下がってる場合じゃないでしょ。自白剤を使って誤ご魔ま化かしてないか調べるべきだわ」

「その必要はないと思います」

　きっぱり言い切ったミムラに、アリアは怪け訝げんな顔をする。

「どうしてよ？」

「星人さんは合理的な考えの持ち主です。私たちに噓うそは通用しないことを理解した上で、噓をつくとは考えられません」

「あたしたちの裏をかこうとしているのかもしれないわ」

「それはそうかもしれませんが、しかし……」

　二人の言い争いが続く中、星人が割って入る。

「いや、いいよ。自白剤でも何でも使ってもらって」

「あら、随ずい分ぶんと物わかりが良くなったじゃない」

　嬉き々きとしてアリアがアタッシュケースに手をのばすのを見て、星人は怒鳴りつけてやる。

「お前はダメだ。クスリを使うならミムラさんな。そうでないなら断固拒否」

「チッ」

　アリアは舌を鳴らすと、横目でミムラを見る。暗に「やりなさい」とうながしているのだ。けれどミムラはためらっているようだった。

「けれどそれではお互いに信頼が……」

「いいよ、ミムラさんが俺おれを信用しようとしてくれたことはわかってるし、こいつから変な疑いをかけられるよりずっといいから」

　しばしためらった後、ミムラは残念そうに頭を下げた。

「すみません。それではクスリを用意して来ます」

　それからミムラはクスリをとりに席を外した。ほんの数分ほどで戻って来たが、その手には注射器らしき銀色の円筒形の棒が握られていた。

「それでは腕をだしていただけませんか？」

　言われるがままに星ほし人とが腕をのばすと、ミムラは注射器らしき銀色の棒を、星人の腕にあてようとする。

「ちょっと待ったっ！」

　ミムラの手がビクリと止まり、アリアは眉み間けんにシワをよせる。

「何よ、往おう生じよう際ぎわが悪いわね。まさか注射が怖いとか？」

「違うわっ！　お前に言っておきたいことがあるんだ」

「何よ？」

　アリアが口を尖とがらせると、星人は大きく息を吸って可能な限りの大声で言ってやる。

「お前、あんな銃みたいなのを使わなくても、最初からこれで良かっただろうっ！」

「そんなことを言うけど、あんただって大人おとなしく……」

　反論するアリアを無視して、星人は笑顔でミムラをうながした。

「さぁ、早くやってくれ」

　棒の先端部分が肌はだにふれ、冷たいと思ったのは一いつ瞬しゆんだった。その直後、一転して熱いと感じたところで星人の意識は途切れた。

　どれくらいの時間がたったのだろう。意識の回復した星人の目にミムラの顔が映る。一瞬、ぎょっとする星人だがすぐに冷静さをとり戻した。

「それで、どうでした？」

　無論、ミムラの答えは聞くまでもなかった。最初から星人は正直に話していたし、何よりミムラの隣に座るアリアの面白くなさそうな顔が結果を雄弁に語っている。

　ふてくされたアリアが意味不明の言語でブツブツ言いだした、それをミムラはなだめようとするが、言葉がわからないので星人は置いてけぼりだ。そうしているうちに、ふと星人は携帯電話が床に落ちているのに気づいた。

　それをひろうと、星人は携帯の電源を切っていたのを思い出す。

（あぶねー、明日も遅刻するとこだった）

　携帯電話は目覚まし時計の役割も兼ねている。あわてて星人は携帯電話の電源を入れた。

　初期設定やソフトウェアの更新をどうするかといった選せん択たく肢しが続いた後、いつもの壁かべ紙がみがあらわれる。時刻は一一時四六分を示していた。

　電源を切っていた間も携帯電話の時間はちゃんと進んでいた。













　　　第二章　転校生vs幼なじみ







　窓まど際ぎわの一番後ろの席は時に特等席とも呼ばれるが、その特等席が星ほし人との席だった。

　教きよう壇だんに立つのは骨と皮ばかりの国語教師だ。石いし崎ざき信のぶ夫お、教師生活四〇年のベテランである。

　俗に童どう貞ていを三〇年続ければ魔法使いになれるというが、教師生活を三〇年以上続けても魔法使いになれるらしい。石崎も呪じゆ文もんを唱えていた。

「くぅから、くぅかり、し、きかる、けれかれぇ」

　どうやら石崎は召しよう喚かん魔法の使い手のようで、魔犬パトラッシュを召喚しようとしているようだ。フラダンスをしながらあらわれ、少年を疲れさせた上で昇天させてしまうという伝説ならぬ名作の召喚獣じゆうである。

　今の星人のコンディションでは手て強ごわい相手だった。睡眠不足の上、無む駄だに疲労していたから。

　昨夜ゆうべは何かと大変だった星人だが、今け朝さも一ひと悶もん着ちやくあったのだ。アリアが一緒に学校へ行くと騒さわいだのである。星人が自分たちのことを誰だれかに言わないか、心配だか警戒したらしい。

　だが学校に無関係の人間を連れて行けるわけがなかった。

　星人は学校という制度に日本の社会常識、それから騒ぎになればアリアが宇宙人だとバレてしまう危険性などを語り、アリアを完かん膚ぷ無きまでに言い負かしてやったのだ。

　言い負かされたアリアは文字通り地じ団だん駄だを踏んで悔くやしがり、スリッパがリビングの床を叩たたいてパタパタと音を立てた。

　あの時の光景を思い出し、星人は自然にほほがゆるむ。低レベルな口ゲンカでもやっぱり勝てば気分がいいし、背が低くて顔も可愛かわいいこともあって、憤いきどおるアリアの姿はまるでおもちゃみたいだったのだ。

（あいつ、見た目だけは可愛いんだよな。顔だけじゃなく、仕草もひっくるめて）

　ただしアリアには何かあれば宇宙人だとバレてしまう危険性を指摘した星人だが、実際に何かあった時に立場が危うくなるのは自分自身の方だろうと思っていた。

　宇宙人やＵＦＯについて相談してもとり合わないが、メイド服の小さな少女を連れ回している男がいると聞くとパトカーで迎えに来てくれるのが日本の警察である。そして身元不明な金髪碧へき眼がんの少女がいれば人身売買や誘ゆう拐かい・洗脳といった線を疑うのが世の常だ。

　どう考えても、星人の方が不利である。

（まぁ、でも本当にこれで良かった）

　アリアを置いてきて良かったと心から安あん堵どする星人だが、気力体力共にかなり消しよう耗もうしてしまったのも確かだ。まだ一時間目がはじまったばかりというのがつらい。

　星ほし人とは教室を見渡してみる。

　窓まど際ぎわの一番後ろの席だから、斜め後ろの角度からクラス全体の様子がよく見えた。特に今は斜め前が事故で入院中の女子生徒の席なので、視界も広い。

　すでに教室の中にはパトラッシュに召されて昇天した者が何人かいた。悪友の長は谷せ川がわもその一人だ。ちなみに早はや川かわは机の下で小説を読んでいる。

　そうして寝入っている同級生の姿を見れば抵抗する気力を失うというものだ。

　学校の制服はブレザーで男子がネクタイ、女子はリボンだった。星人は襟えり元もとに指を入れて、ひそかにネクタイをゆるめる。

（僕、もう疲れたよ……なんだかとっても眠いんだ）

　それからパトラッシュを受け入れて、ゆっくりと壁かべに身体からだを傾けていく。その時だった。

（ん～っ？）

　一いつ瞬しゆん、星人の視界に何か映った。その何かが妙にカラフルだった気がして、眠い目を凝こらしてみると、斜め後ろの角度から机の上が見えた。竹たけ林ばやし茂しげるの席である。

　中学が違うので星人は竹林のことはあまり詳しくない。ただ竹林と同じ中学だった早川は彼のことを毛嫌いしていた。ちなみに竹林のあだ名はフルネームの竹林茂を音読みしてチクリンモウ、もしくは名字だけの音読みでチクリンだった。その名の通り密告屋として悪名が高かったらしい。

　その竹林は教科書をつい立たてのようにして、隠すようにカンペンケースを置いている。そしてカンペンケースの中にはシャーペンやボールペンと混じって、色鮮やかなフィギュアがあった。

　とんがり帽子にミニスカート、手には魔法ステッキまで持っている。

　昨日、早川が魔法少女アニメなのにＳＦ賞を受賞したと憤いきどおっていたスタプリことスター・プリンセスのフィギュアだ。

　星人の意識が急にハッキリしてきた。

　何やら竹林も焦あせっているようで、カンペンケースを急いで閉めた。

　竹林のことを嫌っている早川に教えてやればいいネタになるのかもしれない。けれど星人はそんな気にはなれなかった。人間、誰だれしも過あやまちはある。おそらく自室に飾っていたフィギュアが何かの間違いでカンペンケースの中に入ってしまったのだろう。見なかったことにしてやるのが、男というものだ。

　だが竹林は急いで左右を見回すと、ほぼ真後ろにいる星人の視線にも気づかずにカンペンケースを再び開けた。そして小声でカンペンケースの中に向かって叱しかる。

「ば、ばかぁ、何でお前がそんなとこにいるんだよ」

　空気混じりの小さな声だ。星人の目がカンペンケースの中を凝ぎよう視しする。マイクでもあって誰かと交信しているのかと思ったのだ。けれどカンペンケースの中には筆記用具の他ほかは美少女フィギュアしかない。

「来ちゃったじゃないよ。あれだけ学校には来るなって言っただろう」

　竹たけ林ばやしは怒っていたが、少し間を置いたタイミングで声こわ色いろが妥だ協きようのものに変わる。

「仕方ない。大人おとなしくしてるんだぞ。絶対にここから出るなよ」

　明らかに竹林は魔法少女のフィギュアと会話しているようだ。

　星ほし人とはその様子を凝ぎよう視しし続けていたのだから間違いない。竹林はピクリとも動かないフィギュア相手に話しかけていたのだ。

　最後にカンペンケースを閉じた竹林は「ふーっ」と息をつくと、腕で額をぬぐった。

　星人も身体からだからどっと嫌いやな汗が流れた。そして胸に手をあてると制服を鷲わしづかみにする。変な動どう悸きがして胸が重たく、痛かったのだ。

（な、何なんだろう、この痛みは……）

　他ひ人と事ごとのはずなのに、まるで自分のことのように胸が締めつけられる。その痛みに戸惑ううちに一時間目の授業はすぎていった。




　やがて一時間目の終了を告げるチャイムの音ねが響ひびき渡った。

　授業から解放された生徒たちがゾロゾロ動きだす。

　席を立とうとする者もいれば、次の授業の準備をしている者もいる。あくびをして身体をのばしていた者同士の目が合って苦笑いをしたり、教室の空気が一番ゆるみきった時だった。

「は～いっ！　静かに、みんな注目っ！」

　やたら元気のいい声と共にクラスの担任教師が前の出入り口から入って来た。三み島しま光みつ子こ、二〇代半ばの若さをもって生徒から「みっちゃん」と慕われる快活な英語教師だ。

　光子は手をパンッと叩たたくと、よく通る高音を教室に響かせた。

「ちょっと急だけど、みんなに転校生を紹介するわねっ！」

　意外な展開に教室中がどよめく。高校だと転校生という存在自体が珍しい。ましてや一時間目が終わった後の休憩時間に転校生の紹介をするなんて、もっと珍しいことだ。普通なら朝のホームルームですませるはずである。

　どうやら転校生は女子のようで、クラスの男子たちが口々に「すげー」だとか「かわいい」を連発していた。女子の間にも「お人形みたい」と夢心地のつぶやきやため息がもれる。

　元々クラスの半数ぐらいの生徒が席を立つか、立ちかけていたが、噂うわさを耳にして前の方から男子が続々と立ち上がっていく。

　おかげで座りっぱなしの星人には席が一番後ろなこともあって、転校生の姿を見ることはできなかった。そんな時、ふと長は谷せ川がわと目が合った。

　長谷川は中腰のまま星人の方をふり返っていて、その口が無音のまま「すげー、かわいい」と動く。そんなに可愛かわいいのか、と星人も腰をうかせかけたが、そこで光子の大号令が下った。

「こらーっ！　男子、席につきなさい。椅い子すに座りなさーいっ！　転校生を紹介できないでしょうっ！　時間ないよ、ほら早く、早く」

　光みつ子こがパンパンパンと手拍子を打つと、立ち上がっていたり中腰だった生徒たちが次々と腰を下ろしていく。

　そして生徒が全員着席した後には光子と、青い瞳ひとみをした転校生の姿があらわれた。

「うそっ」

　頭から血の気が引いて、星ほし人との口がワナワナとふるえた。そこに鼻の下をのばした長は谷せ川がわがアイコンタクトを送る。口が無音のまま「な、言った通りだろう」と動く。けれど星人が驚おどろいているのは転校生が可愛かわいいからではない。その顔に見覚えがあるからだ。

「それでは転校生を紹介しますっ！　アリア・グレイさん。みんな、よろしくしてあげてね」

　腹式呼吸で練られた大きな声が教室中に響ひびき渡った後、光子はアリアの背中に手をあてると、耳打ちするような小さな声でささやいた。

「じゃあ、みんなに挨あい拶さつして」

　アリアがコクンとうなずく。急に星人はいたたまれなくなった。今、クラスの雰ふん囲い気きはアリアに対して好意的だ。けれどアリアならこの雰囲気をぶち壊すに決まっていた。

　案の定、アリアは腰に手をあてると、偉そうにふんぞり返る。

「アリア・グレイよ。よろしく」

（うわ、やりやがった）

　星人が顔を引きつらせる一方で、クラスのあちこちからは吐と息いきがもれていた。

　高飛車な自己紹介も、外人（本当は宇宙人）だから許せるのか、それとも背が低くて年下っぽく見えるから許せるのか、少女マンガなら生徒のみんなはキラキラお目々状態で、背景はバラの花びらが舞うような雰囲気だ。

「みんなーっ、アリアさんは日本語ペラペラだけど、日本の習慣や文化には未いまだ慣れてないそうだから、色々と教えてあげるようにっ！」

　何人もの男子が身み震ぶるいし、女子もグループ間でしきりにアイコンタクトを交わす。

　日本に不慣れな金髪の美少女に色々と教えてあげる、なかなか美お味いしい役割だ。しかも相手は日本語が通じるのだから、外国語ができなきゃなんていう特別な条件もいらない。

　男子は異国で心細い思いをする金髪少女を守る騎き士しを、そして女子は自分たちのグループに異国のお姫さまみたいな友だちを加えることを夢みているのだ。

　転校生に対するクラスの反応が悪くないことに安心した光子は、廊下に待ってもらっていた用務員の名を呼ぶ。

「矢や島じまさーん、お願いしまーす」

「あいよ……で、どこに置くかね？」

　返事と共に、後ろの出入り口から腰の曲がった老人が椅い子すと机を持って教室に入って来た。

「う～ん、そうね」

　転校生の席をどこに置こうかと光みつ子こが目を泳がせていると、アリアはある一点を指さした。

「先生、あそこにお願いします」

　それは星ほし人との隣だった。そして光子もアリアの希望をあっさり認める。

「ま、妥だ当とうなとこかな」

　教室の机は六列にならんでいて、一列につき六つの机があるが、窓側の列だけ机が七つなのだ。そうなると窓側から二番目の列の一番後ろに机を追加するのが一番収まりがいい。

　あっと言う間に机が運びこまれると、光子は有無を言わさぬ笑みをうかべた。

「それじゃ天あま川かわくん、アリアさんをしっかりフォローしてあげてね」

　それから光子と矢や島じまは教室を出て行き、アリアはゆっくりと歩きだす。

　教室中の視線を集めたアリアは星人の隣の席につくと、ニッコリと作り笑いをうかべた。細くなった目から悪意がにじみ、額には青筋がうかぶようなひどい作り笑いだ。

　言外に「朝はよくもあたしを置いて行ってくれたわね」といった凄すごみをきかしながらも、口にするのはあたりさわりのないセリフ。

「よろしく、天川くん」

「お、おい……」

　どういうことだ、と続けようとしたところで二時間目のチャイムが鳴ってしまう。スーツ姿の男性教師が急ぎ足で教室に入って来る姿も見えた。数学の教師、佐さ々さ木きだ。仕方がないので星人は口をつぐみ横目でにらむが、アリアは正面を向いたまま視線を合わさない。

（シカトかよ……）

　チッと舌を鳴らし星人はあきらめて正面を向く。するとアリアが手を挙げて立ち上がった。

「せんせいっ！」

「お、おう、なんだ？」

　授業開始早々、佐々木は動揺と拍子抜けで間の抜けた顔になっていた。

　内心、英語で話しかけられたらどうしようと心配していたのだ。科目は違えど教師たる者、英会話で無様な姿をさらせば面子メンツと信用を失ってしまう。けれどアリアの口から出たのは流ちょうな日本語だ。佐々木でなくとも、ほっとするだろう。

「あたし、転校したばかりで教科書がないので隣の人に見せてもらっていいですか？」

　アリアの訴えに異存があるはずもなく、佐々木は二つ返事で了承した。

　机をくっつけたアリアが席に座ると、星人は教科書を二つの机の境界線上に置いた。そして横目でにらむ。

「どういうつもりだよ」

「へへっ、来ちゃったぁ」

　悪びれる様子もないアリアに、身を屈かがめた星人が小声で詰きつ問もんする。

「来ちゃったじゃないだろっ、あれだけ学校には来るなって言っただろう」

「でも、あんたを見張らなくっちゃいけないからね」

　朝の仕返しのつもりか、アリアは困り切った星ほし人との顔を見るのが楽しくて仕方ないようだ。

「まったくもう……どうやって学校にもぐりこんだ？　その制服はどうした？」

　学校へ入学するなら、それなりの書類が必要のはずだ。しかも昨日は地球の通貨なんて持ってないから弁べん償しようはできないだ何だと言ってたくせに、ちゃっかり学校の制服を着ている。

　頭の中が疑問符だらけの星人の心中を、見透かすようにアリアはすまし顔で答えた。

「こういう時のためにね、専用のキットがあるの」

　アリアが宇宙人だとバレたらどうなることか、星人は気が気でない。けれどアリアのことを心配する自分というのも腹立たしい。やけっぱちで星人は現状を追認するしかなかった。

「ちぇっ、仕方ない。いいか、大人おとなしくしてるんだぞ。絶対に問題を起こすなよ」

「わかってるわよ、あたしがそんなヘマをするわけないじゃない」

　アリアは安やす請うけ合いするが、ＵＦＯの墜つい落らくに変なクスリ、どう考えても信用できるはずない。

「ほんとかよ」

　投げやりにつぶやくと星人は首を正面に向けた。

　まず視界に入るのは前の席だが、竹たけ林ばやしは頭を机に押しつけ背中を弓なりに反らしてプルプルふるえていた。その右手には魔法少女のフィギュアが握られているが、あまりに強く握りすぎているために手が白くなっている。かすかに聞こえるのは嗚お咽えつの声。竹林は泣いていた。

（ヤバイ、さっきの会話が聞こえてたのか？）

　冷や汗をかく星人。しかしそれも一いつ瞬しゆんのことで、教室のあっちこっちから視線が集中していることに気づき、冷や汗どころか肝きもを冷やす。

　斜め45度の角度でふり返った同級生たちは男子も女子も星人に憎ぞう悪おの念を向けている。真正面にいる竹林はともかく、前の方や廊下側にまで声が聞こえたはずはないから、おそらくみんなは星人がアリアとヒソヒソ話をしていたこと自体が許せないのだ。

（えーっ、ちょっと待てよ、お前ら）

　確かに教科書をつい立たてにしてヒソヒソ話をしていれば仲良さそうに見えるのも仕方ない。けれど星人とアリアの仲は決していいわけではない。むしろ犬けん猿えんの仲なのだ。ただ、今は授業中で誤解を解く術すべがない。

　長は谷せ川がわの口が無音のまま「ウ・ラ・ギ・リ・モ・ノ」と動く。早はや川かわはシャーペンの先を首筋で水平に引き「ＫＩＬＬ ＹＯＵ」のサイン。

　だが星人を最もふるえ上がらせたのは斜め前に座る幼なじみの宇う佐さ見み美み希きだった。

　美希は身体からだをねじって、星人をにらんでいる。

　頭に血が上って、カッカしているのか、制服の上着を椅い子すにかけ、長なが袖そでのブラウスも腕まくりをしている。

　ひねった身体と腕が作った三角の頂点、つまり脇わきの下にはブラウスごしでも胸のふくらみが見えた。健全な肉体に健全な精神は宿ると言うが、ダイナミックな肉体にはダイナミックな精神が宿るらしい。美み希きの怒りもダイナミックで、人をも殺せそうなオーラを放っていた。

　長は谷せ川がわを真ま似ねて星ほし人との口が無音のまま「ちがう、ごかいだよ」と動く。きっと会話の内容が聞こえていれば誤解なのも理解してもらえたのだろうが、どうやら斜め前に座る美希のところまでは伝わってないらしい。美希は他ほかの同級生たちと同じく「星人が金髪の転校生とヒソヒソ話をしていた」ことしか頭にないのだ。美希の殺気は増すことがあっても、衰おとろえる気配はない。

　そこに美希の神経を逆なでするかのようなタイミングで、アリアが星人に尋たずねる。

「すっごく下品な視線を感じるんだけど、あれって誰だれなの？」

　小声ではあるが、わざと美希の席あたりまでは聞こえるような大きさにコントロールするところが憎にくらしい。アリアの声を耳にした途と端たん、授業中にもかかわらず美希が立ち上がった。

「せんせーいっ！」

　クラスの視線が美希に集中するが、その視線に臆おくすることなく美希は数学教師に訴える。

「わたしがアリアさんに教科書を見せてあげたいと思います。アリアさんも男子に見せてもらうより、女子のわたしに見せてもらった方が気兼ねもないと思いますから」

「ちょっと、なに勝手なことを言ってるのよ」

　アリアの細く綺き麗れいな眉まゆの線が八の字に歪ゆがむ。教科書を見せてもらう云うん々ぬんの話はアリア自身の問題だ。それを見ず知らずの他人に勝手な解釈をされてはたまらない。

　しかしアリアの抗議に耳を傾けることもなく、美希は一気に畳たたみかける。

「それでは佐さ々さ木き先生、席を移動させてもよろしいでしょうかっ!?」

　美希の猛もう剣幕に、佐々木の頭がコクンと小さく動いたのが合図になった。

「それじゃあ、アリアさん。席を移動しましょうね」

　鉄てつ面めん皮ぴなまでの作り笑顔をピクピクさせて美希はアリアの机を元の位置へ戻すと、アリアが座ったまま椅い子すも元の位置へと引きずった。

「ちょ、ちょっと、何するのよ」

　転げそうになったアリアは立ち上がって抗議するが、美希はそれを無視。

　続いて星人とアリアの席の間に自分の椅子を放り投げ、仕上げに机を割りこませた。

「し、信じられない……」

　アリアはほぼ茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態だ。アリアの隣に来るというなら、星人とアリアの間ではなく、スペースの広い反対側に席を置く方が合理的である。

　それなのに美希が強引に机を割りこませたために、アリアと美希の机だけでなく、美希と星人の机もくっついて、三連続になっていた。

「ちょっと……」

　どういうつもりよ、とアリアが続けるより早く、美希が先制攻撃をおみまいする。

「はじめまして、アリアさん。わたし、宇う佐さ見み美希。星人とは幼なじみで、一〇年以上のつき合いになるの」

「だからどうしたって言うのよ」

　売り言葉には買い言葉だ。アリアが小さな胸を反らすと、美み希きは大きな胸をはって対抗する。

「つまり、泥棒猫みたいに横からあらわれてベタベタして欲しくないってこと」

　あまりに堂々とした宣戦布告に教室の中がどよめいた。しかも授業中である。クラス中の視線を集めた中での侮ぶ辱じよくにアリアは怒りに身体からだをふるわせた。

「ど、泥棒猫ですってぇ！」

「そう、泥棒猫じゃない」

　即答する美希の方も目がすわっている。

「おい、二人とも止やめろよ」

　二人をなだめようと星ほし人とは腰をうかすが、いがみ合う二人が見事なハーモニーを奏かなでる。

「うるさいから、引っこんでてっ！」

　シュンと小さくなった星人の腰がストンと落ちて、着席。もはやこの二人を止められる者はいないと誰だれもが思ったその時、教きよう壇だんから冷ややかな声がかかった。

「君たち、今は授業中なんだけどね」

　さすがにアリアと美希の争いも一時休戦と相成った。




　しかし全面戦争が回避されたからといっても冷戦は続く。午前中、星人は延々と針のむしろに座るような思いをさせられた。

　けれど降り止まない雨などないように、つらい時間もいつかは終わるものだ。

　やがて午前中の授業の終わりと、昼休みのはじまりを告げる救いのチャイムが鳴った。通常の三倍ぐらい疲れた星人は机の上にガックリと首を落とす。

「よ、ようやく終わった……」

　もっとも極点付近の地域に太陽が昇りっぱなしの白びやく夜やや、太陽の昇らない朝が続く極きよく夜やなんてものがあるように、いつまでもつらい時間が続く時もある。

　昼休みのはじまりも、星人にとっては新たな試練のはじまりでしかなかったのだ。

　まずアリアが動いた。

　美希がトイレへ行ったのを見届けると、アリアは星人の手首を引っぱった。

「ちょっと来なさいっ！」

「ぐわぁっ！」

　身体の力を抜いているところを急に引っぱられ、星人の首に変な力がかかった。

「殺す気か？」

　星人の抗議を無視して、アリアは急ぐ。

　教室を出て、星人を廊下に引きずりだし、人ひと気けのないところを探して階段を駆け上がる。やがてドアがポツンとあるつきあたりにたどり着いた。このドアは屋上に出るためのものだが、普段は鍵かぎがかかっていて人の出入りはない。

　周囲を確認すると、アリアは真っ直すぐな目で星ほし人とを見つめた。

　性格は別として、アリアの顔は可か憐れんだ。陶とう器きのような白い目にうかぶ碧あおい瞳ひとみ、やわらかそうな桜色のくちびる。そしてうっすらと赤みがさした白い肌はだに金糸のような髪が乱れかかる様は吸いこまれるような美しさがある。

　そんな星人の心の隙すきをつくかのように、アリアは手のひらを星人の胸元につきつけた。

「お金を出しなさい」

　ゆすり、かつあげ、たかりに強盗。この状況を言い表すに相応ふさわしい言葉を探せば思いうかぶのはこんな単語ばかり。星人の目も泳ごうというものだ。

「目をそらして誤ご魔ま化かそうとするんじゃないわよっ！」

　アリアは星人の視線を戻そうと、ネクタイを引っぱった。首が絞まって星人は無様な声を上げる。

「ぐえっ！　げほ、げほ、お前、全力でアホだろっ！　何でネクタイの細い方を引くんだよ。こっちを引っぱると首が絞まるんだ。どうしても引っぱるなら、幅が広い方にしてくれ」

　ネクタイは幅の広い側の方を大だい剣けん、細い方を小しよう剣けんとも呼ぶが、その大剣側を持って星人は力説する。するとアリアが眉み間けんにシワをよせた。

「チッ、つくづくあたしの思いやりがわからない男ね。そっちを握ったら表側だから、シワになったら可哀かわいそうかなって心配してあげたのに」

「アホか、何が可哀そうだよ。首が絞まったら、もっと可哀そうな事態に陥おちいるだろ……って言うかな、ネクタイを引っぱって人の顔や視線の向きを変えようとする発想自体が間違ってる」

「あーっ、もういいわ。こんな不毛な言い争いをしても埒らちが明かないから……そんなことより、いいからお金を出しなさいよ、お金を」

　アリアが手のひらを差しだすと、星人はその手をパチンと叩たたいてやる。

「だから何で俺おれがお前に金を出さなきゃいけないんだよ」

「だってお金がないんだもん。これから昼食でしょ？　地球人の下品な食べ物なんて口に合わないに決まってるけど、下品な物でも食べてる姿を見せないと都合が悪いわ」

「だからどうしてそれが俺の財布なんだ。他ほかに方法なんていくらでもあるんじゃないか？　学校にもぐりこむために制服や書類を調達してるんだ。金だって何とでもなるだろう」

「そういうわけにはいかないの。そりゃ本物とうり二つのお札なんて一〇〇枚でも一〇〇〇枚でも作れるけど、偽にせ札さつをばらまくわけにはいかないでしょ？　逮捕されたらどうするのよ」

　アリアが逮捕されたとして困るのはアリアのはずで、そうした事態を避けるためにどうして星人が出費しなければならないのか。けれどアリアの頭にあるのは別次元の理屈だった。

「そりゃ、あたしはいいわよ？　逮捕されてもＵＦＯで逃げて最後は自分の星へ帰ればいいんだから。でもあんたは地球にとどまるんだから、逃がしてあげても、いずれ逮捕されるわ」

「お、お前、俺おれを脅おどすのかっ!?」

　背筋に寒いものを感じる星ほし人とだが、アリアはあっけらかんとしたものだった。

「あら、失礼ね。心配してあげてるのよ」

「って言うか、お前が逮捕されたら俺を共犯に指名する気か？」

「そんな気はないけど、結果的にそうなるのが普通でしょ？　今のとこあたしたちとの接点ってあんたしかないんだから」

　思わず星人は黙だまりこむ。もしもアリアたちが偽にせ札さつを大量に刷って、その一部でも星人の家に残っているのを警察が見つけたら、どうなるか？　いや、それ以前の問題として警察は男の敵なのだ。捜査の一環としてパソコンが押おう収しゆうされて中身を調べられれば何かと不都合だ。

「ええい、仕方ない」

　可愛かわいい顔をしていても所しよ詮せんは地球外生物で法の裁きが通じないアンタッチャブルなのだ。地震、雷、火事、ＵＦＯ。天災の一種とあきらめて、星人は財布からお札を一枚抜いた。

「これで昼飯ぐらい食えるだろ」

「なるほど、それだけあったら今日の昼ご飯は食べられるわけね」

　言うが早いか、アリアは財布を奪うばうと中の札をすべて抜きとった。一人暮らしをしている星人の財布には高校生には不相応な額のお金が入っていたが、それは遊ぶための金ではなく生きていくための金なのだ。

「お前、それ、今月の生活費……」

「一週間か一〇日ぐらいは見張らなくちゃいけないから、この程度の軍資金は必要よね」

　重量はそれほど変わってないが、価値が大いに軽くなってしまった財布をアリアは星人に投げ返す。そしてひらりと身をひるがえすと、軽やかに階段を下りていった。

　けれど星人が立ち止まったままなのに気づくと、アリアは階段の踊り場でくるりと回る。

「さ、行きましょう。学校には学食なんてものがあるそうじゃない？　あたし、そういうところで食べたことないからエスコートさせてあげるわ」

　いつだって悪意に満ちた作り笑顔をうかべていたアリアが見せた一いつ瞬しゆんの素すの表情。それは広いおでこがちょっとユーモラスで、青い瞳ひとみの目を大きくしたチャーミングな笑みだった。

（ちぇ、可愛い顔して笑いやがる）

　ここで誤ご魔ま化かされてやるのが男子の本ほん望もうというものだ。鼻の下がむずがゆくて、星人は人さし指でこする。それじゃ異星のお姫さまのエスコートでもしますかね、なんて気分になって、がに股またになって階段を下りていく。

　学食に行くにはこのまま階段を一階まで下りきった方が早いのだが、星人は机の上が散らかしっぱなしになっているのを思い出す。

「一いつ旦たん教室へ戻っていいか？　教科書やノートを片づけときたいんだ」

「オーケー」

　先を歩いていたアリアは二つ返事で教室へ向かう。

　だがこれがバッドチョイスだった。

　教室に戻った星ほし人とは仁に王おう立ちする美み希きと出くわした。

　両腕を組むと、迫力ある胸がいっそう強調されるが、それ以上に迫力だったのが、顔だ。首を傾かしげたその顔は無表情だが、かすかに笑っているようにも見える。もちろん友好的な様子は微み塵じんも感じられないが、その代わり狂気みたいなものならビシビシ感じることができた。

「で、どこ行ってたわけ？」

　平たんな声が逆に恐ろしい。たった一言で星人は固まってしまった。まるで見る者すべてを石に変えるというメデューサだ。

　星人が石像同然になってしまうと、美希の顔にようやく表情の色が戻る。もっとも表情なんて戻らなかった方がマシだったかもしれない。凄すごみをきかせた目でアリアをにらみつけた。

「ほんとに油断も隙すきもないんだから」

「なんのことかしら」

　アリアは肩をすくめると、星人の隣に立つ。

「さ、机の上を早く片づけなさいよ。一緒に学食へ行くんでしょ」

　その途と端たん、美希の表情が再び消えた。再び怒りの矛ほこ先さきが星人へ向かったのだ。

「へーっ、それはどういうことなのかな？」

　そして美希はカバンからお弁当箱をとりだした。右手と左手に一つずつ、お弁当は二つある。

「あっ……」

　星人は美希とアリアの顔を交互に見るが、二人とも目がすわっている。どちらを選ぶか無言のプレッシャーが加わる中で、星人は友情に活路を求めた。

「おっ、そうだ……俺おれ、早はや川かわたちと一緒に食う約束があるんだった」

　だが苦し紛まぎれの脱出計画は逃亡予定先から受け入れを拒否されてしまう。

「さて、長は谷せ川がわ。男同士、二人っきりでメシでも食いに行くか」

「そうだな、今日の昼食は二人きりで学食にでも行こう」

　早川も長谷川もニヤニヤ笑っていた。二人とも、否いな、男子全員の総意として二に兎とを追う者は一兎をも得ずを期待しているのだ。

　友と信じていた二人の冷たい仕打ちに星人も恨うらみ節になる。

「お、お前ら、苦しい時こそ助け合うのが友だちってもんだろ」

「フッ……楽しい時を分かち合ってないのに、それは無理な相談だな」

「その通りだな、さぁ行こう、行こう」

　早川と長谷川はあっさり教室を出て行ってしまった。

　どうするべきか、星人は動けないでいた。アリアと美希も互いに牽けん制せいしたまま動かない。

　そんな中、最初に動いたのは美み希きだった。短気で単細胞なアリアと違って、美希は態度の硬軟を臨機応変に使い分ける器用さを持っていた。

　星ほし人との手を握ると、美希はその目をうるませる。

「学食のカレーやラーメンは星人が食べなくても、他ほかの誰だれかが食べるよ。けれどわたしが作ったお弁当を食べる人は星人しかいないんだよ。お願い、星人。わたしを食べて」

　一いつ瞬しゆん、教室がどよめいた。星人の頭も一気に沸ふつ騰とうする。

　そんな周囲の反応をよそに美希は平気な顔して訂正する。

「あ、ごめん。かんじゃった。わたしのを食べてだった。それか、わたしの作ったお弁当を食べてだね」

「そ、そうだよな。単なる言い間違いだよね、話の流れからすれば当然だよな、あははは」

　思いっ切り別の解釈が頭にうかんだ星人が苦笑いすると、聞き耳を立てていた他のクラスメイトたちからも冷や汗まじりの失笑がもれる。微妙な雰ふん囲い気きの中、不思議そうな声で美希が尋たずねた。

「ん？　話の流れからすると、っていうと他に何か意味でもあるの？」

「いやー、何でもない。何もない。まったく何もない」

　かんだセリフを額面通りに受けとれば、ちょっとエッチなマンガやアニメによくあるセリフになってしまうが、そういう解釈をしてしまったことを悟られるのは恥ずかしい。特に言った本人が気づいてないだけに、そう解釈した側は自分の心が汚れた気分になってくる。

　クラスの一部と星人が完全に舞い上がってしまった状況で、美希は星人の手を握る力をぎゅっと強めた。

「ねぇ、結局どうするの？　食べてくれるの？　それとも食べないの？　どっち？」

　主語が抜けると汚れた心を刺激する。星人は羞しゆう恥ち心しんに身もだえしつつも、二つ返事でＯＫしてしまう。

「も、もちろん。喜んで食べるよ、お弁当をね。うん、お弁当を」

　星人の顔が耳まで真まっ赤かになると、美希は一転して勝ち誇った目でアリアを眺ながめる。

「そんなわけで悪いけど一人で食べてくれる？　星人のこと、狙ねらってたみたいだけど残念ね」

「は～ぁ？　誰が誰を狙うですってぇ。失礼な勘かん違ちがいしないで欲しいわね」

「それじゃ、わたしが星人と一緒にお昼ご飯を食べていいわけね？」

「ええ、どうぞ。あたしはそんな下等な生き物に興味なんてないから」

　アリアが星人の近くにいるのは星人を見張るためだ。恋愛感情からではない。だから美希の術中にあっさりとはまってしまった。

　悠ゆう然ぜんとアリアは教室のドアへ向かうが、その後ろ姿を美希が茶化してしまう。

「さよなら～ぁ♪」

　アリアの足が止まった。それから憤ふん怒ぬの表情でふり返る。その顔に星人はふるえ上がるが、美み希きの方は優越感に満ちた表情をうかべていた。そんな美希の顔が、アリアの中の変なスイッチを入れてしまう。

「今に見てなさいよ」

　忌いま々いましそうに捨てゼリフを残すと、アリアは荒々しく教室を出て行った。

　女同士の殺さつ伐ばつとしたやりとりに星ほし人とは肝きもを縮めるが、美希の方は何事もなかったかのように表情を一変させる。

「それじゃ、一緒にご飯を食べよ」

　屈くつ託たくのない笑顔だが、これはこれで別の意味で怖い。星人は半ば強制的に席へ連行された。

　机は午前の授業中と同じ状態のままで、三つの机がならんでいる。そこに席通り奥から星人と美希がならんで座った。

　美希は弁当を二つとも広げると、その内の一つを星人の前に差しだす。

「では召し上がれ」

「いっただきまーす」

　手を合わせると星人は弁当箱を開ける。中は冷凍食品と揚あげ物が主体だが、これはこれで「料理は得意じゃないけど君のために頑張ったよ」みたいな努力感があっていい。

　まず一口目、星人はチキンナゲットへ箸はしをのばす。口に入れると、美希が心配そうに尋たずねた。

「美お味いしい？」

　何度も星人は首をコクコクうなずかせた。

　味そのものについては実際のところ大味で、鶏とりの肉もぱさついた感じがする。典型的な冷凍食品だ。ナゲットも心なしか一片が大きめで咀そ嚼しやくしてもなかなか吞のみこめない。

　それでも空腹ならぬ愛情は最高のスパイスだ。無理矢理ナゲットを食道に落とすと星人は美希に向かって親指を立てる。

「うん、美味しい」

「嬉うれしいっ！」

　箸を握ったままガッツポーズする仕草が愛くるしい。そして再び星人が箸を弁当箱に接近させると、美希は息さえ止めて星人の一挙一動を見守ろうとする。

「そんなに見られると恥ずかしいよ」

　星人が照れ笑いをうかべると、美希はあわてて顔をそらした。

「あ、ごめんね」

　けれど目だけはお弁当箱に釘くぎづけで、星人の箸が次に何へ向かうのか横目でずっと追っている。そんな美希の姿に星人もあきらめ顔で苦笑いだ。

「もう、好きにするといいよ」

　ならば遠えん慮りよはいらないと、美希は両手を握ってお弁当箱の中を見つめる。内心、やりにくいなと思いながらも星人は卵焼きを選んだ。

　自信作なのか、それとも今度は冷凍食品ではなく手作りのおかずだからか、美み希きの目がキラキラ輝く。普通なら半分に切って二回に分けて食べるようなサイズだが、美希の視線に負けて星ほし人とは大きな卵焼きを丸ごと一口にする。

「美お味いしい？」

　美希の問いに星人はコクコクとうなずくが、味の方は一言で表現すれば甘い。美希は塩でもだし汁でもなく砂糖で味つけをしているが、その砂糖の量が半はん端ぱじゃない。ご飯のおかずというより外国製のケーキやクッキーみたいな甘さなのだ。

　激甘の卵焼きが口いっぱいに広がり、それを一気に吞のみこもうとしてむせてしまった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　美希は星人の背中をさすりながらも、逆手でカバンから水筒をとりだした。

　美希がお茶を用意する間、ふと星人は前の席に座る竹たけ林ばやしも苦しそうにノドをつまらせているのに気づいた。どうやら竹林の方はかなり重症のようで、しきりに胸を叩たたいている。

「はい、これ飲んで」

　美希の声に反応して、竹林がふり返る。しかし呼ばれたのは竹林ではない。美希の差しだしたコップは星人が受けとっていた。そして星人はお茶で勢いをつけて、一気に食道をくだす。

「ふ～ぅ、助かった」

　星人が何とか落ち着いた時には、竹林の姿はすでに目の前にはなかった。視線を泳がすと、苦しそうに口元を押さえつつ教室の外へ出ようとしている後ろ姿が目に入った。

　さすがに大丈夫かと星人も心配するが、まるで周囲に人がいなくなったのを見計らったかのように美希が声をひそめる。

「ねぇ、あの地図の意味、わかった？」

「地図？」

　星人の声が大きいと、美希はよりそうように身体からだを近づけた。そして星人の耳元でささやく。

「ほら、星人のお父さんが手紙の裏に描かいた地図のことよ」

　今、星人の席は離れ小島のようになっていた。正面の席は竹林が飲み物を求めていなくなり、隣の席もアリアが不在だし、斜め前の席は美希が机ごと星人の真横に来ている。それでも普通の声では近くのグループに聞こえてしまうかもしれない。

　話題が話題だけに星人も声をひそめた。

「あ、あぁ、あの地図ね」

「うん、何かわかった？」

「いや、さっぱり……あれ、なんで美希がこのことを知ってるんだっけ？」

　怪け訝げんな表情の星人に、美希がほほをふくらませた。

「もうっ！　昨日の放課後、相談してくれたじゃない。お父さんが行方ゆくえ不明になって、手がかりは今のところ手紙と地図しかないって……忘れたの？」

　まるで裏切り者と言外に非難されているようで、星ほし人ともあわててしまう。

「ごめん、ごめん……そう言われれば確かに昨日の放課後、相談したような」

「思い出してくれた？　ならＯＫ」

　美み希きが笑って許してくれたのを感謝しつつも、星人は胸の中で戸惑いを覚えていた。何かすっきりしない。けれど星人には深く考えたり、頭の中を整理する暇ひまなんてなかった。

　南国トロピカルな雰ふん囲い気きに気をゆるめているところに、一陣のブリザードが吹いたのだ。

「ふん、盛さかりのついた猫って嫌いやねぇ。臭くさくって仕方ないわ」

　声の主は言わずと知れたアリア・グレイ。パンの入った袋とパックジュースを机の上に置くと、アリアは席に座って横目でにらむ。

　金髪の少女から白い目ならぬ青い目を向けられて、美希は声をふるわせた。

「本当に泥棒猫みたいな子ね。近くに忍びよって、こっちの隙すきを狙ねらうみたいで」

「は～ぁ？　泥棒猫ですってぇ。失礼な勘かん違ちがいしないでって言ったでしょ。あたしは自分の席がここだから、ここに座って食べるだけなの」

「ふん、どうだか」

　信じられないと美希が鼻を鳴らすと、辟へき易えきとした顔でアリアが舌を出す。

「あ～ぁ、やだやだ。盛りのついたメス猫って始末に負えないわ。変に攻撃的だし、オスを見たら尻尾しつぽをふってばかり」

　美希の中で何かが切れた。それはきっと神経だとか堪かん忍にん袋ぶくろの緒おと呼ばれるものだ。

「さ、盛りのついたメス猫は女の子だけど、泥棒猫ってオスかメスかはわからないよね」

「はぁ？　それ、どういう意味よ」

　アリアが立ち上がると、美希も負けじと立ち上がった。

　ガンを飛ばそうとアリアは美希をにらみつけるが、美希とは視線が合わない。かすかな笑みをうかべる美希の目はアリアの顔より下を見ていたのだ。その視線の先が自身の胸元に行き着いていることに気づき、アリアの顔面は完全に引きつった。パクパク動かす口は◇形に固まって、なかなか声も出ない。

「……おっ、おっ、おっ、面白いことを言ってくれるじゃない？」

　アリアは美希の机と椅い子すを引きずって、元の場所に戻す。

「もう授業が終わったんだから、教科書は見せてもらわなくても結構よ」

　そして今度は自分の机を横に引きずって星人の机のすぐ近くに置いた。その隙間は一〇センチか一五センチといったところ。

「さて、これでＯＫね。昼ご飯でも食べようかしら」

　星人の席は窓まど際ぎわの一番後ろなので、三方を竹たけ林ばやしの席・窓・壁かべで囲まれている。残る一方にアリアが机を接近させたので、美希が星人とお弁当を食べるにはアリアに居候いそうろうさせてもらうか、星人とアリアの机の間を広げてもらうしかない。

　それを見越してアリアは椅い子すに座りながらニヤリと笑う。

「あっ、一緒に食べる？　いいわよ、あたしの机の上にお弁当を置いても……それとも、この間に入れるなら、ここで食べればいいけど。ま、もちろん脂し肪ぼうがパンパンに張った身体からだをナイスプロポーションなんて勘かん違ちがいしてるお豚さんじゃ入らないでしょうけどねぇ」

　ここで間を広げろと言えば女が廃すたるというものだ。美み希きの目に食べかけの弁当箱がのった竹たけ林ばやしの机が映る。今、竹林は不在だ。それをいいことに美希は竹林の椅子を机の下に押しこむと、自分の椅子を持って来て星ほし人との正面に鎮ちん座ざする。

「さて、わたしもお弁当を食べようかな」

　大きなハンカチを広げると、美希は弁当箱を開いた。

　ちょうどそこにジュースを手にした竹林が戻って来た。

　哀あわれにも竹林は自分の席に誰だれかいるのを一目見た途と端たん、オロオロしはじめる。その挙動不審な姿に美希はわざとらしい声を上げた。

「あっ、ごっめーん。席、ここだよね？　ここでお弁当、食べるの？」

　腰はどっかと席に座ったままの美希に、星人は心底から「こいつは鬼だ」と思った。女子から空気のように扱われた男子が最後にできることといったら見み栄えを張ることしかない。

「い、いいよ。別のところで食べるから」

　食べかけの弁当を抱かかえ竹林は周囲を見渡した。この一角はクラス中の視線を集めていたはずだったが、竹林に視線を合わせる者は誰もいない。それは非情な話ではあったが、同時に武士の情けでもあった。やがて観念したかのように竹林は一人、お弁当を抱えて教室を出て行く。

　その姿に星人は涙を禁じえなかった。

（すまん、竹林。俺おれはお前のために何もしてやれないけど、フィギュアに話しかけてた件だけは誰にも言わないと誓うよ）

　だが今の星人にいつまでも他人に同情していられるような余裕なんてなかった。

　星人の正面にはモテない男子の心を平気で踏みにじる鬼が、そして隣には変なクスリを平気で撃ちこむ悪魔がいるのだ。

「何を人の顔を見てるのよ、気持ち悪い」

　美希がにらむが、アリアも一歩も引かない。

「そっちこそ見ないでくれる？　気分が悪くなるから」

　鬼と悪魔は互いにガンを飛ばして、まるでヤクザ映画さながらに殺やるか殺られるかといった殺気をみなぎらせていた。

　美希が先手を打つ。お弁当のナゲットを箸はしでグサリと刺すと、アリアをにらみながら半分に食い千切った。食い殺すぞ、みたいな大迫力だ。

　負けじとアリアもカレーパンをとりだした。揚あげパンだから思いっ切りかぶりつけば口の周りが油だらけになるのだが、アリアはかまわず大口を開けてカレーパンを食い千切る。ナゲットよりもカレーパンの方が大きい分、こちらも迫力では負けてなかった。

　ただしそれも一いつ瞬しゆんの話だった。口の中でモグモグと咀そ嚼しやくしているうちにアリアはどんどん涙目になっていく。それから苦く悶もんの表情になり、熱血スポ根マンガのキャラクターみたいに闘志を燃やしたりと、表情がコロコロと変わっていく。やがてどうにか口の中の物を食道に流しこむと、泣きそうな顔で食べかけのカレーパンを眺ながめた。

「なによ、これ……激げき辛からじゃない」

　食べ跡からカレーの具に赤い唐とう辛がら子しの欠片かけらが見える。横から見た星ほし人とはこのパンが何なのか一発でわかった。この学校では人気の一品、辛口カレーパンだ。星人も何度か食べたことがあるが、平均的な日本人の感覚からすればそんなに辛いパンではない。

　しかし宇宙人だからか、それとも単なる個人差か、このパンはアリアにとって辛すぎたようだ。アリアはやっかい払いをするかのように、食べかけのカレーパンを星人の机へ追いやった。

「これ、あんたにあげるわ」

　パンをもらった星人より、美み希きの方が反応が早かった。

「ちょっと、それ作戦なの？　卑ひ怯きようすぎない？」

「残飯をくれてやっただけじゃない。何が作戦で、何が卑怯なわけ？」

「とぼけちゃって、白々しい」

　美希はアリアをにらみつけると、食べかけのカレーパンを素手でつかんだ。

「あっ！」

　驚おどろくアリアを尻しり目めに美希は辛口カレーパンを二口ぐらいで叩たたきこむように食べてしまった。そして勝利のＶサイン。

「間接キス、断固阻そ止し」

「よくもまぁ、あんな辛い物を一気に食べられるわね」

　あきれるアリアだが、美希はハンカチで手についた油をぬぐいつつも反転攻勢に出る。ナゲットを箸はしで刺すと、星人の口元に運ぶ。

「星人、食べさせてあげるね。ほら、あ～んして。あ～ん」

「え、いや、その……」

　たじろぐ星人の前で、美希は自分の口も大きく開ける。

「ほら、早くあ～んして。ほら、あ～ん」

　美希の「あ～ん」「あ～ん」と言う声が、星人の汚れた心を刺激して変な連想をしてしまう。どうしようかと身をもだえていると、横よこ殴なぐりのブリザードみたいな声が隣から発生する。

「口の周りを油まみれにして何があ～んよ、気持ち悪い」

　思わず口元を手でぬぐいつつ美希も、そっくりそのままアリアへ切り返してやる。

「そっちだって口の周りが油だらけでテカテカじゃない。鏡でも見たらどうかしら」

　あわててアリアも口元を手でぬぐってしまう。
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　二人とも、口の周りが油でテカっている上にカレー粉が広がって黄色くなった。

「まったくふざけた女ね。アヒルみたいにクチバシを黄色くしちゃって」

「そっちこそアヒルでしょ。生白い顔に黄色いクチバシなんだからっ！」

「何を言ってるのよ、アヒルの目は黒いでしょ。あんたこそアヒルがお似合いだわっ！」

　ものすごくレベルの低い水かけ論になった。

「そっちの方がアヒルじゃない」「アヒルがお似合いなのはあんたの方なの」「だからわたしはアヒルじゃない」「そっちこそアヒル」「だからアヒルはそっちでしょ」

　二人ともアヒルみたいにガーガーうるさい。しかし今の星ほし人とにはなす術すべなんてなかった。

　そこに一人の少女が颯さつ爽そうと立ち上がる。

「二人とも止やめてください」

　星人、アリア、そして美み希きだけでなく、クラス中の視線が集まった先には三つ編みにメガネのいかにも真ま面じ目めっ子な姿の少女が立っていた。生徒会役員風紀委員長、立たち花ばな理り香かだ。

　廊下側、それも教室の前の出入り口近くにいた理香が、ちょうど対角線上にいる星人たちの元まで背筋をピンとのばしたまま歩みよる。そして開口一番、星人を叱しかる。

「天あま川かわくん、いい加減にしてください」

「お、俺おれ？　俺が何をしたって……」

「言い訳は聞きたくありません。今、二人がケンカしているのは天川くんが原因でしょ」

　それはそうかもしれないが、星ほし人とにとっては随ずい分ぶんと理り不ふ尽じんな話だった。しかし理り香かは星人が抗議する間など与えず、美み希きに斬きりかかる。

「それから宇う佐さ見みさんも」

「えっ？　わたしが悪いの？　冗談でしょ、悪いのは全面的にこの子、こいつでしょ」

　美希がアリアを指さすが、理香は首を横にふった。

「いいえ。わたしの見る限り、争いの原因は天あま川かわくんにありますが、争いの手段がひどいのは宇佐見さんの方です」

「わたしの手段って、何がどう悪いって言うのよっ！」

「だから俺おれのどこが悪いんだか」

　美希は抗議し、星人はぼやく。そんな二人を理香が断罪する。

「宇佐見さんはグレイさんに張り合おうとするあまり、天川くんにベタベタしすぎです。そして天川くんはそれを受け入れすぎです」

「そんなの別にいいじゃない。個人の自由だわ」

　ぷいっと美希は横を向くが、理香はポケットから生徒手帳をとりだし衝しよう撃げきの事実を宣告する。

「いいえ。男女交際、および不純異性交遊は校則によって禁止されています」

「えーっ、うそー」

　信じられないと声を上げたのは美希だけではなかった。教室のあちらこちらから声が上がる。

「そんな校則あるのかよ」

「って言うか、学校の中でつき合ってる奴やつらたくさんいるだろ」

　教室の中に何人か生徒手帳を持っている者がいて、驚おどろきの声が上がった。

「おい、本当に校則に書いてあるぞ」

「えーっ、うそだー。信じられなーい」

　あっちこっちで生徒手帳を持った生徒を中心にした輪ができる。星人もカバンの中に生徒手帳を放りこんでいたのを思い出し、机の上にとりだした。

　先ほどまでケンカしていたアリアと美希も一緒になって、生徒手帳をのぞきこむ。

「なになに、校則として以下の事柄を禁ず……男女交際、および不純異性交遊の禁止……」

　理香の言った校則の該がい当とう箇か所しよを読んでいた星人だが、その下に見慣れない文字列を見つけ、目が点になる。

「……このボンタン、ドカン、ラッパ、スリムって何だ？」

「えっ、何それ？　武器とか戦争用語？」

　怪け訝げんな顔をして美希も生徒手帳に書かれた文字の羅ら列れつを追う。生徒手帳には校則の禁止事項として変形制服があげられており、その後ろに括かつ弧こ書きとしてボンタンなどが羅列されている。

「武器や戦争用語ではなく、服装みたい、だね……」

　言葉も途切れ途切れに星ほし人とがつぶやくと、意外とばかりにアリアは目を丸くする。

「あら、二人ともボンタンやドカンも知らないの？」

「えっ、これを知ってるの？」

　星人の問いにアリアはすらすらと答えてみせる。

「当然じゃない。ボンタンは変形学生ズボンのことで、太めの学生ズボンで裾すそのとこが細くなってるタイプよ。それからドカンは極ごく太ぶとのストレートで、ラッパは裾が広がってるタイプ」

「へー、そうなんだ」

　アリアの博識ぶりを素直に感心する星人だが、美み希きの方は校則の最後に記された一文を見て悲鳴にも似た声を上げた。

「この校則、昭和五七年改訂ってあるよっ！」

　昭和五七年、それは西暦でいえば一九八二年に当たる。つまりこの学校の校則は一九八二年に最後の改訂をして以来、変わってないのだ。当然、校則に記された内容も当時の状況が反映されたものとなる。

　尊敬の念から一転して、星人はアリアに不審の目を向けた。

「なんで二〇世紀の服装事情に詳しいんだよ」

「見知らぬ環境に適応すべく、ちゃんと勉強してきた成果よ」

　平らな胸をはって威い張ばるアリアだが、星人にはまったく感心する気が起きなかった。

「すっげぇ、無む駄だな成果もあったもんだな」

「くだらないことでも、わからなきゃモヤモヤするし、知ればすっきりするでしょ」

　そう言われれば星人も納なつ得とくできないわけでもなかった。何な故ぜなら教室のあちこちで疑問の声が上がっていたから。

「ボンタンって何だ、柑かん橘きつ系ジュースか？」「それ、ポンカンだろ」「ラッパが禁止ってことは吹すい奏そう楽がく部が活動停止なわけ？」「リーゼントはわかるけど、剃そりこみって何だろうね？」「剃りこみはスキンヘッドってことじゃない」「つまりネオナチや右う翼よくは禁止なわけ？」

　教室のあちこちで生徒手帳に記されたタイムカプセルみたいな校則で話が弾はずんでいるが、ほとんどカオスだ。

　そして教室を混乱に陥おとしいれた張本人は、男子やアリアほど平たくはないが、それほど大きくない胸をはる。

「校則で男女交際および不純異性交遊が禁止されていること、ご理解いただけたかしら？」

「でもこの校則、死文化も同然だろ。誰だれも守ってないじゃん」

「それはそれ、これはこれ。今まで守られてないなら、これから守ればいいのです。この立たち花ばな理り香かの風紀委員長就任と共に」

　握り拳こぶしをつくって上を向く理香のメガネに、蛍光灯を反射して白い二本線が走る。

「そんなわけで天あま川かわ星人および宇う佐さ見み美希の両名は校内の風紀を乱した件を深く反省するように」

「えーっ、こいつはぁ？」

　こいつも同罪のはずだと美み希きはアリアを指さすが、理り香かは首を横にふった。

「少なくともわたしの見る限り、グレイさんは天あま川かわくんにベタベタするようなことはありませんでした。むしろ宇う佐さ見みさんの暴走を抑制しようとしていたように見えました」

「わかってるじゃない」

　アリアが目を輝かすと、その手を理香が握った。そして理香は目をキラキラさせながら、金髪の美少女の姿を見つめる。

「もちろんよ。こんな可愛かわいい子が悪いことをするはずないし」

「はっ？」

　その外見による依え怙こ贔ひい屓きは何だろう。啞あ然ぜんとする星ほし人とだが、逆に理香から断罪される。

「とにかく天川くんはグレイさんが日本に不慣れで何もわからないことにつけこまないこと。それから宇佐見さんも学生の本分にあるまじき破は廉れん恥ちな行為はつつしんでください。以上」




　一方、同時刻。一階の校長室の前にあるトイレの個室にはふたを閉じた洋式便器に座る竹たけ林ばやしの姿があった。ふたを閉じているだけあって、用を足しているわけではなかった。

　ここは来客用玄関や校長室に応接室などにも近く、来客用のトイレとして使われるので、掃除が行き届いていてきれいなのだ。しかも洋式便器はここしかないし、使う人も少ない。

　だから竹林はこの個室の中で弁当を食べていたのである。

　一人、便所の中で食事をするのはわびしいものだ。けれど変なところで弁当を食べている孤独な姿を見られるのはもっとわびしい。

　個室の中で竹林が口をもぐもぐさせていると、トイレの出入り口が開く音が聞こえた。校舎内のがやがやした雑音と共に誰だれかがトイレに入って来る。男の声が一人、二人と聞こえた。ドアが閉まれば雑音も遮しや断だんされるが、閉め切られた空間の中なので、男たちの声はよく響ひびく。

「そういえば一年Ｋ組の生徒の件、どうなりましたか？」

「転校生ですか？」

　声の主は校長と教頭だった。

　個室にこもっていると、四方を囲まれていても天井は吹き抜けなので、空から声がふってくるような錯さつ覚かくを覚える。

　個室の中で竹林は口の中の物を吞のみこむことすらせず、固まっていた。別に二人の話を盗み聞きしようと全神経を集中させていたわけではない。ただトイレで食事をしていることを気づかれたくなかったのだ。

「いや、怪け我がした子。部活の時に転んで骨を折ったという」

「あぁ、あの子ね……おっととと」

　教頭は何をしているのやら、食事中の竹たけ林ばやしが眉まゆをしかめていると、蛇じや口ぐちをひねる音と共にバシャバシャと水がはねる音がした。一足先に用を終えた校長が手を洗っているらしい。

「病院の方から請求が来てるんだけど、鈴すず木きくんはちゃんと保険の手続きをしてくれたのかな」

「あぁ……その件なら、実は今け朝さ、鈴木先生から書類を受けとりまして」

　再び水がはねる音がする。今度は教頭の番だ。それからドアが半開きになったようで、また校内の雑音が飛びこんでくる。

「困るよ、そんなことじゃあ」

「申し訳ありません、校長」

「病院から請求が来てさ、僕はてっきり……」

　校長と教頭のかけ合いは続いていたが、二人の声は遠ざかっていき、やがてドアの閉まる音で雑音と共にシャットアウトされた。

　再び静せい寂じやくが戻った個室の中で、ふと竹林は首を傾かしげた。

　おそらく校長と教頭が話していたのは同じクラスの中なか崎さき恵けい子このことだ。彼女は今、怪け我がをして入院している。隣の席だから、竹林も知っている。

　一見すると無表情の時は目がきつくて気の強そうな美人タイプだが、明るい性格でよくしゃべり、表情が豊かなこともあって、印象的には可愛かわいく感じるタイプだ。

　隣の席の子が可愛くてラッキーだと竹林は思った記憶が確かにある。

　けれど竹林の隣は宇う佐さ見み美み希きのはずだ。

（あれ、中崎さんとは最初の出席番号順でならんだ時に隣だったんだっけ？）

　出席番号は男女混合の五十音順だ。タ行の竹林とナ行の中崎なら、出席番号順からして隣になっても不思議ではない。

（それとも宇佐見さんが隣だから、ラッキーと思ったんだっけ……）

　メリハリのきいたプロポーションに目を奪うばわれがちだが美希も顔は可愛い。おそらくクラスの中ではトップ３に入るし、学年全体でもベスト10には入るだろう。

　けれど何か釈然としないものを感じ、竹林はトイレの個室で悶もん々もんと食事を続けた。













　　　第三章　ドラム缶風呂の夜







「疲れたぁ……」

　ようやく家にたどり着いた星ほし人とが呆ぼう然ぜんとつぶやくと、その隣であきれた声が上がる。

「情けない男ね。くたびれた中年サラリーマンみたいな声出してさ」

「誰だれのせいだと思ってるんだよ」

「自己責任と思ってるわよ、当然でしょ？」

　さらりと言ってのけたアリアの姿に星人は額に手をあてた。

「まったくもう……」

　午後からの授業、アリアと美み希きが大人おとなしくしているはずがなかった。そして二人が対立すれば板いた挟ばさみになるのが星人だ。どれだけ気苦労を重ねたかチクチク愚ぐ痴ちってやりたいほどだった。

　しかしアリアはストレスとは無縁の快活な表情で家の中へ向かう。

「修理の方はどのくらいまで進んだのかしら」

　アリアの元気そうな後ろ姿を見れば星人の疲れも倍増だ。

（ほんと、とんでもないトラブルメーカーだよ）

　しかもアリアに張り合おうとするせいで、美希までおかしくなってしまっている。プロポーション自体がフェロモン全開なのに、あの隙すきだらけの言動は一種の犯罪だ。

　特に間接キス阻そ止しを謳うたいながら自分でカレーパンを食べてしまえば、美希はアリアと間接キスをしたということになってしまうのではないか。

（あいつ、わかってんのかな？　ま、わかってないんだろうなぁ……）

　幼なじみの行く末を危ぶみながらガックリと肩を落とすが、これで星人の一日が終わったわけではなかった。むしろこれからが本番といえる。壊れた家の後片づけや応急修理など、やらなければならないことが山積みなのだ。

　星人は正面から我が家を見る。木造平屋の古風ながら大きな家におかしいところはない。昨日の夜、真っ先にミムラが修理したのが光学迷彩機能だそうだ。けれど横手に回れば家屋の奥にはＶ字形の切りこみがあった。ＵＦＯがつき刺さっている証あかしである。

「せめてもうちょっと無難なところに落ちてくれれば良かったんだけどなぁ」

　星人の恨うらみ節には理由があった。ＵＦＯが落ちた場所、そこは台所や風呂といった水回りが集中するところだったのだ。ただしトイレが無事だったのと、風呂やコンロをすべて電化にしていたのが不幸中の幸いだった。もしもプロパンガスを使っていたら、爆発事故になっていたかもしれない。

「火事にならなかっただけマシかぁ……」

　家の修理や後片づけをするにはまず着がえる必要がある。肩を落としながら星ほし人とも家の中へ向かった。




　作業着に着がえた星人が最初に向かったのは本宅の斜め後ろに建てられた鉄工所だった。

　元々天あま川かわ家は山林地主で林業を家業としていたが、海外の安い輸入木材に押され祖父の代で廃業してしまっていた。代わりに祖父がはじめたのが金属加工業で、裏庭の一部をつぶして小さな鉄工所を建てたのだ。

　今では祖父が亡なくなったのと、父が電波系ライターとして活躍していることもあって、鉄工所は閉鎖されているが、色々と使える物がある。

　鉄板みたいな大きな金属製の扉を星人が力一杯押すと、キュルキュルと音を立てて扉がすべっていった。

「確か、この中のどっかで見た」

　照明のスイッチを入れ、星人は工場の中に足を踏み入れる。鉄と油、そしてホコリの混じった独特の匂におい。

（じいちゃんの匂いだ）

　二年前に亡くなった祖父を偲しのび、無意識のうちに星人は作業着の腕を嗅かいでいた。

　今、着ている作業着は祖父が使っていた物だった。鉄砲玉みたいな父と、そんな父に愛あい想そをつかして出て行った母。星人にとって祖父という存在は一般家庭における父母に近い。

　袖そでからのびる手首、そして窮きゆう屈くつな胴回りはいつの間にか祖父より大きくなっていた証あかしだ。

　少しばかりセンチメンタルな気分になって、星人は苦笑いする。

「さて、はじめるか」

　この場にいるのは星人一人だというのに無意味な照れ隠しでパンパンと大きく手を叩たたくと、星人は目当ての物を探しはじめる。

　それほど広くない工場の中だ。目当ての物はすぐ見つかった。

　鋼鉄のどっしりした円筒形の缶、ドラム缶である。

　元々はガソリンや化学薬品などの液体を入れるために使用する物だが、様々なところで再利用されている優すぐれ物だ。この狭い工場の中にもドラム缶が二つもあった。

　両方とも天板を切りとって、金属片を入れる大型のゴミ箱になっている。二つのうち、程度の良さそうな方を選ぶと、星人は工場の外に転がした。

　工場の出入り口には水道があり、ここでドラム缶の中を洗うのだ。

　デッキブラシを掃除用ロッカーから持ちだして、ドラム缶の中をゴシゴシこすってやる。

　元はガソリンなどが入っているドラム缶も再利用をはじめる時に大たい抵ていは洗浄済みだが、工場用のゴミ箱として使っていれば再び油で汚れてしまう。

　デッキブラシはブラシ部分に柄えが斜めに刺さっているので、奥や底を洗おうとすると意外に難しい。それで悪戦苦闘していると、背中から声をかけられた。

「あの……何をされているんですか？」

「ん？」

　星ほし人とがふり返ると、そこには卵を逆さにして、アーモンドを斜めに配置したような顔の生物が立っていた。リトル・グレイのミムラだ。

　星人は再びデッキブラシでドラム缶の中をこすりながら、先ほどの質問に答える。

「今からドラム缶風呂を作ろうと思ってね。風呂場がぶっ壊れちゃったし」

「あっ……」

　思わずミムラも言葉を失ってしまう。風呂が壊れたのはＵＦＯが墜つい落らくしたから、つまりミムラたちのせいであり、風呂や台所の修理を呼ぶことができないのも、ＵＦＯが家に刺さったままだからというわけで、これまたミムラたちのせいなのだ。

「本当にごめんなさい」

「気にしなくていいよ。それにＵＦＯが落ちたのは、あの性しよう悪わるチビ悪魔のせいだろ」

　デッキブラシをこする手を止めて星人が軽口を叩たたくと、ミムラの口からフフっと笑い声がもれた。どうやら性悪チビ悪魔というフレーズが可お笑かしかったらしい。

「ちょっと意外だな」

　汗をぬぐって星人がデッキブラシを杖つえにして身体からだを支えると、ミムラが首を傾かしげた。

「何が意外なのですか？」

「ミムラさんも笑うんだ」

「まぁ、喜き怒ど哀あい楽らくの激しいタイプではないですね。でも感情がまったくないわけではないのですよ」

　素直に認めるところがちょっと可愛かわいい。星人も苦笑いだ。

「本当にミムラさんはいい人だな……ミムラさんって何歳なの？」

「えっ、急にどうしたんですか？」

　ちょっと焦あせるミムラの声もまた可愛い。星人は素直に質問の意図を語る。

「いや、いつの間にかタメ口きいているけど、良かったのかなぁって思って」

「私たちは星人さんにご迷惑をかけている身ですから、言葉づかいなんて気を使っていただかなくても結構ですよ」

　本当に言うことが一つ一つ可愛らしい。その言動が一いち々いち人の神経を逆なでにするアリアとは正反対である。このまま目をつぶって会話を続けていると、ミムラにほれてしまいそうだった。それだけに星人はミムラの年齢が再び気になってしまう。

「で、結局ミムラさんって何歳なの？　もしかして俺おれより年上？」

「私は……もういい年したお婆ばあちゃんですよ」

　ちょっといじらしい言い方に星ほし人とは自分よりも年上なのだと思った。口のきき方を改める。

「そうなんですか。でも顔はシワ一つなくてツルツルだし」

「この身体からだですから老化とは無縁ですけどね。でも私って作られてから一万と二千年ですよ」

「ぶっ！」

　女性（？）の年齢を聞いて吹きだすのも失礼な話だが、気づいた時には遅かった。星人は信じられないといった顔でミムラを見る。

「い、一万二千歳？　一万二千時間だとか一万二千秒とかじゃなくて？」

「はい。この星の公転周期を基準とした時間単位で一万二千歳です。作られたのは前の氷河期から現在の間氷期に移行中の頃ころですよ。だからお婆ばあちゃんって言ったでしょ？」

「いや、お婆ちゃんも何も、そこまで行くと神の領域ですよ」

「私なんかが神様だなんて、畏おそれ多いですね。うふふ、でも八千年前頃に地質調査中にですね、地球の方に目撃されちゃって、神様に祭り上げられちゃったことがあるんですよ。それも女神さま。あれは恥ずかしかったなぁ」

「ああっ、もう、こんチクショー」

　星人がデッキブラシでドラム缶をガシガシこする。そんな星人の姿にミムラが驚おどろいた。

「急にどうしたんですか？」

「いやぁ、もう、ミムラの姐あね御ごが年上なのに可愛かわいくって、可愛くて」

　内心、星人はアリアとミムラの中身が入れ代わればいいのにと考えていた。あの性しよう悪わるチビ悪魔の外見にミムラの中身が加わればパーフェクトだ。

　しかし星人はここで考えを一歩進めて哲学的な命題に到達してしまった。真まことの愛なら外見を超越するはずである、否いな、むしろ超越すべきではないか。

　やっぱり容姿だけで人を判断するのは良くないといった社会的観念みたいなものがあるし、実際に今は美人でも年をとれば容姿は衰おとろえるし、事故や病気で容姿が急変することもある。容姿が変わったことで愛が冷めるというのは人としてどうかと思うし、自分が逆の立場になればやっぱり嫌いやだとも思う。ならばこの外見のままミムラを愛すべきではないか、いや、むしろ愛さなくてはならないのではないか。

　そんなバカなことを考えながらも星人はドラム缶の中を水ですすぐべくホースを握る。するとミムラが気を利きかせて蛇じや口ぐちをひねった。

「あんまりお婆ちゃんをからかったらダメですよ」

　ホースの先から水が飛び出しドラム缶の内側にぶつかり、泡を洗い流していく。足もとから逆流してくる泡まみれの水を避よけて、一歩、二歩と星人は後退していくが、ふと思った。

「もしかしてあの性悪チビ悪魔も俺おれより年上なんですか？　ミムラ姐ねえさんが一万二千歳ならあいつは一億二千万歳とか」

「え、そんなことないですよ。地球時間で換算すると星人さんと同じぐらいです。でも、どうしてそんなことを？」

「いや、だってあいつ偉そうだから。ミムラ姐ねえさんより一千倍か一万倍ぐらい偉そうだから、年も一千倍か一万倍ぐらい上なのかなって思って」

　星ほし人との理屈にミムラが笑う。

「面白い理屈ですね。でも違います。私には多くを語ることはできませんが、彼女は作った側であり、私は作られた側であるのです。意味、わかりますよね？」

「……何となく」

　ミムラは言葉の端はし々ばしで自らが人工の生命体であることを暗に示し唆さしてきた。だからこその上下関係というわけだが、星人には釈然としないものが残る。

「でも、どう考えてもミムラさんの方が優秀なのに、生まれてきた要素って言うか、種族的なもので上下関係が固定されてしまうのっておかしくないですか？」

「でも、人間がロボットに命令されて働く社会になったら、それは星人さんもおかしいと思うでしょ？　それと同じですよ」

「似てるけど、違うような気がするなー。だってミムラさんには心があるし。たとえロボットでも心があって、ロボットの方が優秀なら人間がその下で働いてもいいと思う」

「柔軟と言うか、革新的な考えですね」

　ミムラはちょっとしたカルチャーショックを受けたといった風だが、星人は今は光学迷彩で見えなくなっているもののＵＦＯがつき刺さっているはずの場所を指さして自説を補強する。

「でも、現に作られた側に有能な人材がいたのに、無能な作った側の人間を上司にしたから事故が発生したわけでしょ」

　同意こそしないもののミムラが笑う。

　それを暗あん黙もくの同意と解釈して星人も笑う。

　二人でひとしきり笑った後、ドラム缶の中がきれいになったので星人は立ち上がった。水を止めようとするが、星人より早くミムラが蛇じや口ぐちをひねっていた。ホースの口から水が止まる。

「ほんとに気が利きくなぁ」

「いえいえ、とんでもない。招かれざる居候いそうろうとしては何かお手伝いをしなくては。で、次の作業は何ですか？」

　実に殊しゆ勝しような心がけだ。星人としては財布から大枚を根こそぎ奪うばっていった金髪の追い剝はぎにミムラの爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませてやりたいところだった。そんな反感の裏返しでミムラへの親近感が増して、気安さから、つい言葉づかいもタメ口になってしまう。

「次は排水バルブのとりつけ。長く使うならサビ止めを塗った方がいいんだけどね。でもドラム缶風呂はどうせ長持ちしないから、その辺は割り切って」

「詳しいんですね」

　素直に感心するミムラに星人は種明かししながら、ドラム缶を鉄工所の中へ転がす。

「俺おれが小学生の頃ころ、じいちゃんが作ってくれたことがあるんだ。子どもだから外で風呂に入るのが楽しくって、夏休みの時なんか毎日のように入ってたよ……でも底に穴が開いてね、ダメになった。そしたら、じいちゃんは底に穴が開いたドラム缶風呂を縦に半分に切って今度はバーベキュー用コンロを作ってくれたんだけどね」

「へーっ、すごいですね」

　素直に感心してくれることが星ほし人とには嬉うれしかった。

「うん、自慢のじいちゃんだった。じいちゃんの凄すごかったところはただコンロを作って終わりじゃなくて、冬になったら鹿しかや猪いのししを狩かって焼き肉の材料も調達したところかな」

「……凄かった、って過去形なんですね」

「二年前にね、死んじゃったよ。今じゃ一人暮らしも同然の生活にすっかり慣れたけど」

　さばさばした口ぶりで語ると、星人は運びこんだドラム缶の横に大きな金属の塊かたまりを幾つか置く。左右に動かなくするためのストッパー代わりだ。

「さて、これがドリルで、バルブは確かこの辺に……」

　星人が工具箱やツール棚だなのあちこちから部品や用具をかき集めていると、ミムラが尋たずねた。

「ずっと一人だと、淋さみしくないですか？」

「う～ん、慣れたかな？　それに親おや父じもたまには家に帰って来るし、何より学校にはうるさい奴やつが多いしね」

　サイズの確認のためにバルブとゴムパッキンを合わせながら星人が苦笑いすると、ミムラは羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けた。

「そっかぁ……人には学校や仕事があるんですよね。いいなぁ……」

「あれ、ミムラ姐ねえさんって地球で一人になったりするの？」

「たまにね、あるんですよ、そういったケースが……長い時は地球時間で一〇〇年近く一人だったこともあるんですよ。しかも何度も！」

「一人でお留守番一〇〇年か……そりゃひどいね。もし今度そんな状況になったら、うちに来るといいよ。ミムラ姐さんなら大歓迎。ただしあの性しよう悪わるチビ助は抜きでね」

　星人のつけ加えた条件にミムラが笑った。

「では次回、そんな機会があったらお邪じや魔ましに来ちゃいましょうか」

「そりゃあ、もう是ぜ非ひ」

　もっとも星人は安やす請うけ合いをしながらも、実際にはそんな機会などないだろうと考えていた。年齢が一万二千歳だとか、一人でお留守番一〇〇年なんて、生きている時間のスパンが違いすぎる。次にそんな機会があっても、星人がその時まで生きているかどうかあやしい。

　そんな軽口を叩たたく星人だったが、電動ドリルドライバーを握ると表情が一変した。

　実は電動ドリルドライバーなんて一度も使ったことがないのだ。祖父からは回る物は手を巻きこんだり、切ったりするので、触るなときつく戒いましめられていたのである。

　電動ドリルドライバーは銃のような形をしていて、銃身に相当するところにドリルをとりつけ、トリガーを引くとドリルが回転するタイプだ。ドリルをとり替えれば電動ドライバーとしても使える。きつく締まったネジを回す時などにも使え便利だが、使い方を誤れば大おお怪け我がをしてしまう。特に今回はドリルの径が大きいし、穴を開ける面も弧こになっているので難しい。

　恐る恐る星ほし人とはトリガーを引く。動作確認のためだ。

　トゥルルルと音を立ててドリル部分が回転すると、星人も思わず声が上がる。

「うわぁお」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　心配そうなミムラに星人は親指を立てて答える。

「だいじょう、ぶいっ！」

　語尾の「ぶい」をＶサインのＶにかけているのだが、それだと親指ではなく人さし指と中指を立ててピースサインをするべきだ。

　目に見えてミムラがオロオロしはじめた。そわそわと左右を見ては星人の手元を見る。もう心配で仕方ないといったところ。

　そうなると逆に星人の方も上がってしまう。赤い顔で、ドリルの先をドラム缶の胴体下部にあてた。それから引き金をおっかなびっくりで引く。

　途と端たんにドゥルルルルというモーター音と共にドリルの切っ先が横すべりした。

「うわわっわっ」

　あわてて星人はトリガーを元に戻す。ドラム缶の胴体には銀色の線がのたうつように彫りこまれていた。もしもこれが自分の手や腕だったらと想像すれば鳥とり肌はだものだ。

　そんな星人の危うい姿にたまりかねたようにミムラが代役を申し出る。

「私が代わりにやりましょう」

「いや、でも、これ危ないから」

「私、ＵＦＯの修理や調査のために作業には慣れてますから……貸してください」

　ほとんど奪うばうようにしてミムラは星人から電動ドリルドライバーをとり上げたが、いざ握ろうとしても上う手まくいかない。

「あれ？」

　ミムラには指が四本しかなく、しかも親指に相当する指がないので、グリップを握ろうとしても安定しないのだ。

「やっぱり俺おれがやるよ」

　星人が手を出すと、ミムラは渡さないとばかりに電動ドリルドライバーを後ろに回す。

「待ってください。この身体からだでは難しいみたいなんで、準備して戻って来ますから、絶対にこのドリルは使わないでいてくださいね」

「う、うん。わかった」

　ミムラの勢いに押されて、星ほし人とが首を縦にふると、ミムラは外へと駆けだした。

　その後ろ姿に星人はふと考えた。このままミムラに任せても良いのだろうか、と。

　アメリカの名めい探たん偵ていフィリップ・マーロウ曰いわく、男はタフでなければ生きていけない。

　ちなみに「やさしくなければ生きていく資格がない」と続くそうだが、とにかく男の第一条件とは強くあることらしい。だから男子たる者、このぐらいでうろたえたり、できないと泣き言ですませてはいけないと思うのだ。

　けれど同時に電動ドリルドライバーを扱うにしても、金属に穴を開けるという上級技から入らなくてもいいかもしれないという思いもあった。初級編のドライバーによるネジ回しや、中級編の木材に穴を開けるという技術を順々に試していき、最後に金属に穴を開ける方が無難な気もする。それにミムラは一万二千歳だ。遥はるか年上なら頼るのも恥ずかしくないかもしれない。

　そうこう悩んでいるうちにミムラが戻って来てしまった。

「お待たせしました……良かった、ちゃんと待っていてくれたんですね」

　電動ドリルドライバーを眺ながめウンウン唸うなっていた星人の目に細い指が映った。随ずい分ぶんと華きや奢しやな指が電動ドリルドライバーにふれる。色白の肌はだに桜貝のような可愛かわいらしい爪つめ、そして細い手首。

「あれ？」

　違和感にうながされ星人の視線は袖そでからさかのぼるようにして上へ向かう。黒を基調に白を配色した見覚えのある服の胸元には、ひかえめながらもしっかりと二つのふくらみがあり、白いレースの襟えりの上には細い首がのび、最後に人形のような顔に至った。

　髪型はふんわりとしたボブカットで、黒目がちの目とよく似合う。

　年は見た感じ小学校高学年から中学一年生といったところ。洋服、それも何な故ぜかメイド服を着ているが、和のテイストあふれる美少女だ。

　あまりの美少女ぶりに星人は顔から汗が噴き出した。

「お、お前は誰だれだっ!?」

「やだなぁ。星人さんったら、ミムラですよ。他ほかに誰がいるんですか」

　無む邪じや気きな笑みをうかべる美少女の声は間違いなくミムラの声だ。

「うそーっ!?」

「私、言えないことはありますけど、星人さんに噓うそをついたことありませんよ」

　ミムラの真っ直すぐな目と言葉が、星人の心を貫つらぬく。

　そしてちょっとだけ思うのだ。外見差別みたいなことをしなくて良かった、と。

　ミムラはかすかな笑みをうかべると、電動ドリルドライバーを両手で握る。その手にはしっかりと指が五本ついていた。

「よし、このボディならバッチリですね」

　電動ドリルドライバーを構えてドラム缶に向かうミムラを星人はあわてて止めに入る。

「あ、待って。やっぱりそれは俺おれがやるから」
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　一度は年上だから頼ってもいいかと思った星ほし人とだが、男として自分より小さな女の子に危ない真ま似ねをさせるのには抵抗があった。

　しかしミムラはまるで子どもから危ない物をとり上げるかのように身体からだをひねる。

「何を言ってるんですか。こんな危ない物、星人さんみたいなお子ちゃまには任せられません」

「いや、お子ちゃまって言われても……」

　戸惑う星人に、ミムラは容姿に似合わぬ大人おとなの笑みをうかべる。

「いいから、いいから、ここはお婆ばあちゃんにお任せあれ」

「誰だれがどう見てもお婆ちゃんじゃなくて、お嬢ちゃんだろ」

　星人がつっこみを入れる間に、ミムラは電動ドリルドライバーでドラム缶を貫つらぬいていた。まさにあっと言う間だ。そして回転レバーを切り替えると、ドリルを逆回転させながら肘ひじを垂直に引き上げる。これで終わりだった。

「うふふ、お嬢ちゃんだなんて嬉うれしいことを言ってくれますね」

　茶目っ気たっぷりに笑うミムラの姿が星人にはまぶしくもあり、情けなくもあった。

「こんな簡単なこともできなかったのか……俺おれは……」

「こらっ、簡単そうに見えるからって、こういった道具を甘く見てはいけませんよ。使い方を誤れば指なんかすぐに無くなっちゃうし、骨まで穴が開いちゃうんですから」

　ミムラはコンセントを引き抜くと、電動ドリルドライバーのコードを握りのところへ巻いていく。そして最後まで巻き終えると、作業机の上に置いた。

（叱しかられてしまった）

　星ほし人とのほほがほんのり赤くなる。別に星人はマゾというわけでもないし、今マゾに目覚めたというわけでもない……おそらく。

　単純に可愛かわいい女の子から心配されれば嬉うれしいというのが男心というものだ。俄が然ぜん、星人のやる気にも火がつく。

「ここまで来たら、あとはパパッと終わらせますか」

　星人は排水バルブのとりつけにかかった。排水バルブは二つのパーツからなっていて、排水用のレバーがついているのがバルブで、内側につける管くだだけの方をザルボという。

　最初にザルボのネジ山に白い防水用テープを巻いておく。こうしておくとネジがテープを嚙かんで水みず漏もれしなくなるのだ。そしてゴムパッキンを嚙まして、ドラム缶の内側から差しこむのだが、この作業がちょっと曲くせ者ものだった。

　ドラム缶の深さは九〇センチある。手をのばしただけでは届かないので、横置きしたドラム缶の中にいくらか身体からだを入れないといけない。

　星人は四つんばいになって、ドラム缶の中に入りこむ。ドラム缶の直径は六〇センチほどしかなく窮きゆう屈くつだ。しかも円形なので横置きだとストッパーを置いても多少グラグラゆれる。

　ザルボを一度は差しこんだ星人だが、出ようとして後退するとドラム缶がゆれてザルボは落ちてしまった。

「あぁ、もう」

　小さな捨てゼリフもドラム缶の中では大きく響ひびく。ちょっといらつきながらも、星人はザルボをひろい上げると、再び差しこんだ。するとドラム缶の外から天使のような声が届く。

「持ってますね」

　星人も現金なもので、リトル・グレイの姿で水道の蛇じや口ぐちをひねってくれた時より、可か憐れんな少女姿で手伝ってくれた今の方が段違いに嬉しい。口のすべりもなめらかだった。

「うわ、助かった。ありがとー、もう感謝感激雨あられ」

「何ですか、それは」

　ミムラからクスクス笑われながら、星人はドラム缶から這はい出した。

「あとはバルブをはめるだけ」

　ミムラがつまむザルボのネジ山部分にゴムパッキンを引っかけると、レバーのついたバルブをネジ山にそって回しながらとりつける。厚手のゴムパッキンにバルブがめりこむ。そして内側のザルボ側もゴムパッキンを上う手まく嚙んでいるのを確認する。

「かんせーい」

　星人が身体をのばすと、ミムラが「わーっ」と黄色い声を上げながら拍手をしてくれた。

　ちょっとした充実感と、せっかく可愛かわいい子が手伝ってくれているのにという名残なごり惜しさが、星ほし人とにもう少しのやる気と遊び心を芽生えさせた。

「でも、もう少しだけ手を加えるかな」

「何をするんですか？」

「ま、大したことじゃないけどね」

　星人は作業机の上に紙を広げると、何枚かに分けて紙に文字や記号を書きはじめた。

　一つ一つの文字や記号はけっこう大きく、線の幅だけでも二センチか三センチはある。

　そうして三枚ほどの紙に文字や記号を書き分けると、今度は文字と記号の部分をカッターで切り抜く。

　あとは文字を切りとった紙をドラム缶にマスキングテープで貼はりつけて、紙ごとに色を替えて上からカラースプレーを吹きかければ完成だ。

「じゃーん♪　星の湯の完成」

　ドラム缶の上部に赤い温泉マークが描かかれ、その下には黄色い☆のマークに挟はさまれた「星の湯」という黒い文字。

　だからどうしたといった程度のほんの些さ細さいなことだが、ミムラは素直に感心して拍手する。

「わー、すごーい」

「これもミムラ姐ねえさんのおかげです」

　星人は深々と頭を下げるが、厳密にはこれでドラム缶風呂が完成したわけではない。ドラム缶風呂にはあと二つ必要な物がある。敷き板と炉ろだった。

　ドラム缶風呂は火を焚たく場所（炉）から直接火を底にあてて湯を沸わかすので、底にふれると火傷やけどしてしまう。そこで敷き板を入れて底に直接ふれないようにするのだ。

　もっとも敷き板は前に使った物があるし、炉もブロックを積むだけで良かった。

　星人とミムラは炉作りのため、裏うら畑ばたけへ向かった。

　裏畑といっても、鉄工所は裏畑の一部をつぶした形で建てられているので、母おも屋やからすれば確かに裏畑だが、鉄工所からすれば真正面にある。ついでに祖父が亡なくなって以来、手を入れてないので、今や畑とは名ばかりのただの荒れ地だった。

　その畑だか荒れ地だかよくわからない一角の横を小川がゆるやかに蛇だ行こうしている。上流に人が住んでいないので、水はそのまま飲めるほどきれいだ。

　その川の近く、裏畑の手前にコンクリートで固められた盛り上がった一角がある。そこが前回ドラム缶風呂を作った場所だった。星人は今回も同じところに作ることにする。

　ここは川の水を引きやすい上、コンクリート上に溝みぞがあり道の下に埋められた下水へと通じているので、排水の面でも便利なのだ。

　ちなみに家の前から二キロ先までの道は私道であり、平たく言えば天あま川かわ家専用道路だ。しかも上下水道つきというのは、昔は山林地主でブルジョアだったという天川家のささやかな栄光の跡でもある。

　もっともそのブルジョワの末まつ裔えいである星ほし人とはというと、プロレタリアートよろしく、額に汗をうかべてドラム缶風呂作りに励はげんでいた。

　炉ろはブロックを並べるだけなので、すぐに終わった。三つのブロックをコの字に配置しただけである。この上に台車で運んだドラム缶風呂を置く。

　あとは水を入れて火を焚たけばいいのだが、どうせ野外で風呂に入るなら水道水ではなく天然水で風呂を沸わかした方が気分がいいし、経済的でもある。

　そこで星人は川から水を引くために長いホースと紐ひもで縛しばられた石を納な屋やから持ちだした。

　ホースは片側の口にガンタイプのノズルがついていて、オン・オフの他ほかにシャワーや直流の切り替えもできるタイプだ。

　最初に反対側の何もついていない方の口を水道の蛇じや口ぐちに差しこみ栓せんをひねる。ノズルをオンにして水が出ると、星人はノズルをオフにして水道も止めた。そしてホースを蛇口から引き抜く。水がこぼれないようにホースの口を親指で押さえてやる。

「ミムラ姐ねえさん。このホースから水がこぼれないように口を押さえててくれない？」

　そしてそのままホースをミムラへと差しだした。

「いいですよ」

　ミムラはニッコリ笑ってホースを受けとる。その笑みに星人は胸をうたれた。

（八千年前にミムラ姐さんを女神と崇あがめたという人類の先祖たちよ、あなたたちは間違っていなかった。そう、あなたたちは本当の女神を見たのだ）

　星人が妙な感かん慨がいにふけっていると、ミムラが怪け訝げんな顔で尋たずねる。

「星人さん、どうされたんですか？　顔が赤いみたいですけど」

「あ、いや。何でもない、何でもない」

　あわてて星人は誤ご魔ま化かすと、紐に結びつけられた石をとりだして、紐の余った部分をホースにくくりつけた。

「ありがとう、もう大だい丈じよう夫ぶだから」

　星人が石を縛りつけたホースを握ると、ミムラはホースから手を離した。

「これはどんな意味があるのですか？」

「川に沈めるから重りにするんだ」

　星人はホースの口を親指で押さえると川の上流へ向かう。どこまで上流に行くかというと、ホースの口がドラム缶風呂より高くなるあたりまでだ。

　街中と違って山の斜面を流れる川なので、たいしてさかのぼる必要はない。重りのついたホースの口を川に沈めると、川から上がってノズルがついている側の口をドラム缶風呂へ持って行く。そしてノズルをオンにしたままロックして、ドラム缶風呂の中につっこんだ。

　ノズル自体が金属製のため重りになるので、手を離してもドラム缶の中を川の水が満たしていく。

「わーっ、すごい」

「前にドラム缶風呂を作った時にじいちゃんがやってたのを思い出してね」

　川の上流に沈めたホースの吸入口より排出側の口が下にあれば、途中のホースが吸入口より高くなっても、理論上は半永久的にホースの口から水が出続けるのだ。

「こういうのって、地球ではサイフォンの原理って言うんですよね」

　感心するミムラだが、逆に星ほし人との方がミムラに感心する。

「へーっ、これってサイフォンの原理って言うのか」

「あれ、知らなかったんですか？」

「うん。原理とか理屈みたいなのは知ってたけど、名前は知らなかった……いや、忘れたのかも。こういうのってさ、小学校の時に理科の実験でやったような記憶があるんだよね」

　星人も理科室でビーカーを二つならべ、段差をつけたり管くだを入れたりしたような気がする。

「でも学校で習ったり、テレビを見て何かを知っても、大たい抵ていの人はそうした知識を忘れたり、いざって時に実じつ践せんできなかったりするんだけど、逆に必要な知識を必要な時に使える人が本当に頭のいい人間かもしれない」

「星人さんのお爺じいさまみたいに、ですか？」

「うん。もっとも子どもの頃ころはじいちゃんって頭がいいとかじゃなくて、何でもできるスーパーマンって感じだったけどね」

　ドラム缶の中に八割ぐらい水がたまったところで、薪まきをくべて湯を沸わかす。薪は祖父が作っていた物がたくさん残っているので、燃料には困らない。

　そして湯が沸くと排水バルブを開いて、湯をすべて捨ててしまう。

　一回目の湯沸かしは洗浄用なのだ。いくら丁てい寧ねいに洗っても洗い残しはあるし、底や側面のつけ根にはブラシの届かないところもある。だから二回目こそが本番だ。

　今度は六割ぐらいのところまで水をためる。いっぱい入れないのは人が入る分を計算してのことだ。普通の風呂なら湯船から湯をあふれさせても大だい丈じよう夫ぶだが、ドラム缶風呂で湯をあふれさせると、炉ろの焚たき火に水がかかり煙が上がってしまう。だからドラム缶風呂は気持ち少なめに湯を沸かすのがコツなのだ。

　湯加減がちょうどいい頃になった時はもう辺りは暗くなっていた。

「ようやく終わった」

　ドラム缶風呂の湯船に敷き板をうかべると、その場で星人は大の字になってぶっ倒れた。

「お疲れさまでしたぁ」

　そんな星人にミムラが拍手をしてくれるが、ミムラもお疲れのようで拍手に元気がない。星人も苦笑いだ。

「うん、本当に疲れた」

　それから薄うす闇やみ色いろに染まった空を見上げつつ、こう続ける。

「でも楽しかった。本当に楽しかった……これもミムラ姐ねえさんのおかげかな。単に楽しくやれただけじゃなくて、ミムラ姐さんが手伝ってくれたからこそ、ここまでできました」

「いえ、そんな……私は後ろで見てただけじゃないですか」

　謙けん遜そんするミムラだが、星ほし人とは後ろというか、ただ近くにいてくれたことが一番の貢こう献けんなんだよな、と思う。思った瞬しゆん間かん、星人はガバっと跳はね起きた。

　ミムラがビックリするが、かまわず星人は思いついたばかりのアイディアを披ひ露ろうする。

「あのさ、ミムラ姐さん。良かったら一番風呂に入らない？　ここまで人が来るってことはまずないし、なんだったら俺おれが見張りをしとくから」

　天あま川かわ家専用道路である私道の先には塀へいと門があり、そこに郵便受けとインターホンがある。だから公道から間違って誰だれかが迷いこむこともないし、仮に誰かが訪ねて来たとしても鹿しかや猪いのししを防ぐための塀が張り巡らされているので、裸になっても見られる心配はほとんどない。

　ミムラもまんざらではないといった風だった。

「確かにリトル・グレイ型のボディだと冷却機能の違いから汗をかかないんですが、人間型は汗で体温を下げるから、洗浄が必要なんですよね……それに私もお風呂に入ってみたかったり……でも一番風呂は悪くないですか？　せっかく星人さんが頑張ったんですから、一番風呂は星人さんが入るべきだと思うんです。私は残り湯をいただければ」

「いや、ミムラ姐さんがお風呂に入る気があるなら、是ぜ非ひとも一番風呂は譲ゆずるよ。今回のＭＶＰは間違いなくミムラ姐さんだし、俺の方が汚れがひどいから、先に入ると湯が汚れて、新しく湯を沸わかさないといけなくなるよ」

　ドラム缶風呂の下の方はススで真っ黒になっていたが、星人の顔もススで黒くなっている。

　ミムラは少し思案するが、やがて踏ん切りがついたようにパッと明るい表情になった。

「それじゃお言葉に甘えて、一番風呂をいただいちゃいましょうか」

　言うが早いか、ミムラは星人の目の前で服を脱ぎはじめた。あまりに思いっ切りのいい脱ぎっぷりで、メイド服のワンピースを脱いだと思ったら、ワンピースを近くの木の枝に引っかけて、もうブラを外している。

「おわっ！」

　あわてて後ろを向くと、星人は必死に弁解をはじめた。

「あ、いえ、その、俺は決してやましい気持ちがあって一番風呂を勧すすめたわけではなくってですね……それから今のは見てませんから。三秒ルール的にも見てないって言うか、カウント的にもスリーカウント寸前だったと言うか……」

　目ま蓋ぶたの裏に焼きついた白い肌はだのふくらみの残像をふり払おうと必死で、星人はしどろもどろになっていた。そんな星人の背中に向かって声がする。

「お願いします」

「ん？」

　わけがわからないでいる星ほし人とに、再びミムラは同じことをくり返した。

「お願いします」

「お、お願いします、と言いますと？」

　ミムラに背を向けたまま星人が尋たずねると、困惑したミムラの声が返ってきた。

「あの、お風呂に背が届かないので、入れていただけませんか？」

　恐る恐る星人がふり返ると、そこには両手を上げて万ばん歳ざいの姿勢のまま裸になったミムラの後ろ姿があった。あわてて星人は正面に向きなおる。

「うわああわおうわっ！」

「何をあわててらっしゃるのでしょう？」

　ミムラの怪け訝げんな声に星人は奇声で答えた。

「だ、だってミムラ姐ねえさん。すぽぽぽぽぽぽっぽんっ！　す、す、素っ裸じゃないですかっ！」

　まるでいかれた歌か舞ぶ伎き役者みたいな星人だが、ミムラの声は屈くつ託たくのない落ち着いたものだ。

「もう星人さんったら何を今さら言ってるんですか、私の裸なんて散々見てたじゃないですか」

「い、いえ、見てませんよ。ほんと散々だなんてとんでもない。ほんの一いつ瞬しゆん、三秒ぐらい。いやゼロコンマ三秒」

　あらぬ疑いをかけられ、必死に弁解といった星人に、ミムラは苦笑いだ。

「何をわけのわからないことを言ってるんです。リトル・グレイ型のボディの時のことですよ」

「あぁ、あれは……」

　確かにあの姿も裸と言えば裸かもしれない。服らしき物は着ていなかったので。

「でも、そんなことを言われてもあれとこれは別というか」

「一緒ですよ」

「ぜっんぜん違いますってっ！」

　ぶるるるるっと馬みたいに首をふって星人は力説するが、ミムラは首をひねるばかりだ。

「仮に星人さんにとってそうだとしても、私にはまったく一緒に思えるんですが？」

「いや、でもね、児童ポルノ禁止法ってのがあって、たとえマンガや小説の挿さし絵えでも未成年の裸の絵が描かかれている物を持っていたら単純所持で逮捕されちゃうし、それどころか仮に女の人でも自分の子どもの頃ころの入浴写真を持ってても逮捕されちゃうのが今の世の中なんですよ。最初は被害女児を守るためってことで制定されたはずなのに、今じゃ被害者が存在しなくてもいいので狙ねらった人間は誰だれでも逮捕できるわけなんです」

　頭に血が上って言ってることはグダグダだ。

　それでも最後には言いたいニュアンスみたいなものを一言でまとめることに成功する。

「とにかく今の世の中、少女の裸というのはヤバイんです」

「あの、申し上げにくいんですけど、私、そんな風にふざけられても困るんですけど……このままじゃ風か邪ぜを引いちゃいます」

「えっ、風邪？」

　遠えん慮りよがちなミムラの言葉に、再び星ほし人とは恐る恐るふり返る。するとミムラが寒そうに身を縮めていた。

　季節柄、昼は暖かくとも夜は冷えるものだし、山の中だと余計に冷える。

　そして星人もようやく冷静になってきた。

　考えてみれば、納なつ得とくできるかだとか感情的に整理できるかは別として、ミムラの言い分にも一理ある。星人はリトル・グレイ型のミムラの裸を散々見ていた。一度見たからといって、何度見ても一緒というわけではないかもしれないが、急に恥ずかしがるのも妙なのかもしれない。

　それに文化や価値観の違いだってあるだろう。同じ地球人でも赤道付近には裸で生活する少数民族だっているし、海辺でトップレスになる欧米人の女性も多い。ましてやミムラは宇宙人だ。文化や価値観はかなり違うはずである。

　そうしてみれば裸を見て恥ずかしがるのは自分の心の中にやましさがあるからであって、真に恥ずべきなのは恥ずかしがる自分自身なのではないか、とも考えられる。

　それにミムラの身長はアリアよりも低く一五〇センチもない。一方のドラム缶風呂は本体だけで九〇センチ、炉ろのブロックを入れると一メートルと一〇センチ程度だ。ドラム缶をブロックの上に置いただけという構造上の問題もあって、危険でもある。

　ここまで星人の考えが到達したところで、ミムラの声はもう懇こん願がんといった調子になった。

「あの、お願いだからお風呂に入れていただけませんか？」

「わ、わかりました。不肖、天あま川かわ星人、ミムラ姐ねえさんをお風呂に入れさせていただきます」

　星人が意味不明な敬礼をすると、ミムラは再び両手を上げてドラム缶風呂に向かう。

「では、お願いします」

　文化の違いと安全のため、そう自分に言い聞かせると星人はミムラの脇わきの下に手をあてる。

　手のひらを水平方向にあてれば胸のふくらみに手が届くなんてことを妄もう想そうしつつも、手のひらは上方向、つまり肩の方に向かう。ちょっと持ちにくいが理性が働いた証あかしである。もっとも裸の少女を後ろから抱だき上げようとすること自体、実は理性が死んでいるのかもしれなくて、理性は生きているのか死んでいるのか、シュレーディンガーの猫みたいに半死半生となっていたが、とにかく星人はミムラの身体からだを高々と持ち上げた。

　視界に映るプリティなお尻しりが目に毒だ。けれど目をつぶれば目測を誤ってしまう。

　様々な思いや気持ちがぐるんぐるんに渦巻いて、星人の頭の中はショート寸前だったが、それでもなんとか無事にミムラをドラム缶風呂の中に送りこむことができた。

「うっわ～ぁ、気持ちイ～イ♪」

　ミムラの歓声が上がると同時に、どっと疲れて星人はその場にへたりこんだ。

　今日は色々あったが、一番心拍数が上がったのは間違いなく今さっきだった。

　ごろりと仰あお向むけになって、その場に転がる。

　ドラム缶風呂に書かれた星の湯の文字が目に入った。星ほし人とはしみじみと実感する。

（ああ、本当に星の湯だ）

　薄うす闇やみの広がる空にも幾つか星が見えた。

　すぐそばではミムラが湯船につかってハミングしている。川のせせらぎと薪まきから時折上がるパチパチと弾はじける音。まるで音楽のようだ。

　仰向けになっていると、焚たき火のぬくもりが地面からじんわりと伝わってくる。

　背中だけでなく胸も暖かくて、手をのせてみる。そして星人は思うのだ。

（なんか、こういうのっていいなぁ……じいちゃんが生きていた頃ころを思い出すや）

　ドラム缶風呂の夜は静かにふけていった。













　　　第四章　星空と屋根の上の少女







　朝のホームルームが終わった後、アリアの机の上には教科書が山積みとなっていた。

　転校二日目にして、ようやく教科書がそろったのである。

　その一番上には一枚の紙切れがのっていた。時間割表である。

「今日って金曜日よね」

　その通りなので星人が首を縦にふってやると、アリアは表の縦と横を結び金曜日一時間目の授業を確認する。そこには情報という二文字が記されていた。

　情報とはひらたく言えばパソコンの授業であり、その履り修しゆう目的は学習指導要領にて色々と大義名分が語られているが、学校側の本音をぶっちゃけると某ぼう大手ＯＳメーカー製のワープロソフトと表計算ソフトを学ぶことにある。

　それでもパソコンを使うのは何かと楽しいので人気の授業だ。男子の大半はすでに立ち上がって、ぞろぞろと教室を出ようとしていた。女子の腰はやや重いが、それでもグループにまとまりつつあった。男子は行動しながらグループが形成されていくが、女子はグループを形成してから行動する。

　女子って異星人ならぬ異性人だよな、なんてことを考えながらも星ほし人とものっそり立ち上がる。

「おい、行くぞ」

「ん？」

　怪け訝げんな顔のアリアに星人は教室の出入り口を指さしながら教えてやる。

「情報の授業は新校舎の四階にあるＰＣルームに行くんだよ」

「あ、そうなんだ」

　あわててアリアは立ち上がると、山積みになった教科書の背表紙から「情報」の二文字を探そうとする。

「ああ、情報の授業は教科書じゃなくて副教材を使うんだ。多分、これだな」

　大きさ順にそろえられた教科書の塔、その一番下のあたりにＡ４サイズの副教材が何冊かあった。その中から星人は緑色の背表紙を指さす。ワープロソフト名が書いてある本だ。

　するとアリアは星人の指さした本を、そのまま抜きとろうとした。

「あっ！　バカ。お前、そんなとこから抜こうとしたら……」

　星人がみなまで言うより早く、山積みになった教科書がドサドサっと床へ落ちてしまった。

「あーっ、もう、あんたが変なことを言うからっ！」

「俺おれのせいかよっ！」

「当たり前じゃないっ！　早くひろいなさいよ」

「まったく、信じられねぇ奴やつだな」

　文句を言いながらも星人が腰を屈かがめると、続いてアリアも腰を屈めた。

「もう、ほら、早くしなさいってば。あたしも手伝ってあげるから」

　言ってることは世話女房みたいだが、どう考えても普通は逆だ。それでも教室移動があるので、星人もグズグズしているわけにはいかなかった。床に散らばった教科書を机の上に戻すのを『手伝って』やる。

　机の上に一通り教科書を戻し終えた時には完全に出遅れてしまっていた。教室に残っているのはもう星人とアリアの二人だけになっていた。

　星人が机の中をのぞきこんで副教材を探していると、アリアは眉まゆをひそめた。

「ちょっと早くしなさいよ。あたし、何とかルームってどこにあるのか知らないんだから」

「アホか、遅れてるのはお前のせいだろが」

　星人はワープロ用の副教材を机の中から探し当てると、足早に教室の出入り口へ向かう。

「どうしてこの男は一から十まで他人のせいにしようとするのかしら？　責任感がまるでないんだから」

「そのセリフ、そっくりそのままお返ししてやる」

「何ですって？　言っておきますけどね、あたし、女の子よ？　どうして、この男はっていう言葉をそっくりそのまま返されなきゃならないのよ」

「ええい、お前は幼稚園児かっ！」

　早足で互いに罵ののしりながら教室を出ると、二人は階段に向かう。

　一年の教室は二階だが、ＰＣルームは新校舎の四階にある。ちなみに新校舎とは中等部校舎と高等部校舎の間に建てられた中高兼用の多目的校舎だ。

　高等部の校舎の中には階段が東と西、そして中央の三箇か所しよに設置されていて、高等部校舎と新校舎の間には二階と四階に渡り廊下があった。

　どの階段を使って、何階の渡り廊下を通ってもいいのだが、とりあえず星ほし人とは中央階段のところにある二階の渡り廊下を目指す。その後をアリアが続く。

　けれど教室と階段のちょうど中間辺りで、二人の足が同時に止まった。

「あっ！　いた。ねぇ、星人。ちょっと待ってよ」

　背後から美み希きに呼び止められたのだ。どうやら廊下の端はしにある冷水器で水を飲んでいたらしく、ハンカチで口元をふきながら歩いて来る。

　美希の姿にアリアは露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。

「あんな奴やつ、放っておいていいわ。さっさと行きましょう」

「そういうわけにはいかないだろ」

　星人は肩をすくめるだけだが、どうやら美希にも聞こえたらしく鬼の形相となった。

「何がさっさと行きましょう、よ。そんなに早く行きたければ一人で行けばいいでしょう」

「何を言ってるのよ、後から来たくせに」

「そっちの方こそ後から来た泥棒猫のくせに大きな顔しないでよ。わたしと星人はずっと幼なじみで一緒だったんだから」

「そんなの今は関係ないでしょっ！」

　泥棒猫だ何だと言われても、珍しくアリアが引き下がらない。実はＰＣルームが四階だとか新校舎だとか色々言われて場所がよくわからなくて不安になっているのだ。

「あ～っ、もういいじゃないか。三人で行こう、早くしないと授業に遅れるだろ」

　出遅れていたこともあって珍しくアリアと美希は星人の仲裁を受け入れた。

　三人で渡り廊下を通って新校舎に入り、階段を上がっていく。しかしアリアと美希は何を二人で張り合っているのか、星人の両りよう脇わきにくっついて離れない。

　そんなに広くない階段を三人ならんで上っていく。するとアリアは美希の顔を見ながら、星人の後ろを指さした。

「階段を上がるのに三人ならぶなんて非常識なんじゃない？　後ろを歩きなさいよ」

「そっちこそ後ろを歩きなさいよ」

「後から来た方が後ろを歩くべきでしょう」

　アリアが声を張り上げると、美希も負けじと声を上げた。

「だから、後から来たのはそっちなのっ！　わたしと星ほし人とはずっと幼なじみだったんだから」

　互いにそっちこそ後ろを歩けと言い合いながら、三人ならんで階段を上がっていき、ついには三階と四階の間にある踊り場にまで到達してしまった。

　それでもなお二人の罵ののしり合いは終わらない。

「泥棒猫はサンマでも食ってればいいのよ。海を渡って北海道の根ね室むろにでも行ったらどう？」

「失礼ね、あんたみたいなホルスタインこそ根室へ行って、牧草でも食べてりゃいいんだわ」

　ただの売り言葉に買い言葉だったが、偶然にも根室はサンマの水みず揚あげ量で度たび々たび日本一になっているし、根室支庁の別べつ海かい町も生乳生産量日本一だ。

　たとえ罵り合いでも頭を空からっぽにして騒さわいでいればアニミズムだかシャーマニズムに通じるものがあって、神がかるのかもしれない。アリアと美み希きの口ゲンカもついに原始宗教レベルに到達したというわけだ。

　もっとも星人にとってはただでさえ階段は声が響ひびきやすい空間だというのに、両サイドからギャンギャン騒がれるのだ。たまったものではない。

　踊り場から四階へ続く階段を踏みながら、いい加減うんざりだと星人は耳をふさぐ。

「お前ら、いい加減にしろよっ！」

　その時だった。星人の右横から可か憐れんな悲鳴が上がる。

「きゃあっ！」

　星人の肘ひじを避よけようとしてアリアが足をすべらせたのだ。

　階段は三段目ぐらいだったので、それほど高いところから落ちたわけではないが、アリアは半分涙目で右の足首を押さえていた。どうやら足をくじいたらしい。

「いったーい」

「す、すまん。悪かった、大だい丈じよう夫ぶか？」

　あわてて星人が駆け下りると、アリアは左の足で星人を蹴けっ飛ばした。

「何すんのよ、痛いじゃないっ！」

「……いや、すまん。確かに俺おれが悪かった。立てるか？」

　謝ったところを蹴っ飛ばされて、さすがに星人もちょっとだけムカつくが、それでも手を差しのべた。しかしアリアは星人の手を払いのける。

「結構よ」

　そして気丈にも一人で立ち上がったが、階段をまともに上がることができなかった。右足をかばって、階段の手すりに身をあずけ左足で一歩ずつ上がろうとするが、どう見ても動きが危うい。

「大丈夫か？　保健室へ行くか？」

「大丈夫よ、このぐらい。座ってたら、そのうち治るわ」

　けれどこの調子で階段を上っていたら、いつになったら四階へ着くのかわかったものではないし、何より再び階段から転んでしまいそうだった。

　意を決して星ほし人とはアリアに背中を向けてひざまずく。

「四階までおぶってやるから、つかまれ」

　星人の背中をしばし眺ながめながらアリアは迷っていたが、それも十秒程度の短い間だった。

「変なところ触ったら、ぶっとばすからねっ！」

「はい、はい、わかってますって」

　骨と皮ばかりのくせに、なんてことは思っても言わない。星人はアリアを背負うと階段を上りはじめた。

　普通、おんぶをすれば背負う側は相手のお尻しりか太ももを手で支えるものだが「変なところを触るな」という言いつけのために星人は腕だけでアリアの太ももを支えた。やりにくいのは確かだが、幸いなことにアリアの体重が軽いのでそんなに苦ではない。

　美み希きは棒立ちのまま星人とアリアのやりとりを眺めていたが、星人がアリアを背負ってほぼ階段を上りきった時だった。

「きゃあっ」

　ちょっとわざとらしい悲鳴が上がった。

　星人とアリアの顔が同時に階下へ向かうと、そこには足首を押さえる美希の姿があった。

「いった～い」
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　本当に痛いのか、甘えているのか、よくわからないような声こわ色いろだが、星ほし人とはアリアを四階で下ろすと美み希きのところへ駆けよる。

「大だい丈じよう夫ぶか？　保健室へ行くか？」

「保健室は行かなくていいけど、階段は上れないからおんぶして」

　しばし星人は黙だまりこむ。機嫌が悪くなるかもしれないとは思いつつも、どうしても言わずにはいられない。

「まずは自分で歩けるか試してみたらどうだ？」

　すると案の定、美希はまるで裏切り者を見るかのような目になった。

「どうして？　あの子はおんぶして、わたしは嫌いやだって言うの？」

「あー、わかったよ、わかった。背負うから、つかまれ」

　ただでさえ時間がないのに、これ以上無む駄だな言い争いをしている暇ひまはなかった。星人は背中を向けてひざまずく。

　すると美希は二本の足ですくっと立ち上がり、星人の背中にもたれかかった。そして耳元で甘い息を吹きかける。

「ありがとね、星人」

　途と端たんに星人の顔が赤くなる。耳がこそばゆいのもあったが、何より背中に広がる感触が凄すごい。ちょっと立ち上がるのに躊ちゆう躇ちよしてしまうような圧迫感である。

　それでも星人が何とか立ち上がると、美希は星人の身体からだに回す手の力を強めた。

　背中が圧迫されて星人は腰が砕けてしまう。

「ちょ、ちょっと待て、美希。やっぱりお前、一人で歩けるだろ。って言うか、仮に歩けなくても肩を貸してやるから、下りろよ」

「え～っ、やだよ。何であの子はおんぶして、わたしは肩を貸すとかって言うの？　ひどい、ひどい、ひどい」

「いや、でも、お前とあいつじゃ……」

　胸のサイズにその他諸もろ々もろのプロポーションが違いすぎる。けれど何を思ってか、美希は星人の背中で暴れだした。

「ひどいっ！　完全に差別、完全に依え怙こ贔ひい屓き。どうして？　どうして？　どうして？」

　背中で美希が暴れる度たびに首や後頭部のあたりがバネにでも弾はじかれたかのようになる。バウンド感が凄い。このままでは首がむち打ちにでもなりそうで、星人は悲鳴にも似た声を上げた。

「わかった。下りなくていいから、もうやめろ」

　すぐに美希は何事もなかったかのように大人おとなしくなった。そして耳元で甘い息を吹きかける。

「うん。ありがとね、星人」

　何だかスゴロクで言えば「ふりだしにもどる」のコマに入ったような気分だ。星人はなかなか立ち上がれない。多分、お色気大作戦みたいな話なら作戦成功なのだろうが、純粋に美希を背負って階段を上るという動作のためには逆効果もいいところだ。

（こいつ、わかってんのかなぁ……アリアとまったく同じことをしても、その効果がぜんぜん違うってのを）

　半分情けない気分になりながらも、星ほし人とは何とか立ち上がる。そしてヨタヨタと階段を上っていった。

　階段を上りきった先には憮ぶ然ぜんとした表情のアリアが待ちかまえていた。左足に体重をかけ、右手を壁かべにあてて身体からだを支えている。

　その姿を見て、美み希きは甘ったるい声で星人の耳元にささやいた。

「あんな泥棒猫なんて放っておいて、このままＰＣルームへ行こうよ」

　すると間髪入れずアリアが声を上げる。

「ちょっと、待ちなさいっ！」

「何よ」

　美希がアリアにガンを飛ばすが、それを無視してアリアは星人をにらむ。

「あたし、あんたのせいで歩けなくなったのよ。どうしてくれるわけ？」

　暗に美希と自分、どちらを選ぶか迫っているのだ。美希もアリアの意図を察し、腕に力をこめた。意地でも下りないという意思表示だ。

　こうなると逆に星人の方がどうすればいいのか尋たずねたいぐらいだ。

「どうすりゃいいんだよ、この状態で。抱だっこでもすればいいのか？」

　するとアリアは片足跳とびで、星人の左横に回ると、そのまま星人の左腕をつかんだ。

「そんな気持ち悪いことなんて結構よ。この腕を貸してくれればいいから」

　それからアリアは力まかせに星人の左腕に自分の右腕をからめた。しかし星人の左腕は美希の左太ももを支えていたのだ。バランスを失って崩くずれ落ちた美希の左足は変な角度で床につく。

「イタイッ！」

　悲鳴と同時に美希の身体から力が抜け、そのまま床に倒れこんだ。そして涙目になった美希は左足首を押さえる。

「いたいよー、本当に痛い」

（本当に痛いって……やっぱり階段を上った時のは仮病かよ）

　半分あきれる星人の隣で、アリアが勝ち誇った顔をして鼻を鳴らす。

「フフン、いい気味ね。さ、行きましょう」

　アリアが星人の左腕を引っぱると、美希は星人の足をつかんだ。

「待って、行かないで」

　それから美希は星人を支えにして立ち上がると、アリアに悪態をつく。

「何てことするのよっ！　この暴力女」

「こういうのを噓うそから出た誠まことって言うんでしょっ！　自じ業ごう自じ得とくよ」

　星ほし人とを挟はさんでアリアと美み希きがにらみ合っていると、ついにチャイムが鳴ってしまった。

「おい、ケンカしてる暇ひまなんてないぞ」

　アリアと美希の争いも一時休戦だ。三人はＰＣルームへ急いだ。

　ＰＣルームの扉を開くと、教室の中がざわついた。

　すでに講師は教きよう壇だんに立っていて、他ほかの生徒たちもみな席に座っている。ただでさえ気まずいタイミングに、アリアと美希に挟まれた星人があらわれたのだ。しかも三人とも妙に息が荒いし、髪も乱れている。みんなからの視線が痛くて、星人は天を仰あおいだ。

（ああ、もう最悪）




　情報、すなわちパソコンの授業は週二回あり、ワープロソフトと表計算ソフトが一回ずつになっている。そして今日はワープロソフトの方だった。

　表計算ソフトの方は何かと小難しく星人も授業についていくのがやっとなのだが、ワープロソフトはパソコンの経験者には簡単というか、とっつきやすい内容となっている。

　星人もパソコンは割と使いこんでいる方だ。パソコンの初心者を基準として進めていく授業そのものは簡単すぎて退屈である。

　だが簡単すぎるおかげで、この授業が非常に楽しいものに変わるのだ。

　授業は最初に講師がテキストを説明して、次に生徒がそれを実じつ践せんしてみるという形式で進んでいくのだが、実践する時間は初心者に合わせてあるのでパソコンに慣れている者には時間が有り余る。その余った時間は丸々遊びに費やされるわけだ。

　講師の説明中はタイプ禁止なので、みんな大人おとなしくしているが、それが終わると男子の大半は課題をあっと言う間に終わらせてしまう。

　星人も課題を瞬しゆん殺さつで終わらせてしまうと、メールソフトを起動させる。

　受信箱をクリックすると、中には添付メールがいっぱいだった。今日は大量でいつもの三倍ぐらいは来ている。

　メールに添付されているのは大半がｇｉｆ動画などの手作りアニメだ。線画が動いているだけの簡単なものだが、腕に覚えのある生徒たちが、家で作ったものをメモリーカードに入れて持って来て配布しているのだ。

　手作りアニメは技術ではなくセンスを競うが、スカートがめくれる程度のちょっとエッチな展開や、学校の時事ネタなどが好まれる。

　どうやら今日は傑作ぞろいらしく、教室のあちこちから失笑がもれていた。

　星人も添付されたｇｉｆ動画の一つをクリックしてみる。

　すると顔文字で描かかれた豚みたいな顔の男子があらわれた。腹のところに「２」と描かれている。星人の背中に嫌いやな汗が流れた。

　このクラスには秋あき山やまという名字の女子がいて、星人の出席番号は男女混合だから秋山に次いで二番なのだ。

　つまりこのｇｉｆ動画の主人公は星ほし人とというわけである。

　豚顔の男子、つまり星人の前で二人の女の子が争いをはじめた。

　そこにお奉ぶ行ぎよう姿の豚顔キャラが別にあらわれる。どうやら大おお岡おか越えち前ぜんの守かみを模しているようで、豚顔の奉行は二人の女の子と二言か三言ほど会話を交わすと「では、二人で２を引っぱり合い、勝った方が２の妻であると認めよう」などと語る。

　有名な大岡裁きのパロディかと思って星人が続きを眺ながめていると、星人を模した豚顔の２の手を引っぱる二人の女はまったく譲ゆずらない。終しまいには豚顔の２の両腕はもげて、胴体から血が噴出してしまう。豚顔の２が苦しみ悶もだえる顔がアップでくり返された後、豚顔の奉行は「これにて一件落着」と語って、白しら洲すを去っていく。そして最後に「めでたしめでたし」の文字。

「なんじゃ、こりゃっ！」

　授業中にもかかわらず星人は思わず大声を上げていた。教室中の視線が星人に集中する。

「天あま川かわ、何かあったのか」

　初心者の女子相手にマンツーマンで指導していたパソコンの講師が立ち上がった。

「あ、いや、すいません。何でもないです……その、バグっちゃったみたいで、せっかく作った文書が飛んじゃって、つい大声を出しちゃいました。すいません」

「そうか、それならいいが授業中に大声を出さないように」

　パソコンの担当は非常勤講師で正規の教師ではない。おまけに初心者相手に手を焼いている最中でもあったので、幸いなことにあまり深く問い詰めることはなかった。

「すいませんでした」

　頭をペコペコ下げて何とか誤ご魔ま化かしきったと星人が冷や汗をふくと、忍び笑いがあちこちから上がっていた。どうやら星人が不幸に遭あうだけで嬉うれしいらしい。

（ちっきしょう……人の不幸は蜜みつの味かよ）

　ひそかに憤いきどおる星人だが、クラスの男子の本音はそのまんまだった。

　どの手作りアニメを見ても、主人公は星人でオチは必ず星人の不幸だ。しかも星人以外はみんな喜んで見ているらしく、今日はやけに忍び笑いが多い。

（俺おれがどれだけ悲ひ惨さんな目に遭ったことか……知らねーだろ、お前ら）

　アリアに変なクスリを撃たれたり、家が壊されたり、さらには今月の生活費の大半まで強ごう奪だつされているのだ。踏んだり蹴けったりである。

　半分涙目で周囲をにらみつける星人だが、ふと美み希きの視線に気づいた。

　さりげなくウィンク、何となくピンと来て星人は受信箱を開いてみる。すると新着メールが届いていた。美希からだ。

　メールの件名は「今日は一緒に帰りたいな♡」だった。

　鼻の下をのばした星人がメールをクリック。すると本文があらわれた。

「さっきはありがとう。ねぇ、今日は一緒に帰らない？　美お味いしいクレープ屋さんがあるんだって……お礼におごってあげる」

　ほとんど何も考えないまま指が勝手にタイプをしていた。

「もちろんＯＫ」

　そしてメールを送信。返事はすぐに来た。

　件名に「うれしいっ!!」とあって、本文は「もちろん二人きりでね」とある。

　ここでようやく星ほし人とは我に返った。

　星人にはアリアという監視員がついていたのだ。どうやってアリアの監視をかいくぐって美み希きと二人きりになればいいのか、そして仮に二人きりになれたとして、あの爆弾娘を一人で街中をうろつかせるような真ま似ねをしていいのか。

　何か上う手まい言い訳を考えて断った方がいいかもしれないと思ったところで、本文の末尾にある追伸に気づいた。そこには「ＰＳ：もしあの意地悪な転校生がついて来たらどうする？　邪じや魔まされたくないよ」とある。

　一気に身体からだ中から嫌いやな汗が噴き出した。これが脂あぶら汗あせというものかと星人は妙な実感を抱いだきつつ、この事態について思案する。

　ここで下へ手たな言い訳をならべて断れば美希の星人に対する好感度は大いに下がることだろう。仮に言い訳をしくじれば怪しまれて尾行される恐れもあった。そうなればアリアと同居していることがバレて、大変な事態へと発展する可能性もある。

　星人の脳裏に先ほど見たｇｉｆ動画のシーンが再現されていく。

　両手を引っぱられ、両肩から血を噴く胴体。二人の争いで星人が犠ぎ牲せいになる展開だ。

　何としても、そういった展開は避けたい。

　しかもアリアはＵＦＯの修理が終わったら、星人の記憶から自分の存在を消して去って行くのだ。仮に美希が尾行しなかったりアリアと同居していることに気づかなくても、最後に残るのは大幅に下がった好感度だけということになる。

（こうなったら、やり切るしかない）

　追い詰められて犯罪を決意したサスペンスドラマの犯人役みたいな顔をして、星人はポチポチとタイプをはじめた。




　そしてこの日、最後の授業は化学だった。

　この学校には朝のホームルームはあるが帰りのホームルームはない。掃除は当番制、そして今週はその掃除当番から星人は外れていた。ちなみに掃除当番は席順で決められているので、星人の席周辺にいる美希やアリアも同じである。

　つまりチャイムが鳴れば星人たちは一いつ斉せいに自由の身となるわけだ。

　これからの計画について、星人は美希とメールで入念な打ち合わせをしていた。

　学校を出て、近くの場所で待ち合わせをして、二人で美お味いしいと評判のクレープ屋に行くというものだ。

　いたってシンプルだが、一つ問題があった。もちろんそれはアリアだ。

　一応、登下校は二人別々という話になっているのだが、出発地と目的地が一緒なのだから前を歩くか後ろを歩くかの違いしかない。そして前を歩くのは常に星ほし人との方なので、実質的に星人は常にアリアから尾行される形になる。

　この尾行をふり切った上で、美み希きとの待ち合わせ場所に合流する必要があるのだ。

　しかもアリアのような物ぶつ騒そうな生物が街中を徘はい徊かいするのは非常に不安でもある。もしも星人を見失ったら可及的すみやかに家へ帰っていただきたい。

　そこで星人は早はや川かわと長は谷せ川がわにもメールを送って、約束をとりつけていた。

　早川と長谷川は電車通学なので、学校が終わると歩いて駅へ向かう。そして駅前の商店街で電車が来るまでの時間を適当につぶすのが日課である。

　そこで星人はあらかじめアリアに早川や長谷川と一緒に駅前へ行く話をしておき、もし自分を見失ったら大人おとなしく家へ帰るようにと手紙で伝えておくという作戦を立てたのだ。

　上う手まくアリアの尾行をまいて美希との待ち合わせ場所に向かい、はぐれたアリアには大人しく家へ帰ってもらいたいというわけである。

　ノートの端はしを千切って、アリアへの手紙も書いた。

　あとはチャイムが鳴れば実行あるのみだ。

　残り時間はあと三分といったところ。星人は天に祈るような気持ちで、静かにその時を待つ。

　ところで星せい之し館かん学園には初等部から高等部まで全校で受け継がれている変な伝統がある。

　それは「授業が終了するまで、教科書や文房具を片づけない」ということ。

　もっともこれが伝統となったのはここ二〇年の話だった。高等部の一教師が授業が終わる前に教科書や文房具を片づけるのを嫌って荒れ狂い、それを他ほかの教師たちが自分たちが授業を気持ち良く進めるために話して聞かせ（早い話、子どもたちをビビらせて）教訓としたのが、いつの間にか学園全体の伝統となってしまったのだ。

　つまりこの伝統はたった一人の教師からはじまったのである。

　そして伝統を生みだした男の名は木き更さら津づ京きよう平へいという。人は彼を木更津マッドソルジャー（狂兵）もしくは星之館のマッドソルジャーと呼ぶ。全日本社会人ボクシング選手権大会で準優勝の経験を誇る星之館最強の教師だ。

　担当教科は化学、つまり星人たちの目の前にいる男だった。

　星人は初等部からこの学園にいるので、生きた伝説を前にいささか緊きん張ちようしていた。早川や長谷川といった外部受験の生徒たちも、星人のような内部進学組から話を聞かされているので、木更津の前では大人しくしている。

　けれど一人だけ異次元の住人がいた。竹たけ林ばやしである。

　残り時間が一分か二分といったところで、竹たけ林ばやしは文房具を片づけはじめたのだ。

　魔法少女のフィギュアも入るほどの大きめのカンペンケースにシャーペンや消しゴムを入れて、カバンの中にしまう。当然、中はガラガラだからカンペンケースもカチャカチャ鳴った。

　四月も下旬といえばそろそろ生徒たちも高校生活に慣れてくる頃ころである。しかも竹林には星せい之し館かん学園独特の伝統や慣習みたいなものを教えてくれる友だちがいなかった。

　どうなるものかと、みんなが心配して竹林と木き更さら津づの姿を交互に見るが、何も知らない竹林は教科書やノートもカバンにしまってしまう。

　机の上を完全にきれいな状態にして、仕上げに机の上で両指を組んだ。そして終了のチャイムが鳴る寸前で、得意そうに顔を上げる。竹林としては計算通りといったところだ。

　けれど教きよう壇だんには鬼の形相と化した木更津の姿があった。

「まだ授業は終わってないだろうがっ!!」

　そのあまりの剣幕にクラス全員が顔面蒼そう白はくになる。

　そして授業の終わりを告げるチャイムが鳴った。

　しかしここで頭に血が上った木更津が授業を終えるはずがない。

「きりのいいところまで授業を続けるぞ。次のページ、開いて」

　誰だれも「えーっ」なんて声を上げられるはずはなかった。ただ木更津の言う「きりのいいところ」にたどり着くまで待つだけである。それは木更津の怒りが収まるまで、と言い換えることができるかもしれない。

　そして木更津の怒りが収まったのはチャイムが鳴って三〇分も後のことだった。

　授業が終わった後は阿あ鼻び叫きよう喚かんである。

「バスの時間が……」

「今から帰ってたら、練習に間に合わない」

　教室のあちこちから泣き言がもれるが、交通機関や習い事関係についてはまだマシだ。本当に悲ひ惨さんなのは部活組である。

「うっわ～、どうしよう。先せん輩ぱいに怒られる」

「今日はもう部活休もうかな……」

　憂ゆう鬱うつな声が上がり、竹林へ非難の視線が集まる。

「あ～ぁ、誰かのせいで」

「ほんと、バッカなんだから」

　みんな頭を抱かかえるが、野球部の男子などは涙目で猛もうダッシュだ。泣き言すらこぼす暇ひまもない。

　あっちこっちで授業の延長による被害者が発生していたが、早はや川かわもその一人だった。

「悪いけど、今日は用事があるんで先に帰らしてもらうわ。今ならギリギリ電車に間に合う」

　約束はキャンセルだと早川はカバンを抱えて走りだした。その後を追って長は谷せ川がわも走りだす。

「俺おれも今日は六時から見たいテレビがあるから」

　平日の六時と言えば咄とつ嗟さに思いつくのは他局が臨時ニュースを流しても、一局だけアニメを放送し続ける某ぼう局の番組だ。今日はどんなアニメが放送されるのか星ほし人とに考える暇ひまなどなかった。走り去る早はや川かわと長は谷せ川がわの後ろ姿に半分パニックになりながら、星人はアリアの腕をつかむ。

「ちょっと、こっちに来てくれ」

「な、何よ、いったい」

　すでに他ほかのクラスは掃除も終えて、廊下の人影もまばらだ。星人はアリアを廊下の隅に引っぱりこむと、ノートの端はしを千切って作った手紙をアリアの手に押しつける。

「俺おれ、今日は早川たちと一緒に駅前で遊ぶ約束をしちゃったから、できたら一人で家に帰ってくれ。尾行して来てもいいけど近づきすぎるなよ、他の奴やつらに怪しまれるだろ？　で、もしも俺を見失ったらその時は大人おとなしく帰ってくれ」

「は～あ？　早川たちと一緒にって何よ？　二人とも用事があるって……」

　不信感ありありにアリアは腰に手をやってジト目で星人を眺ながめる。心にやましさいっぱいの星人は肩身が狭くて小さくなるが、グズグズしているわけにはいかなかった。

「それじゃ、俺は急ぐから。俺を尾行してて見失ったとしても、くれぐれも騒さわぎだけは起こさないでくれよ」

　強引に会話を打ち切ると身をひるがえして教室に戻り、カバンをつかむと悪友たちを追う。

「おーい、待ってくれーっ！」

「……って、ちょっと待ちなさいよっ！」

　俗に待てと言われて待つ犯罪者はいないと言う。ついでに噓うそつきは泥棒のはじまりとも。そんなわけでアリアに噓をついた星人も犯罪者予備軍、待てと言われて待つはずがない。

「だから待ちなさいってっ！」

　あわててアリアも追いかけるが、階段にたどり着いた時点ですでに星人の姿は見えなかった。白い肌はだを真まっ赤かに染めてアリアは憤ふん慨がいする。

「バ、バカにして……もうっ！」

　アリアの甲かん高だかい叫び声が階段の吹き抜けに木こ霊だました。




　一方、星人は早川と長谷川を追って意味もなく全力疾しつ走そうしていた。すでにアリアをふり切ったので、そのまま美み希きとの待ち合わせ場所に向かえばいいのだが、小市民な良心が星人を走らせるのだ。

　やがて駅の改札口に飛びこんでいく早川と長谷川の後ろ姿を見送ると、星人はそのまま駅をつっきって裏口に回る。そのまま線路ぞいに全力疾走を続け、ガード下をくぐって再び駅の表側に戻ると、駅前商店街の裏道を通って最後に公園へ出た。

　砂場とブランコ、そしてベンチが二つあるだけの小さな公園だ。

　この公園が美希との待ち合わせの場所だった。

　予定では美み希きの方が先に来て星ほし人とを待っていてくれるはずだったが、どうやら星人の方が先に着いたようで、美希の姿はなかった。

　公園が小さなこともあって人影は少ない。砂場で小さな女の子が一人で遊んでいる他ほかはその母親と母親の友だちらしき女性がベンチに座って話しこんでいるだけだ。ベンチの一つとブランコ、そして砂場は公園の隅に集まっていて、残ったベンチはポツンと離れた対とい面めんにある。

　その残ったベンチに星人は腰を下ろした。

　全力疾しつ走そうを続けたので、汗はびっしょりだし、息もなかなか整わない。目もうつろなまま正面を眺ながめると、向こう側にあるベンチと砂場が見えた。

　女の子は四歳か五歳ぐらい。赤い服を着て大人おとなしく砂山を作って遊んでいたが、しばらくすると星人の視線をさえぎるようにして母親らしき女性が小さな女の子の前に割って入った。それからその女性は星人をキッとにらみつけると、女の子を抱かかえて、そそくさとベンチで待つ友人の元へ駆けよっていく。

（俺おれがそんなにあやしいかっ！）

　声を大にして言ってやりたかったが、息をするのがやっとだった。それで抗議の気持ちをこめた目を母子おやこに向けるが、おかげであやしさが一二〇％ぐらいに増量されてしまい、母親たちは公園から逃げるように去ってしまった。

　かくして屈くつ辱じよく的な形で星人は公園に一人きりになる。

　ベンチにぶっ倒れて、ようやく絞り出せた言葉は悪態だった。

「最悪、恥だ」

　でも妙に清すが々すがしいのは、きっと青い空と白い雲が見えるから。

　そこに大きなｍの字があらわれ、視界の半分を覆おおった。大文字ではなく小文字なのに大きなエムだ。そのｍの字形の大きな谷間の向こうから、小さな顔が見えた。美希だ。

「何が最悪なの？」

「え、いや……何でもない」

　あわてて星人が身体からだを起こすと、美希はベンチの空いたところに腰を下ろす。

「ふ～ん、そうなんだ。それよりごめんね。わたしの方が早く来るはずだったのに、待たせちゃって」

「いや、俺も来たばかりだから」

　無理して笑いながらも星人は顔の汗を手でぬぐおうとするが、それを美希が押しとどめた。

「待って、ハンカチがあるから」

　カバンからハンカチをとりだすと、美希は星人の顔の汗をふく。

「すっごい汗じゃない。授業が終わったら急に走りだしたけど、何かあったの？」

「いや、何でもない」

　星人が首をふると、美希はくちびるの先を尖とがらせた。

「ふ～ん、でも、あの転校生の手を引っぱってどっか行ってたじゃない。あれは？」

「え、いや、その、知らないと言うか、見間違いじゃないか？　ほら、みんな急いでいたし、偶然そう見えただけじゃないか？　俺おれが走ってた後ろを、グレイさんも走ってて、それが手を引いてどっか行ってるように見えたとか」

　せっかく汗をふいてもらった星ほし人との顔が再び汗だくになる。しかも今度は運動した汗ではなく、脂あぶら汗あせだ。しどろもどろの星人に美み希きは「フーン」と鼻を鳴らす。

　けれど美希は星人を追い詰めるような真ま似ねをしなかった。立ち上がると、不機嫌な表情を一転させて可愛かわいく笑う。

「ま、いっか。それじゃ買いに行こう」

「うん」

　星人が立ち上がると、美希は公園の外を指さした。

「クレープ屋さんはこっち」

「お、おう」

　美希のリードに従って、鼻の下をのばした星人も歩きだした。

　美希の言うクレープ屋とは駅の表通り、商店街の一角にあった。先ほどの公園から近い。

　黄色いビニール屋根が張り出していて、その下に高校生たちが三人ほどならんでいた。三人とも女の子で、星人たちと同じ学校の生徒だ。

　ちょうど焼き上がったところのようで、店員が窓ごしにクレープを渡しだす。店てん舗ぽは路面タイプで客席がないので、客はクレープを受けとると、クリームをなめたりトッピングの果くだ物ものを囓かじりながら歩きだす。

　最後の一人がクレープを受けとったところで、頭にバンダナを巻いた兄ちゃんが歯切れ良く挨あい拶さつしてきた。

「はい、らっしゃい。何にしましょう」

　美希は最初から何を注文するか決めていたらしく、生クリームに苺いちごとチョコのトッピングを頼んだ。星人はちょっと迷った上で、カスタードクリームにブルーベリーの組み合わせにした。

　本当は美希が頼んだのと同じ物が欲しいと思ったのだが、それでは主体性がないように思われないかと不安になって、あえて変えてみたのだ。

　クレープが焼き上がるのを待っていると、甘い香りに誘われて、いつしか星人たちの後ろには四～五人の女子高生たちが集まっていた。

　気づけば紅一点ならぬ黒一点だ。周囲が女の子ばかりの中に一人だけ男子の自分がいることが気恥ずかしくて、星人はポケットに両手をつっこんだ。自分でもほほが赤くなっているのがわかる。だって、ほほが妙に熱いから。

　けれど悪い気はしなかった。

　一度きりの一〇代、一度きりの青春。やっぱり女の子と一緒にすごした方が楽しいに決まっている。そんな思いを実感していたところで、頭にバンダナを巻いた兄ちゃんから声をかけられた。

「はいっ、お待ち。気をつけて持ってね」

　気づけば店員がクレープを持った両手を差しだしていて、美み希きの方は受けとろうとしていた。順番待ちの女の子たちを背負っていることもあって星ほし人ともあわてて手をのばす。

　星人がクレープを受けとると、美希は声を弾はずませた。

「ねぇ、どこで食べる？」

　このままクレープを囓かじりながら商店街でウィンドウショッピングするのもいいし、駅前にある噴水の台座に腰かけて食べるのも絵になる。色々とシチュエーションがうかんだのだが、つい気恥ずかしさから星人は実につまらない返事をしてしまう。

「う～ん、どこでも」

「そっか、じゃあさっきの公園に戻らない？　落ち着いて食べたいから」

　裏通りにある小さな公園、場所的には確かに華はなやかさがないものの、ああいった人ひと気けのないところで二人きりというのも心弾むものだ。星人も二つ返事で公園に向かった。

　公園に戻ってみると相変わらず人はいなかった。星人と美希の貸し切り状態だ。星人としては嬉うれしくもあるが、多少の後ろめたさもある。向こうが勝手に逃げていったとはいえ、星人が原因で先に公園で遊んでいた三人がいなくなったのだから。

　もっとも二人で砂場側のベンチに座ると、そんな思いも頭からすぐに飛んでしまった。

　美希が星人の隣にピッタリとくっついてきたのだ。肩と肩がふれ合い、腕と腕が接触する。そして腰と腰も。美希は少しの隙すき間までも埋めようと身体からだを接近させる。

　近づきすぎじゃないかと星人が横を向くと、クレープを一口囓った美希が目を輝かせる。

「うっわ～ぁ、美お味いしい」

　何も言えなくなって星人はクレープを口にする。甘いカスタードクリームにブルーベリーの甘あま酸ずっぱさが口に広がった。

「そっちも美味しい？」

　星人の首がコクンと落ちた。すると美希は悪戯いたずらっぽい笑みをうかべる。

「ねぇ、一口ずつ交換しない？」

　星人が「えっ」と固まると、美希は身を乗りだすようにして、星人の持つクレープにかぶりついた。

「ん～っ、美味しい」

　くちびるの周りについたクリームを舌でからめとると、美希は自分の持つクレープを星人の前へ差しだした。

「さ、今度は星人の番だよ。召し上がれ」

　美希はクレープを星人の口元へどんどん近づけていく。このままではクリームがぶつかって、口に生クリームの髭ひげができて無様な顔になってしまうという段階になって、ようやく星ほし人とも踏ん切りがついた。思い切って、クレープに囓かじりつく。

　生クリームのなめらかな食感と、嚙かみしめた苺いちごから流れる果汁が口に広がった。

「どう、美お味いしい？」

　美み希きの問いに、星人は激しく首を縦にふる。その姿を美希は可お笑かしそうに笑う。

「あははは、星人ったら変だよ。まるでヘビメタのミュージシャンみたい」

　無む邪じや気きに笑う美希の横で星人は内心で冷や汗をかいていた。

　昨日はアリアが食べかけのカレーパンを星人へ差しだすと、間接キス阻そ止しを謳うたって自分で食べてしまったし、今日は今日で星人とクレープを一口ずつ交換している。

　どう考えてもダブル・スタンダードだ。

（こいつ、他人が食べる分は間接キスになるけど、自分で食べる分は間接キスにならないと思ってんのかな）

　星人の心配をよそに、美希は楽しそうにベンチの背もたれに身体からだをあずけると、美味しそうにクレープをぱくついた。それから、ふと思い出したように切りだした。

「ねぇ、そう言えばおじさんと連絡はとれたの？」

「あ、いや、相変わらずダメだ」

　答えてから星人は何か久しぶりに日本語を話したような気分になる。
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「それじゃ地図の方は？」

「あれもさっぱり」

　肩をすくめながら星ほし人とは内心で「昨日はドラム缶風呂作りでそれどころじゃなかったし」とつけ加えておく。すると美み希きはクレープを口に咥くわえると、カバンから紙切れをとりだした。

　そこには一本の木が描かかれていて「この木がどの木か、お前ならわかるはずだ」という一文がそえられている。どうやら星人の父が宇宙人からあずかった危険物を隠したという地図の模写のようだった。

「あのさ、地図のことを一緒に考えてみない？」

　宇宙人からのあずかり物に関してはアリアとミムラとの兼ね合いもあった。星人の歯切れも悪くなる。

「え、いや、どうして？」

「だって、おじさんの手がかりって、今はこの地図だけでしょう？　わたしもおじさんのこと、小さい頃ころから知ってるし、心配だよ」

「ごめん、うちのバカ親おや父じのせいで心配かけちゃって」

「もう水くさいよ、星人のバカ。星人のお父さんはわたしにとってもお父さんみたいなものなんだからっ！」

　そんなことを言われれば義父とか義母に婿むこ入り嫁入りなんていうキーワードが頭の中を飛び交ってしまう。星人としては、もう少し自分の発言がどう解釈されるか考えてみて欲しかったが、大おお真ま面じ目めな顔で美希は星人の顔に人さし指をつきつけた。

「この件の当事者は星人だけじゃないの。わたしだって当事者なんだからね、いい？」

「う、うん。わかった、わかったよ」

　美希に気け圧おされて星人もうなずくしかなかった。

　もっとも美希にとって危険物を探すことは父を探すための手がかりでしかない。言い換えれば美希にとっては危険物を探すこと自体が目的である。対してアリアとミムラは危険物そのものが目的だった。仮に美希と一緒に目的の物を探して見つけだしたとしても、見つかった危険物をアリアとミムラに渡せばそれですべては丸く収まる。

　星人なりに兼ね合いがついたところで、美希が二人の間に地図を広げた。

「それでね。わたし、考えたんだけど、やっぱりこの木は星人とおじさんだけが知る共通の思い出の木じゃないかなぁ……」

「んーっ、でも本当にそういうのってないんだよね」

　星人の父は何せ子どもの世話は親に任せっきりで家には滅めつ多たに帰って来なかった鉄砲玉みたいな人間だ。星人にとって父との思い出は数が少ないだけあってどれもプレミア級である。もしも木にまつわる思い出があるなら、忘れるはずがない。

「もしかしたら、この絵に描かれた木が何か特別な木なのかな？」

「特別な木って言うと？　何か心当たりがあるわけ？」

　美み希きが目を輝かせると、変な期待を持たせてしまったと星ほし人とはあわてて首をふる。

「あっ、いや。違う違う。そういう意味じゃなくて、桜や松みたいな特定の木が山のどこかに一本だけ生えてて、その下に埋めたとか」

「でもこの木って何の特徴もないよね」

「そうだよなぁ……」

　隠し場所を記した地図はかなり正確に模写されているが、木の絵自体が元から実に抽象的なのだ。太い幹があって、緑の葉がソフトクリームみたいな形で表現されている。子どもにクレヨンを持たせて木の絵を描かけと言えば、大半の子どもがこんな絵を描くのではないかといった木の最大公約数的なイメージを象徴したかのような絵だ。

「う～ん、わっかんねーな」

　まいったと星人が頭をかいた時だった。背後からドスをきかせた声がする。

「何がわからないですって」

　はっとなって星人がふり返ると、そこには腕を組んだアリアの姿があった。

　金色の髪は乱れ、白い顔も紅潮し、肩で息をしている。どれだけ悪戦苦闘を繰り広げて、ここまでたどり着いたのかを雄弁に物語っていた。

　星人もアリアの怒りの深さは容易に想像がついた。とりあえずマリアナ海かい溝こうより深そうだ。けれど星人はアリアに自分を見失ったら大人おとなしく帰るように伝えていたはずだ。泣き言同然でも尋たずねずにはいられない。

「ど、どうしてここに？　あれほど俺おれを見失ったら家に帰れって言ったのに」

「何をバカなことを言ってるのよ。凸でこ凹ぼこコンビは用事があるから急いで帰るって言ってたのに、その二人と約束があるだ何だって見え見えの噓うそで置き去りをくらっておきながら、はい、そうですかって引き下がれるわけないじゃない」

　ああ、その通りだと星人は頭を抱かかえた。そして自分で自分につっこみたくて仕方がない。お前はどんなマニュアル人間なんだよ、と。

　あまりにも間抜けすぎて、星人は自分自身が許せない。

「ああ、もう俺ってバカ」

　そんな星人の腕をアリアがつかんだ。

「ちょっとあんたには色々と訊ききたいことがあるわ、こっちに来てもらおうかしら」

　手首をつかまれて星人が二歩か三歩ほど引きずられる。するとあわてて美希が反対側の手首をつかんで引っぱった。

「ちょっと何するのよっ！」

「イテテテテ。二人とも止やめろ、手を離してくれ」

　星人が悲鳴を上げると、アリアは手首をつかんだまま星人の腕を自分の脇わきに挟はさみこむ。意地でも離さないといった風だ。

「ちょっと、このバカが痛がってるじゃない。手を離してやったらどうなのよ？」

「そっちこそ星ほし人とから手を離しなさいよ。この泥棒猫」

　美み希きも負けじとアリアと同じく、手首をつかんだまま星人の腕を自分の脇わきに挟はさみこむ。そして力まかせに引っぱった。

「ちょ、ちょ、ちょっと待て、ちょっと待て、美希、腕を放せよ」

　思わず星人が悲鳴を上げると、美希も悲鳴を上げた。

「ひどーい、どうしてわたしなの？　腕を放すなら、そっちの泥棒猫の方でしょ!?」

「いや、だって、その……」

　確かに単純に力だけなら、アリアの方が強い。つまり星人にとってはアリアから引っぱられている腕の方が痛いわけだが、アリアの胸はぺったんこだ。何も意識しなくてすむ。けれど悪い（？）ことに美希の胸はＦカップはあるだろう。そうなると星人も健康的な男子高校生だ。何かと不純なことを意識してしまう。

「とにかく二人とも手を離せっ！」

「あたしはあんたにどうしても訊ききたいことがあるのっ！」

　置いてけぼりをくらったアリアは頭に血が上っているが、美希の対抗心も負けてはいない。

「わたしだって星人と大切な話をしてたんだからっ！」

　二人の力がどんどん増していき、星人の顔もどんどん紅潮していく。

「イテテテテテッ！」

「ちょっと、いい加減、あたしと用があるからってその女に断りなさいよっ！」

　業ごうを煮にやしたアリアが肘ひじを反対方向に折ろうとする。

「イタイ、イタイ、イタイ」

　思わず星人の身体からだがアリアの方へ傾くと、何を思ったか美希も負けじと手首を反対方向に折ろうする。

「ちょっとズルいじゃないっ！　そんなことで星人をふり向かせようなんかして」

「これ、ふり向くとか、ふり向かないじゃないからっ！　とにかく二人とも手を離せっ！」

　星人は悲鳴にも似た声を上げるが、今の二人に通じるわけがない。意地になって関節技を決める腕に力をこめる。

「ギブ、ギブ、ギブ、ギブアップッ！」

　星人は降参を申し入れるが、アリアと美希は互いに譲ゆずらない。

「もーっ、やだ。ほんと信じられない。この泥棒猫は学校が終わってまでもついて来て」

「泥棒猫とは何よっ！」

「だって星人を狙ねらってるから、つきまとってるんでしょっ!?」

「勝手な誤解しないでよっ！」

「それじゃあ、どうして星ほし人とにつきまとうのか説明してみなさいよ」

「そ、それは……」

　ちょっとの間、アリアの目が泳ぐ。アリアの目的は星人が、アリアたちが宇宙人だとバラさないか見張ることだった。ここで本当の理由を説明すればまさに本末転倒である。

　言い返せなくなったアリアを、美み希きが罵ののしった。

「ほら、見なさい。やっぱり星人のことを狙ねらってるんじゃない。この泥棒猫」

「だから違うって言ってるでしょっ！　単にあたしはこいつに訊ききたいことがあるのっ！」

　もうこうなると理由も理屈も関係ない。二人はただ意地だけで星人から手が離せなくなった。

　星人の脳裏にパソコンの授業中に見たｇｉｆ動画のシーンが再現されていく。

　両手を引っぱられ、両肩から血を噴く胴体。このままでは本当に似たような事態に陥おちいる。

（ほ、本当に死んでしまう）

　死を覚悟した星人の目にうっすらと涙がうかぶ。

　だがここで一陣の風が吹いた。

　そしてその風は文字通りの神風となる。ベンチの上にあった一枚の紙切れが風に舞って、星人の足もとに落ちたのだ。

　美希の描かいた地図の模写である。

「あれ、これは？」

　最初に気づいたのはアリアだった。落ちた地図をひろおうと、星人から手を離す。すると美希も地図に気づいた。そしてアリアの横から、かっさらうようにして地図をひろい上げた。

「これはわたしのよ」

　不審そうなアリアの視線に、美希は地図の模写を後ろに回す。それから背中に隠したまま地図を折りたたんだ。

「ああ、もう本当に嫌いやになっちゃう。ちょっとわたし、急用を思い出したから帰るね」

　美希は折りたたんだ地図を荒々しくカバンに入れると、最後にアリアをにらみつけた。

「いい加減に星人のこと、好きなんだって認めたらどうかしら？　ほんと、後から割りこんで来ていやらしいんだから、フンっ！」

　大おお股またで美希は公園を横切って行く。どうやら駅の方へ向かったらしい。美希が公園から立ち去るまで、アリアはただ口を真ま一いち文もん字じにして耐えるしかなかった。

　やがて美希の姿が見えなくなり、周囲に人ひと気けがなくなると星人はとりあえず謝ることにする。

「あの……その、色々ごめんな」

「何がゴメンよっ！　よくも下等生物のぶんざいで、アタシに恥をかかせてくれたわね。どうしてアタシが下等生物を好きにならなきゃいけないのよ」

　アリアは星人の襟えり首くびを絞め上げるが、星人は内心で「そっちかい」と目を泳がせた。星人にしてみればアリアを騙だますような形で置いてけぼりにしたことに罪悪感を感じていたのだ。けれど置き去りにされたことはアリアの中では優先順位は低いようだった。

「しかも、あの絵は例の地図の写しでしょ。どうしてあのバカ女にしゃべっちゃうのよっ!?」

　星ほし人との襟えり首くびをアリアは怒りにまかせてシェイクする。頭から血の気が引いて、さすがに星人も命の危険を感じた。

「す、すまん～っ、許してくれぇ。でもあれはお前らに会う前からで」

「はぁ？　どういうことよ？」

　アリアが左の眉まゆを上げてにらみつけると、星人は力をゆるめてくれとアリアの手を叩たたく。

「は、話すから……手をゆるめてくれ。た、頼む」

「ええい」

　アリアが手を離すと、星人は崩くずれ落ちるように座りこむ。それから咳せきだか息だかわからないが、とにかく酸素を体内にとりこんだ。とりあえず息が落ち着くと、星人はアリアを見上げるが、その目は涙目だ。

「本当、お前ってちっこいくせにすっげぇ力だな」

「そんなことはいいから、どうしてあのバカ女があの絵を持っているのか説明しなさい」

　アリアの勢いに気け圧おされて、星人は口を開く。

「あれはだな、お前らがＵＦＯで落ちて来る前から、美み希きには親おや父じのことを相談してたんだ」

「どうしてあんな重要なことを気軽に相談するのよっ!?」

「だって仕方ないだろ。あの手紙が届いた時はそんなに本気にしてなかったし、美希だって小さい頃ころから親父のことを知ってて色々と心配してくれてたんだから」

　星人もアリアに対して一いち抹まつの罪悪感がないわけではなかったが、最後は開き直りだ。

「とにかくお前らと会う前のことなんだから仕方ないだろ」

　思わずアリアも返答に窮きゆうするが、それも一いつ瞬しゆんのことだった。綺き麗れいな眉を八の字によせ口を尖とがらせる。

「でもさ、最初に居間で話し合った時にミムラが訊きかなかった？　この件は警察だとか知り合いに相談してないかって」

「あっ……」

　星人の顔が無様に歪ゆがむ。確かにミムラにそんなことを尋たずねられて「誰だれにも言ってない」みたいなことを言った覚えがあった。

「あの時は……うっかり忘れてたのか……」

　アリアはともかく、ミムラに噓うそとは言わないまでも事実に反することを言ってしまったというのは心が重い。本気で凹へこむ星人の姿に、アリアもあきれ顔となる。

「まったく、ほんっと下等なんだから……まぁいいわ。ただしあたしがいない間に良からぬことを話してないか、じっくり尋じん問もんさせてもらうわよ。あたし自らクスリを撃ってあげるわ」

　けれど最後の顔はどう見ても恐きよう喝かつか脅きよう迫はくのどちらかだった。

　小さな公園の片隅で「ひぃっ」という星ほし人との小さな悲鳴が風にのって遠く流れていく。




　この日の夕食はミムラの手作りおにぎりだった。

　炊すい飯はん器きと冷蔵庫は無事なのだが、ＵＦＯの下敷きになって電気コンロが使えないせいだ。

　居間のテーブルに三角おむすびがならんだ大皿を置きながら、ミムラが謝る。

「ごめんなさい。こんな物しかできなくて」

「いへぇいひんれふよ、ほんなほ。れんれんひぃにひなふふぇほ」

「えっ、何ですか？　ごめんなさい、よく聞きとれなくて」

　ミムラが困惑すると、星人は黙だまりこんでしまった。そのくちびるは辛から子し明めん太たい子このようになっている。アリアによる拷ごう問もんならぬ尋じん問もんのせいで、くちびるも舌も腫はれてしまったのだ。

「もうしばらくしたら腫れも引くと思いますから」

　単なる気休めなのか、それとも科学的に根拠があるアドバイスなのか、星人にはよくわからなかったが、小さくうなずくと、手を合わせた。

「いひゃらひまふ」

「いただきます、ですね？　今のはわかりましたよ」

　得意そうに胸をはるミムラの無む邪じや気きな姿がまぶしい。星人はおにぎりに齧かじりつく。

　最初の一口か二口ぐらいは味なんてわからなかったが、二つ目のおにぎりを食べている頃ころには味覚が戻ってきた。同時にミムラの言った通り腫れも引いて、口もまともに回りだす。

「美お味いしい」

　塩加減と握り加減が抜群なのだ。特に握り加減が絶妙だった。やわらかくて、食べているとご飯粒が口の中でふんわり広がる。それでいておにぎり全体の形は崩くずれない。

「そう言っていただけると、光栄です。ちょっと握り寿ず司しの作り方を参考にしてみました」

　ミムラもおにぎりを頰ほおばる。昨日からミムラはずっと人間型のままだ。リトル・グレイ型だと誰だれか来た時に困るから人型のままでいて欲しいと星人が頼んだのである。

　もちろんこの家に誰かが訪ねて来るなんて滅めつ多たにないが用心するに越したことはないし、何より単純に見た目が可愛かわいければ一緒にいて華はなやいだ気分になる。尋問を受けてブルーだった星人もテンションが段々上がってきた。

「ミムラ姐ねえさんって本当にパーフェクトだよな。料理も上う手まいし、機械の扱いには慣れていて、それでいて容姿性格ともに非の打ち所がない。まさに天使か女神さまだ」

「もう、お婆ばあちゃんをからかっちゃダメですよ。色々できるのは無む駄だに長生きしてるだけなんですから」

　ミムラがほほをふくらませた。けれど星人は首をふるばかりだ。

「いやいや、俺おれは本心から言ってるから。あの性しよう悪わるチビ悪魔が極悪非道の限りを尽くすだけに、いっそう思っちゃうね」

「う～ん、でもアリアさんは根はそんなに悪い子じゃないんですよ？　ああ見えても根は真ま面じ目めで責任感の強い子なんです」

　フォローは入っているが、表だっては悪い子だと暗にミムラも認めている。だから星ほし人とは言ってやるのだ。

「本当にあのチビは根っからの性しよう悪わるなんだから。注射器があるのに鉄砲みたいなのでクスリを撃つし、そもそも何かにつけて非常識なんだよ、あいつは。ＵＦＯに乗ってメイド姿であらわれるところからして、もう非常識。何がメイドだよ……」

　口をすべらしてしまった後に、ふと星人はミムラもメイド姿なのを思い出した。心なしかミムラがうつむいているようでフォローを入れる。

「あ、もちろんミムラ姐ねえさんの場合は何を着ても似合うから大だい丈じよう夫ぶ。元々その恥ずかしげな格好だって、あの性悪チビ悪魔が言いだして仕方なく着てるんだろ？」

「いえ、違うんです……あの、実はこの恥ずかしい格好は私が言いだしたことで……」

「えぇっ！　ミムラ姐さんが言いだしたって……その格好を？」

　ミムラは真まっ赤かな顔をして、コクリとうなずいた。

　しばしの気まずい沈ちん黙もくの後、星人はちょっとだけ引きつった笑みをうかべた。

「で、でもミムラ姐さんは何を着ても似合うから」

　どこかよそよそしい星人の態度にミムラがちょっとだけ焦あせる。

「あっ、でも、これには一応、理由があるんですよ？」

「と、言うと？」

　星人がうながすと、ミムラは恥ずかしそうに口を開いた。

「実は私たちはメン・イン・ブラックという都市伝説を利用して地球の人々から都合の悪い記憶を改変していました」

「メイド・イン・ブラックって奴やつか」

　ミムラがうなずいて肯定すると、星人は素そ朴ぼくな疑問をぶつけてみる。

「あれってどうしてメイドさんの格好でお願いすんの？　どうせならメン・イン・ブラックみたいに脅おどした方が効果的だと思うけどな」

「実はそうでもないんですよ」

　ミムラは意味深に首を傾かしげると、あるたとえ話をはじめた。

「たとえば星人さんが駅へ行ったとしますよね。そこに港へ行ったという偽にせの記憶をクスリによって刷りこみます。すると駅へ行ったというのを忘れ、港へ行ったと思いこむようになります。ところがこの忘れるっていうのが実はちょっと問題なのです」

「んっ？　もしかして忘れるってことは思い出すこともありえるってこと？」

「その通り。駅へ行ったという真実の記憶が消えるわけではないのです」

　ニッコリ笑うミムラに星人はさらに疑問をぶつけてみる。

「もし忘れていたことを思い出したりしたら、それは拙まずくないの？」

「もちろん良くないですね。記憶が矛む盾じゆんしちゃいますから」

「何だ、あんまり使えそうにないクスリだな」

　ちょっと星ほし人とはあきれるが、ミムラの態度はどこか余裕である。

「そうでもないんですよ？　思い出さなければ問題はないですし、仮に本当の記憶を思い出して記憶に矛盾が生じたとしても、基本的には何かの勘かん違ちがいかなと思いこみますから」

「そんなに上う手まくいくのかなぁ」

　星人は半信半疑の半笑いといったところだが、ミムラの方は自信満々だった。

「もちろんですとも。そしてそのためのメイド・イン・ブラックですから。普通、人は自分の記憶に偽にせの情報が刷りこまれているなんて思いません。だから記憶に不都合や矛盾が生じた時、人は記憶を自分の都合のいいように解釈するものです」

　そしてミムラは記憶を改変する場合におけるメン・イン・ブラックとメイド・イン・ブラックの心理的効果の違いについて語る。

「記憶の矛盾や混乱に黒ずくめの怖い人が関かかわれば何か悪いことが起きたのかもしれないと悪い方の解釈を連想してしまいがちです。けれど可愛かわいいメイドさんが関われば都合のいい方に解釈してもらいやすいのです」

「なるほどねぇ」

　色々と星人は身につまされてしまった。

　どうせクスリを使って記憶を変えてしまうので、脅おどされても可愛くお願いされても最初から地球人側には拒否することなんかできなかったのだ。ただ真実を思い出しそうになった時に、メイドさんの方が誤ご魔ま化かされやすいというわけである。

「何か好き勝手されちゃいそうで、怖いクスリだな」

　星人がため息まじりでつぶやくと、ミムラは遠えん慮りよがちに言い添える。

「ただし記憶の改変もそう簡単ではないんですよ？」

　それからミムラはたとえ話の続きを語りだす。

「駅へ行ったという本当の記憶を思い出してしまえば、港へ行ったという偽の記憶とどちらが正しいか人は天てん秤びんにかけることになります。その際、単純に一対一での比較となると、偽の記憶の方が勝まさるはずです。けれど記憶って他ほかの記憶ともつながってることもありますよね？」

「と言うと？」

「たとえば駅へ行った日の前日、お友だちと電話で駅へ行くという話をしているかもしれません。そこに港へ行ったという記憶だけを刷りこんでしまうと、後でお友だちとの会話から記憶に矛盾が生じているのに気づく場合もありえます」

「そうなるとどうなるわけ？」

「真実の記憶と偽の記憶を天秤にかけた時、一対一なら偽物の方が強くても、複数の記憶が合わされば真実の方が勝まさるかもしれません。だからなるべく関連する記憶も変えた方がいいですね。もっとも関連する記憶を把は握あくするのは難しいのです」

「そうだよな、それこそ記憶を変える対象者につきっきりぐらいでいないと……」

　ここで星ほし人とはピンと来た。

「あっ、わかった。それであの性しよう悪わるチビ悪魔は俺おれにやたらつきまとってたのか」

　仮に学校で星人が宇宙人が家に来たと言わなかったとしても、早はや川かわや長は谷せ川がわといった友だちが星人の家へ遊びに行きたいと言うかもしれない。その時、星人が家に親しん戚せきが来ていると言い訳をしていたら、何のためにそうした言い訳をしたのかといった記憶も改変することが望ましいのだ。

　ミムラが申し訳なさそうに肩をすくめる。

「ごめんなさい。申し訳ありませんが、星人さんには私たちのことをきれいに忘れてもらわなければならないので。だから星人さんが見聞きすることをなるべく多く知っておく必要があるのです」

「う～ん、でもそれは約束だから仕方ない」

　言葉では納なつ得とくしてみせる星人だが、やはり内心は釈然としないものが残った。

　何となくミムラの親切丁てい寧ねいな心地好よい対応も、記憶を改変する上での打算や計算からなのかと思ってしまったからだ。

　はたしてミムラの態度は打算によるものなのか、それともミムラを疑う星人自身が打算にまみれているのか。

　もしかしてその両方なのかもしれないと思いつつ、星人はおにぎりを頰ほおばった。




　その夜の遅く、星人はふと目を覚ました。

　今は何時なのかと思って枕まくら元もとに手をのばすと、何かのボタンを押したらしく携帯電話の液晶用バックライトが光った。ちょうどいいので星人は時間を確かめる。

「うわ、二時か……」

　午前二時と言えば草木も眠る丑うし三みつ時だ。山の中に一人で住んでいると幽ゆう霊れいや怪奇現象なんて信じてないと言っても、やはり気味が悪い。ちょっと憂ゆう鬱うつになりかけた星人だが、ふとアリアとミムラのことを思い出した。

（あ、そっか、今は一人じゃないのか……）

　二人は招かざる客ではあったが、やっぱり家に誰だれかいるのはいいものだと思えた。もちろんそれが地球の人間ではなく宇宙人だったとしても、だ。

（あれ、でも宇宙人がいるなら幽霊がいたっておかしくないのか？）

　しばしの思考停止。けれどこんなタイミングに限って、ミシッと何かが軋きしむ音がした。

　こういった音は昼と夜の温度差から建物の柱や壁かべが収縮することによって起きるものらしい。星ほし人とも知識としては知っていたが、同時に心しん霊れい現象のラップ音についても抱だき合わせで知ってしまっていたから質たちが悪い。

（あれは確か一九世紀のアメリカ、ニューヨーク州ハイズビルでフォックス姉妹が……）

　詳しいことを思い出しかけて、あわてて星人は頭からふり払う。そしてこうなると妙に頭が冴さえてきて眠れなくなるのはお約束だ。

　眠れないで布ふ団とんの中でゴロゴロしているうちに、ふと星人はドラム缶風呂の火を完全に消してなかったような気がしてきた。火は炎が上がらなくなっていても、最後に水をかけなければ完全に消したことにはならない。その水をかけた記憶がどうもあやふやなのだ。

　もし炉ろに火が残っていて、その火の粉が風に舞って家や木に飛び火すれば大変なことになってしまう。

　ただ、今のところ火事は起きてないようだし、最後にドラム缶風呂から残り湯を抜いた時に炉へ水がかかっていたような気もするのだ。しかも今は草木も眠る丑うし三みつ時であり、ミシッと軋きしむ音もしたばかりである。

　どうしようかとちょっとだけ迷って、ガバッと星人は跳はね起きた。

　やはり安全に関かかわることは念には念を入れるべきだし、何より幽ゆう霊れいやラップ音が怖いと思った自分自身のハートに負けてはいけないと思ったのだ。

　寝間着代わりの中学時代のジャージ姿で、星人は部屋を出る。

　静まり返った家の中は不気味だ。どうしても幽霊だとか心霊現象が頭にちらついてしまう。そんな自分の弱気に苦笑いしながら、星人は家の外へ出た。

　季節は春といっても、四月下旬だと山の夜風は冷たい。

　息を吸った途と端たん、星人の身体からだはふるえた。

「さっむ～ぅ」

　声だか空気だかわからない音が口からもれ、星人はさっさと火の確認をすませるべく足を踏みだすが、今になって思い出す。火はミムラが水をかけてくれていたことを。

　無む駄だ足あしだったと、星人は引き返そうとするが、ふと夜空に輝く星に気づいた。

　真しん珠じゆ星ぼしの和名をもつ一等星スピカだ。

　星の名前なんて知らない星人だが、ただ青白く輝くスピカの姿に魅みせられた。そして同時に夜空の美しさに圧倒される。

　オレンジ色に輝く大きな星があった。アルクトゥルスだ。そしてそれに導かれるように北ほく斗と七しち星せいがあった。

　春の大曲線。

　星座なんて北斗七星とオリオン座くらいしかわからない星人にも、その星々が特別なことがわかった。宝石箱をひっくり返してしまったかのような満天の星々の中でも、ひときわ大きく輝いていたから。

　真夜中の山中は街の灯あかりから遠く、星々の光がこんなにも近い。

（いつの頃ころからだろう、夜空を見なくなったのは……）

　知らないうちに星ほし人とは暗くら闇やみと家の外を恐れていた。そして電気の光と家という人造の空間にすがっていたのだ。こんなにも夜空は美しかったというのに。

　同時に星人は気づいてしまった。

　いつしか自分の中で宇宙がちっぽけな存在になってしまっていたことに。

　テレビの画面やパソコンのモニター、そして雑誌の一ページ。知らない間に宇宙が二次元画像になってしまっていた。

　けれど大地に立って見上げればそれが思い違いだったことを痛感させられる。

　本当の宇宙はどこまでも大きくて、とても視界に収まりきらない。まさに無限大の存在だ。そんな巨大な夜の天空には無数の星々が煌きらめいていた。

　その輝きは手をのばせば届きそうな気がするのに、同時に遥はるか彼方かなたの遠い存在のようでもある。それは紙や画面からは決して感じることのできない不思議な感覚だ。

　美しく圧倒的な満天の星空をぐるりと見渡していると、少女の姿が視界の端はしに映った。

（ミムラ姐ねえさん？）

　けれどすぐそれが勘かん違ちがいであることに星人は気づいた。

　金色の長い髪が見えたのだ。

　屋根の上にいたのはアリアだった。

　ひざを抱かかえ、アリアは遥か遠くを見つめていた。

　そして星人は息を吞のむ。

　どこまでも広がる夜空には無数の白銀の粒が広がり、夜風に金色の髪がそよぐ。

　虚こ空くうを見つめ続ける青い瞳ひとみに、ひとしずくの涙がにじんだ。

　やがて涙は白いほほを伝わり落ちると、風に舞って消えてしまった。

　まるで物語のようだと星人は思った。

　星の王子さまや竹たけ取とり物語のような世界が目の前にある。

　息をするのも忘れ星人は夢物語のような光景をただ見つめ続けていたが、やがて苦しくなって、その場からそっと離れた。

　玄関に戻っても動どう悸きは治まらなかった。

　胸に様々な思いが渦巻く。

　その思いを整理しきれないまま、星人は部屋に戻った。

　そしてベッドにもぐりこむが、神経が高ぶって寝つけない。

　眠れぬまま時は過ぎていった。

[image: ]













　　　第五章　暴走、イージス・フィールド







「あーっ、憂ゆう鬱うつだわ。また今日から学校がはじまるなんて」

　学校の正門を通った途と端たん、アリアの開口一番がこれだった。

　今日は月曜日、ＵＦＯが落ちて来たせいで家の片づけや応急修理で週末の土日を丸々つぶした上での登校だ。不平不満やストレスの大きさなら星ほし人ともアリアに負けない自信がある。

　けれど星人はそうしたことを口にしない。理由は大きく二つあった。

　一つはアリアとの登下校に関するとり決めのせいだ。

　同居しているのが知られると、何かと好奇の目で見られるので、登下校は二人別々という話になっている。それは主にアリアの希望によるものだったが、美み希きやクラスの連中から変な誤解を受けたくない星人としても歓迎すべきものだった。

　だから星人が先を行き、その少し後ろをアリアが歩く。そして互いに二人は口をきかない。

　そうしたとり決めを星人は律りち儀ぎに守っているのだ。

　そしてもう一つの理由は、屋根の上でアリアが泣いているのを見てしまったせいだった。

　あの光景を見て星ほし人とが抱いだいた感情や考えは本当に色々だ。

　たとえば同情もしくは憐れん憫びんの気持ちがあった。

　アリアが見つめていたのはきっと故郷の星だ。故郷を遠く離れ、淋さみしく思わないはずはないだろう。ましてやそれが異郷や異国どころか異星なら尚なお更さらである。

　それから一いち抹まつの罪悪感があった。

　最近、星人とミムラは食事を一緒にとっているし、お風呂だって二人でドラム缶風呂を沸わかしていた。けれどアリアは食事や風呂に誘っても、エアーシャワーがあるだの地球の食事は口に合わないなどと言って、断っているのだ。最初は単純に可愛かわいくない奴やつだと思っていたが、今となっては仲間はずれにしてしまったような後味の悪さもある。

　もしかしたら強引にでも仲間に入れた方が良かったのかもしれない。

　そして圧倒的な美への戸惑いもあった。

　夜空を見つめるアリアの姿は目をそらせないほど美しかった。今もあの光景は目に焼きついて離れないほどだ。

　もちろん容姿で人を判断するのは社会通念上良くないだろうし、やっぱり姿形の美しさだけに心惹ひかれてしまう自分自身というものに抵抗もある。

（やっぱり外見に騙だまされちゃダメだよな……）

　そんな星人の思いを補強するかのように、アリアが憎にくまれ口を叩たたく。

「は～あ、下等生物は気楽でいいわよね。なーんにも考えずに生きてるんだろうから」

　一応、二人は別々に登校しているということになっている。言い返すわけにはいかない。それをいいことにアリアは星人に聞こえるか聞こえないかぐらいの絶妙な音量で愚ぐ痴ちをこぼす。

「それに比べてあたしは不幸だわ。またあの意地悪な女と顔を合わせなきゃいけないなんて。しかもあんたみたいな下等生物にほれてるって大おお勘かん違ちがいされても言い返すこともできないんだから……あ～ぁ、単細胞生物がうらやましいわ。あんたって言いたいことも言えず、ただ我慢するってことがどれだけストレスのたまることか理解できないでしょうね」

「そ、そ……」

　いい加減、星人の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おも切れてきた。のどに「それは俺おれのセリフだっ！」というツッコミが引っかかり、もどかしくてのどをかきむしる。

　すでに生徒用玄関に入って、下げ駄た箱ばこの前だ。アリアは怪け訝げんな顔をして星人の横を通りすぎる。

「何かしら、ひろい食いでもしたの？　いやぁねぇ……」

　そして自分の下駄箱に手をかけようとしたところで、アリアの顔がぱっと輝いた。

「そうだ、いいことを思いついたわ。役割を逆にすればいいんじゃない？　あたしがあんたを好きなんじゃなくて、あんたがあたしを好きでつきまとったり、ヤキモチ妬やいたりするの」

　もうここまで来れば遠えん慮りよはいらないとばかりに星人は思いっ切り言い返してやる。

「何をアホなことを言ってるんだよ」

　それから下げ駄た箱ばこから上うわ履ばきをとりだすと、靴くつを脱いだ。上履きに足を挿さしながら反論する。

「今さら俺おれが態度を変えて、お前の尻しりを追いかけだしたら、みんなから変に思われるだろ。ミムラ姐ねえさんも修理はあと数日で終わるって言ってるんだし我慢しろよ」

「その数日どころか、今日を我慢するのも嫌いやだから言ってるんじゃない。それにあたしは急に態度だけを変えろとは言ってないわ。何か自然な形であんたがあたしにヤキモチを妬やいてるって、みんなに思わせるような展開を考えればいいじゃない」

　顔を星ほし人とに向けたままアリアが下駄箱の扉をパカっと開ける。するとハガキサイズの紙片が一枚ひらりと宙に舞って、アリアの靴の上に落ちた。

「んっ？」

　星人とアリアの視線が紙片に集中する。よく見ればそれは封筒だった。

「ゲッ……」

　アリアより一足先に手紙だと気づいた星人が絶句する。確かに星人もアリアの容姿が優すぐれていることは認める。けれどこの外見に騙だまされた奴やつがいたことに対して失望したし、そして今どきラブレターを書いて下駄箱に入れておくという感覚が許せない。

　そして星人よりワンテンポ遅れてアリアも手紙であることに気づく。

「これだわっ！」

　目を輝かせてアリアは手紙をひろい上げる。そして掲げた手紙を星人へ見せつけた。

「このラブレターにあんたがヤキモチを妬いて、あたしにつきまとったり、相手の男の子にケンカを売ったりすればいいのよ。そうすればみんなはあんたがあたしのことを好きだから滅め茶ちや苦く茶ちやなことをするって思うじゃない」

「お前、本当に本当に全力でアホだな。俺をストーカー規制法か傷害罪で逮捕させる気かよ。そんな真ま似ねできるか。アホらしい」

　上履きに履きかえた星人が歩きはじめると、その背中に向かってアリアが目を細めた。

「はっは～ん♪　妬いてるんだ」

「そんなわけあるか」

　無表情のまま即答する星人だが、アリアの声は弾はずんでいる。

「どうだか……ま、少しは自分の気持ちに正直になったらどうかしら」

「ちぇっ、どこのバカだよ。こんな性しよう悪わるなチビを調子づかせるような真似をしやがって」

　何だか本当に面白くなくなってきて星人は口を尖とがらせるが、そうした星人の態度がアリアをさらに上機嫌にさせるのだ。

「やっぱりこうでなくっちゃね。あの皮下脂し肪ぼうが胸に集まったバカ女にも見せてやりたいわ」

　見せびらかす前に品定めと、アリアは手紙の封を開ける。封筒はノリづけされていなくて、シールで留めただけなので開封は簡単だった。

　中の手紙を抜き出すと、アリアは中身を一読する。

　何となく気になって星ほし人とも足を止めた。

　アリアが手紙を読んでいたのは三秒か四秒といったところだろうか。けれど手紙を読み終えても、身体からだをプルプルふるわせるばかりで動かない。

　手紙を読んでいた時間より、身体を硬直させている時間の方が遥はるかに長い。そろそろ星人も何が起きたのか気になりはじめた頃ころ、ようやくアリアは手紙から引きつった顔を上げた。

「な、何なのよ、この電波は!?」

「いったい何が書かれてたんだ？」

　不思議そうな表情の星人に、アリアは黙だまって手紙を押しつけた。その手紙を星人も読む。

　手紙にはワープロ文字でこう書かれていた「君の秘密は知っているつもりだ。君にとって重大な話がある。それは言い換えれば僕にとっても重要と言える。今日の放課後、旧体育館裏に来て欲しい。その時、場合によっては僕の秘密も語らなければならないかもしれない。だが僕にはその覚悟がすでにできていることもお伝えしておこう」

「ぶはっ！」

　星人は素すで吹いてしまった。

「す、すまん。ツバが散ってしまった」

　手紙に散った水滴を手でふくと、本気で謝ろうとした。

「本当にすまない。た、た、大切な、ラぶはっ!!」

　けれど再び吹きだしてしまった。もうたまらなくなって、星人は腹を抱かかえて笑いだす。

「あーっひゃひゃひゃひゃっ、ひーっ、ひーっ、ひみつ。こ、これがラブレター、あははは」

「もうっ！　人の不幸を笑うなんてサイッテーよ、バカ」

　アリアは顔を真まっ赤かにして憤いきどおるが、星人の笑いは止まらない。笑いながら目をぬぐう。

「はぁ、はぁ、笑いすぎてマジで涙が出たぁ……はぁ、はぁ、あっはははははははっ！　今、人生で一番笑った。そして人生で一番嫉しつ妬としたよ。俺おれもこんなラブレターもらってみてぇ」

「もうっ！　ほんっとにバカにして、このっ！　このっ！」

　アリアのローキックが一発二発と入る。身体の線が細い割に意外とアリアの力は強い。強きよう烈れつな痛みに星人の笑いもようやく収まる。

「痛いっ！　わ、わかったからよせって、痛い。痛いから止やめろって」

　たまらず星人が逃げだすと、射程距離内に敵を失ったアリアは仁に王おう立ちとなる。

「もう、どうしてあたしがこんな目に遭あわなくちゃいけないのよっ！」

　ちょいとばかり暴れたせいで金色の髪は乱れ、青い瞳ひとみも涙目だった。

　意訳すれば「お前の秘密を知っている」そんな手紙を女の子がもらったら、普通は手紙に指定された場所にのこのこ出向くような真ま似ねはしない。常識的に行くべき先は職員室か警察である。そうでなければ無視するべきだ。誰だれがどう考えても犯罪に巻きこまれる危険性が大である。

　けれどアリアには警察に相談したくない事情と、無視できない理由があった。

（あいつ、どうする気かなぁ？）

　授業がはじまって落ち着いてくると、さすがに星ほし人とも気になってきた。

　ちらちらと隣の席を見てしまうが、アリアは何か考えているのか、それとも何も考えていないのか、ただ真っ直すぐに前を見つめるだけだった。背筋がピンとのび、凜りんとした美しさがある。制服をドレスに着がえればどこかの国の王女さまとして通用しそうだ。

　結局、アリアが何を考えているのか、まったく読めないまま二時間目の授業まで終わってしまった。そして三時間目がはじまる前の休憩時間、アリアが動いた。

　美み希きがトイレに行った隙すきを見計らって、アリアは星人を呼びだしたのだ。

　場所は前回かつあげされたところだ。階段のつきあたり、屋上出入り口の前である。

「ちょっとお願いがあるんだけど」

　思いつめた表情でアリアが切りだすと、前回の教訓から星人は咄とつ嗟さに目をそらす。

「言っとくけど、金ならないぞ」

「もう、違うってっ！」

　アリアが星人のネクタイを引っぱる。

「ぐえっ！」

　首が絞まってカエルみたいな悲鳴が上がった。あわてて星人は襟えり首くびに指を入れて、ネクタイをゆるめる。

「だから前も言ったよな？　ネクタイは細い方を引っぱったら首が絞まるんだ。どうしても引っぱるなら、こっちの幅の広い方にしろって」

　ネクタイの大だい剣けんを持って星人が力説すると、アリアは眉み間けんにシワをよせた。

「今はそれどころじゃないでしょ？　どういう事態かわかってるの？」

「お前、首を絞められた人間がどういう事態になるかわかってるか？」

「もう、そんな言葉遊びをしてる暇ひまはないんだって」

　アリアは制服のポケットから手紙をとりだすと、星人の目の前につきつける。

「この手紙の件なんだけどね、放課後、一緒に来て欲しいの」

「う～ん、そのラブレターなぁ……」

　しぶる星人にアリアが嚙かみついた。

「何がラブレターよ、これはどう見ても脅きよう迫はく状でしょっ！　筆跡を残さないためにタイプ文字を使ってるぐらいなんだから」

「なるほど」

　上う手まいことを言うものだと星人も素直に感心した。確かにこれはラブレターというより脅迫状と言った方が相応ふさわしいかもしれない。

　内心、気になっていたこともあって星人も少し真剣に考えてみる。

「でもなぁ……その手紙、秘密がどうのって書いてあるだろ？　俺おれが一緒に行ったら向こうも警戒して秘密について語らなくなるんじゃないか？」

「そ、それは確かにそうかもしれないけど……」

　困惑するアリアに星ほし人とは一番有効そうなアドバイスをする。

「お前らって変な道具をいっぱい持ってるんだから、ミムラさんに来てもらって何とかすればいいんじゃないか？」

「ミムラは事情があって、ＵＦＯから離れられないわ」

「んじゃ、変な道具を隠し持ってお前が一人で行った方がいいんじゃないのか？」

「相手が複数いて後ろからいきなりガツンとやられたらどうするのよっ！」

「う～ん」

　その可能性はない、と星人は考えていた。差出人の名前は確かに書いてないが、何となくこんな手紙を書きそうな人物というと一人しか思いうかばない。そしてその人物なら誰だれかと組んで何かをするというのは考えにくい。

　とは言え星人の推理が正しいとは限らないし、アリアの心配する可能性がないわけでもない。

　それにアリアは傲ごう岸がん不ふ遜そんな奴やつに見えても、こっそり屋根の上で一人で泣くような弱いところもある。

「それならさ……」

　星人は自分なりの妥だ協きよう案を提案してみる。その案は必ずしもアリアの望んだままの形ではなかったが、アリアもしぶしぶといった様子でうなずいた。




　そして放課後、掃除も終わって部活のない生徒の大半が学校を出た頃ころになって、アリアは一人で旧体育館裏へ向かった。

　旧体育館は老ろう朽きゆう化かが進んでいて、使用禁止となっている。出入り口や窓には板が×の字に打ちつけられていた。

　周囲を見渡して、それらしい人物がいないのを確かめて星人もアリアの後を追った。

　アリアが体育館の角を曲がって裏に回ると、星人は体育館の角で待機する。星人が進むのはここまでだ。

　星人は体育館の角に背中をつけて、耳をすませる。ちょうど二人のやりとりがはじまったところだった。角を曲がって三メートル先のところに立っているはずのアリアの声がよく聞こえる。

「あんたね、この手紙をよこしたのは」

「そう、僕だ」

　手紙の差出人の声はちょっと遠い。けれど星人には声の主が誰なのか、一発でわかった。前の席に座る竹たけ林ばやし茂しげるだ。竹林がちょっと感傷めいた口ぶりで語る。

「すべてを語る時が来たのかもしれない。こちらへ」

　来るようにうながされたアリアだが、それを即座につっぱねる。

「いやよ」

「えっ？」

　啞あ然ぜんとする竹たけ林ばやしにアリアがはっきりと宣言する。

「あたしはそっちに行く気なんてないわ。あんたがこっちに来ればいいじゃない」

　アリアの性格は傲ごう岸がん不ふ遜そんだが、これは気まぐれや感情論で言ってるわけではなかった。事前の打ち合わせとして、アリアは体育館の角から三メートル以内にとどまり、何かあれば星ほし人とが飛び出すことになっているのだ。

　出鼻をくじかれた形になった竹林だが、まだ余裕があった。

「わかった、僕から行こう」

　静かに砂利を踏みしめる音が立つ。その音が段々近づいてきたところでアリアの凜りんとした声が響ひびいた。

「ストップ、そこまで。それ以上、近よらないで」

　砂利を踏む音が止やむと同時に竹林の戸惑いの声が上がる。

「え、いや、でも、さすがに遠すぎじゃないかな」

「それじゃあ、もう三歩だけ前に来てもいいわ」

　律りち儀ぎに三回砂利を踏む音がしたところで、有無を言わさぬアリアの声。

「はい、ストップ。そこまで」

　そして足音も止まる。声の大きさや足音からして、アリアと竹林の距離は五メートルから七メートルぐらいかと星人は見当をつけるが、同時にこの時点であきれてもいた。

（竹林の奴やつ、一方的にやられてるじゃん）

　自分がここに来る必要なんて、やっぱり最初からなかったと思いながらも聞き耳を立てる。

「あんた、何者なの？」

「フッ……さすがだね、一目でイージス・フィールドを見抜くとは。いいだろう、敵意のないことを証明するために、イージス・フィールドをかいじ」

　解除と竹林は続けたかったのだが、アリアはみなまで言わせなかった。

「その何とかフィールドはどうでもいいわ。あんたが何者かって尋たずねてるの。この学校の制服を着てるみたいだけど、あんたもこの学校の生徒なの？」

「えっ、いや、その……僕、同じクラスの竹林なんだけど」

　しかも席は星人の前だ。ということは星人の隣のアリアからすれば斜め前である。けれどアリアは本気で竹林のことを知らないようだった。それどころか竹林が同級生だという言い分そのものを疑っている。

「同じクラスですって、本当かしら？」

「ほ、本当かしらって、本当に僕を知らないのか……」

　うろたえる竹たけ林ばやしの声に、星ほし人とは空を見上げ思った。

（きっと竹林の顔は真まっ赤かだろうな）

　その竹林の今の様子をアリアの声が伝えてくれた。

「ちょっと気持ち悪いわね。何を手の甲を押さえてブツブツ言ってるの」

　星人も耳をすませてみた。竹林のつぶやきは断片的にしか聞こえない。

「……このま……サード・ア……の強す……力が……僕の存在ま……消し……ぐぅーっ、ぐぅーっ。落ち着け、サード・アイ。今、この場で暴走する気か」

　最初は確かに断片的だったのに、うめき声が上がって以降は丸聞こえだった。

「何か手の甲をかきむしってるけど、その包帯の下に何かあるわけ？」

　アリアの声にかすかな不安の色。どうやらアリアは気持ち悪がっているようだった。早めに終わらせようと本題を切りだす。

「それで、この手紙に書かれてるあたしの秘密ってどういうことよ？」

「フッ……今の僕に言えること、それは君がこの世界の人間ではない、ということだけかな……この僕と同じようにね」

　アリアが黙だまりこみ、星人も混乱する。

（こいつ、もしかして本当にアリアが宇宙人だって知ってるのか？）

　しばしの沈ちん黙もくの後、アリアが口を開いた。

「何を根拠にそんなことを言うのよ、バカバカしい」

「根拠はある」

　自信満々な竹林の姿に、アリアもしばし言葉に詰まるが、それでも気き丈じようにふるまう。

「じゃあその根拠を言ってみなさいよ」

「いいだろう、君を呼びだした時から僕は秘密を語る覚悟ができていた。君が別の星から来た人間だと……ぐっ……」

　突然苦しみだした竹林、そしてアリアの驚おどろきの声。

「えっ？　別の星ですって」

　驚いたのはアリアだけではない。星人も息を吞のんだ。

　妙なことを想像して背中に嫌いやな汗が流れた。竹林がアリアのカバンに盗聴器をしかける姿だとか、アリアを尾行して星人の家にたどり着き、そのまま家の中をのぞいている姿。何せ竹林というのはカンペンケースの中に魔法少女のフィギュアを入れて来る男だ。普通の人間ができないことを難なくやってしまいそうな怖さがある。

　星人はのど元にナイフをつきつけられたような不快な気持ちになるが、それはアリアも同じだった。かすかに足をふるわせながら、竹林の反応を待つ。

「……静まれ、サード・アイ。第三の目にして聖杯の目よ……今、イージス・フィールドを再構築するのは危険だ……それにまだ彼女は敵と決まったわけではないんだ……まだ、な」

　アリアも黙だまりこみ、竹たけ林ばやしの荒い息だけが聞こえる。アリアの反応に自信を得たのだろう、息が整うと竹林は不敵な声で語りだした。

「君が二次元宇宙レインボー・ワールドからの来訪者だということは僕にはわかってたんだ。頂上より真理を見渡しし第七の目、トップ・オブ・ピラミッドが君の正体を教えてくれた。君も星の姫、スター・プリンセスの一人なんだろう？　おそらく一三番目のね」

　体育館の角で星ほし人とはずっこけていた。

　スタプリことスター・プリンセスは二次元宇宙から地球にやって来た一二人のお姫さまたちが王位を巡って魔法で争うアニメだ。

　どうやら竹林はアニメの世界と現実の世界がボーダーレスになっているらしい。しかも自分のオリジナル設定までをも交えて。きっと第一の目と第二の目は右目と左目だろう。第三の目があって、飛んで第七の目もある。ではその間の四・五・六にはどんな目があるのやら。

　それと同時に星人は、体育館の裏に自分の妄もう想そうを聞かせるために同級生の女の子を呼びだすという竹林の感覚を理解できないで困っていた。

（あいつ、何を考えて、こんなことをしてんだ？）

　もちろん竹林はカンペンケースに魔法少女のフィギュアを入れて授業中に会話できる才能の持ち主である。常人の理解が及ばぬのも無理はない。

　ただしアリアも訳ありだった。竹林の妄想を真に受けて自分が宇宙人だとバラしてしまうと色々と面倒だ。偶然を装よそおってアリアが何かを言う前に出ようかと星人が考えはじめたところで、アリアの罵ば声せいが鳴り響ひびいた。

「何が二次元宇宙からの来訪者よっ！　そんなわけないでしょうっ!!」

「え、いや、でも……しかし……」

　竹林の声は戸惑い、そして怯おびえていた。きっと途中まで話が嚙かみ合っていたから勘かん違ちがいしたんだろうなと星人は空を眺ながめて切なくなる。どうやらアリアは竹林の妄想に気づいたようだ。もう星人の出る幕はおそらく、ない。

　そしてその予想は正しかった。

「二次元っていったら、いわば絵の世界じゃない。この世は飛び出す絵本とは違うのよっ！」

「いや、だから、それを魔法の力で……」

「魔法なんかこの世にあるわけないでしょっ！」

（宇宙人が魔法を否定するのか）

　何だか感かん慨がい深くて星人は空を眺めた。青い空と流れていく白い雲のコントラストがまぶしい。星人には茶番劇がもう終わりなのはわかっていた。

　だが竹林の苦悩する声は続く。

「ぐっ……待つんだ、第四の目、ロンギュヌスよ。攻撃してはいけない、彼女はまだ気づいてないだけかもしれない。あぁ、ダメだ。い、いぃいいぃ、イージス・フィールドが暴走する」

　アリアという現実に拒絶されたこの状況下、竹たけ林ばやしは妄もう想そうの設定へ逃げることによって自分のアイデンティティを保とうとしているのかもしれない。星ほし人ともやりきれない思いだ。

　けれどアリアは容よう赦しやない。嫌けん悪お感かんをあらわというか、けんもほろろに罵ば倒とうする。

「何をあっちこっち押さえて悶もだえてるのよ、ほんっと気味悪いわね」

「き、君はわからないんだ、真実の僕を。僕のマナ、そう、マナとは真まことの名の真ま名なであり、そして真の力という意味でもある。そして僕のマナはヴァシレフス・ヴァシレオーン。そう、僕があの百ひやく眼がんのヴァシレフスだ……」

　なおも自分設定を語ろうとする竹林に星人はずっこけていた。

（お前、この調子で残りの目が九五個もあるのかよっ！）

　そもそも「僕があの」と自己紹介されても「そのあのってどのあのですか？」と早口言葉が一つ作れてしまう。誰だれも「百眼のヴァシレフス」なんて知るわけもない。

　そんな竹林に対し、アリアはこれ以上の妄言を聞く気はないと一方的にまくしたてた。

「もういいから、黙だまりなさいっ！　言うこと、やること、一いち々いち気持ち悪いったらありゃしないんだから。別の星から来ただとか、同じクラスの生徒だとかって、それっぽいことをならべるからあたしも何かあるのかって勘かん違ちがいしちゃったけど……」

　アリアの罵倒がなおも続く中、空を眺ながめたまま星人は胸の中でつっこむ。

（いや、竹林が同級生で同じクラスなのは事実だから）

「……とにかく気持ち悪いから、二度とこんな手紙をよこさないように。もちろん話しかけたり、メールに電話、手話に手旗信号、それからアイコンタクト、ありとあらゆるコミュニケーション手段を禁止。とにかく二度とその顔を見せないでっ！」

　思う存分に罵倒すると、最後にアリアは捨てゼリフを残しながら体育館裏から出て来た。

　星人とアリアの目が合う。

「フンッ！」

　アリアは星人さえもにらみつけると、荒々しい足どりで去っていく。

　ひどい八つ当たりだと星人も思ったが、今回だけはアリアに同情してしまった。

　もっともそれを星人は早々に撤てつ回かいする羽は目めとなる。




　魔法使いに宇宙人、天使と悪魔に超能力や霊れい能力、それから妖よう怪かいや妖精に水すい棲せい人と地底人。この世にオカルトは数あれど、宇宙人がいることがわかった今となっては星人として次に存在して欲しいのは天使や神様だ。天使や神様がいるなら、きっと天罰も存在するはずだから。

　そんなわけで、星人は天使や神様の実在を願いつつ「こいつに天罰が当たればいいのに」と思っていた。

　星人の目の前ではアリアが大暴れしている。金髪のファイターは居間のソファをサンドバッグみたいにボコボコ殴なぐると、虎とらのように咆ほえる。

「まったく、何であたしがあんな気持ち悪い思いをしなけりゃいけないのよっ！」

　そろそろ薄暗くなってきた部屋の中、窓から斜めに差しこんでくる夕日の光に無数のホコリが見えた。

　部屋の片隅ではメイド姿のミムラが紅茶を飲んでいる。右手にティーカップ、そして左手でソーサーを持って、つっ立ったままだ。

　学校から帰って来た星ほし人ととアリアのためにミムラが紅茶をいれてくれたのである。もちろん星人は有り難がたくいただいたが、アリアがいらないと言うので、無む駄だにするのはもったいないとミムラも飲んでいるのだ。

　けれどアリアが暴れるせいで、ミムラはソファに落ち着いて座ることもできず、しかもホコリだらけの中で紅茶を飲まなければならない。そんなミムラへの同情や思いやりから、星人は暴れる虎とらをなだめにかかった。

「まぁ、落ち着けよ。結局は何事もなかったんだから、良かったじゃないか」

「何をバカなことを言ってんのよっ！　あたし、結局は何事もないのに散々嫌いやな思いをさせられたのよ、どうしてくれるのよっ！」

　アリアの猛もう剣幕に星人も半ば投げやりだ。

「どうしてくれるって、俺おれが何かしたわけじゃないだろ」

「でもあんたは同じ星の人間でしょ。地球人として連帯責任があるじゃないっ！」

「何が連帯責任だよ。お前、全力でバカだろ」

「あたしがバカですってぇっ!!　そっちこそバカじゃないっ！」

「俺のどこがバカなんだ」

　言い争いの中で、そろそろ星人もアリアをなだめるという当初の目的を見失いかけていた。おおよそ互いにバカだバカだと罵ののしり合えば、共に理性がすり切れている場合が多い。

「だってバカでしょっ！　あの気持ち悪いバカと同じ星の人間なんだから。ほんと地球人って最低っ！　ハッタリかまして相手から情報を訊ききだそうとしたのか、本気で妄もう想そうをたれ流したのか知らないけど、こういう発想を生みだすこと自体、地球人の脳に何らかの欠陥がある証拠よ。あんただって、今は正常そうな口をきいてるけど、いつ何とかフィールド展開だとか、第三の目だとか言いだすかわかったもんじゃないわ」

「言うわけないだろっ！　って言うかな、アレを基準に地球人を語るなんて、全人類に失礼だと思わないのかっ!?」

「思うわけないじゃないっ！　だって所しよ詮せんは同種、同じ穴の狢むじなでしょ」

　言い争いの最さ中なかだったが、紅茶を飲み終えたミムラは空からになったティーカップとソーサーをお盆の上に置くと、星人が飲み干したものも回収した。

「それではお下げしますね」

　そしてゆうゆうと居間から去っていく。かくして星人はミムラに落ち着いて紅茶を飲ませたいという当初の目的すら失った状態で、アリアと言い争う形になってしまった。

「同種もパトラッシュもあるもんかっ！　そんなもん個体差があるに決まってるだろっ！　仮にお前らの星が地球よりどんなに優すぐれてたとしても、お前個人も優れてるって言えるかっ？」

「あたしが何だって言うのよっ!?」

　アリアはガツンと床を足で踏みつけると、真っ直すぐに星ほし人との目をにらみつける。

　その挑発的な青い瞳ひとみを見ているうちに星人も怒りのボルテージが上がりまくり、ついには完全にぶち切れた。全ぜん身しん全ぜん霊れいをもってアリアを罵ば倒とうする。

「んじゃ、言ってやる。お前、人のことをやたら下等だ何だって言うクセに、お前自身こそ上等下等で言えば下等だろうがっ!!」

「なーんですって、どうして……」

「うるさいっ！」

　反論しようとしたアリアを星人は一言でシャットアウト。

　ひるむアリアに星人は一気にまくしたてる。

「ＵＦＯを墜つい落らくさせて俺おれの家を壊したのも、親おや父じと連絡をとれなくさせたのも、ぜーんぶ、お前がドジなせいだろっ！　しかも俺に変なクスリまで撃ちやがって。こんだけドジを踏むような奴やつこそが下等だろう」

　痛いところをつかれてアリアが黙だまりこむ。けれどその目は闘志を失っていなかった。

　だから星人はここで止やめることができなかった。星人の声こわ色いろが怒りから嘲ちよう笑しようへと変わる。

「だいたいお前は何で単独行動同然に動いてるんだよ。騒そう動どうを鎮ちん圧あつするためだったら、それなりの数で来てるはずじゃないのか？」

「単独行動なんてしてないわよ、ミムラもいるじゃない」

「ミムラ姐ねえさんは関係ないはずだ。ＵＦＯの運航に最低限必要な人員だから一緒なだけで、実質的にはお前は単独行動してるだろ。じゃあ、何でお前は単独行動をしてるっ!?」

「あんたには関係ないでしょ」

　アリアのせめてもの抵抗を星人は粉砕してしまう。

「誤ご魔ま化かすなよっ！　どうせお前が一人で行動してるのはやっかい払いか罰ゲームなんだろ。多分、親父と連絡をとれなくした責任をとらされて罰ゲームで危険物探しをさせられてるってとこだろう。だけどな、ハッキリ言ってやる。探し物なら、他ほかの奴にやってもらえ。お前じゃ、この先一〇年探そうと二〇年探そうと絶対に見つけられるかよっ！」

　一息でまくしたてたので、さすがに星人も軽く酸欠状態だ。肩で息して、呼吸を整える。そしてどれだけのダメージを与えたか、戦果を確認するべくアリアの顔を見る。

　アリアは星人が最後の一撃を加える前と同じ姿勢のまま、星人の顔を見つめていた。けれどその顔は表情が死んで、まるで人形のようだった。

　やがて青い瞳にひとつぶの涙がうかんだ。

　急に胸が重くなり、星ほし人とは後こう悔かいした。屋根の上で、一人泣いていたアリアの姿を思い出す。そして言いすぎだったと反省もした。

　けれどすべてが遅かった。

　涙がひとつぶ、ほほを伝わって落ちると、後から後から涙があふれた。その涙をぬぐって、アリアが駆けだした。

「あっ！」

　思わず手をのばす星人。けれどその手の先の向こうに見えるのは部屋から飛び出したアリアの後ろ姿だった。のばした手が宙をつかみ、星人は追いかけて謝るべきか迷う。

　そして悩んだ末、追わないことにした。

（あいつ、自分勝手すぎるんだよ）

　確かに星人も言いすぎたとは思った。けれど今まで星人だってアリアから散々ひどいことを言われているのだ。他人を罵ば倒とうしておいて、自分が罵倒されると泣いて被害者面づらというのは虫が良すぎる。それでは相手への攻撃は有効で自分への攻撃は無効の「無敵の人」になってしまう。そんなの星人としては認められなかった。

　ただし自分は悪くないとは思っても、女の子を泣かせてしまったというのは心が重い。うかない顔をして星人はソファに座りこむ。

　そこにミムラがやって来た。

「あの、そろそろ暗くなってきましたけど、お食事とお風呂、どちらを先にしますか？」

「えっ……う～ん、その……」

　ドラム缶風呂を沸わかすのはちょっとした重労働だ。体力はともかく、気力的には厳しいものがある。けれど今の星人に食欲があるはずがなかった。そうなるとどちらがマシかになる。

「じゃあ、お風呂を」




　かくして風呂焚たきをはじめた星人だが散々だった。

　まずドラム缶風呂に川の水を入れたはいいが、うっかりしてあふれさせてしまった。それで六割ぐらいに減らそうと水を抜いたら、うっかりして九割ぐらい抜いてしまう。それで再度、川の水を入れ直しとなった。

　ドラム缶の中を水位が上昇していくのを、ぼんやりと見守る星人にミムラが声をかける。

「どうかされたんですか？　様子がおかしいようですけど」

「いや、そんなことないよ。すっごく普通」

　もっとも星人の空から元気は空回りしていた。ミムラの小さな悲鳴が上がる。

「あっ、きゃっ！　星人さん、水、水」

「えっ、水？」

　ミムラがドラム缶を指さしていて、星人はその指先を追う。見れば再びドラム缶風呂から水があふれていた。

「あ～ぁ、またやっちまった」

　星ほし人とはホースを抜くと、再びバルブをゆるめて水を抜く。その姿にミムラが謝った。

「ごめんなさい、私が話しかけたりしたから気を散らしてしまって」

「いや、これは俺おれが全面的に悪いから」

　今度こそ失敗は許されない。星人はドラム缶の中を凝ぎよう視しすると、きっちり六割のところで水を止めた。それから薪まきをくべて火をつける。あとは単純作業だ。座ざ椅い子す代わりに川原かわらから運んで来た石に座って、ぼんやりと火を眺ながめる。

　その隣にミムラが座った。

「何かあったんですか？」

　パチパチと上がる火の音。焚たき火に照らされて、鼻先からおでこの辺りが熱い。ちょっと気が重かったが、星人は思い切ってすべてを語ることにする。

「実は、ね……」

　それから星人はミムラが去った後のことを包み隠さず打ち明けた。それもアリアからの罵ば倒とうは簡単にして、自分の罵倒は詳細に。それはアリアへの罪悪感と、欠席裁判のような形で人を非難したくないという思いからだった。

　すべての話を聞き終えたミムラは星人の肩を持つのでもアリアの弁護をするのでもなく、ただ感心していた。

「なるほど、星人さんはするどいですね」

「へっ？　するどい？」

　意外な反応に星人が戸惑っていると、ミムラはクスリと笑った。

「いい線ついてます。単独行動の理由を推測していた件です」

「そっかぁ、いい線ついてるのか……」

　曖あい昧まいに言葉を濁にごすと星人は薪をくべ、ゆらゆらとゆれる炎を眺めた。他人の足もとを見透かしたり、他人を傷つけるような核心をついたりすることが上う手まくいったとして何になるだろう。虚むなしいだけだ。

「ところで星人さん、少し私の話を聞いていただけませんか？」

　突然、切りだされて戸惑いながら星人がうなずくと、ミムラは少し長い話をはじめた。

「アリアさんが他ほかの仲間たちと離れ、私と一緒に行動しているのはほぼ星人さんのご推測通りです。この地球を観察していた者たちの間で内紛が起こり、騒そう動どうを鎮ちん圧あつするための一団がこの星にやって来ました。けれどその一団は最後のツメともいえる危険物を回収しそこねたのです。ここまでは前回お話しましたよね？」

　星人がうなずくと、ミムラは話を続けた。

「その理由もほぼ星人さんのご推測通りです。そこであの子は自分から一人で地球に残って回収することを申し出ました。そしてその申し出は了承され、地球での活動が最も長い私を残し、みんな母星へ帰還したわけです」

「それって、ちょっとひどくないか？　確かに失敗した奴やつが責任をとるのが筋かもしれないけど、アリアやミムラ姐ねえさんたちの母星って遠いんだろ？」

「そう、私たちの母星は光の速さで移動しても何万年、ううん、それ以上の時間がかかる遠いところにあります。もちろん光の速さよりも早く移動できる方法を発見したから、私たちの母星の人々はこの地球に来ることが可能になったわけですけど」

「ワープみたいなもの？」

「そう、ワープですね。超光速航法の意味として」

　ミムラが笑う。ワープとは狭きよう義ぎには空間歪わい曲きよくによる超光速航法の意味だが、広義には超光速航法全般としての意味がある。つまり後者だと何でも有りであり、詳しいことを語れないミムラには都合がいいというわけだ。

「けれど私たちのワープは完全な瞬しゆん間かん移動ではありません。たとえば一光年を跳とぶのに一秒かかるとすれば、二光年を跳ぶのに二秒かかるわけです。そうなると時間の遅れという現象が発生します」

「時間の遅れ？」

「星ほし人とさんもどこかで耳にしたことはありませんか？　アインシュタインの相対性理論を語る際によく用いられる双子の宇宙旅行というエピソードを。アニメやマンガではウラシマ効果なんて呼ばれてもいますけど」

「あっ……」

　星人も本やテレビで度たび々たび目にしたことがあった。

　もしも地球からロケットで亜光速で飛び立ったとして、数年後にその宇宙飛行士が地球に帰った時、ロケットの中の時間よりも地球の時間の方が早く進んでいて、宇宙飛行士は浦うら島しま太た郎ろうの竜りゆう宮ぐう伝説の結末に似た状態になるという。

　星人が時間の流れに違いが生じることに気づくと、ミムラはある問題を出した。

「ところで星人さん、一つ問題を出しますので、考えてみてください。まったく同じ性能の宇宙船が二機あったとします。一号機が別の銀河にある星へワープします。続いて二号機が一時間後に同じ星を目指してワープをすればどうなると思いますか？」

「う～ん、一号機が到着した一時間後に同じ場所へあらわれる？」

　当たり前すぎる答えに星人は首をひねる。こうした問題は何か仕掛けがあるのが普通だ。そしてこの問題にもしっかり仕掛けがあった。

「そうですね、もしも二つの星が同じ距離であるなら変わりません。けれど星人さんはビッグバンだとか、インフレーション理論というのをどこかで耳にしたことはありませんか？」

「あ、ある。最初は小さな宇宙が一気に膨ぼう張ちようして、今も大きくなり続けて……って、あっ！」

　ようやく星ほし人ともミムラがこの問題を出した意味が理解できた。

「そう、この宇宙は今も膨ぼう張ちようを続けています。後から跳とぶ二号機は一号機よりも長い距離を跳ばなければならないのです。そして距離がのびれば当然、到着する時間も遅くなります。そう、一時間後に出発した二号機が別の銀河の星へ到着するのは極端な話、一ヶ月後かもしれないし、一年後になるかもしれません。二つの銀河が離れていく速度と宇宙船の性能によって変わるのです」

　問題の解説は終わりだ。ミムラはアリアの事情を語りだす。

「だからあの子は失敗の責任をとるために、この地球に一人で残ることを選びました。この地球にとどまる時間が長くなればなるほど、二つの星は離れていき、時間の遅れも拡大していくから。そして、だからこそあの子を一人残して帰還せざるをえなかったのです」

　ようやく星人は屋根の上でアリアが泣いていた意味を理解できた。アリアはただ遠く離れた故郷を思って泣いていたのではない。遠く離れていく故郷、そして故郷の時間からとり残されていく自分が怖くて泣いていたのだ。

　同時に星人は自分の言葉がアリアにとってどれだけ残ざん酷こくだったのかも理解した。

　この先一〇年探そうと二〇年探そうと絶対に見つけられない。確かに星人はそう言った。

　けれど一〇年や二〇年という歳月はどんな時間の怪物と化して、故郷の星へ帰ったアリアを苦しめるのだろう。

　巨大な宇宙を支配する真理と、ちっぽけな自分。

　宇宙は美しくも無む慈じ悲ひだ。

　きっと屋根の上で泣いていたアリアも、似たような無力感に押しつぶされそうだったに違いない。

　やるせなくて、もどかしくて、星人は何だか自分の胸をかきむしりたい衝しよう動どうにかられる。何とかしてやりたかった。

　だから星人は自分の無力さを知りながらも、どうしても尋たずねずにはいられなかった。

「何か方法はないのか？　あいつが時間からとり残されないようにするための方法は」

「一つだけ方法があります」

　静かに答えたミムラに、星人は土下座せんばかりの勢いで頼みこむ。

「お、教えてくれ。俺おれにできることだったら、何でもするから」

　星人の真剣な眼まな差ざしに、ミムラは黙だまって立ち上がる。焚たき火の炎がミムラのエナメルの靴くつを照らした。

　薄うす闇やみの空にはまだ星は少ない。ただ大きな満月だけが輝いていた。

　月の青い光に導かれるかのようにミムラは天頂を指さす。

「地球時間で三日後の夜、最新鋭の大型母船がこの太陽系内に立ちよります。その船で帰れば時間の遅れは最小限ですみます」













　　　第六章　仁義なき少女たちの戦い　～ソフトボール篇へん～







　暗い部屋の中で、星ほし人とはベッドに倒れこみ天井を見つめていた。

　ドラム缶風呂の湯はすっかり熱くなってしまい、しばらく時間を置いて湯を冷ますこととなった。水を入れて温度を下げると、その分だけ湯を抜かなければならないのが面倒だったし、少し考える時間が欲しかったからだ。

　星人は先ほどミムラから聞いた話をまとめてみる。

　地球時間で三日後の夜、最新鋭の大型宇宙船が母星への帰還の途中にこの太陽系内に立ちよるという。この船に乗ればアリアは時間の遅れを最小限にとどめることができるそうだ。

　宇宙は膨ぼう張ちようしているが、アリアやミムラたちの星の科学技術も進化しているのだ。

　けれどこの宇宙船で帰るには二つの条件が必要だった。

　一つは墜つい落らくしたＵＦＯを修理すること。大型宇宙船は地球からの観測を避けて、この太陽系内のどこかにやって来る。そこへ定められた時間までに行くにはＵＦＯが必要なのだ。

　そしてもう一つの条件が、行方ゆくえ不明になった危険物を回収すること。

　一つ目の条件については明日にもＵＦＯの修理は終わるという。

　けれど問題は二つ目の条件だ。星人の父が持って逃げたという危険物の捜索はＵＦＯの修理を優先しているので、今のところほぼ手つかずのままだ。そして唯一の手がかりともいえる地図は、ただ一人その意味を理解できるはずの星人がわからない。

（あぁ、チキショー、俺おれのバカ野郎）

　ベッドの上で星人は頭を抱かかえてのたうち回る。自分のバカさ加減がどうしようもなく嫌いやだった。後こう悔かいと自己嫌けん悪おの嵐あらしが胸に渦巻くが、同時に頭ではそんな後ろ向きなことで貴重な時間を費やしても仕方がないとわかってはいた。

　そう、このままだとアリアは非常に困難な状況に陥おちいってしまう。

　もしも三日以内に危険物を回収できなければアリアは地球に残らなければならない。そして仮に探し物を見つけて帰れる段階になっても、次に大型宇宙船が地球の近くに来るかは未定なのだ。つまり最悪の場合、故郷の星へ帰るためにあの小さなＵＦＯを使わなければならない。

　けれどあのＵＦＯで故郷の星へ帰ろうというのは小型のヨットで太平洋を横断するようなものだという。危険だし、膨大な時間がかかってしまうのだ。

　その膨大な時間は「時間の遅れ」によってさらに増ぞう幅ふくされ、旅人を故郷の時間からとり残す。

　おそらく多大なリスクを賭としてまで故郷の星に戻ったとしても、アリアは浦うら島しま太た郎ろうのようになってしまうだけで、メリットなんてほとんどない。

　だからアリアは地球に残って次の観察隊が来るのを待つことになるだろうとミムラは語った。

　けれど観察隊が来るのは一〇〇年以上先になるかもしれないし、もしかしたら二度と来ないかもしれないのだ。

　そんな来るか来ないかわからない一いち縷るの望みに期待して、アリアはこの地球のどこかで息をひそめて隠れ続けなければならない。ＵＦＯに乗ってミムラと二人、人目を避けて地球を転々とするアリアの姿を想像すると星ほし人とは胸が痛くなった。

　そうした事態を何としてでも避けたかった。

　星人は枕まくら元もとの電気スタンドをつけると、地図を広げてみる。あの下へ手たくそな木が描かいてあるだけの意味不明な地図だ。唯一のヒントは「この木がどの木か、お前ならわかるはずだ」という一文である。もっとも当の本人である星人にはさっぱりわからないのだが。

　問題がシンプルなのも質たちが悪い。クイズ番組なんかで、知っているはずの答えを思い出せない時のもどかしさに似たモヤモヤ感がある。

（こういうのって、何かきっかけさえつかめば、あぁ、何だって感じなんだろうけどな）

　星人は父との思い出の数々を頭にうかべようとする。きっとその中に重大なヒント、もしくは答えそのものがあるはずなのだ。

　けれどそんな重要そうな思い出どころか、根本的に父と一緒にいた記憶自体があまり思いうかばなかった。もどかしさで星人は頭をかきむしる。

「あ～っ、クソ。俺おれが薄情者だから、思い出せないのか？」

　星人は幼い頃ころからの記憶の数々を必死にたぐりよせるが、入学式や運動会といった学校の行事に、夏休みに海へ行ったり遊園地へ遊びに行った思い出までも、祖父と一緒のものばかりだ。

「薄情者なら、親おや父じの方じゃないか」

　思わず冷静になった星人だが、今は父を恨うらんでいる場合ではなかった。再び頭を悩ませる。

「ああ、もう、俺、こんな調子でちゃんと三日以内に解読できるのかよ」

　頭を抱かかえて星人はのたうち回るが、やがてその動きがピタリと止まった。

「ダメだ、わかんね」

　下手の考え休むに似たりともいう。星人は地図をしまうと、立ち上がった。

　確かに今、最も必要なことはこの地図を解読し危険物を回収することだ。けれどいくら考えても解読できないのも確かだった。

　だから星人はアリアに謝りに行こうと思ったのだ。

　地図を解読するのにどれだけ時間がかかるか目め処ども立たないが、謝るだけならわずかな時間ですむはずである。それなら先に謝って、それからじっくり考えた方がいい。

　星人は立ち上がると、部屋を出た。

　ちょうど廊下に出たところで、ミムラがいた。すれ違う形になったが、数歩進んだところで星人は足を止める。そしてちょっと考えてから、ミムラを呼び止めた。

「あ、ミムラ姐ねえさん。ちょっと話があるんだけど……」

　そして星ほし人とはミムラにある頼み事をする。星人はアリアに謝るつもりだったが、ただ謝るだけでは良くないとも考えたのだ。

　頼み事を二つ返事で快かい諾だくしてもらえると、星人は足早に台所があった場所へ向かう。

　台所はＵＦＯがつき刺さってペチャンコだが、ＵＦＯの出入り口の一つがそこにあるのだ。アリアはいつもＵＦＯの中にいる。

　瓦が礫れきの山を踏み越えると、空間の中にポッカリ開いた四角い口が見えた。光学迷彩によってカモフラージュされたＵＦＯの表面の一部が出入り口として開いているのだ。

　星人はそこに乗りこんで声をかけようとした。

「おーっぃぐわぁっ！」

　だがその声はすぐに悲鳴へと変わった。星人のおでこに何かが飛んできたのだ。

「いってぇなぁ……」

　星人が額を押さえていると、ＵＦＯの中からアリアが飛び出してきた。そして今しがた星人にぶつけた何かをひろい上げるとＵＦＯの中へ放りこみ、出入り口の前で仁に王おう立ちとなった。

「この中は絶対にのぞくなって言ったでしょっ！」

　色々と言い返したいこともあったが、ここで対立を深めては本末転倒もいいところだ。

「……ごめん」

　素直に謝った星人の姿に、臨戦態勢の構えをとっていたアリアは面食らう。

「やけに素直じゃない……で、何しに来たのよ」

「謝りに来た」

「へっ？」

　再び面食らうアリアに、星人は深々と頭を下げた。

「さっきはひどいことを言ってゴメン。俺おれが悪かった」

「な、何よ、急に気持ち悪いわね」

　しかしアリアは心を開くどころか逆に警戒してしまっている。これでは意味がない。星人は大きく息を一つつくと、アリアの目を真っ直すぐに見つめた。

「ミムラ姐さんに聞いた。お前、このままだと大変なことになるんだろ」

「なっ……な、な……」

　星人の目を見返すアリアの顔が見る見るうちに紅潮していく、やがてアリアは星人から目をそらすと憤ふん慨がいする。

「何よ、ミムラの奴やつ。勝手なことを」

「ミムラ姐さんは悪くない。俺が無理に頼んだんだ」

　ミムラをかばって星人が噓うそをつくと、アリアは敵意むきだしの眼まな差ざしを星人に向けた。

「ミムラから何を聞いたのか知らないけど、同情なら結構よ。あたしたちの星にはあたしたちの星のルールや制度があるんだから」

「同情なんかじゃないっ！」

　咄とつ嗟さに星ほし人とはアリアの肩をつかんでいた。

「離してよ、いやらしいわね」

　それを嫌って身をよじるアリアだが、星人は無理矢理アリアと正面から向き合う。

「俺おれは同情なんかで言ってるんじゃないっ！　本気でお前のことを心配して、本気でお前のことを何とかしてやりたいんだよっ！」

　星人に両肩をつかまれたアリアが小さくなった。抵抗する力も弱くなる。

「あたしは誰だれからも心配してもらわなくていいし、誰からも助けてもらわなくていいの」

「お前、本当にそれでいいのか!?」

　罵ば声せいにも似た星人の声、答えるアリアの声にはうっすらと涙がまじる。

「あたしがいいって言ってるんだから、いいに決まってるじゃない」

「お前、自分自身に無理してないかっ!?　本当は助けてもらいたいのに意地をはって自分自身を苦しめていないかっ!?　他人に頼むぐらいなら自分が犠ぎ牲せいになった方がマシだって思ってないかっ!?　自分に関かかわるすべてのことを自分だけで解決しようとするあまり、自分の世界に閉じこもろうとしてないかっ!?　そして本当にそんなんで、お前はいいのかよ？」

　アリアはうつむいて星人と目を合わせようとしない。けれど星人の目には真ま一いち文もん字じに固く結ばれたアリアの口がかすかにふるえているのが見えていた。星人は自分の思いがアリアの心に届きかけているのがわかった。だから正直に話す。

「俺はお前に謝りに来た。自分自身に悪いところがあったから、謝ってそれを正したかった。けれど俺はお前にも正して欲しいことがある」

「正して欲しいって何よ？　もしかして家を壊したことを謝れとか、そういうの？」

　弱々しく口を尖とがらせるアリアに、星人は笑顔で首を横にふる。

「いや、謝れだとか頭を下げろなんて言わない。もうそんなことはどうでもいいんだ。ただ一つだけ改めて欲しいことがあるんだ」

「何よ、それ」

「人と向き合う時の目線の高さ」

「そんなことを言われたって困るわ。あたし、背が低いんだから。だいたいあたしたちの星の方が平均身長からして低いんだし」

　アリアの背は低いので、地球人相手だと基本的に上目づかいになってしまう。それを直せと言っているのかとアリアは勘かん違ちがいしたのだ。けれど星人が言いたいのはそうした意味ではない。

「違うよ、人に接する時の態度としての目線の高さ」

「態度として？」

「そう、態度……お前、他人と接する時の態度って、いつも自分を一段高いところに置いて上から目線だろ。そういうのを改めろよ。俺おれやミムラ姐ねえさんがドラム缶風呂に入っても自分だけＵＦＯの中ですませてしまう。そしてミムラ姐さんがご飯を作ってくれても、チューブに入った練り物みたいな食い物を食べるだけじゃないか」

　もちろんアリアが他人より一段高いところに自分を置こうとするのは、この家の中だけじゃない。学校でだってそうだ。だから星ほし人とははっきりと指摘する。

「学校でも同じだよ。お前、俺や美み希きだけじゃなく同じクラス全員を邪じや険けんに扱ってるだろ。特に立たち花ばななんてお前がどんなに口のきき方が悪くても、ずっと好意的に接してくれてるだろ」

　黙だまりこむアリアだが、その表情はどこかしおらしかった。心を開きかけているのは星人にもわかった。だから星人はやさしく、そして力強く語る。

「だから人を見下そうとするのを止やめろよ。そんなんじゃ誰だれとも仲良くなれないだろ？　俺はお前にこの星の人間とも上う手まくつき合ったり、仲良くなって欲しいんだ。同じメシを食って、同じ風呂に入ってみろよ。地球の食べ物が口に合わなくたって、みんなと一緒ならそれほど不ま味ずくは感じないさ。窮きゆう屈くつなドラム缶風呂だって、入ってみればサッパリするよ」

「……べ、別にこの星の食べ物すべてが口に合わないとかってことはないわ。学校の購買で売ってるパンとか意外に美お味いしいなって思ってるし」

　いつも憎にくまれ口ばかり叩たたいてたアリアが、ためらいながらもお世辞を言った。

　星人の思いがアリアの心に届いた証あかしだ。

　嬉うれしくって、可お笑かしくて、それから心がくすぐったくて、何だか星人は叫びたい気分だった。

「よし、じゃあ今日は特別にドラム缶風呂の一番湯をアリアに譲ゆずってやる。いつもはミムラ姐さんが一番風呂なんだけど、実はさっきミムラ姐さんから了解をとってるから」

「えーっ、別にドラム缶風呂は無理に入らなくても……」

　声を上げるアリアだが、その鼻はほんのりと赤くなっている。

「それにいつの間にか名前を呼び捨てにしてるし」

　そして口を尖とがらせると、金色の髪を指にからめた。

　そんなアリアの態度に星人は脈有りと判断し、アリアの細い腕をつかむと強引に引っぱった。

「いいから、いいから。こっち、こっち」

「もう、ちょっと離しなさいよ」

　アリアも口を尖らせるが、抵抗する力は弱い。なんだかんだでヨタヨタと廊下を引っぱられていく。そして玄関まで来たところで星人はアリアから腕を離した。

　それから爽さわやかな笑みをうかべ、星人は言った。

「よし、ここで服を脱ぐんだ」

「えっ？」

　一いつ瞬しゆんにして表情が凍りつくアリアだが、あくまで星人は笑みを崩くずさない。

「外で着がえると服が汚れたりするだろ。だから玄関先で服を脱いでおくといいよ」

「ここで服を脱いで外を歩かなきゃいけないの？」

「その通り」

　星ほし人とが大きく首を縦にふると、アリアは肩をすくめてブルルと首をふった。

「無理無理そんなの」

「何を嫌いやがってるんだよ、早く服を脱いで裸になれ。風呂に入れてやるから」

「ふ、風呂に入れてやるですって？」

　目を丸くするアリアに星人は力強くうなずいた。

「その通り。アリアは背が低いからドラム缶風呂に届かないだろ。だから俺おれが抱だきかかえて入れてやるから」

「ぜったい嫌っ！」

「何が気にくわなくてごねるんだよ？　いいから早く服を脱げって」

「ヤダヤダヤダ」

　激しい拒絶反応を示すアリアに星人は段々いらついてきた。強引にアリアの腕をつかむ。

「ミムラ姐ねえさんだって、俺が抱きかかえて入れてあげてるんだぞ」

「だってミムラは……」

「だからそんな言い方よせって言っただろ!?　ミムラ姐さんや俺たちと、自分は違うみたいなことを言うなよ」

「でも、それとこれとは……」

　口を濁にごそうとするアリアに、星人はテコでも動かないといった態度で首をふった。

「絶対に一緒……とにかく服を脱げ」

　それから星人はアリアを脱がそうと、制服に手をかけた。ブレザーの襟えりをつかんで、袖そでから腕を抜こうとする。

「ぎゃーっ！　ちょっと止やめてぇえっ！」

　アリアが悲鳴を上げ、必死の抵抗を試みる。腰が砕け、アリアは座りこんだ形となった。そうなると自然に、星人が上からのしかかるような形となる。

「もう、大人おとなしくしろよ。まるで俺が性犯罪者みたいな形になってるじゃないか」

　気恥ずかしさで頭に血が上る星人だが、アリアも悲鳴を上げていた。

「形も何も、思いっ切り性犯罪者でしょっ！」

　そんな二人の騒さわぎを聞きつけて、ミムラが何事かとやって来た。

　それを星人は天の助けと目を輝かせる。

「ちょうど良かった。ミムラ姐さん、頼みがあるんだ。こいつを風呂に入れるから、服を脱がすのを手伝ってくれ」

「ミムラ、この変質者をぶっ殺してちょうだい」

　両方から依頼を受けてミムラはオロオロと二人の顔を見交わした。そして最後に困った顔をして星ほし人とを見る。

「あ、あの、私の思いますところ、男性の方が無理矢理女性の服を脱がすというのは、不純と申しましょうか、エチケット違反と申しましょうか、えっと、その……」

「えっ!?」

　一いつ瞬しゆんの硬直の後、我に返ったかのように星人はアリアとミムラの顔を交互に眺ながめる。

「でも、ミムラ姐ねえさん。裸になるのは恥ずかしくないって……毎日、俺おれがお風呂に……」

「あの……私は人ではありませんから」

　遠えん慮りよがちにミムラから上目づかいで見つめられ、まるでリレーのように星人の視線はゆっくりとアリアへ向かう。

　上着が乱れ、大きく露ろ出しゆつした左肩のブラウスの白さがまぶしい。足を散々ばたつかせたのでスカートもめくれ上がっていた。大きく露出した太ももと、うっすらと瞳ひとみにうかんだ涙。まるで性犯罪に遭あった被害者のようだ。

　そしてそんな着衣の乱れた少女の上にいる自分。

　ようやく星人はある可能性に気づく。星人はミムラが裸になっても恥ずかしがらないのはアリアたちの星の価値観だと思っていた。けれどミムラが裸になっても平気なのは種族としての価値観からだったとしたら？

　同時に毎日のようにミムラをお風呂に入れることによって麻ま痺ひしかけていた女性に対する羞しゆう恥ち心しんも急に復活してきた。顔が見る見るうちに紅潮していく。

　星人はがばっと飛びのくと、土下座せんばかりの勢いで謝ろうとした。

「そ、その、ゴメ……」

　けれど星人がゴメンと謝るより早く、アリアの平手打ちが星人の顔面にヒットしていた。

「このバカっ！　エロ猿ざる、サイテーッ!!」

　渾こん身しんの往復ビンタから、最後はアッパーカットをかますと、アリアは荒々しい足どりでＵＦＯへと向かっていく。

　後にはコテンパンに叩たたきのめされた星人が残された。

「あぁ、もう、俺って最低」

　頭を廊下の壁かべにぶつけ、そのままズルズルと星人は倒れこんでいった。




　その夜、星人は自己嫌けん悪おで一睡もできなかった。

　人生最大級の自己嫌悪に押しつぶされた夜も明けた翌朝、星人は家の前から続く長い坂道を下っていた。行き先は当然、学校である。

　星人の家から学校までは遠い。

　まず星人の家から公道に出るだけで約二キロもある。そこから学校までは徒歩で一五分程度。その通学時間はトータルで四〇分から一時間といったところ。長い坂道のせいで、行きと帰りでは所要時間が変わってしまうのだ。

　けれど地図の上では星せい之し館かん学園と天あま川かわ家の所有する山は隣り合っていた。

　つまり言い方にレトリックを施ほどこせば「所有する土地が広すぎて隣の敷地にある学校へ行くだけで一時間もかかってしまう」ということになる。

　こう言うと何だか星ほし人とが大金持ちみたいに聞こえるが、実際のところ家から公道までの約二キロに亘わたって続く川ぞいの私道、つまり天川家専用道路の現状は道みち端ばたにはぺんぺん草が風にゆれ、路面のあちこちがひび割れている。早い話、オンボロ道だ。

　そんなボロ道を歩くのは星人一人ではなかった。星人から距離を置いて、金髪の少女が後を歩いている。アリアだ。

　星人はピタリと足を止めると、無む駄だとは思いつつも後ろをふり返った。

「なぁ、だから俺おれの話も聞いてくれよ。本気で悪かったと思ってるんだから」

　アリアの足もピタリと止まる。そして、ぷいっと横を向いた。

「どうかしら？　口では悪かったと言いながら内心じゃ何を企たくらんでるかわかんないわ」

「あぁ、もう……」

　まさにお手上げとはこのことだとばかりに星人は腕を広げると、向きを変えて再び歩きだす。手て頃ごろなサイズの小石が転がっていたので、蹴けっ飛ばしてやる。

「こんちきしょー」

　川ぞいにゆるやかなカーブを描えがく道の上を、小石は真っ直すぐに転がっていく。そのまま小石は道を飛び出して姿を消し、最後にポチャンと水の音が上がった。

「野や蛮ばん人じんっていやぁねぇ、何をいらついてるのかしら」

　アリアの嫌いや味みに星人の足が止まる。

「野蛮人、野蛮人ってうるせぇな」

「何よ、その口のきき方。性犯罪者のくせに随ずい分ぶんと生意気なもんね」

　昨日の怒りが未いまだ収まらないアリアだが、そろそろ星人のストレスも限界に近づいていた。アリアは謝罪を一切聞き入れないし、責めるのは一方的だ。

「あぁ、もう、めんどくせー。そんなに俺が野蛮人だとか性犯罪者だって思うなら、ついて来なきゃいいだろ」

「そういうわけにはいかないわ。こっちにはこっちの都合や決まりがあるの。そうでなきゃ、あんたみたいな危険人物の後ろを歩くわけないじゃない。あーっ、こわいこわい」

　大げさに身をすくめるアリアに対し、星人もこれ以上の謝罪など不要と開きなおる。

「危険人物だ何だで言えばお前の方がよっぽど危険人物だろう。ＵＦＯは落とすし、変なクスリも撃つしで、最強最低の危険人物だ」

「何よ、逆ギレする気？　自分の悪事を棚たなに上げて」

「自分の悪事を棚に上げてるのはそっちだろっ！」

「悪意のない事故と欲望むきだしの悪事をごっちゃにしようって言うの？」

「俺おれだって悪意はなかった。善意のつもりだったんだよ」

「女の子の服を脱がそうとすることが善意だって言うなら、交番の前で道行く見知らぬ女子高生相手に昨日と同じことをしてみなさいよ。その上で警官相手に善意がどうこう言ってみるといいわ。あんたの言う善意がいかに詭き弁べんか実感できるはずよ」

「お前、全力でアホだろっ！　その辺を歩いてる女の子の服を脱がそうとしたら、そりゃ逮捕されるよ。けれどお前はその辺を歩いてる女の子とは違うだろ」

「それはつまり普通の女の子が相手だと警察が怖くて手が出せないけど、あたしは宇宙人だから警察に相談できなくて泣き寝入りするだろうって高たかをくくってるわけね。いやらしい」

「ああ、もう、本気でむかつく～ぅ」

　言い負かされて星ほし人とは頭を抱かかえこむ。それでも最低限の理性を保てたのは昨日の苦い経験のおかげだ。より汚い言葉や、相手を傷つける言葉で相手を打ち負かしても意味はない。

「それじゃあ、もう好きにしろ。だけどな最後に言ってやる。お前らの星は地球より科学や文明が進んでるのかもしれない。俺たち地球人はお前らにとって野や蛮ばん人じんなのかもしれない。けれど周りの人間を下等だと見下して一人ぼっちでいることが、お前にとって幸せなのか？　そう思っただけだよ。ま、迷惑かけただけだったみたいだけどな、すまなかった。それだけ」

　あとは黙だまって背を向けて歩きだす。そんな星人の姿にアリアは口を尖とがらせた。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ。そんな言い方ないでしょ？　それじゃまるであたしが人の思いやりや善意を踏みにじる嫌いやな奴やつみたいじゃないっ！」

（まんまその通りだろ）

　星人はふり返ってアリアの目を見た。ただし思いはするけど口にしない。星人が大人おとなになった証あかしだ。もっともどこか憐れん憫びんすらただよう星人の目を見ればアリアも頭に血が上る。

「ちょっと本気であたしが悪者だって思ってるの？」

　ＹＥＳの代わりに背を向けて、再び星人は黙って坂道を歩きだす。こうなるとアリアも黙っていられなかった。

「ちょっと待ちなさいよ」

　小走りで一〇メートルくらいはあった距離を一気につめ、アリアは星人の肩をつかんだ。けれどその手を星人は文字通り払いのけた。

「離せよ、どうせお前とはもう話すことなんてないだろ。会話っていうコミュニケーションはだな、相手を尊重する気持ちがなきゃ成立しないんだよ」

　アリアの顔が見る見るうちに紅潮していく。

「あ、相手を尊重する気持ちですって？　どうしてあたしがあんたなんかを尊重しなきゃいけないのよっ！」

「別に尊重されなくたっていいさ。俺は会話っていうコミュニケーションの方法論として、相手を尊重する気持ちが必要だって言っただけなんだから。言いたいことだけ一方的に話したきゃ、ラジオの中かテレビの中にでも入ってろ」

「お、面白いことを言ってくれるじゃないっ！」

　アリアの顔が真まっ赤かになった。感情は爆発寸前で、その声はかすかにふるえる。

「いいわ、重大なヒントをあげる。あんたたちとあたしたちにどれだけ大きな違いがあるか。神は自分の姿に似せて人を造った。これで充分でしょ」

「なんだ、そりゃ？　充分も何も意味わかんねーよ」

　なるべく平静を装よそおっているが星ほし人ともかなり頭に血が上っていた。婉えん曲きよくな当て擦こすりなんて通じるはずがなかった。

　星人はアリアに背を向けてスタスタと歩きだす。その平然とした姿がアリアには気にいらない。何としてでも精神的なダメージを与えたかった。

「待ちなさいよっ！」

「何だよ、うるせぇな」

　邪じや険けんな口のきき方にアリアも完全に切れた。

「わかった。いいことを教えてあげる。今、あたしたちが探している物の正体よ」

「どうせ関係ないし、興味ないね」

　背中を向けようとする星人だが、アリアは嘲ちよう笑しようとも優越感ともつかない笑みをうかべる。

「へーっ、関係ないですって……よく言えたもんね。この地球から人類っていう種がリストラされちゃうかもしれないのに」

「人類がリストラ？　なんだそりゃ」

　星人は完全に背を向けてしまった。比ひ喩ゆや暗喩は使い方を誤れば冗談のように聞こえてしまう。まったく焦あせらない星人に業ごうを煮にやし、アリアはそのものズバリを語る。

「ああ、ちょっと待ちなさいってっ！　あたしたちがね、探しているのは人類の大半を死滅させるために作られたウィルス、つまり生物兵器なのよ」

　ようやく星人の足が止まった。そしてふり返ってアリアの顔を見る。アリアの顔にうっすらと笑みがうかぶ。

「ようやく事の重大さがわかってきたようね。そうね、どうせ事が終われば記憶は改変しちゃうんだから、もう少し詳しく話してあげようかしら」

　それから最初の夜、ミムラが言えなかったことも交えつつ事の発ほつ端たんを語りはじめた。

「あたしたちの星はこの地球を遥はるか昔から観察してきたわ。本当に遥か昔からね。ところがこの観察班に内紛が起きたのは最初にミムラが教えたわよね？」

　その通りなので星人がうなずくと、アリアはその理由を明かす。

「その内紛の原因を教えてあげる。人類による地球環境の破壊に対するスタンスの違いからよ」

「スタンスの違い？」

　意味がよくわからず星ほし人とが眉まゆをひそめると、アリアはもっとわかりやすく説明する。

「端的に言えば、人類を犠ぎ牲せいにしてでも自然や生態系の保護を優先しようとする派と、環境を犠牲にしてでも文明の発達を観察する方を優先しようとする派に分かれたってことかしら」

「それで主流派になったのが前者であり、その主流派が作ったのが生物兵器なわけか……」

「その通り、あんたたち人類にピッタリの代しろ物ものよ。だって生物兵器の感染経路は性交、つまり性病よ、セ・イ・ビョ・ウ。あんたたちエロ猿ざるが滅びるのにこれほどピッタリな死因はないわ」

　ふんぞり返るアリアだが、世の男には性病が怖い人間と怖くない人間がいる。生あい憎にくと星人は後者の方だった。

「そんなもんで人類が滅びたりするかよ。そういうのはな、真ま面じ目めな人間は感染しないし、人類の環境破壊が止まるぐらい感染が広まるのに何十年かかると思ってるんだ。そんな年月がありゃ、人類だってまるっきりのバカじゃないんだ、対策やワクチンの一つぐらい見つけるさ」

「バッカじゃない？　そんなの最初から織りこみ済みに決まってるじゃない。一見、まどろっこしそうに見える方法にもちゃんと理由があるの」

　その理由をアリアはこう語る。

「今、地球上には化学プラントや原子力発電所といった崩ほう壊かいすれば周辺の生態系に深刻な影えい響きようを及ぼす建造物が数多くあるわ。人類がいっぺんに減ったら、そうした建造物を維持できなくなって、人間以外の生き物にも迷惑がかかるの。だから何世代にも亘わたって感染が広がっていくように性病の形を選んだのよ。しかも深く静かに潜行するようにね」

　梅ばい毒どくやエイズといった性感染する病気の歴史を紐ひもといてみれば、その広まりは本当に早い。けれど世界中に広まったからといって、広まった地域の住人すべてが感染するわけではないし、病気が広まれば人類も常に対策を講じてきた。だから宇宙人側も逆対策を講じていたのだ。

「最初に感染した人間は死なないわ。無症候性感染者として、一般社会の中でウィルスをばらまく役割を担になうの。そして最初の感染者から感染した第二世代は九〇年以上の潜伏期間を経た後、約一〇％が発病するわ。発病した場合の死亡率はほぼ一〇〇％だから、発病率イコール致死率と考えていいわね。そして残りの九〇％は無症候性感染者として感染の拡大に努めるわけ」

「なんだ、そりゃ。潜伏期間が九〇年で死亡率一〇％じゃ、ほぼ死なないってことじゃないか」

「その通りよ。そして第二世代から感染した第三世代は潜伏期間が八〇年、そして致死率は約二〇％になるわ。当然、第四世代だと潜伏期間は七〇年で致死率は三〇％ね」

　ようやく星人も宇宙人たちの作ったウィルスの悪質さを実感しはじめた。

「感染する度たびに潜伏期間は短くなって、致死率は上がっていくのか」

「その通り、ただし致死率が五〇％まで上がると上昇率は鈍り、潜伏期間の短縮も三〇年を切ればゆるくなっていくわ。充分な数の母子感染を発生させるためにね」

　ニヤリと笑うアリアの姿に反感を覚える星人だが、けれど逆に言えばそれがアリアの狙ねらいのはずだった。星人は努めて平静を装よそおう。

「どうせワクチンやクスリが開発されるよ」

「確かにクスリは開発されるでしょうね。けれどこのウィルスはね、世代が替わる度たびに変異していくの。感染する度に変異するから新薬の開発スピードは追いつけないし、一定の間かん隔かくがあいた世代のウィルスだと再感染しちゃうから、クスリで治療を受けた人間も、潜伏期間が長く致死率も低い世代のウィルス感染者も、新世代ウィルスに感染すれば終わりって寸法よ」

「う～ん」

　思わず星ほし人とは腕を組んで考えこむ。おそらく宇宙人側は入念な計算の上で潜伏期間や発病率などをコントロールしているのだろう。人類自らの手で原子力発電所の核廃はい棄き物ぶつや化学プラント内の化学物質を後始末させるために。

　そうなると思いうかぶのは一週間くらい前に早はや川かわと長は谷せ川がわから聞いた日にち童どう友ゆうこと日本童どう貞てい友の会だ。何でも会員数二万人を誇る一大勢力という話なので、性病の蔓まん延えんした世界ではさぞかし活躍することだろう。けれど彼らは子孫を残さないか、童貞の卒業生イコール感染者になるので、結局は人類も滅ぶわけだ。

　滅びゆく世界の中で二万人の童貞たちが人類の後始末に頑張ってる姿を想像して星人は思わず吹きだしてしまう。

「ぶっ」

「何を笑ってるのよ？」

　アリアの態度は刺とげ々とげしい。けれど笑ったことで星人はすっかり毒気が抜けてしまった。そして物事を落ち着いて考えるだけの余裕をとり戻せた。

　おそらくアリアは生物兵器の正体が性病の病原体だということで、星人だけでなく人類全体を辱はずかしめてやろうとしているはずだ。けれど実際にアリアがやろうとしているのは病気の拡散を阻そ止しすることだ。しかも成功しても誰だれかから感謝されるわけではないどころか、アリアは故郷の星の時間からとり残されてしまうかもしれないというリスクだけを背負って頑張っている。

　それは随ずい分ぶんと過か酷こくな運命に思えた。だから星人は感謝の言葉を述べる。

「いや、何でもない。でもありがとな。お前は地球人のために頑張ってくれてるんだろ」

「はぁ？　何でそうなるのよ」

　星人の中でコペルニクス的な大転回があったことを知る由よしもないアリアは眉まゆをつり上げるばかりだが、あくまで星人の態度は穏おだやかだ。

「だってお前やミムラ姐ねえさんは危険なウィルスを回収しようとしているんだろ。地球人にとって味方じゃないか」

　それから星人は考えこむように空を眺ながめ、そしてアリアの顔を真っ直すぐに見つめた。家を出た時は遠かった二人の距離はいつしか手をのばせばふれることができるほど近くになっている。

「よし、決めた。俺おれ、必ずお前を故郷の星へ戻してやるよ。俺にできることがあれば何でもする、約束するよ」

「何を急に言いだすのよ」

　アリアは青い目をまん丸にするが、星ほし人との顔に気負いや力みはなかった。

「あのさ、ＵＦＯの修理は今日中にも終わるんだろうけど、できればギリギリまで俺おれの記憶を改変するのを待ってくれないか？　可能性がある限り協力したいんだ」

「あのね、今の状況をわかってる？　あたしたちは今、ケンカをしてるのよ？」

「そんなのはどうでもいいよ。それよりお前やミムラ姐ねえさんが地球人のために頑張ってくれるなら、せめて俺一人だけでもお前やミムラ姐さんのために何か力になりたいんだ」

「何を悟りに目覚めた宗教家みたいなことを言いだすのよ。爽さわやかな顔で笑っちゃって、気持ち悪いわね。それにね、あたしは別に地球人の味方ってわけじゃないの。ただそれが任務だから、結果的に地球人の側についてるだけよ」

「結果が一緒なら、お前とミムラ姐さんは人類の味方。それでいいじゃないか」

　いくら挑発しても暖簾のれんに腕押しで、そろそろアリアも戸惑いはじめた。

「何よ、言っておくけど、もしも本星や本隊から命令が下ればミムラもあたしも人類の敵になるんだから……それにそもそもあたしやミムラがあんたを騙だましてる可能性だってあるのよ？」

「うーん、確かに命令次第では敵になるのかもしれない。けれど今は味方なわけだろ」

「騙してる可能性があることも、お忘れなく」

　アリアは意地悪そうに片方の眉まゆだけつり上げるが、星人は動じない。

「それはないな」

「何でよ？」

（お前は正直すぎるから、人を騙すのに向いてない）

　思ったことは正直に話さない。星人は笑って誤ご魔ま化かす。

「何となくさ」

　それからアリアに背を向けて歩きだした。するとアリアは小走りに星人の隣へ駆けよって、憎にくまれ口を叩たたく。

「だから、どうして爽やかな顔して笑うのよ。性犯罪者のくせに」

「はいはい」

　星人は笑いながら肩をすくめる。その横から、なおもアリアは罵ば詈り雑ぞう言ごんをくり返すが、二人の距離は随ずい分ぶんと近くなっていた。

　星人とアリアは二人ならんで、川ぞいの長い坂道を歩んでいった。




　二人でいれば星人を目の敵かたきにするアリアだったが、いざ学校に着くとアリアにとって頼れるのは星人だけだった。

　この日、アリアは登校早々から星人に頼らなければならない羽は目めとなった。

　教室に入って机の上にカバンを置こうとしたところで、不審人物に気づいたのだ。その不審人物は星ほし人との前の席、つまりアリアの斜め前に座ろうとしていた。

　彼は両手に包帯を巻いて、おでこにはバンソウコウを貼はっていた。彼の顔を見て驚おどろくアリアだが、向こうもアリアの顔を見て怯おびえていた。

「ちょ、ちょ、ちょ、ちょちょちょちょっと来てちょうだいっ！」

　新種の鳥みたいな声を上げてアリアは星人の手をつかむと、そのまま廊下を飛び出して階段を駆け上がる。行き着く先はそろそろお馴な染じみの場所になってきた屋上用ドアの前だ。

　いきなり全力疾しつ走そうを強しいられて星人は両ひざに手をついて息を整える。

「な、何だよ。いきなり、走らせ、やがって。死ぬかと、思った、じゃねぇ、か」

「それどころじゃないのよっ！」

　呼吸より大切なことがあるとは思えない星人だが、アリアも目に涙すらうかべて訴える。

「あいつがいたのっ！　ほら、昨日の放課後、あたしを体育館裏に呼びだした気持ち悪い変態が。しかもあんたの目の前の席によ？」

　思わず星人も黙だまりこむ。息も整えたかったし、何と言っていいかわからなかったのだ。

「どうしよう、あいつ。変な包帯も増えてるし、そもそも何であんなに近くにいるの？」

　オロオロするアリアだが、そろそろ星人も息が整ってきた。

「落ち着けよ。いいか、よく聞くんだ。あいつは竹たけ林ばやし茂しげるって男で、お前がこの学校に来る前からずーっと俺おれの前の席にいた。つまりお前がこの学校に来た時から、あいつはお前の斜め前にいたんだ」

「そんなの噓うそよっ！　だってまったく記憶にないもの」

「いや、そんなの噓だと言われてもなぁ……」

　さすがに星人も竹林が不ふ憫びんに思えてきた。何もなければ空気も同然で、どんな人間か知られると毛嫌いされるなんてあんまりだ。けれどアリアは本気で斜め前の席に竹林が前からいたことが信じられないらしく、変な方向に妄もう想そうをふくらませていた。

「まさか……あたしたちの星の技術を使って？　そうよ、それなら納なつ得とくだわ」

「何を一人で納得してるんだよ」

　怪け訝げんな顔の星人だが、アリアは大おお真ま面じ目めに青い顔をして語りだす。

「ちょっと聞いて、とんでもない可能性を思いついたの。あいつ、もしかしてあたしたちの星の技術を手にいれた地球人側の裏切り者かもしれないわ」

「はぁ？　なんだそりゃ」

「こういうことよ……観察班が自然派と文明派に分かれた時、少数派だった文明派は禁を破って地球人、つまりあんたのお父さんと接触して生物兵器を託したわ。それと同じように自然派も地球人たちに接触して、アイテムを与えて生物兵器を追うように指示していたのかもしれない。そうよ、どうして今まで気づかなかったのかしら、敵の存在を。あたしたちは敵なんてこの星にはいないと思ってた。けれど敵はいたんだわ。それなら辻つじ褄つまが合うもん」

　星ほし人とは経験上、見えない敵がどうのと語る人物の言い分はまともにとり合わないことにしていた。半信半疑の半眼といった目でアリアを見る。

「何の辻つじ褄つまだよ？」

「その竹たけ林ばやしとかっていう奴やつをあんたが知ってて、あたしが知らない理由よ。きっとクスリを使って、偽にせの記憶を刷りこんでクラス全員に前からいたように思いこませたんだわ」

　ひどい推理もあったもんだ、というのが星人の率直な感想だった。

「何をバカなことを言ってるんだよ。もしもそんなことができるなら、どうしてお前だけ偽の記憶を刷りこまれてないんだよ」

「だから偽の記憶を刷りこもうと体育館裏に呼びだしたけど、あいつの異常性に気づいて近づけさせなかったからあたしだけ助かったの。みんな、何とかフィールドやあの百ひやく眼がんの何とかに騙だまされたんだわっ！」

「あれに騙されるアホがいるかっ！」

　確かに理屈自体は一理あるだろう。ただしその可能性はどう考えても低い。星人は竹林の知られざる行動を色々と目にしているのだ。カンペンケースに入れたフィギュアと会話したり、美み希きから空気のように扱われ弁当を持って去っていったり、仮に偽の記憶を刷りこむにしても、こんな痛い記憶を刷りこもうとするだろうか。星人は正直に自分の考えを披ひ露ろうする。

「まぁ多分、思いすごしだろうな。今まで空気同然の存在だったのに、実は恐るべき妄もう想そう家だった。その実態を知ってビックリってのが実際だろう」

「何よ、あたしはこの学校に一週間近く通ってるのよ？　あんな気持ち悪い変態がいて一週間も気づかないわけないじゃない」

「いや、だからさ、それを昨日初めて気づいただけなんだよ。だいたい先週、木き更さら津づを怒らせてたのも竹林が原因だったじゃないか」

「知らないわよ、そんなの。あれって急におかしくなっただけじゃないの？」

　どうやらアリアは木更津がどうして怒りだしたのか知らないようだ。だが無理もなかった。アリアが学校内で一番親しいのは星人だが、その星人自身がアリアに木更津のことを語ってなかったのだから。仕方ないので別角度から説得を試みる。

「それにさ、お前らのクスリだか科学力を使えば一人一人を体育館の裏なんかに呼びださなくても、一発でみんなを洗脳する方法とかもあるんじゃないのか？」

「洗脳っていう言葉はともかく、そりゃあ教室みたいな閉鎖された空間にいる人間の記憶をまとめて改変するためのクスリや装備みたいな物はあるわ。でも技術やクスリをすべて持ってるとは限らないでしょ？　常に最適で最小限の行動がとれるとは限らないわ」

「そりゃあ、そうかもしれないけど……」

　あくまで自分の考えに固執するアリアに星人も辟へき易えきとしてきたところで、チャイムが鳴った。

「ヤバイ、朝のホームルームがはじまるぞ」

　これぞ天の助けとばかりに星ほし人とはアリアの腕をつかむと、強引に階段を下る。

「待ってよ、話はまだ終わってないわ」

　抵抗するアリア、だが意外な形でその抵抗は終わることとなった。

「ここにいたっ！」

　階段に鳴り響ひびく声はアリアの天敵、美み希きのものだ。同時に星人の顔色も悪くなる。

「どういうことよ、二人で何をしてたの？」

「あ、いや、その……」

　顔を引きつらせる星人だが、美希の怒りは主にアリアへ向かっていた。

「この泥棒猫。いい加減、星人にちょっかい出すのを止やめてよ」

「あたしは別にちょっかいなんて出してないわよ」

「ウソばっかり。あなたが星人の手を引っぱって教室から出て行ったじゃない」

　即座に否定されて、アリアも言葉に窮きゆうする。

「それは……」

「それならわたしが納なつ得とくできるよう説明してみなさいよ」

　アリアが黙だまりこむ。修しゆ羅ら場ばだ。男・天あま川かわ星人、これぞ男子の本ほん懐かいと二人の間で高笑いをするわけにもいかず、ひざをガクガクふるわせながら仲裁に入る。

「美希、ちょっと待てよ。これにはちょっとした理由があってさ、今は話せないけど……」

「星人はこの子の肩を持つの!?」

　美希の声がワンオクターブ高くなった。しかも学校の階段はよく声が響く。反はん響きよう音と高音が心理的プレッシャーを増加させたところで、美希の真っ直すぐな視線が星人を何も言えなくする。

　けれど星人がアリアをかばったためか、美希の剣幕も若じやつ干かん鈍ってしまった。

「わたしと星人は幼なじみでずっと一緒だったの。お願いだから、二人でつみ重ねてきた時間を奪うばわないで」

　上から目線で責められるより、下手に出られた方が堪こたえる時がある。アリアにとって今がそうだった。それでもアリアは階段を二歩、三歩と下りると気き丈じようにも憎にくまれ口を叩たたいてみせる。

「ふん、バカみたい。ちょっと用事があっただけなのに感情的になっちゃって。こんなところで安っぽい痴ち話わゲンカなんかしてたら授業に遅れちゃうじゃない」

　それからスタスタと階段を下って、一年の教室がある二階へ向かう。

　何か救われた気がして、星人は自分自身が情けなかった。

　美希と一緒に、星人は重い足どりで階段を下っていった。




　気まずい思いからはじまった一時間目、星人の周囲には異様な空気がただよっていた。

　星人自身に隣のアリア、そして斜め前の美希。修羅場な三人はもちろん、前の席の竹たけ林ばやしも昨日の今日だ。アリアに怯おびえて変なオーラをただよわせている。

　それでも地球は回り、時間も進む。二時間目、三時間目と授業が進み、ついに四時間目へ突入した。午前の授業の終わりである四時間目は体育だった。

　ところでこの星せい之し館かんの高等部はＡからＫまで一一クラスあるが、最後のＫ組はいつも半はん端ぱだ。

　Ａ組からＪ組までは男女同数で生徒数は四二人だが、Ｋ組だけ生徒数三七人（＋偽にせ生徒のアリア）で、男女比も男子が一七人、そして女子は二〇人（＋アリア）と不ふ均きん衡こうである。つまりＫ組は端数のそろえ役なのだ。

　こうした役割は体育の授業でも巡ってくる。

　体育は男女別なので、二つのクラスが男子と女子に分かれて合同で授業をする。そうなるとＡ組とＢ組、Ｃ組とＤ組と組んでいくのだが、最後のＫ組だけは奇数なので余ってしまう。

　そこでＫ組だけ体育の授業が男女合同だった。

　もっとも男子と女子では基礎体力に差があるので、他ほかのクラスの授業内容と同じにはできないという半端感からか、Ｋ組の体育はバレーやバスケにサッカーといった球技が多い。

　かく言う今日の授業も、紅白のリバーシブルなハチマキで赤組と白組に分かれ、奇数の回を男子がプレーして偶数の回を女子がプレーする、そんな変則式男女混合ソフトボールだった。

　男女で二チームずつ作って別々にプレーしないのは、男子は一七人しかいないので最初から人数が足りないのと、女子も何人か見学者がいるので、こちらも人数が足りないからである。

　こうして何もかも中途半端でグダグダなＫ組だが、不満の声を上げる生徒は少なかった。だって男女別より、男女合同の方が楽しいに決まっているから。

　そんなわけで回は二回裏、女子赤組の攻撃で、それなりに盛り上がっていた。

　白組のピッチャーは美み希きで、いい球を投げる。けれど打たせて捕るのがお約束なので、コースは真ん中やや高めと甘いところに集めていた。

　そしてバッターは西にし山やま由ゆ加か里り、文芸部員なこともあって、美希はゆるめのボールを投げる。

　かなり遅いボールだったが、それでも由加里はバットを持ったまま一回転し、そのまま尻しりもちをついてしまった。かなりの運動音おん痴ちだ。

「ストライークッ！」

　主審である体育教師が腕を上げた。

　さらにゆるいボールを投げようと、美希がバッターに近づく。白組の内野陣も自然と前進守備になる。その内野陣の一角であるファーストに星ほし人との姿があった。

　名字が「あ」からはじまり男子の中では出席番号が一番なので、数合わせとして真っ先に駆りだされたのである。

　どうせ女子に交じって内野を守るなら、星人としてはセカンドかショート、そうでなければせめてサードあたりが良かったのだが、タッチアウトプレーで夢展開があるポジションを男子に守らせてもらえるはずがなかった。

　もっとも実際にセカンドかショートを守って、タッチアウトができるチャンスがあったとしても、下へ手たに胸かお尻しりにタッチして騒さわがれれば、学校中の女子から白い目で見られるだろうし、場合によっては停学もありうる。これでは別の意味でタッチアウトになってしまう。

　だから由ゆ加か里りのバットがボールを当てて、目の前にボテボテのゴロが転がってきたが、星ほし人とはボールをすくい上げると、フォースプレーを狙ねらう。一塁へ投げようと構える星人だが、一塁ベースはがら空きだった。誰だれもカバーに入っていない。

　その横を由加里がトタトタ走っていく。

　一塁側に陣どった男子から無責任な野や次じが飛ぶ。仲のいい気安さからか、早はや川かわと長は谷せ川がわの声が大きい。

「天あま川かわ。タッチ、タッチ、タッチ！」

「今がチャンスだぞっ！　さわっちゃえ～っ！」

（できるか、アホ）

　心中で苦笑いしながらも、背中にタッチしてアウトをとってもいいかと星人も少しぐらいは思ってしまう。けれど、ふと気づくと美み希きが凄すごい目でにらんでいた。仕方ないので全力疾しつ走そうだ。

　由加里を追い越し、星人はファーストのベースを踏む。これで一塁フォースアウト。

「つ、つかれる」

　嘆なげき節の星人だが、アウト一つとれただけでも大きな歓声が上がっていた。そしてマウンドを見れば美希が飛び上がって喜んでいる。体操服のふくらみが上へ下へとバウンドしていた。

　その光景にちょっぴり鼻の下をのばしながらも、星人は思うのだ。

（こういうのもいいよな）

　端はしっこクラスの半はん端ぱな授業でも、やっぱり体育は男女混合の方が楽しい。

　そしてマウンドに向かってボールを投げると、ピッチャーの美希は笑顔で朝の件を忘れたかのようにキャッチ。星人も自然に微笑ほほえんでしまう。

　けれどそんなラブコメみたいな雰ふん囲い気きは一いつ瞬しゆんで吹き飛んでしまった。

　次のバッターがアリアだったのだ。

　バッターボックスに入る前にアリアが素振りをするが、バットがビュンッと風を切る。

　そして素振りを終えたアリアがバッターボックスに入ろうとすると、鬼の形相と化した美希がボールを鷲わしづかみにした右手をつきつけた。

「勝負よっ！」

　挑戦状を叩たたきつけられたアリアは何も言わない。ただ足もとを確かめると、左手一本でバットを握り宙に大きな弧こを描えがきはじめた。肩を起点に一回転、二回転、そして三回転目でバットが天頂へ向くと、ゆっくりとバットは下がっていき、美希の顔あたりの高さで止まった。

「いいわ、受けて立ってあげる」

　一塁側と三塁側に分かれていた男子が一いつ斉せいに「うおーっ！」と野太い声を上げる。これではラブコメどころか昭和のスポ根マンガみたいなノリだ。
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「ただ勝負するだけじゃ、つまらないわ。星ほし人とを賭かけて勝負よ」

　目から炎を燃やすような顔で美み希きが提案すると、殺意の波動をただよわせてアリアも応こたえた。

「あたし、あんな男に用はないけど、でも三日ほどあたしたちを放っておいてくれるかしら？」

「三日でいいの？」

　怪け訝げんな表情の美希に、アリアはファーストの星人に向かってバットをつきつける。

「そう、三日よ。何度も言うけど、あたしはあんな男に用はないの。ただあたしが勝った証あかしとして三日だけ、ちょっかいかけに来るのを止やめなさい」

「……ふん、いいわ。後で条件が最初から不公平だったって泣き言はなしだからね？」

　アリアの真意がわからなくて警戒する美希だが、星人には三日という意味はわかっていた。

　そうなると自然と頭にうかぶのは父の記した地図の件だ。

（あれを三日以内に何とかしないと）

　昨日の大失敗が尾を引いてしまい、いつも通りに学校へ来てしまったが、残された日数は少ない。アリアとの関係を多少は修復できたこともあって、星人は時間確保のための最も手っとり早い方法を検討する。

（明日と明後日あさつて、学校をさぼるか……いや、いっそ今日の午後からでも早退して、そのまま明日と明後日を休んでもいいか……）

　星人の意識が半分、地図の件に向かっている間にも、アリアと美希の勝負は進んでいた。

　運命の第一球。今までスリングショット投法、つまり単なる下手投げで投げてきた美み希きが投球フォームを変えた。腕を風車のように大きく一回転させる。ウィンドミル投法、競技選手が投げるようなかなり本格的な投げ方だ。

　迎え撃つアリアもバックスウィングを大きくとって、パワーを最大限に活いかす。

　そして美希の右手からボールが放たれアリアの頭を狙ねらう。一方、アリアの両手から放たれたバットも美希の顔面を確実に狙っていた。

　グラウンドをボールとバットがＸ字形に交差する。

　互いの狙いがわかっていたかのように、ほぼ同時に両者が頭を下げていた。アリアの頭上をボールが越えて、美希の頭上をバットが飛んで行く。

　そして一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、アリアと美希は互いに目を合わせると、不敵な笑みをうかべた。

「フン、やるわね」

「そっちこそ、単なる脂し肪ぼうの塊かたまりと侮あなどっていたら、なかなかいい反射神経じゃない」

　何な故ぜか互いに認め合うアリアと美希だが、主審を務めていた体育教師は怒って、二人の間に割って入る。それから大声で説教をはじめた。その光景に星ほし人とはあきれ返ってしまう。

（あいつら無茶苦茶じゃん）

　その時、星人の脳裏にふと閃ひらめくものがあった。父の淳じゆん一いちも滅め茶ちや苦く茶ちやな人間だった。

　星人は事の重要性と「この木がどの木か、お前ならわかるはずだ」という一文から自分と父しか知らない何か共通の思い出があって、それを思い出せないだけだと考えていた。

　けれど星人の父は無茶苦茶で、そうした確実性なんて無視するような人物だ。

　すると「お前ならわかるはずだ」という言葉はすでに星人が知っていることではなく、星人なら考えればわかるはずだという意味にもとれる。

　あの地図はこの世界で天あま川かわ家の父と子だけが意味を理解できる秘密の暗号を記したものではなく、星人以外の人物でも考えたらわかる地図、つまりクイズの一種かもしれないのだ。

　もちろんそれでは他人が見ても解読できる可能性があるし、淳一がわかるだろうと思ったことが星人にはわからない場合だってありうるが、天川淳一はそれを心配するような人間ではない。

　固定観念みたいなものがなくなると、あとは簡単だった。

　地図に描かかれた木は松や楠くすのきといった何らかの種類をあらわしたものでもなければ、枝や幹に特徴のある特定の木でもない。木の最大公約数的なイメージを象徴したかのような絵だ。

　そして単に「木」の下に埋めたとなると、クイズやなぞなぞの発想だと五十音の「き」の下で「く」だ。さらに「く」と言えば……

「あっ！　わかった」

　一瞬、星人が棒立ちになったところで、アリアの握る金属バットが快音を上げた。

　その直後、星人は真っ暗くら闇やみの中に光る火花みたいなものを見た。そしてノックアウト、足に力が入らなくて、その場にへたりこむ。

　星ほし人とのダウンに気づいたのはボールを投げた美み希きより、打ったアリアの方が先だった。

　外角に来た渾こん身しんのストレートに、打つ気満々だったアリアは身体からだを泳がされつつもジャストミートし、大リーガーみたいに腕の力だけでボールを跳はね返したのだ。

　そして弾はじき出された強きよう烈れつなライナーが星人の額を直撃したのである。

「うそ……」

　頭にボールが直撃し、その場に崩くずれ落ちた星人の姿にアリアは顔を青くするが、美希には迷いがなかった。

「ホシトッ！」

　悲鳴にも似た声を上げると星人の元へ走りだす。一塁側から男子も集まって、すぐに星人の姿はアリアから見えなくなった。そしてキャッチャーの後ろにいた体育の教師も駆けだす。

　アリアも星人の元へ行って謝りたかったが、足が動かなかった。機を逃してしまった感があったのと、何な故ぜか星人に駆けよる美希の姿に「お願いだから、二人でつみ重ねてきた時間を奪うばわないで」と言われたことを思い出したのだ。

　人ひと垣がきの向こうから、星人の声が聞こえた。

「いってぇ……」

　周囲の男子が四方に両手で丸を作って大だい丈じよう夫ぶのサインをあちこちに送る。ほっと安あん堵どするアリアだが、やはり当たりどころが良くない。それで星人を保健室に連れて行って休ませるという話になった。

　自分の責任だと思い、アリアはその役目に立候補しようと考えたが、それも一いつ瞬しゆんだった。

　美希が肩を貸す形で、星人と一緒に保健室へ歩きだしたのだ。

　しばし逡しゆん巡じゆんするアリアだが、それでも意を決して走りだす。

　背後からの足音に気づいた美希が足を止め、ふり返った。つられるようにして星人も足を止めるが、美希の視線にアリアの足は固まってしまう。

「あ、あのさ……ゴメンね」

　星人が「気にするな」と手を上げると、アリアは胸につかえていたものが落ちたかのように深い息を一つついた。

　そして再び美希が歩きだす。つられるようにして星人も歩きだした。

　そんな二人の後ろ姿をアリアは黙だまって見送ることしかできなかった。




　星人と美希が保健室に着いた時、中には誰だれもいなかった。

　窓は開いて、白いカーテンが風にゆれている。保健室にはベッドを仕切るために部屋の中央と二つのベッドの間にもカーテンがあるので、風を表現した現代アートみたいだった。

　机の中央にペンスタンドがどんと置いてあり、その下にはメモが挟はさまれていた。

　星ほし人とをベッドに座らせると、美み希きはペンスタンドの下からメモを抜きとる。

　メモには近くの病院名と電話番号が記されていた。

「急病人があって、保健室の先生いないみたい」

「ああ、そう」

　星人は頭を押さえたままベッドにゆっくり倒れこんだ。

　たんこぶが出来ていて、ヒリヒリ痛む。意識が途切れなかったのが救いだ。何となく自分でも大だい丈じよう夫ぶなのがわかる。

　せいぜいボクシングなどの格闘技でいうダウンの状態だ。これが一いつ瞬しゆんでも気を失うようだと中度の脳のう震しん盪とうで、症状としては危険なレベルだ。ボクシングでもノックアウトをくらったボクサーが気を失うとドクターや担架が入って大おお騒さわぎになる。

　だから星人は美希が心配そうな声で「頭、大丈夫？」と尋たずねてきても、割と確信をもって答えることができた。

「うん、大丈夫そう。たんこぶが出来たみたいだけどね」

「ええ、たんこぶが？　今、行くから待ってて」

　棚たなを開け閉めする音がして、窓やカーテンを閉める音も聞こえた。何事かと星人が思っていると、ベッドを仕切るカーテンの向こうからガーゼとクスリの瓶びんを持った美希があらわれた。

　隣のベッドを作業机代わりに手にした物を置くと、星人の頭の右横あたりに手をつき、まるで覆おおいかぶさるような姿勢になった。

「頭、大丈夫？　見せてみて」

　随ずい分ぶんと難しい格好だが、それをつっこむ余裕なんて星人にはなかった。魅み惑わくのふくらみが大接近である。

「わーっ、ふくらんでるね」

　星人のたんこぶを見た美希の感想だが、星人も美希のふくらんでいるところに目が釘くぎづけだった。至近距離すぎて、体操服ごしに白いブラのレース模様まで見える。甘い柑かん橘きつ系の香りが鼻の奥をくすぐった。

「殺菌してから、おでこにガーゼをあててあげるね」

　美希は丸まる椅い子すに腰を下ろすと、綿棒に消毒液をしみこませた。それから美希は再び星人に覆いかぶさるような姿勢になると、そーっと綿棒を星人のたんこぶにあてる。

「いてっ！」

　身体からだをビクリとふるわせた星人に、美希が甘い声で謝る。

「ごめんね、痛かったぁ？」

「いや、べつに、そんなことあるような、ないような」

　もう星人はグダグダだった。目線がやたら下へ行く。もうこの段階で星人は美希の言いなりも同然だった。

「もう少し頭をこっちに向けて」

　素直に星ほし人とは首を傾ける。すると美み希きが患部にガーゼをあてテープを×の字に貼はった。

「はい、これで良し」

　美希の腰が着地して、丸まる椅い子すの脚あしが軋きしむ。

「多分、大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、気分が悪くなったりしたら言ってね」

「う、うん」

「それとボールがぶつかった時のことだけど、急に棒立ちになってどうしたの？　何か叫んでたみたいだけど」

「おっ！　それだ」

　あわてて跳はね起きる星人だが、咄とつ嗟さにアリアの顔が思いうかんだ。美希へ向こうとしていた人さし指が宙を指す。言葉に詰まった星人の指を、美希がやわらかい手で握る。

「安静にしてなきゃダメじゃない。ほら、横になって」

　それから美希は星人の頭をかばうかのように抱だきかかえながら、星人をベッドに倒す。

　顔面いっぱいにやわらかい圧迫を受けた星人の思考能力は一気に低下する。

（もしかしてこれがパフパフなのか？）

　昔、遊んだゲームの一場面を思いうかべた星人の耳へ、美希が艶つややかな声を吹きかける。

「ねぇ、もしかして星人のお父さんが隠した秘密の物、どこにあるのかわかったんじゃない？」













　　　第七章　たった一つの冴さえないやり方







　気まずい形で四時間目が終わり、昼休憩となった。

　教室の対角線上にある誰だれもいない星人の机を眺ながめ、アリアはそっとため息をつく。

　結局、あれから星人はもちろん美希までも授業に戻らないままだった。

　アリアが今いるのは教室の廊下側、前の出入り口付近だった。ここに陣どる女子三人組と一緒なのだ。アリアを誘ったのは生徒会役員風紀委員長、立たち花ばな理り香かである。

　うかない顔のアリアとは対照的に理香はニコニコ顔だった。

「りかっち、ご機嫌じゃん」

　そんな理香を揶や揄ゆするのは大きな口に八重歯がチャームポイントの里さと中なか夏なつ美みだった。褐かつ色しよくの肌はだと白い歯のコントラストも美しいが、男子顔負けの大きな弁当箱をガツガツ食らう姿はあまりにも色気がない。男子より女子にモテるタイプだ。

「念願かないましたものね」

　おっとりと同意したのは北きた大おお路じ眞ま弥や。長い黒髪と細ほそ面おもての顔がどこか貴族的な香りをただよわせるが、実際に北きた大おお路じ家は元華か族ぞくという本物のお嬢さまだ。夏なつ美みとは対照的に眞ま弥やのお弁当箱は小さい。手のひらサイズの小ささだ。

　眞弥がおちょぼ口にちまちまと箸はしを運ぶと、理り香かはメガネの向こうで眉まゆを八の字にする。

「念願ってどういうこと？」

「前々から、グレイさんとお友だちになりたくてウズウズしてたくせに」

　眞弥が冷やかすと、夏美はニヤニヤしながら相づちを打つ。

「そうそう、ありっちにちょっかいかけちゃあ、今日もまともに相手にしてくれなかったって肩を落として帰ってきてたもんなぁ。ついに悲願達成、野望にまた一歩近づいたな」

「もう、グレイさんの前で変なことを言わないでよ。それに野望って何よ？」

　大おお真ま面じ目めな顔の理香に、夏美が茶々を入れる。

「そりゃハーレムさ、ハーレム。ついに念願の金髪美少女を手に入れて、りかっちのハーレムがまた一歩実現へと近づいたわけだな。がはははっ」

　豪快に笑い飛ばす夏美の口からご飯粒が飛び出すのを見て、理香は悲鳴にも似た声を上げる。

「ちょっと汚いでしょ。それとハーレムだなんて神聖なる学まなび舎やでそういうふしだらな言葉を使わないように」

「でもどうだろうな。俺おれ、前々から思ってたんだけど、りかっちってさ、不純異性交遊には厳しいけど、自分は不純同性交遊っぽいところがあるよな」

　一人称が「俺」の夏美が軽口を叩たたくと、思い当たることがあると眞弥が吹きだした。

「そういえば確かに」

「ちょっと、眞弥までっ！」

　理香が目くじらを立てるが眞弥は涼しい顔だ。そこに夏美が本気とも軽口ともつかない顔をして語りだす。

「りかっちってさ、男子の前じゃ堅かた物ぶつっぽくふるまうんだけど、女子だけになると性格変わるんだよね。やたら抱だきついてくるっつーか。俺、貞てい操そうの危機を感じたこともあるもん……なんか、こう、後ろから抱きつかれて、胸をもまれたことあったし、こ、こう、こんな感じで」

　夏美は二つの手のひらを上へ向けたり下へ向けたりして、あやしく指を動かす。その仕草に理香の顔が真まっ赤かになった。

「ち、ちがーうっ！　あれはコミュニケーションの一環として抱きついたら転びそうになって、手が……」

　あわてる理香の姿に夏美は目を細めると、今度はアリアへ流し目を送る。

「ありっちも気をつけた方がいいぜ。油断したら、りかっちの毒どく牙がに」

「えっ？」

　突然、話をふられてアリアが面食らう。ぼんやりしていたので不意打ちになったのだ。

「もーっ、ちがーう、グレイさん、絶対に違うからね」

　うっすらと目に涙すらためて理り香かは力説すると、夏なつ美みにくってかかる。

「もう、どうしてそんなことをグレイさんの前で言うのよっ！」

「おい、眞ま弥や。今の言葉を聞いたか？　新しい女が来たら、これだ。俺おれたちみたいな古女房はお払い箱なのかねぇ」

　夏美の芝しば居いがかった言い草に応こたえて眞弥も、よよっと涙ぐむ仕草をしてみせる。

「本当に」

「もう、眞弥までわたしをいじめるの？」

　三人娘のなんちゃって愛あい憎ぞう劇は続くが、アリアは上の空だった。気持ちがどうしても入らない。美み希き、そして星ほし人とのことで頭がいっぱいなのだ。

　学校とは奇妙な空間だ。いつものアリアと星人の関係なら、ゴメンの一言すら不要だったかもしれない。それなのに他ほかの生徒たちが血相を変えて騒さわぐものだから、集団から非難されたような嫌いやな気持ちになる。

　それに本当はアリアだって、真っ先に星人の元へ駆けつけたかったし、素直に謝りたい気持ちもあった。それができなかったのは美希に遠えん慮りよしてしまったせいだ。

（どうしてあんな嫌な女なんかに引け目を感じちゃったんだろう……）

　あの時、もっと上う手まく立ち回ることができたらと後こう悔かいするアリアだが、時にそうした負の感情は別の負の思い出を引きよせて、自己嫌けん悪おのスパイラルを引き起こしてしまう。

　今のアリアがまさにそうだった。

　ミスをくり返してばかりの自分。仲間の中で孤立する自分。そして終わりの見えない地球への滞たい在ざい延長が一度は決定した時の仲間たちの表情。仲間たちの姿に自分の陰口を言っている幻げん影えいを重ね、ただ強がることしかできなかった自分。

　まるでブラックホールの中心で押しつぶされるような思いにあえぐうちにアリアの脳裏に、昨日の星人の言葉がぐるぐると巡りだす。

「お前、自分自身に無理してないか」「本当は助けてもらいたいのに意地をはって自分自身を苦しめていないか」「自分に関かかわるすべてのことを自分だけで解決しようとするあまり、自分の世界に閉じこもろうとしてないか」「他人に頼むぐらいなら自分が犠ぎ牲せいになった方がマシだって思ってないか」

　そして「本気でお前のことを心配して、本気でお前のことを何とかしてやりたいんだよ」と言った星人の真剣な顔。

　その言葉の数々は今のアリアにとって救いとなるはずなのに逆に心が重くなってしまう。

（ああ、もう最低……あのバカ、何をグズグズしてんのかしら。いつまでも帰って来ないから、あたしがこんな思いをしなきゃなんないんだわ）

　恨うらめしそうにアリアは星人の机をチラ見するが、相変わらず席は無人のままだ。

「どうしたの、グレイさん。気分が悪くなった？」

　考えこんでいたアリアを現実に引き戻したのは眞ま弥やの一言だった。

「う、ううん。何でもない」

　あわてて大きく首をふるアリアの姿に、夏なつ美みも箸はしを止める。

「しっかし天あま川かわも罪な男だよな。幼なじみと転校生の二ふた股またなんて」

「ちょっと止やめなさいよ、そんな不純な言い方は。グレイさんや宇う佐さ見みさんに失礼でしょう」

　眉まゆをひそめる理り香かにボソッと眞弥がつっこむ。

「では天川くんに対しては失礼ではない、と？」

　天川、宇佐見と星ほし人とや美み希きの名前が出る度たびにアリアは胸がドキリとするが、三人娘の会話は屈くつ託たくなく進む。

「とーぜん。男はみんなケダモノである以上、野や獣じゆう死すべし」

　鼻息の荒い理香だが、夏美はどん引きだった。

「うっわー。りかっちはマジでやべぇわ」

「ちょっと失礼なことを言わないでよ」

　眉をつり上げる理香を、適当にあしらうと夏美はふと真顔になる。

「なぁ、そいやさ。眞弥って宇佐見と初等部の時から一緒なんだろ？」

「えっ？　どうして急に」

「いや、今日の体育で宇佐見って、いい球投げてたんだよね。うちの部にスカウトしてぇんだけど、俺おれ、高等部からの編入組じゃん？　宇佐見のことあんまり知らねぇしさ……良かったら橋渡しして欲しくってよ」

　星せい之し館かん学園は初等部から大学までエスカレータ式だが、中等部、高等部、そして大学と定員が増えていき、その度に外部受験者が加わっていく。夏美は高等部からの外部受験組だった。だから初等部からの内部進学組である眞弥を頼ったのだ。

「わたくし、宇佐見さんと親しくないので」

　眞弥の視線が理香へ向かう。理香も眞弥と同じく初等部出身だった。

「あれ、わたしもだ……宇佐見さんとはあんまり話した記憶がない」

「なんだよ、りかっちもかよ。りかっちがあんなナイスバディを放っておくなんて珍しいな」

　夏美が茶々を入れて混ぜっ返そうとするが、理香の顔に笑みがない。

「何でだろ？　天川くんとは初等部からずっと一緒で、宇佐見さんは天川くんの幼なじみで、小学校からずっと一緒だった……っていうことは宇佐見さんもわたしたちと一緒のはずよね」

　話をふられた眞弥も困惑する。

「そう言われればそうですけど、幼なじみって必ずしも学校が同じとは限らないのでは？　家が近所で学校に上がる前から遊んでたとか」

　何かがおかしい。アリアの胸で何かがざわつく。

　そして理香が不思議そうな顔をして首をひねる。

「でも天あま川かわくんの家って、すっごい山の中だよね。確か一番近くの家でも二キロか三キロぐらい離れてるんじゃなかったっけ？　それに宇う佐さ見みさんってずっと天川くんと一緒だって誰だれかに聞いた記憶があるよ？」

「そう言われればそうですね」

　内部進学組の二人の妙な雰ふん囲い気きを、夏なつ美みが豪快に笑い飛ばす。

「二人とも変に真剣になるなよ。誰だって記憶違いや聞き違いなんてあるだろ。がははは」

「ま、そだね。大した問題じゃないし」

「そう言われればそうですね」

　記憶に少々の食い違いがあっても、次々に納なつ得とくしてしまう理り香かと眞ま弥やの姿に、アリアは血が逆流するかのような感覚を覚えた。まるで自分は世界で唯一の魔法使いだと高たかをくくっていたら、知らない間に他ほかの誰かから魔法をかけられ踊らされていたような気分だ。

「まさかっ！」

　急に立ち上がったアリアの姿に理香たちが驚おどろく。

「ど、どうしたの？　急に」

　けれどアリアは説明や言い訳をする暇いとますら惜しんで走りだした。

　スライド式の扉を開くと、階段を飛ぶように下りていく。その勢いに階段を上り下りする他の生徒たちがあわてて壁かべ際ぎわに退避した。そして一階の廊下に飛び出ると「廊下を走るな」という教師の怒号を背に受けて、保健室へと駆けこんだ。

　そこには白衣を着た二〇代半ばの養護教諭、つまり保健室の先生がいた。白いカーテンがゆれる室内には他に人影は見あたらない。

「こ、ここに、頭を打った生徒が運ばれて来ませんでしたか？　四時間目の体育の授業中にボールが当たったんです」

「先生、さっきまで近くの病院にいてね、今帰ったばかりなの。でも消毒液やガーゼを使った跡があるから、教室に戻ってないか確認してみたら？」

　教室に戻ってないのは明白だ。では何な故ぜ、急に授業中に消えたのか。

　その意味するところを察してアリアはぎりりと奥歯を嚙かみしめた。

「やられたわ」




　その頃ころ、星ほし人とは学校裏の山を登っていた。

　林道とも獣けもの道みちともつかない踏み固められただけの細い道を歩く。

　目の前の傾斜が急にきつくなった。木の幹に手をかけて上がると、後ろからついて来ている美み希きのために手を差しだした。

「ほら」

「ありがとう」

　美み希きが手をつかむと、星ほし人とは急斜面から美希を引っぱり上げる。

「うわっ、きゃっ……わっ……」

　二度三度と斜面に美希は足をすべらせたが、星人の支えもあって何とか急斜面を登りきった。

「ああ、もう、靴くつが泥だらけ」

　美希は靴を脱ぐと、そのままひっくり返して中に入った土や砂を落とす。

「やっぱり、美希は残ってた方が良かったんじゃないか？　この先、危ないとこもあるし」

「えーっ、やだ。絶対、一緒に行きたい」

　駄だ々だっ子のように美希がほほをふくらませた。すると星人はあっさり現状を追認してしまう。

「そっか、じゃあ仕方ないか……でも、せめて体操服のまま来れば良かったな」

　星人も美希も制服に着がえているが、あっちこっち泥だらけだった。これなら体操服のままでいた方が良かった。

「う～ん……でもわたし、体操服姿で学校から出るの抵抗あるし、これでいいんじゃない？」

　四時間目の授業中に地図の解読方法に気づいた星人だが、隠し場所とおぼしき地が近いこともあって、美希と二人で探しに行こうという話になったのだ。

　アリアのことを考えると色々と抵抗もあった星人だが、美希にせがまれて、あっさり二つ返事をしてしまった。もっとも実態は色仕掛けに負けたと言った方が正しいかもしれない。美希が身体からだを密着させつつお願いしてくるので、断れなかったのである。

（こんなんじゃ、ダメだよなぁ……）

　ちょっとばかし反省しつつ星人はズボンの泥を軽く払うと、再び歩きだす。

「そだな、んじゃ行きますか」

　この山自体は天あま川かわ家の所有で、向こう側、つまりほぼ反対側の斜面の方には星人の家もある。いわば星人の家の庭みたいなものだ。

　目指しているのは東側の七合目のあたり。だがこの東側斜面はちょっと曲くせ者ものだった。

　星人の家がある西南側は斜面がゆるやかだが、東側の山やま肌はだの表情は複雑だ。

　山頂から中腹にかけては斜面もゆるやかだが、中腹から山やま裾すそにかけて急斜面となり、ところどころ岩肌が露ろ出しゆつしているのだ。まるで三角形の一角を切り落としたかのような形である。

　この急変する斜面の理由を、星人は祖父から聞いたことがあった。元々あの斜面には小さな山があったそうだが、石灰岩を採さい掘くつして山一つ丸々消えたという話だ。

　そんなわけで東側へ登るには遠回りでも、東南側か北東側から向かわなければならないのである。

　かくして道なき道を踏み分けて、あっちこっちもすり剝むいて、ようやく目的地である東側の七合目付近にやって来た。

　そこには整然と木々がならぶ中に交じって、コンクリート製の堤てい防ぼうか塀へいのようなものがあった。そう高くはない。ひざぐらいの高さだ。長さは数メートルほどだが、途中で直角に曲がっていてＬの字形になっている。

「ねぇ、星ほし人と。これは何？」

「建物の基礎の跡さ」

　それから星人はコンクリート製の堤つつみの向こうを指さした。

「この堤てい防ぼうの向こう側は同じ木ばかり整然とならんでるだろ？　昔、うちが林業をやってた頃ころに木を伐ばつ採さいした後に植林したんだ。そしてここはじいちゃんが使ってた作業場兼休憩所の跡地。本当は四角形だったらしいけど、木を切りまくってたら土砂が崩くずれたらしくってね。斜め半分は埋まったんだってさ」

　星人の言う通り、コンクリート製の土台の向こう側は変に斜面が盛り上がっている。

「なるほどぉ……それでここに地図に描かかれた木があるの？」

　つまらないことのはずなのに美み希きは素直に感心してみせる。けれどＬ字形の角に向かって歩いていた星人の口から咄とつ嗟さに出た声は素っ気ないものだった。

「正直、わかんない」

　思いの外ほか、自分の声が冷たくて星人はあわててフォローする。

「何せあのバカ親おや父じの描いた地図だからね。まともに考えたら答えなんて絶対に見つからないし、滅め茶ちや苦く茶ちやな理屈で答えを導き出そうとすれば正解か不正解かは博ばく打ちみたいなもんだよ」

「……うん、そうだね」

　後ろからついて来る美希の声が心なしか落ちこんだように聞こえて、星人は自己嫌けん悪おする。

　実際のところ、苦労してたどり着いたものの星人も自信なんてないのだ。

　ただ地図に描かれた木がどの木でもない以上、クイズとして考えるしかない。そうなると「木（き）」の下は五十音で「く」となる。そして「く」と言えばこの土台を斜めから見立てた形ぐらいしか思いうかぶものはなかった。

　しかもここが父と星人だけの麗うるわしい親子愛を象徴するような思い出の場所ならともかく、星人はここに父と来たことすらないのだ。遠い昔、祖父が山歩きの途中で連れて来てくれたことが一度あるだけだった。

　こんな理由から学校の制服を着たまま山中を強行軍に出たのである。しかも女の子を引きつれて。これで空から振りしたらと思うと、やっぱり星人も気が重い。これがせめてアリアだったら、生物兵器を探している当事者なのだから空振りでも少しは許されるかもしれないが。

　そこまで考えて星人は苦笑いする。

（アリアか……）

　もし生物兵器が見つかっても見つからなくても、もうじきアリアは星人の前から消えるのだ。しかも記憶や思い出と一緒に。

　あんな台風みたいな奴やつでも、いなくなったり忘れたりすると思えば淋さみしいものだ。いや、もしかしたら迷惑やインパクトが大きいからこそ淋しいのかもしれない。なんだか星人は切なくて、せめて迷惑料代わりに記憶ぐらい置いて行けよとも思ったが、同時に美み希きに対して不実な気もして、やっぱり記憶と一緒に消えてくれた方がいいのかもしれないと考えて、頭の中はぐるぐると空から回りだ。

　土台の角に着いた星ほし人とは近くに転がっていた棒きれをひろうと、センチな気分で穴を掘りはじめた。星人は探し物が出てくることを切に祈った。

　できれば生物兵器を見つけてから、アリアと別れたかったのだ。アリアが故郷の星へ無事に帰れるようにしてやって、安心して何もかも忘れたかった。そして美希と共にこれからも一緒の時間をつみ重ねてやりたかった。

　朝、階段のつきあたりで美希から言われたことが星人も引っかかっていたのである。あの「お願いだから、二人でつみ重ねてきた時間を奪うばわないで」だ。

　そう、思えば星人は美希と数々の思い出をつみ重ねてきた。

　バレンタインの手作りチョコレート、一緒に映画を観みたクリスマス・イヴ。甘い思い出だけじゃなく、美希は星人が苦しい時、いつもそばにいてくれた。風か邪ぜで寝こんだところにおかゆを作ってくれたり、一緒に受験勉強を頑張って、神社で合格を祈った中三の正月……

　めぐりめぐる思い出の数々に星人は違和感を覚えた。

（あれ？　なんで俺おれが受験勉強をして、神社で合格祈願なんかしてるんだ）

　星人は小学校からエスカレータ式で進学している。もしかして中間テストや期末テストか何かと思い違いだろうか、と考えそうになって星人は愕がく然ぜんとした。まるで甘いスイーツを味わっていたら、中に砂粒が入っていて、奥歯でガリッと嚙かんでしまったような気分だ。

　かつてミムラは言った「記憶に不都合や矛む盾じゆんが生じた時、人は記憶を自分の都合のいいように解釈する」と。今、まさに星人がそうだった。

　そしてミムラはこうも言った。普通、人は自分の記憶に偽にせの情報が刷りこまれているなんて思わないと。けれど今の星人は知っている。偽の記憶を刷りこむ技術が存在することを。

　それにアリアも、宇宙人側のアイテムを持った地球人の裏切り者、すなわち敵がいる可能性を指摘していた。

　ならば導き出せる答えは一つだ。

（……そういうことだよなぁ）

　ガッカリして星人が肩を落とした、まさにその瞬しゆん間かんだった。木の棒が何かに当たった。

　そのまま周囲の土をのぞいていくと、小さなガラス瓶びんが見えた。ガラスの胴体にスクリューキャップがついているだけの簡単なものだ。どうやらジャムの瓶を流用しているらしい。中には風邪薬なんかでよくあるカプセルが何なん錠じようか入っているようだ。

（まいったな、このタイミングでビンゴかよ……）

　激しい動どう悸きに身体からだがかすかにふるえた。心臓が爆発しそうだ。色々やるべきことはあるだろうが、とりあえず星人は父へつっこんでおく。

（こんなところに隠しやがって、わかるわけないだろっ！）

　星ほし人とは額の汗をぬぐいながら、つっこんで良かったと思った。

（なんか、ちょっと落ち着いたぞ）

　落ち着いてみると、星人は自分が随ずい分ぶんと滑こつ稽けいな思い上がりをしていたことに気づく。

　アリアのことは忘れて、これからも美み希きと一緒に思い出をつみ重ねていこうだとか、もう本当に赤面ものだ。思わず自じ虐ぎやく的な笑みすらこぼしてしまう。

（こういった場面って、女の子だったら泣くところだよな？）

　しかし残念ながら星人は男の子だ。そうなると嘆なげくしかない。

（これが男だと、やっぱギャグだよなぁ……）

　まったくモテない男がナイスバディな幼なじみと美少女転校生に囲まれて三角関係みたいな気分になっていたが、実は幼なじみは偽にせ者もので、転校生も遠い故郷へ帰ってしまう。それで結局、何もかも元の木もく阿あ弥みで天あま川かわ星人はこれからも一人ぼっちです。

　マンガやアニメならこれがオチかよと星人も笑うところだ。けれど実際に自分がギャグマンガの主人公みたいな境遇になってみると、ぜんぜん笑えない。

（俺おれがモテないから、こんなに簡単に騙だまされたんだろうな）

　ミムラたちがメイドの格好で地球人の記憶を改変したのと同じ理屈で、美希は星人に幼なじみだという偽の記憶を刷りこんだのだ。幼なじみという心地好よい関係を壊したくなくて、記憶に矛む盾じゆんがあっても、都合のいい解釈をするだろう、と。

　そしてそのまんま星人は術中にはまったわけだ。

　情けないし、踏みにじられたようでもあり、とにかく気分としては最悪だ。いっそメソメソ泣いた方がすっきりするかもしれない。

　だからこそ星人は泣き言を口にしないと決めた。モテない男でも、いや、モテないからこそ、男の意地って奴やつを示してやりたくなったのだ。

　反発心や反骨心みたいな感情を支えにして、星人は腹をくくった。

（一いつ矢し報むくいてやる）

　そう考えると不思議と気持ちが落ち着いてきた。妙に神経が冴さえて、冷静に頭も回転する。

　美希の正体はわからない。けれどどの程度までかは不明だが、宇宙人たちから一定の技術提供を受けているのは確かだ。そうすると妙な道具を持っている可能性が高い。しかも星人は美希に背中を向けたままだ。とりあえず星人は慎重に事をはじめる。

「一つ訊きいてもいいか？」

「えっ、何を？」

「お前はこれが何なのか知ってるのか？」

　背中ごしにかすかに息を吞のむ音が聞こえた。

「どうしたの、急にお前だなんて呼び方をして。いつもみたいに美希って呼んでよ」

「そろそろ茶番は終わりにしようぜ」

　星ほし人とが軽く肩をすくめると、美み希きは悪びれもせず、明るい声であっさりと認めてしまう。

「なるほど、お見通しか。それって宇宙人が作ったウィルス、つまり生物兵器でしょ？」

（そうだよなぁ……）

　宇宙人たちが自分たちの道具や技術を与えてまで後を託すような相手なら、やはり宇宙人たちと同じ考えの連中に決まっている。星人も納なつ得とくできないわけでもない。

　でも本当は、どこかの軍事国家が鎖国して世界中にウィルスをばらまいて世界唯一の人類帝国を夢みてるとか、そんな可能性も少しは疑っていた。だからカマをかけてみる。

「どうして地球から人類が消えればいいなんて悲しい考えをするのかねぇ。同じ地球人として、ぼかぁ悲しいよ」

「あははは、何をキャラ作ってるのよ」

　ここで何か言って話題がそれるのも面白くないので星人は口をつぐむ。すると沈ちん黙もくを嫌って美希が口を開いた。

「このまま人類が増え続けたら地球は滅め茶ちや苦く茶ちやになるわ。自然を破壊し、環境を汚染する。人間のせいで多くの動植物が死に絶えているわ。このままだと人類は地球を食いつぶして、最後に人類自身も絶滅してしまう。それなら人類が地球から消えた方が合理的じゃない？」

「なるほど」

　賛成できるような考え方かどうかは別として、やはり美希は宇宙人が見こんだだけの人物だった。本当に人類が地球から退場した方がいいと考えているらしい。星人もビックリだ。

　形勢逆転して美希を尋じん問もんできる立場にでもなったら、どうしてこんな奇き矯きような考え方をするようになったのか根掘り葉掘り訊きいてやりたいが、今はそんな余裕などあるはずがなかった。

「……ねぇ、ところで逆に質問していいかな？　いつ気づいたの？」

（今さっきです）

　口に出して正直に答えるわけにはいかない。こっちが完全に無防備なのがバレてしまう。こっそり土中の瓶びんを手に握りつつ、なるべく不敵な声を演じる。

「さぁ、いつだったかな」

「……誘おびきよせた、つもり？」

　警戒する美希の声に、作り笑いをうかべながら星人はゆっくりと立ち上がった。

「どうだろうな」

「そう、でもお生あい憎にくさま。こっちも、ちゃーんと準備してあるんだから」

　星人がふり返ると、美希の後ろから二体のリトル・グレイがあらわれた。

（ちょっとミムラ姐ねえさんとは雰ふん囲い気きが違うな）

　目の前のリトル・グレイはミムラ（リトル・グレイ型ボディ）よりも顔つきが精せい悍かんで、指も四本と数こそ同じだが、人間でいう小指に相当する指がなく、ミムラと違って親指がある。

　その精せい悍かんな顔をしたリトル・グレイたちは美み希きを挟はさんで左右に立った。

　光学迷彩だ何だで見えないＵＦＯがつき刺さった家で一週間近くも暮らしている星ほし人とだ。いきなりリトル・グレイがあらわれたこと自体は驚おどろかない。

　けれど向こうの準備の良さを目まの当たりにすると、こっちの準備の悪さが悲しくなってくる。

　美希がペンライトのような物をとりだした。長さは一五センチ程度、銀色に光る棒状の物体を見て、星人はちょっとだけ心に余裕ができた。やはり知っている物だと何かとやりやすい。

「ふ～ん、なるほどね」

　精一杯不敵な面つら構がまえを見せながら星人は生物兵器を入れた瓶びんを放り上げはじめた。もっとも放り上げるといっても一五センチか二〇センチくらいの高さだ。放り上げてはキャッチして、キャッチすれば放り上げる。お手玉遊びといったところ。

「大人おとなしくそれをよこしなさい」

「と、言われてもねぇ……」

　わざとらしく星人が眉み間けんにシワをよせると、美希はもったいぶっていると解釈したらしく提案を持ちかける。

「場合によってはわたしたちの組織に入れてあげてもいいわ」

「組織？」

「そう、人類削さく減げん機構」

　ようやく星人も納なつ得とくがいった。名は体をあらわすという。人類削減機構というのは人類絶滅機構ではないわけだ。つまり地球環境を守るため、大半の人類には死んでいただくが、一握りの人類は生き残る。そして生き残る側がウィルスをばらまこうとしているわけだ。

「その場合って言うのは当然、この生物兵器を渡せってことだろうな」

「もちろん。そして将来的にはガスや電気を使わない自給自足に近い生活をしてもらうことになるけどね」

「もしかしてアーミッシュみたいな生活？」

　アーミッシュとはアメリカで近代以前の生活を送っている集団だ。アメリカという最も科学技術の進んだ国の中で、車ではなく馬車に乗り、電化製品も使わない。そんな一八世紀や一九世紀のヨーロッパみたいな生活をしているので、しばしば雑誌やテレビでとり上げられる。

　もっとも日本だと知っている人間の方が少ない。だから美希も驚いていた。

「あら、詳しいのね」

「ああいった生活に憧あこがれた時もあってね」

　星人が肩をすくめると、美希が吹きだした。

「いやに老成した高校生ね」

「俺おれってじいちゃん子だったからなぁ」

　この辺りに女の子にモテない理由が隠されている気がして、ちょっと星人もブルーになる。口を尖とがらせる星ほし人との仕草に美み希きが笑顔を見せた。

「ねぇ、そろそろ返事を聞かせてくれるかしら？」

「もちろん、ＮＯ」

　迷わず答えた星人に、美希はちょっとだけガッカリした顔になる。

「そっかぁ……どうしてわかってくれないの、な～んて野や暮ぼなことを言うつもりはないわ。でも一週間だけだったけど、星人の幼なじみって役は楽しかった。騙だましちゃって、ごめんね」

「俺おれも楽しかったからいいよ」

　生物兵器の入った瓶びんでお手玉遊びを続けながら星人が答えた。

　平静を装よそおっているが、本当は悔くやしい。ここはやせ我慢だ。もし生まれ変われるのなら、次は好き勝手なことを言える女の子に生まれたい。星人は本気でそう思った。だってもしこれが男と女が逆だったら「あんたなんか、サイテー」って大声で罵ののしってる場面だ。

「それじゃ、次に刷りこむ記憶はもうちょっと楽しいものにしといてあげるね。仲間に入ってくれない以上、色々と忘れてもらわないといけないこともあるから」

　それから美希は銀色に光る棒状の物体の先端を星人へ向けたまま、スイッチを押した。無機質な音と共に美希がお別れの言葉を述べる。

「それじゃ、バイバイ」

　星人の目の前で放り上げた瓶が空中で静止した。そして服が洗濯ノリが効きすぎたパリパリのシャツみたいになってはりつく。

　それから美希の顔も、やはり張りついていた。

（この表情を見るだけで、少し報むくいた気になれるな）

　星人はニヤリと笑って、空中に静止した瓶を握る。リトル・グレイたちと同じ金属的な光こう沢たくのある灰色の肌はだの手で。

　もっとも星人の手品はこれでお終しまいだ。

　ここから先は本当に手がない。仮に美希からあの時間を止めるペンライトを奪うばえたとしても、向こうには二体のリトル・グレイがいる。決定的なアドバンテージにはなりえない。

　何をすれば星人は勝てるのかという勝利条件すらわからない状況なのだ。

　だからこそこちらのお寒い懐ふところ事情を知られるわけにはいかなかった。

「うそ、なんで……」

　驚おどろく美希の顔を見ながら、星人も焦あせっていた。ここは何かハッタリが必要だ。咄とつ嗟さに星人が口にしていたのは……

「イージス・フィールドさ」

「イージス・フィールド？　何よ、それ？」

（それは竹たけ林ばやし先生に訊きいてくれっ！）

　星人の心の叫びだ。けれどそのまんま言ったら、ぶち壊しである。

「イージス・フィールドとは時空をも超越した絶対領域。何なん人ぴとたりともふれえぬもの」

　竹たけ林ばやしがアリアへ送ったラブレターだか脅きよう迫はく状だかから始まった一件を思い出し、それっぽいことを言ってみた。当然、言った本人すら意味不明な戯たわ言ごとなのに、美み希きは顔面蒼そう白はくだった。

「どうして？　一週間前に忍びこんだ時はそんな力なんて発動しなかったのに……」

（携帯電話の時間が遅れたのはやっぱりこいつらのせいか）

　一週間前の遅刻を思い出した星ほし人とも納なつ得とくする。

　父からの手紙が来た時、人類削さく減げん機構なる組織のメンバーは星人の家に侵入して来たのだ。時間を止めてリトル・グレイに手紙と地図を奪うばわせた。ところが地図は意味不明。これではダメだと作戦を変更し、美希を接近させたといったところだろう。

　もっともそれがわかったといって今はどうこうできるわけでもない。むしろハッタリを維持するために何か他ほかのハッタリが必要となった。

「俺おれにはこうなることが最初からわかっていた」

「どういうこと？」

（何て言ってつなげようか……）

　いきなり苦しくなった。芝しば居いがかった仕草で星人はうつむいて間を置き、それからもう一度顔を上げる。何も思いつかない。それでも黙だまっているわけにもいかない。

　思いうかぶのはピースサインをしている竹林の笑顔。

「頂上より未来を予言するトップ・オブ・ピラミッドが君の正体を告げていたんだ。そう、ファースト・コンタクトは危険ではない。むしろ不ふ慮りよの衝しよう突とつによるイージス・フィールドの暴走が、世界へ破滅的なダメージを与える危険があると……だから俺はこの時を待った」

「あなた、何を言ってるの？」

（わかるかいっ！）

「そしてあなたは何者なの？」

　思わず黙りこむ星人。アリアの顔を思いうかべ、悲しくなったのだ。

　放課後の体育館裏に竹林に呼びだされた後のアリアは怒り狂って星人を罵ののしった「あんただって、今は正常そうな口をきいてるけど、いつ何とかフィールド展開だとか、第三の目だ何だ言いだすかわかったもんじゃない」と。

　そして星人は「言うわけないだろっ！」と答えたのだ。それどころか「アレを基準に地球人を語るなんて、全人類に失礼だと思わないのかっ!?」なんてことすら言った。

　それがどうだ、今や何とかフィールド全開だ。もう後戻りはできない。

　星人は物もの憂うげな顔で、美希の問いに答える。

「俺はヴァシレフス・ヴァシレオーン、そう百ひやく眼がんのヴァシレフスだ……」

　美希が身体からだに電撃でもくらったかのような顔になった。ついでに表情に乏しいリトル・グレイたちすらも驚おどろいている。

　もうこのチャンスを活いかすしかない。星ほし人とは一か八ばちかの賭かけにでた。

「ぐわわあああああああああああああああああああああああああっ!!」

　とにかく凄すごそうな声を上げる。狼おおかみ男おとこが月に向かって咆ほう吼こうするイメージで、身ぶりも交えた。それから星人は大げさに苦しんでみる。

「ぐわっ、ぐわっ、ぐわっ……ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぅ」

　とりあえず星人のハッタリが通じているのは銀色に変色した肌はだのおかげだ。その肌の色を見せつけるかのように右手を、そして左手を押したり引いたりしてみせる。

「くらうがいい、我が光の聖せい槍そうを」

　それから星人は十字架に磔はりつけにされたキリストをイメージして両腕を広げ十字を作った。その広げた両腕をじわじわ狭せばめながら、美み希きに向かって駆けだす。

「ロンギュヌースーッ、アタァアアアアアアアック!!」

　咆吼と共に突進する星人の姿を見て美希は咄とつ嗟さに飛びのいた。そして二体のリトル・グレイも両手を顔の前に交差して防御の構えをとった。

　その間を星人は猛もう烈れつな勢いで駆け抜ける。

　そう、三十六計逃げるにしかずだ。

　獣けもの道みちみたいな細道を星人は一気に駆け下りていく。木々をかき分け、張り出した根を跳とび越え、ひたすら走る。

　そして一〇〇メートルくらい逃げたところで美希もようやく星人がハッタリをかまして逃げただけなのに気づく。

「追いなさい、早くっ！」

　美希の命令にリトル・グレイが反応する。

　木々の間から消えたりあらわれたりする星人の背中を眺ながめ、美希は怒りで身体からだをふるわせた。

「絶対に逃がさない」

　それからゆっくりと道を下りはじめた。




　美希がリトル・グレイたちに命令した声は星人にも聞こえていた。それなりの距離を稼かせいだ手て応ごたえもあった。

（逃げ切れる、かな？）

　もう美希は星人に追いつけないはずだ。いくら美希の運動神経が良くても、星人も山育ちだ。足腰はそれなりに丈じよう夫ぶだし、何より山道で美希に遅れをとるとは思えない。

　リトル・グレイたちだって山を下りてしまえば堂々と追ってはこれないだろう。仮に追いつかれたとしても、あのひょろひょろのリトル・グレイたちがどれだけできるか。

　正直なところ、ケンカに慣れない星人でも殴なぐり合いの白兵戦にでもなれば圧倒できそうな気がしていた。蹴けっ飛ばせば骨も簡単に折れそうだし、思いっ切り殴れば首の骨が折れて一発で成じよう仏ぶつしそうである。そこまで想像したところで、ふとミムラの顔を思いうかべてしまった。

　もしかしたらあの二体もミムラみたいに美少女に変身するのかもしれない。そうなるとやりすぎるのはちょっと可哀かわいそうな気がする。いったいどれだけ手加減をすればいいのか。そんなことを考えているうちに星ほし人とは背後に気配を感じた。

　草や葉がゆれ、落ち葉を踏むような音。それが一つ二つと聞こえたところで星人は全身が粟あわ立だった。音の間かん隔かくが妙に長く、そして近い。

（なんだ、この感覚？　もしかして跳とんでる？）

　反射的に星人は横へジャンプする。木の裏に身を隠すような形になった。その直後、銀色の影が星人の左腕をかすめる。それから右からも銀色の影。

　数メートル先に二体のリトル・グレイがカエル座りのような格好で地面に手をつけていた。首をゆっくり傾けアーモンドみたいな目を星人へ向ける。

　なめていた自分に対する戒いましめとして、一応つっこんでおく。

「マジかよ、お前ら思いっ切りハイスペックじゃんっ！」

　それから星人は側面へ身を転がすように横っ跳び。その一いつ瞬しゆん前にリトル・グレイたちはカエルジャンプで飛びかかっていた。

　坂を転げ落ちるが、すぐに背中が大きな幹にぶつかって星人の身体からだは止まる。見れば星人が最初に盾たてにしようとした木の幹に二体のリトル・グレイがカエルのように座っていた。妙な感覚である。星人の身体は横になってるのに、まるでリトル・グレイと立ったまま向き合っているかのようだ。

　そう、星人は倒れて横向きだが、リトル・グレイたちも木に直角な形ではりついているのだ。握力が凄すごいのか、それとも反重力何とかみたいな力が使えるのか、ありえない光景だった。

（ハイスペックにも程ほどがあるっ！）

　もう声に出してつっこむ余裕なんてなかった。身をひるがえすように足もとから再び星人は坂道を転げ落ちる。転げながらも足をブレーキにして進行方向を変え、木の裏にもぐりこむ。木を盾にするとブレザーの上着が脱げかけていた。

（一つ仕こんでやるか）

　急いで星人は袖そでから右腕を引き抜く。

　そうしている間にリトル・グレイが左右に分かれて、カエルジャンプを一回、二回とくり返す。三度目のジャンプで左右を挟はさまれた。再び星人は地面を蹴けるが、今度はリトル・グレイも近い。左から跳んだ一体が星人のブレザーの裾すそをつかむ。

　一瞬、身体が大の字になるが、そのまま星人は制服から強引に左腕を引き抜いた。

（ちきしょう。せっかくの脱皮の術なのに、こんなに早く使うことになるとは）

　後で切り札として使えないかと思いついたアイディアが、その場しのぎにしかならない。しかも今度は右から跳んだ一体が再びジャンプして星人に襲おそいかかろうとしていた。

　右足を蹴けりだして星ほし人とはカウンターを狙ねらう。ガツンと強きよう烈れつな衝しよう撃げきを受けて、足が思いっ切りしびれたが、星人の右足は見事にリトル・グレイの頭をとらえた。
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　そして宙に舞うリトル・グレイの腹が見えた。ついでに靴くつも脱げて飛んでいく。

（やったか？）

　手て応ごたえを感じつつも、もう一体はまだ無傷も同然だ。次の攻撃を避よけるべく、星人は再び坂を転げ落ちる。白いシャツが真っ黒い土でどんどん汚れていく。

　今度は転がる時間がちょっと長い。そして再び背中に衝撃。

　肺が悲鳴を上げるが、星人はすぐに身を起こす。そして逃げようと後方を確認したところで、血の気が引いた。身をあずけている木の後方、数メートル先は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきだったのだ。

　せめて蹴っ飛ばした方のリトル・グレイに何らかのダメージがないか確認しようとするが、二体のリトル・グレイは左右から星人を挟はさむように歩みよって来る。左側のリトル・グレイには顔に靴底の模様がうっすらとついていたが、どうやら渾こん身しんの一撃もノーダメージのようだ。

　蹴っ飛ばせば骨なんか簡単に折れそうだとか、思いっ切り殴なぐれば首の骨が折れて一発で成じよう仏ぶつしそうだとか考えてしまっただけに悔くやしさが身にしみる。

「こんちきしょー」

　星人が天に向かって悪態をつくと、遠く美み希きの笑い声が聞こえた。

「そろそろゲーム・オーバーかしら」

　土や枯れ葉を踏み分けながら下る足音が近づいて来る。リトル・グレイたちは星ほし人とを挟はさみこむ形で数メートルの距離で待機。どうやら美み希きを待っているらしい。

　とり押さえないのは下へ手たに星人が暴れると、力加減を誤って大おお怪け我がをさせてしまうだとか、悪くすると死なせてしまうかもしれないといった配はい慮りよだろう。

　無様な話だ。屈くつ辱じよくに奥歯を嚙かみしめながらも、星人は必死で頭を働かせる。

　ここから断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの先に瓶びんをぶん投げてやろうかとも考えたが即却下だ。ひろい物競争をすれば身体能力が違いすぎるのでリトル・グレイ側が圧倒的に有利である。瓶の中にあるカプセルは一〇錠じようくらい。これをばらまくわけにもいかない。向こうは一粒でもひろえばいいのだから。

　自分でどうしようもないなら、ここは一いつ旦たん降伏しておいて、後からアリアやミムラに何とかしてもらうというのも手かもしれない。けれどそれでは何とかする前に生物兵器が使われてしまう可能性だってある。

　どう考えても八方ふさがりだとわかったところで、美希があらわれた。

「泥だらけじゃない」

「しかも口の中は血だらけだしね」

　それから星人は血まみれのツバを吐いてみせた。いつの間にか口の中を切っていたらしく、結構な出血量だ。美希は身体からだをしならせると、肩ごしにウィンクする。

「保健室へ連れて行ってあげようか？　やさしく手当てしてあげるね」

（こいつは天性の小悪魔だな）

　星人は内心で舌を巻きながらも、無力感に打ちひしがれた。

　アリアのことは忘れて、これからも美希と一緒に思い出をつみ重ねていこうだなんて思っていたらその美希に騙だまされていた。

　リトル・グレイ相手にやりすぎると可哀かわいそうだから手加減しようかと思えば力の差が歴然で、逆に手加減される始末だ。一いつ矢し報むくいるどころの話じゃない。

（俺おれってちっぽけな存在だよなぁ……）

　心底から痛感して、長く、そして深いため息が一つ口からこぼれた。

　手の中の生物兵器はもう守れそうにない。きっとこの生物兵器が広まればアリアは責任を感じて地球にとどまろうとするだろう。

　故郷の星へ帰してやると約束したのに。

　それが一番悔くやしくて、星人は胸が熱くなった。自分にできることがあれば何でもすると言ったけど、結局自分にできることなんて何もなかったのだ。

　不覚にも目がうるんだところで、星人は逆転のアイディアを思いついた。

　それは決して冴さえたやり方ではない。むしろ冴えないやり方だ。

　人知れず、全人類を代表して自分一人がバカを見るような方法だった。

（やってやるか……）

　それでも星ほし人とはやろうと決めた。屋根の上で泣いていたアリアの姿を思い出したのだ。

　そう、故郷の星と時間からとり残される怖さからアリアは夜空を見つめ泣いていた。けれどアリアは逃げずに、この地球にとどまり続けたのだ。

　だから星人も逃げたくなかった。

　一分、いや、三〇秒でいいから時間が欲しかった。たった一つの冴さえないやり方を成し遂とげるためのわずかな時間。それを稼かせごうと星人は美み希きを挑発してみる。

「ふっ、悔くやしいか？」

「へっ、何のこと？」

「決まってるだろ。イージス・フィールドとか、トップ・オブ・ピラミッドにロンギュヌス、はては百ひやく眼がんのヴァシレフス、こんなもんを一いつ瞬しゆんでも信じるアホなんて普通いねぇよっ！」

「ムカツクーッ！」

　真まっ赤かな顔をした美希が星人を蹴けっ飛ばす。

「げほっ！」

　たまらず星人はうつ伏せになった。瓶びんを握る手は折りたたむように胸の下、そして頭は地面につける。まるで芋いも虫むしみたいな格好になった。

「やさしくしてあげたら、つけ上がっちゃって、このっ！　このっ！　このっ！」

　一発、二発、三発、美希の蹴りが脇わき腹ばらにヒットする。星人は肘ひじでガードしながらも、手は胸の下に折りたたまれたままだ。

　やがて美希は息を切らし、その足も止まった。

「はぁ、はぁ、はぁ……あくまで生物兵器は渡さないってわけね」

　荒い息づかいの後、美希は憎にく々にくしげに星人の背中を見下ろす。

「このバカからウィルスを回収して」

　美希の命令でリトル・グレイたちがうつ伏せの星人の身体からだをつかむ。下へ手たに抵抗すると、どんな目に遭あうかわからないので、大人おとなしく星人は身をまかせた。

　そして星人の身体がゴロリと仰あお向むけになった。その左手には空からっぽのガラス瓶。

　美希の目が大きく見開いた。

「ウィルスはどこ？　どこに隠したの？　痛い目に遭いたくなかったら、素直に白状しなさいっ！」

　泥だらけの顔で星人はペロリと赤い舌を出す。

「ぜ～んぶ、食った」

「う、うそーっ、そんな……」

　美希があわてて星人のカッターシャツの胸ポケットに手を入れる。美希の指がポケットの奥までなぞるが、つまんだ指には白い綿クズしかない。

「ちょっとこいつの身体を調べて」

　美み希きの命令でリトル・グレイたちが星ほし人との身体検査をはじめた。星人はなされるがままだ。リトル・グレイたちはズボンのポケットを調べたり、脱がして文字通り裸にしてまで調べる。

　一方、星人がうつ伏せに倒れていた辺りを調べていた美希は即座にガラス瓶びんの蓋ふたを発見したが、それだけだ。あとは土や落ち葉をかき分けるばかりである。

　そんな美希やリトル・グレイたちの姿に星人はひそかに笑う。

（いくら探したって、何にも見つからないぜ）

　リトル・グレイたちに仰あお向むけにされた星人はしずかに目を閉じる。

　きっと美希はイージス・フィールドだとか百ひやく眼がんのヴァシレフスみたいなノリで、ハッタリか手品みたいなものだと疑っているのだろう。

　けれど正しよう真しん正しよう銘めい、ハッタリでも手品でもなく生物兵器は星人の腹の中だ。もういくら探してもこの地上には存在しない。

　どれほどの時間、美希とリトル・グレイたちは生物兵器を探し続けたのだろう。一〇分ぐらいだったかもしれないし、三〇分くらいだったかもしれない。

　ぶっ倒れたままの星人にとっては時間の感覚をつかむのは難しかったが、ただ二分や三分みたいな短い時間でないのは確かだ。そうとう念入りに周囲を調べていた。

　それでも見つからなければ行き着く先は星人の体内しかない。信じられないといった目で美希は星人の顔をマジマジと見る。

「まさか、本当に？」

　男なら一度は言ってみたい本物の勝利宣言だ。星人はボロボロなりに精一杯の凄すごみをきかしてみる。

「そう、俺おれの勝ちさ」

「あんたってバカじゃない？」

　渾こん身しんの勝利宣言はあっさりバカにされて終わった。美希の声は怒っているのかあきれているのか判別が難しいが、とりあえず感心も感服もしていないことだけは確かだった。

　実は星人もこれで人生を棒にふったという実感があった。

「……そうかもな」

「そこまでして人類を守りたかった？　ヒーローを気どりたかったわけ？」

　きっと散々コケにされたモテない男の意地だとか、無力な自分への反発心といった理由を語ればバカにされることだろう。だから星人は精一杯キザに決めてみる。

「星のお姫さまを泣かせたくなかったのさ」

　美希が舌を鳴らした。どうやら美希もスター・プリンセスを知っているようで、星人がまた自分をからかったと思ったのだ。あきれ顔になりながらも美希はリトル・グレイに指示する。

「仕方ないわ。難しいかもしれないけど、こいつを何とかシアト……」

　その時だった。

　美み希きの目の前で、風切り音と共にリトル・グレイの頭が吹き飛んだ。緑の液体と肉片が噴き上げ、下あごから上がきれいに消滅した。その上の部位は木の幹にべっとりとついた。

　続いて風切り音と共にもう一体。

　こちらは首から上がすべて飛んだ。ひざをついて座りこむように倒れる。足腰が正座したように畳たたまれて、首が地面につく様は土下座しているようにも見えた。吹っ飛んだ首からはドクドクと緑色の液体が流れる。

「申し訳ありませんが、両手を上げていただけますか？」

　星ほし人とには聞き慣れた声だ。この声を聞くだけで星人は癒いやされる思いだが、生あい憎にくと美希にはとんでもなく恐ろしい声に聞こえるようだった。恐怖に引きつった顔で、言われるがままに両手を上げた。うっすらとその目には涙すらうかぶ。

　無理もないと星人も思う。ビックリするほど容よう赦しやがない。

　続いて聞き慣れた声がもう一つ。

「一応、忠告しておいてあげるわ。もしもＵＦＯや宇宙人を見ても、黙だまってた方が身のためよ。他人に言いふらしたりしちゃ絶対にダメだからね？　いい、わかった？」

　こちらの方は美希もよく知っていて、多少の落ち着きをとり戻せたようだった。

「やっぱりあなたも宇宙人たちから力をもらってたのね……わたしたちとは反対の勢力なんでしょうけど」

「そんなところかしら」

　自分たちが宇宙人そのものと知られるより、ずっといいとアリアが噓うそをつく。やがて山の斜面の上から、アリアとミムラが姿をあらわした。

「なに、その格好？」

　半分笑いながら尋たずねる美希に、アリアは平らな胸を反らして答える。

「あたしたちはメイド・イン・ブラック。ＵＦＯや宇宙人と接触した人間に忠告やアドバイスをしてあげてるの」

　メイド服姿に銃みたいな銀色の筒を持つアリアとミムラの姿があった。

「なるほど」

「それより、リトル・グレイを操るための銀色の箱みたいなのを持ってるでしょ。それ、大人おとなしくよこしなさい」

「何もかもお見通しか」

　自じ虐ぎやく的な笑みと共に美希がアリアの言う通りの物をとりだした。銀色の小さなオルゴールみたいな箱だ。

　それをミムラが受けとった。中から注射器のような銀色のバーをとりだす。本当はあの銃みたいな物でもクスリを撃てるはずだが、リトル・グレイの頭を吹き飛ばした物を向けては相手が怖がってしまうだろうという配はい慮りよだ。

「しばらく眠っていただきますね」

　眠ったら最後、記憶を改変されてしまうことぐらい美み希きにもわかっていた。少し離れたところから銃口を向けるアリアに尋たずねる。

「ねぇ、最後に一つだけ質問していいかな。どうしてここだってわかったの？」

「あんた、これを使ったでしょ？」

　アリアがポケットから、銀色のペンライトみたいな物をとりだした。

「これで時間を止めるとね、色んな事象に歪ひずみが出て観測できるのよ」

「なるほど、わたしたちより上のレベルの技術を提供されてたのか……ちょっと残念」

　勘かん違ちがいはさせたままにしておくのがアリアたちの方針だ。

「残念でも無念でも、こちらの方がレベルが上なのは確かね。観念なさい」

「ううん、わたしが残念なのはそんなことじゃないわ」

　かすかに自じ虐ぎやく的な笑みをうかべる美希に、アリアが怪け訝げんな顔をして尋ねる。

「じゃあ、何よ？」

「もし愛の力でここに彼がいるんだってわかったのなら、素敵だなって思ったの」

「そんなの最初からあるわけないでしょ」

　アリアが毒づいたのが合図になった。ボロボロになって倒れている星ほし人との姿を眺ながめながら、ゆっくりと美希の身体からだが崩くずれ落ちる。

　その身体をミムラが支え、ポケットに銀色のバーをしまう。

　一連のやりとりをしっかり見届けてから、アリアは星人の元へ駆けよった。

「ちょっと、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　アリアが星人の上半身を起こそうとする。星人も無理して指でＶサインをしようとしたが、突とつ如じよ、アリアの悲鳴が上がった。

「ぎゃーっ！　ふくっ、ふくっ、服を着なさいよっ！」

　放り投げられて、星人は後頭部をしたたかに打った。

「いってぇな……殺す気かよ」

「いいから、早く服を着なさい」

　周囲からアリアがカッターシャツやズボンをひろって次々投げつけた。それから最後にパンツもつまんで放り投げる。

「人の顔に下着を投げるな」

　顔の上にのったパンツをつまんで星人が苦情を述べると、アリアは背を向けて怒鳴った。

「いいから早く穿はきなさい。まったく何をやってたのよ、どうせ色仕掛けに騙だまされたんでしょうけど、いい気味だわ。ほんと、あんたってサイテーな男ね」

「やれやれ……」

　パンツを握って星人は半身を起こした。

　色仕掛けに騙だまされたというのは星ほし人とも否定できないが、アリアが想像した展開とは違うことだけはパンツを穿はきながら言っておく。

「違うよ。ウィルスを隠してないか身ぐるみ剝はいで調べられたんだ」

「見つかったのっ！」

　目を輝かせたアリアがふり返るが、星人はズボンに両足を通し終えたばかりのところだった。あわててアリアは背を向ける。

「ああ、あった。もう大だい丈じよう夫ぶ。安心して故郷の星へ帰っていいぞ」

　ズボンも穿いて、カッターシャツの両りよう袖そでに腕を通したところで星人は疲れ果てた。カッターシャツのボタンを閉める力すらない。近くの木を背もたれにして身体からだをあずける。木々の間から断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの向こうが見えた。なかなか眺ながめのいいポジションだ。

　現金なもので助かったと思った途と端たん、身体中のあちこちが思い出したように痛みだした。

　アリアは星人に背中を向けたままだ。そこにミムラが遠えん慮りよがちに口を開く。

「あの……それでウィルスはどちらに？」

　星人は口を大きく開けると、自分の口を指さした。

「食った」

「は～あっ!?」

　背中を向けていたアリアが我を忘れてふり返る。青いお目々が驚おどろきでまん丸だ。

「ちょっと、どういうことよ？」

「だから生物兵器を奪うばわれそうになってだな、食ったんだよ。全部、俺おれの腹ん中だ」

「吐きだしなさいっ！　早く」

　アリアはカッターシャツをつかむと星人の身体をガシガシゆする。その手を星人は迷惑そうに払いのけた。

「もう遅い。もう随ずい分ぶんと時間がたったし、それにカプセルは全部ガツガツ嚙かんで吞のみこんだ。もう腹の中に回ってるよ」

「ど、どうして……どうしてそんなことをしたのっ!?」

「地球を救うヒーローになってみたかった」

　ニヤリと笑う星人をアリアが罵ののしる。

「バッカじゃない!?」

「他ほかに方法がなかったんだから、仕方ないだろ」

　星人はアリアに毒づくと、一転してミムラに愛あい想そ笑いをうかべた。

「そんなわけでミムラ姐ねえさん。あの約束は反ほ故ごにしてもらえるかな？　クスリを使って記憶を改変するとか、二人のことを忘れるとかって言ってたけど。だって、ほら、この一連のことを忘れて病気を広めるようなことをしちゃ拙まずいっしょ？」

　それからミムラが抱だきかかえる美み希きを見て、つけ足しておく。

「それに記憶を改変されるってことは最初に思ってたより、あんまいいもんじゃなかったしね」

「ねぇ……ちょっと待ってよ」

　ミムラと星ほし人とのやりとりを黙だまって眺ながめていたアリアだが、ふと何かに気づいたかのように、その顔から表情が消えていた。

「もしかして、あたしのためなの？　あたしを故郷の星へ帰してやるだとか、何でもするって言ってたけど、もしかしてあたしのためにウィルスを吞のんじゃったの？」

　もしもここで星人がＹＥＳと答えて、アリアがそれを泣きながら感謝して故郷の星へと帰ってゆけば竹たけ取とり物語のようなおとぎ話やメルヘンに昇しよう華かするのかもしれない。

　けれどそんな美しき物語の主人公なんて星人には似合わない。

　そしてアリアもヒロインとしてはミスキャストだ。きっと責任を感じて地球に残るだ何だと騒さわぐに違いない。そうなれば星人は約束を果たせなくなってしまう。

　だから星人は主人公をあきらめて、憎にくまれ役に徹てつすることにする。

「はっ、自意識過か剰じようもいいとこだな。何をうぬぼれてるんだ、お前のためなはずないだろ。むしろ逆、お前みたいなドジが地球にいると怖いから、やっかい払いみたいな意味はあったけどな。お前なら地球のマントルを破壊してもおかしくないから」

　アリアの顔が見る見る紅潮していく。それでも星人は止やめるわけにはいかなかった。今は最後まで悪役を貫つらぬかなくてはならない。

「つまり俺おれは二重の意味で地球を救ったな。一つ目はウィルスの拡散を防いだ。二つ目はお前の惑星破壊級のドジを未然に防いだ。こんなとこさ、あはははははははははっ！」

「あんたなんか、サイテーッ!!」

　高笑いする星人にビンタをぶちかまし、アリアが走り去る。

　黒いメイド服の背中で金色の後ろ髪が踊るように跳はねていた。

　そんなアリアの後ろ姿が見えなくなると、星人は大きく息をついた。

（終わったな）

　崖がけの向こうに、雲一つない、目にまぶしいほどにすみ切った青い空が見えた。

　あの青い空の遥はるか向こうには大きな宇宙が広がっている。今もなお膨ぼう張ちようし、旅をすれば時間の流れすら変わるというでっかい存在だ。

　ほんの数日前、そんな巨大な宇宙を支配する真理の前にちっぽけな星人は無力感に押しつぶされるような思いをさせられた。

　けれど今、故郷の星へ帰るアリアの姿を想像すれば、宇宙を支配する真理に打ち勝ったとまではいかなくても、上う手まく出し抜いてやったような気分になれた。

　ゴロリと転がって大の字になると、星人は万感の思いをこめて、ちっぽけな自分から大宇宙へ言ってやる。

「どんなもんだい」
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　　　エピローグ







「う～ん、今日から学校か」

　玄関に鍵かぎをかけると、星ほし人とは右腕をのばして背伸びする。左腕はまだ痛むので上がらない。ミムラに調べてもらったところ、左腕は骨折していたらしい。左手をニギニギさせながら、星人は感心する。

「しかし折れた骨が一日や二日でくっつくなんて、宇宙人の科学力ってすげえなぁ。普通なら一ヶ月はかかるだろうに」

　あの大おお騒さわぎから三日がたった。

　昨日と一昨日おとといの二日間、星人は学校を休んだ。今日は二日ぶりの登校である。

　みんなの記憶の中では体育の時間にボールが頭に当たった星人は脳のう震しん盪とうを起こし、そのまま病院に運ばれ、安静が必要で二日間の自宅療養という話に改変されたそうだ。そして宇う佐さ見み美み希きという同級生は最初からいない人間として、みんなの記憶から消されたという。

　星人が自宅で休んでいる間にミムラが後始末をつけてくれたのだ。

　後始末といえば、人類削さく減げん機構なる変人の集つどいもミムラが始末をつけてくれた。なんでもご大層な名前の割にアメリカのシアトルを中心に活動する十数人程度の小さな組織だったらしく、美み希きから芋いもづる式にメンバーが割り出され、片っ端ぱしから記憶を改変されたらしい。当然、宇宙人から提供された物はすべて没収だそうだ。

　ちなみに美希は解放され、アメリカへ帰った。彼女の正体は一二歳まで日本のインターナショナルスクールに通っていた日本育ちの日系アメリカ人だったという。

　そして昨日の晩、アリアは故郷の星へ帰った。結局、あれから一度も顔を合わさないままになってしまったが、それでいいと星ほし人とは思っていた。

　ちょっとしたヒロイズムだ。

　もっともその代だい償しようはそれなりに大きかったが。

「う～ん、冷静に考えてみれば俺おれは童どう貞ていのうちに性病になったわけか」

　この点は星人もちょっとブルーになる。このまま二五歳、三〇歳と年をとっていくと周囲の連中から魔法使いとからかわれることになるはずだ。

　星人の安っぽい想像力でその頃ころの自分を想像してみる。

　場面は酒場で、サラリーマンたちが酔よっぱらい、着飾ったホステスたちが愛あい想そ笑いをうかべる。華はなやいだ雰ふん囲い気きの中、ホステスの前で会社の同どう僚りようたちが星人をからかう。

「こいつ、この年になっても童貞だから魔法を使えるんだぜ」

　するとスーツ姿の星人はグラスを傾けつつ、凄すごみをきかせるのだ。

「俺が童貞を捨てると、人類は滅びてしまうのさ」

　もしくはこんなセリフでもいいかもしれない。

「俺はこの世界を守るために童貞を続けているのさ」

　そこまで想像してみて、最後に竹たけ林ばやしの顔がちらついた。

「どう考えても電波だよなぁ」

　そう星人がぼやいた直後だった。轟ごう音おんと共に衝しよう撃げきが走り、身体からだがうき上がった。

「な、なんだ地震か？」

　周囲をあわてて見回す星人だが、その直後、自分の目を疑った。

「なんだ、こりゃ……」

　家に銀色、もしくは光こう沢たくのある灰色の円盤状の物体がつき刺さっている。何だか見覚えのある光景だ。

　黙だまって見守り続けていると、やや時間があって鈍く光る円盤の表面に突とつ如じよとして四角い穴が開いた。その穴から、ひょいと金色の頭が出てきた。そしてその隣から黒い頭も。

　黒髪の少女が目を回しながら口を開く。

「だ、だから操縦は私がやりますと何度も……」

「う、うるさいわねっ！　ちょっと失敗しただけじゃない」

　逆ギレする金髪少女の姿に星ほし人とは呆ぼう然ぜんとする。

「何でお前がここに……」

「ほっほぉ……何で、ですって？」

　アリアが額に青筋をうかべ作り笑いをする。

「教えてあげましょうか？　あたしがここにいる理由を。あのね、こーんなへんぴな星とやっとおさらばできるって思って、母船へ行ったらね、乗船拒否されちゃったの」

「はぁ、乗船拒否？　また何かやらかしたのかよ」

「失礼ね、あたしは何もやってないわ。むしろやらかしたのは星人の方よ」

「お、おれぇ？」

　自分の鼻先を指さす星人に、アリアは満足そうにうなずいてみせる。

「そうよ。事件の顚てん末まつを報告したらさ、生物兵器を回収するためにこの星に残ったのに、ウィルスはカプセル内から人間の体内に移っただけで、解決になってないって。むしろ人体に入ったことでより状況は悪化したって怒られたんだから」

「いや、でも、それは俺おれが他人に感染させるようなことをしなきゃいいだけだろ」

「そんな科学的根拠や客観的な信頼性に乏しい話をこっちの上層部が納なつ得とくするはずないじゃない。確実にウィルスを無害化させるか、星人が誰だれにもウィルスを感染させないまま一生を終えるまで見張り続けるか、どっちかでないと事件は解決したことにならないって言われたの。どう責任とってくれるのよ、いったい」

　どう責任をと言われても、星人に何ができるというのだろう。それどころか乾けん坤こん一いつ擲てきの解決策のつもりが、何の解決にもならなかったと言われれば徒労感も大きい。

「ちょっと待て、本当にダメだったのか？　何もかも無む駄だだったのか？　そして俺のせいで、お前は故郷の星に帰れなくなったのか……」

　呆然とする星人の顔から表情が消えると、アリアがあわてだした。

「ちょ、ちょっとそんなに落ちこまなくてもいいでしょ？　星人なんてサッパリ役に立たないどころか、事態を悪化させちゃってるけど、何とかしようとしたのは確かなんだから。その気持ちだけはあたしも評価してあげてるのよ？　努力賞みたいな感じでさ」

「いや、そんなものを評価されても……」

「まぁまぁ、いいじゃない」

　アリアはＵＦＯから降りると、学校の制服姿でふんぞり返った。

「このあたしが星人を治してやろうって言ってるんだから。こう見えても、あたしは科学士官候補生だから何とかなるに決まってるわ」

　とりあえず具体的な解決策がなさそうなのはわかった。

　同時に「人体実験」の四文字が脳裏にうかび、星人の顔色はますます冴さえなくなる。そんな星人とは対照的にアリアはテンションが高かった。

「さ、学校へ行くわよ。それと今後のことだけど、学校に通うのに別々の家に住んでることにするって面倒じゃない？　だから学校のみんなから宇う佐さ見み美み希きっていう工作員の記憶を消すついでに、あたしは留学生で星ほし人との家にホームステイしてるってことに変更しておいたから」

　それからアリアはふり返ってＵＦＯを見上げる。

「ね、大だい丈じよう夫ぶよね？　ミムラ」

　アリアの見つめる先で、ミムラが人さし指と親指でリングを作った。ＯＫのサインだ。

（あれ……もしかして……）

　星人の中で何か引っかかるものがあった。

　美希の件は学校を休んだ件と合わせて、あの事件の翌日に学校のみんなの記憶を改変したと星人はミムラから聞かされていた。そして美希の件と一緒に記憶を改変したというなら、アリアは大型母船が来る前から、地球に残り続けるための記憶操作をミムラに指示していたことになる。つまり乗船拒否も任務も関係なく、最初からアリアは帰る気がなかったわけだ。

　星人の中で張り詰めていたものが切れた。

「なんてこったい……まったく……」

　もう笑うしかない。星人が捨て身の覚悟で打った一手をアリアは自らの意思で全部ひっくり返してしまったのだ。

　借りを作ったまま故郷の星へ帰りたくなかったのかもしれないが、これでは最悪の場合、星人のウィルスは無害化できず、アリアも故郷の星に帰れなくて共倒れになる可能性がある。

（ほんっと、バカだな。こいつ……）

　星人は全身の力が抜けるような思いだった。せめてもの救いはアリアが楽しそうにしているということぐらいか。

　馴なれ馴れしくも星人のことを名前で呼んでいるし、何よりこれからは一つ屋根の下に一緒に暮らしていることを明らかにした形で学校へ通うという。

　おそらく長期戦を見すえてのことだろう。

　星人も覚悟を決めた。

「いいよ、わかった。最後まで面倒見てやるよ。アリアがヘマをしないようしっかり見張ってやる」

「何が面倒見てやるよ。上から目線で偉そうね。だいたい逆でしょ？　あたしがウィルスを無害化させるか、他人に感染させないよう星人を見張るんだから」

　名前で呼び合う関係が楽しい。けれどもっと楽しいのは隙すきだらけで生き真ま面じ目めなアリアの性格だ。実につっこみ甲が斐いがある。

　星人は家につき刺さったＵＦＯを指さすと、バシッと言ってやった。

「何を言ってんだよ、あの惨さん状じようを見てみろ。見張りが必要なのはな、そっちの方だ」
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　　　あとがき




　はじめての方、はじめまして。

　前作をお読みいただいた方、お久しぶりです。

　どうも、柏かしわ葉ば空そら十じゆう郎ろうです。

　オイラにとっては第二作となる「ＭＩＢ」を手にとっていただき、ありがとうございます。




　ところでこの第二作というポジションですが、前作が新人賞への応募作ということもあって、気持ち的には作家として最初の仕事といった感じがします。

　そういった意味ではオイラにとってデビュー作とならんで思い入れ深い一作ですが、もう一つ、本作には思い入れ深い点があります。

　それはオイラ自身、デビューして一年にも満たない新人ですが、小説は約一〇年くらい書き続けてきました。その一〇年の中でもベスト３に入るお気にいりのシーンが今回はあるのです……もっとも前作にもベスト３に入るお気にいりのシーンがあったんですけどね。

　こうなると何だか三つまで挙げられるのをいいことに一〇年級のベスト３を大安売りしているみたいですが、前作は長く芽が出なかったオイラがデビューのきっかけをつかむ一因になったと思っていますし、本作もペーペーの新人なりに賭としたものもあります。

　実はこの本を書く前に担当と約三ヶ月にわたって打ち合わせを続けましたが、このシーンを抜いてストーリーを違う展開にすれば約二ヶ月の時点で話はまとまっていました。

　立場や状況的には書かせてもらえるだけでありがたかったのですが、男一匹・柏葉空十郎、どうしてもこのシーンを入れたくて、もう一ヶ月ほど担当におつき合いをしていただきました。

　そんなわけで、ひよっ子なりに片足をプルプルふるわせてでも入れたかったシーンです。ちびっとこだわった程度にはこの本も面白くなったんじゃないかと思ってます。




　最後に謝辞などを。

　ねばり強くおつき合いいただいた担当の高たか林ばやし氏、素敵なイラストを描かいていただいた二にノ膳ぜん先生、他ほかにも多くの方に助力をいただきました。本を作るところから流通まで、この本が読者の方々の手に届くまでにかかわったすべての方々に謹つつしんでお礼を申し上げます。

　そしてこの本を手にとっていただいた方々へ、最大の感謝を。

　みなさん、本当にありがとうございます。





柏葉空十郎
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柏かしわ葉ば空そら十じゅう郎ろう

ギザつき10円の棒金（１本50枚入り）ビニール巻きなので横からギザを鑑賞できる優れ物。内訳：昭和二十六年１本、昭和二十七年６本、昭和二十八年６本、昭和二十九年８本、昭和三十年２本、昭和三十二年１本。計24本、１２００枚。柏葉コレクションの至宝。

[image: ]




イラスト／二にノの膳ぜん

広島県出身、東京都在住。日に日にポンコツになっていく体になんだか不安を覚える三十路男。フリーで絵を描いたり塗ったりしています。
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